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令和７年伊豆市議会９月定例会 

 

議 事 日 程（第１号） 

 

                    令和７年９月１日（月曜日）午前９時３０分開会 

 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 諸般の報告 

日程第 ４ 行政報告 

日程第 ５ 報告第１３号 専決処分の報告について（工事請負契約の変更） 

日程第 ６ 報告第１４号 専決処分の報告について（工事請負契約の変更） 

日程第 ７ 報告第１５号 令和６年度伊豆市健全化判断比率の報告について 

日程第 ８ 報告第１６号 令和６年度伊豆市資金不足比率の報告について 

日程第 ９ 議案第４９号 令和６年度伊豆市一般会計歳入歳出決算の認定について 

日程第１０ 議案第５０号 令和６年度伊豆市公共用地取得事業特別会計歳入歳出決算の認定 

             について 

日程第１１ 議案第５１号 令和６年度伊豆市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定につ 

             いて 

日程第１２ 議案第５２号 令和６年度伊豆市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定に 

             ついて 

日程第１３ 議案第５３号 令和６年度伊豆市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第１４ 議案第５４号 令和６年度伊豆市水道事業会計決算の認定について 

日程第１５ 議案第５５号 令和６年度伊豆市温泉事業会計決算の認定について 

日程第１６ 議案第５６号 令和６年度伊豆市下水道事業会計決算の認定について 

日程第１７ 議案第５７号 令和６年度伊豆市持越財産区特別会計歳入歳出決算の認定につい 

             て 

日程第１８ 議案第５８号 令和６年度伊豆市市山財産区特別会計歳入歳出決算の認定につい 

             て 

日程第１９ 議案第５９号 令和６年度伊豆市門野原財産区特別会計歳入歳出決算の認定につ 

             いて 

日程第２０ 議案第６０号 令和６年度伊豆市吉奈財産区特別会計歳入歳出決算の認定につい 

             て 

日程第２１ 議案第６１号 令和６年度伊豆市月ヶ瀬財産区特別会計歳入歳出決算の認定につ 

             いて 
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日程第２２ 議案第６２号 令和６年度伊豆市田沢財産区特別会計歳入歳出決算の認定につい 

             て 

日程第２３ 議案第６３号 令和６年度伊豆市矢熊財産区特別会計歳入歳出決算の認定につい 

             て 

日程第２４ 議案第６４号 令和７年度伊豆市一般会計補正予算（第４回） 

日程第２５ 議案第６５号 令和７年度伊豆市国民健康保険特別会計補正予算（第１回） 

日程第２６ 議案第６６号 令和７年度伊豆市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１回） 

日程第２７ 議案第６７号 令和７年度伊豆市介護保険特別会計補正予算（第１回） 

日程第２８ 議案第６８号 伊豆市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用 

             等に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一部改正 

             について 

日程第２９ 議案第６９号 伊豆市印鑑条例の一部改正について 

日程第３０ 議案第７０号 伊豆市営施設運営委員会条例の廃止について 

日程第３１ 議案第７１号 伊豆市下水道条例及び伊豆市給水条例の一部改正について 

日程第３２ 議案第７２号 伊豆市上下水道事業審議会条例の制定について 

日程第３３ 議案第７３号 伊豆市地域集会施設条例の一部改正について 

日程第３４ 議案第７４号 財産の取得について 

───────────────────────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 議事日程に同じ 

───────────────────────────────────────────────── 

出席議員（１３名） 

     １番  尾 垣 和 則 君      ２番  飯 田   大 君 

     ３番  浅 田 藤 二 君      ４番  小 川 多美子 君 

     ５番  黒 須 淳 美 君      ６番  鈴 木 優 治 君 

     ７番  下 山 祥 二 君      ８番  波多野 靖 明 君 

     ９番  間 野 みどり 君     １０番  青 木   靖 君 

    １１番  三 田 忠 男 君     １２番  小長谷 順 二 君 

    １４番  木 村 建 一 君      

欠席議員（１名） 

    １３番  森   良 雄 君 

───────────────────────────────────────────────── 

地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名 

市 長 菊 地   豊 君 副 市 長 伊 郷 伸 之 君 
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副 市 長 安 藤 詳 平 君 教 育 長 鈴 木 洋 一 君 

総合政策部長 新 間 康 之 君 総 務 部 長 井 上 貴 宏 君 

市 民 部 長 勝 呂 信 哉 君 健康福祉部長 大 石   真 君 

産 業 部 長 大 路 弘 文 君 建 設 部 長 山 口 吉 久 君 

建 設 部 理 事 浅 田 和 彦 君 危 機 管 理 監 大 村 俊 之 君 

教 育 部 長 小 塚   剛 君 会 計 管 理 者 池 谷 真由美 君 

代表監査委員 渡 邉 光 由 君   

───────────────────────────────────────────────── 

職務のため出席した者の職氏名 

事 務 局 長 稲 村 栄 一 次 長 土 屋 洋 美 

主 任 原   亜里沙   
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開会 午前 ９時３０分 

 

◎開会宣告 

○議長（下山祥二君） 皆さん、おはようございます。 

  本日、13番、森良雄議員より欠席の届出がありますので、お知らせいたします。 

  ただいまから令和７年伊豆市議会９月定例会を開会いたします。 

  本日の出席議員は13名です。定足数に達しておりますので、会議は成立いたしました。 

 

◎議事日程説明 

○議長（下山祥二君） 議案説明のため、地方自治法第121条の規定により、市長以下、関係

職員の出席を求めましたので、御報告申し上げます。 

  本日の議事日程は、配付のとおりであります。本議会における配付につきましては、伊豆

市議会規則第167条の２の規定により、タブレットに表示することで同規則による配付とみ

なされますので、御了承願います。 

 

◎会議録署名議員の指名 

○議長（下山祥二君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  会議規則第88条の規定により、議長において指名いたします。議席番号２番飯田大議員、

議席番号３番浅田藤二議員を指名いたします。 

 

◎会期の決定 

○議長（下山祥二君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

  お諮りいたします。 

  今定例会の会期は、本日から９月30日までの30日間といたします。これに御異議ございま

せんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（下山祥二君） 御異議なしと認めます。 

  よって、会期は本日から９月30日までの30日間に決定いたしました。 

  なお、会期中の会議予定につきましては、配付した会期日程表のとおりでありますので、

御了承願います。 

  次に、休会日についてお諮りいたします。 

  本定例会における休会日は、会期日程表に記されたとおりといたします。これに御異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（下山祥二君） 御異議なしと認めます。 
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  よって、休会日は会期日程表に記されたとおりとすることに決しました。 

 

◎諸般の報告 

○議長（下山祥二君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

  初めに、監査委員より法に基づく例月出納検査結果並びにその他、議長等の会議、出張等

につきましては、配付した資料のとおりでございます。 

  また、議長が出席した会議資料は、議員掲示板前にて閲覧できますので、御確認下さい。 

  次に、６月定例会で選挙した、静岡県後期高齢者医療広域連合議会議員につきまして、事

務局の選挙長から結果通知がありましたので、御報告いたします。 

  当選人は、堀江和雄三島市議会議員、藤原正光掛川市議会議員、髙林修浜松市議会議員と

なりました。 

  次に、本日までに受理した陳情書は、配付した２件であります。 

  議会運営委員会の協議の結果、西浜区長鈴木孝氏、西浜区民一同から提出されました、伊

豆市自然環境等と再生可能エネルギー発電事業との調和に関する条例の一部改正に関する陳

情書及び田方森林組合代表理事組合長岡田悦郎氏から提出されました、森の力再生事業の継

続を求める意見書の提出を求める陳情書の２件は、総務経済委員会に審査を要請いたします。 

  続きまして、一部事務組合の議会議員から報告の申出がありますので、これを許します。 

  初めに、伊豆市沼津市衛生施設組合議会の報告について、議席番号６番、鈴木優治議員。 

〔６番 鈴木優治君登壇〕 

○６番（鈴木優治君） ただいま議長から報告を求められました、伊豆市沼津市衛生施設組合

議会定例会の報告をいたします。 

  去る令和７年８月７日、令和７年第２回伊豆市沼津市衛生施設組合議会定例会が、伊豆市

役所２階議場にて、伊豆市長、沼津市長、執行部７名及び沼津市市議４名、伊豆市市議４名

が出席し開催されました。 

  議長より日程第５、認第１号 令和６年度伊豆市沼津市衛生施設組合会計歳入歳出決算の

認定を議題とし管理者伊豆市長より認第１号の提案理由が述べられ、施設長より補足説明が

行われました。質疑に入る前に、認第１号に対する決算審査の経過及び結果についての報告

が求められました。監査委員議員より、令和７年６月27日組合会議室（土肥支所）にて認第

１号令和６年度伊豆市沼津市衛生組合会計歳入歳出決算について、監査の結果、いずれもそ

の処理は正確であり、その内容も適正なものと認める旨の報告がなされました。 

  質疑はなく、採決が行われ、全員挙手にて認第１号 令和６年度伊豆市沼津市衛生施設組

合会計歳入歳出決算の認定がされました。 

  また、同施設は令和９年３月31日の閉所に向かい順調に進捗しているものの、富士箱根伊

豆国立公園の地内にあるため、環境省の規制があり、施設壁面にあたる道路壁面の復旧工事

が滞る可能性があるかもしれないとの報告を受けています。 
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  以上をもちまして、令和７年第２回伊豆市沼津市衛生施設組合議会定例会の報告をさせて

いただきます。 

○議長（下山祥二君） 次に、伊豆市伊豆の国市廃棄物処理施設組合議会の報告について、議

席番号５番、黒須淳美議員。 

〔５番 黒須淳美君登壇〕 

○５番（黒須敦美君） ５番、黒須淳美です。 

  伊豆市伊豆の国市廃棄物処理施設組合議会について報告いたします。 

  令和７年８月12日クリーンセンターいず研修室において、令和７年第２回定例会が行われ

ました。 

  冒頭、管理者山下正行伊豆の国市長より行政報告があり、本年上半期の実績について、ご

みの搬入量は合計で8,591トンで、各構成市からの搬入割合は、伊豆市約40％、伊豆の国市

約60％であり大きな変化はないとのことでした。 

  また、ごみの焼却量は合計で7,288トンで、これは毎年５月に２つの焼却炉を停止して行

われる定期的な点検整備を実施したため、上半期においては搬入量に対する焼却量が少なく

なっているとの説明でした。 

  次に、発電事業について、3,401メガワット時の発電があり、そのうちの1,373メガワット

時を施設の運転のための自家消費へ、残りの2,028メガワット時は余剰電力として売電し、

ＦＩＴ電力収入と非ＦＩＴ電力収入の合計で2,857万7,518円の売電収入になったとのことで

した。 

  続いて、３件の議案が上程され、議案の審議が行われました。 

  議案第６号 令和６年度伊豆市伊豆の国市廃棄物処理施設組合会計歳入歳出決算の認定に

ついて、歳入総額５億8,807万9,745円、歳出総額５億5,157万8,111円、歳入歳出差引額

3,650万1,634円で実質収支額も同額であり、監査委員からの補足説明の後質疑、討論はなく、

原案通り認定されました。 

  議案第７号 令和７年度伊豆市伊豆の国市廃棄物処理施設組合会計補正予算（第１回）で

は、歳入歳出予算の総額にそれぞれ令和６年度決算剰余金3,650万1,000円を追加し、予算総

額を５億5,870万8,000円とするもので、これは過年度構成市負担金の精算金として返還する

ための補正予算であるとの説明があり、質疑、討論はなく原案のとおり可決されました。 

  議案第８号 伊豆市伊豆の国市廃棄物処理施設組合の指定金融機関の指定について、現在

の指定金融機関であるスルガ銀行株式会社との指定契約が、令和７年12月31日をもって満了

となるため、令和８年１月より２年間、三島信用金庫を指定金融機関とするもので、出納事

務を伊豆市に委託しているため、伊豆市に合わせて指定するとの説明があり、審議の結果全

会一致で可決されました。 

  以上で、伊豆市伊豆の国市廃棄物処理施設組合議会の報告を終わります。 

○議長（下山祥二君） 次に、駿東伊豆消防組合議会の報告について、議席番号11番、三田忠
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男議員。 

〔１１番 三田忠男君登壇〕 

○１１番（三田忠男君） 11番、三田忠男です。 

  ８月20日駿東伊豆消防組合本部において、令和７年度第２回駿東伊豆消防組合議会定例会

が開催されましたので、御報告いたします。 

  議長選挙が指名推選で行われ、沼津市議会尾藤正弘氏が当選いたしました。引き続き、専

決処分の報告が５件行われ、うち４件は交通事故損害賠償額の決定、ほか１件物損事故によ

る損害賠償額の決定です。交通事故について４件とも議案質疑がありました。専決処分の報

告及びその承認について２件報告があり、いずれも条例の一部改正を承認いたしました。 

  令和６年度組合会計決算歳入歳出69億9,536万円の認定、更新高規格救急自動車救急資器

材３台分2,517万7,350円の財産の取得の議決、組合職員の勤務時間、休暇等に関する条例の

一部改正議決、組合職員の育児休業等に関する条例の一部改正の議決、第１回補正予算１億

3,028万9,000円を追加し、歳入歳出69億8,041万2,000円とする議決、伊豆の国市議会飯田康

議員を監査委員に選任する同意があり、全て原案どおり認定等されました。のち一般質問２

名が行われ、職員配置、女性消防吏員の採用状況、広域化のメリットとされる部署の配置に

ついて等の質問がありました。 

  定例会終了後、駿東伊豆消防組合発足から下田地区消防組合との統合に向けた協議の経過

の説明があり、結論として協議は打ち切り、下田地区の基盤強化の実現もしくは見通しが整

った後に協議再開について検討するという報告がありました。 

  下田地区の基盤強化とは、デジタル無線設備の拡充、出動態勢の充実、はしご車の更新、

分署の隊運用、給与水準の統一、条例定数の引上げ及び職員採用等７項目を示すということ

です。 

  また、上半期の伊豆市の火災状況は14件で、令和６年度に比べて２件増、救急は1,054件

で２件減、搬送人員は948名で６人増、救出出動23件で５件増、活動件数は16件で４件増、

救助人数18件で４名増、119番受信は1,157件で21件増、うち緊急性のないものが224件で２

件減です。 

  なお、詳しい内容につきましては、各種資料を議会委員会室前に置き、閲覧できる状態に

してありますので、御活用いただければと思います。 

  以上で報告を終わります。 

○議長（下山祥二君） 以上で諸般の報告を終わります。 

 

◎行政報告 

○議長（下山祥二君） 日程第４、行政報告を行います。 

  これを許します。 

  市長。 
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〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） 皆さん、おはようございます。 

  令和７年伊豆市議会９月定例会の冒頭に当たり、行政報告を申し上げます。 

  まず、カムチャツカ半島付近の地震に伴う津波警報の対応について。 

  ７月30日に、ロシアのカムチャツカ半島付近を震源とする地震が発生し、市内沿岸部に最

大３メートルの津波の到達を予想する津波警報が発令されました。 

  市では、土肥の屋形地区に避難指示を発令し、土肥小中一貫校など４か所を避難所として

開設したほか、津波避難ビルを開放し、観光客など最大240人が避難しました。 

  津波による直接的な被害はありませんでしたが、夏の観光シーズンにおける避難について、

観光客への周知や帰宅困難者への対応などが課題となりました。 

  今回の対応を改めて検証し、課題解決に努めるとともに、改めて災害死者ゼロを目指し、

引き続き津波対策に取り組んでまいります。 

  次に、東京2025デフリンピック開催に向けて。 

  東京2025デフリンピック開催まで100日前となる先月初めから、本市で開催される自転車

競技の大会機運を盛り上げるため、修善寺駅及び市役所各庁舎に大会横断幕を掲出しました。

また、開催50日前となる10月には、修善寺駅周辺に大会のぼり旗の設置と本市出身のデフバ

レーボール元日本代表選手を招いた記念イベントの開催を予定しております。 

  大会期間中は、修善寺駅観光案内所に会話をリアルタイムに多言語表示する字幕表示シス

テムを設置するほか、静岡県との連携により、市内小中学校、小中一貫校の児童生徒の大会

観戦を実施することとしており、デフスポーツや障害のある方への理解を深め共生社会の実

現に努めてまいります。 

  次に、修善寺地区の小学校再編について。 

  修善寺地区４小学校の再編については、本年３月に保護者の皆様に今後の在り方に関する

アンケートを実施し、再編に関する意向のほか、再編に期待すること、不安に感じることな

ど様々な御意見を伺うことができました。 

  今後は、このアンケート結果を踏まえ、各小学校を訪問し、保護者の皆様の御意見をお伺

いした後、地域への説明会を行うこととしております。その上で、今年度中に再編の方向性

について整理し、来年度には教育振興審議会を設置する予定です。 

  再編に伴う子どもや保護者の負担を考慮しながら、より良い教育環境を整えられるよう、

修善寺地区の小学校の在り方について、検討してまいります。 

  次に、子育て支援施策について。 

  昨年度策定したこども計画に基づき、現在、保育施設の老朽化に伴う施設改修や防犯対策

を進めており、土肥こども園の遊具入替えに伴う新たな複合遊具は、今月下旬に供用を開始

する予定です。 

  また、本年３月にリニューアルした狩野川記念公園の遊具広場では、インクルーシブ遊具
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を設置するなど、誰もが楽しめる場所として多くの方に御利用いただいているほか、クリー

ンセンターいず管理棟の１階では、キッズスペースを開放し、雨の日でも子供が自由に遊ぶ

場所を設けるなど、多岐にわたり子育て環境の充実を図っております。 

  引き続き、子供が健やかに成長できるまちづくりに取り組んでまいります。 

  最後に、公共施設使用料及び上下水道料金の見直しについて。 

  公共施設の使用料等は、合併以来、消費税改定時を除き見直しを行ってまいりませんでし

たが、昨今の物価や人件費の高騰に伴う社会環境への対応や、利用者負担の公平性を確保す

るため、全ての公共施設の使用料等を見直すこととしました。 

  現在、使用料等審議会で使用料等の算定の考え方について御審議いただいており、来年度

には、各施設の使用料等に係る条例改正を議会にお諮りする予定です。 

  また、上下水道料金の見直しについては、上下水道それぞれの審議会を１つの審議会に統

合するため、今議会に条例の制定について議案を上程しております。新たに設置する審議会

では、上下水道の将来にわたる安定的な供給に向けた適正な料金について御審議賜り、今年

度末を目途に答申をいただきたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 以上で行政報告を終わります。 

 

◎報告第１３号及び報告第１４号の上程、説明 

○議長（下山祥二君） 日程第５、報告第13号 専決処分の報告について（工事請負契約の変

更）及び日程第６、報告第14号 専決処分の報告について（工事請負契約の変更）の２件を

議題といたします。 

  提出者から報告を求めます。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） 報告第13号及び14号の報告案件について一括して提案理由を申し上げ

ます。 

  報告第13号は、令和６年９月５日に議決を得て締結した、ひなた公園に整備する管理棟及

びトイレ棟の建築工事において、契約金額の変更を行い専決処分したので報告するものです。 

  報告第14号は、令和６年７月１日に議決を得て締結した、ひなた公園に整備する危機管理

センター建築工事において、契約金額の変更を行い専決処分したので報告するものです。 

  詳細をそれぞれ担当する部長に説明させます。 

○議長（下山祥二君） 本件の報告について補足説明の申出がありますので、これを許します。 

  報告第13号について、建設部長。 

〔建設部長 山口吉久君登壇〕 

○建設部長（山口吉久君） それでは、補足説明させていただきます。 
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  令和６年度伊豆市（仮称）日向公園管理棟・トイレ棟建築工事の変更契約に伴い、専決処

分を行いましたので、報告させていただきます。 

  議案書５ページを御覧ください。 

  １の契約の名称、２の契約の方法、４の契約相手は記載のとおりとなっております。変更

はございません。 

  ３の変更契約の内訳ですが、当初契約額は４億2,680万円でしたが、今回1,706万1,000円

を増額し変更契約額を４億4,386万1,000円といたしました。変更金額が当初金額から3,000

万円以下の変更額となりましたので、規定により専決処分の報告となります。 

  変更の主な内訳でございますが、変更場所につきましては、報告第13、14号補足説明資料

を御覧ください。 

  赤色の着色部分が変更箇所となります。別途工事予定でありました徒渉池、子ども用の水

遊び施設となりますが、管理棟の屋根付きテラスの床仕上げと同様なコンクリートの仕上げ

で一体的に施工したほうが施工性や維持管理面でも利点があるため、追加工事としたことと、

管理棟の裏側に設置する非常用マンホールトイレ５基も、当該工事に合わせて施工するほう

が作業効率が高まるため、追加工事としたことが主な変更理由となっております。 

  なお、専決処分書に記載はございませんが、この増額変更に伴い、工期を令和７年７月31

日から令和７年10月31日までに変更しております。 

  補足説明は以上でございます。 

○議長（下山祥二君） 続いて、報告第14号について、危機管理監。 

〔危機管理監 大村俊之君登壇〕 

○危機管理監（大村俊之君） それでは、私から報告第14号の補足説明をいたします。 

  議案書は９ページを御覧ください。 

  １の契約の名称、２の契約の方法、４の契約相手は記載のとおりとなっております。 

  ３の変更契約の内訳でございますが、当初契約は８億6,900万円でしたが、今回2,952万

4,000円の増額をし、変更契約額を８億9,852万4,000円としました。変更金額が当初金額か

ら3,000万円以下の変更額となりますので、規定により専決処分の報告となります。 

  変更の主な内容でございますが、掘削時に想定より多くの巨石が出たことによる地盤改良

方法を変更したことや、別途工事である放送設備のアンテナマストの位置が確定したことに

よる鉄骨加工が追加になったこと、また、ガラスの使用を防火設備用に変更したこと、建物

周辺の雨水排水の計画を変更したことによる排水施設等の増加などにより、変更契約となり

ました。 

  なお、専決処分にはございませんが、この増額変更に伴い、工期を令和７年７月31日から

令和７年11月14日までに変更し、完成を目指しております。 

  補足説明は以上でございます。 

○議長（下山祥二君） 以上で補足説明を終わります。 
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◎報告第１５号及び報告第１６号の上程、説明、質疑 

○議長（下山祥二君） 日程第７、報告第15号 令和６年度伊豆市健全化判断比率の報告につ

いて及び日程第８、報告第16号 令和６年度伊豆市資金不足比率の報告についての２件を一

括して議題といたします。 

  提出者から報告を求めます。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） 報告第15号及び16号について一括して提案理由を申し上げます。 

  この２件につきましては、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定

に基づく健全化判断比率及び同法第22条第１項の規定に基づく資金不足比率について、監査

委員の意見をつけて報告するものです。 

  詳細を総合政策部長に説明させます。 

○議長（下山祥二君） ここで補足説明の申出がありますので、これを許します。 

  総合政策部長。 

〔総合政策部長 新間康之君登壇〕 

○総合政策部長（新間康之君） それでは、報告第15号と報告第16号、併せて補足説明をさせ

ていただきます。 

  議案書の11ページをお願いいたします。 

  まず、報告第15号の健全化判断比率でございます。 

  地方公共団体の財政の健全化に関する法律において、地方公共団体の財政状況を客観的に

表し、財政の早期健全化や再生の必要性を判断するためのものとして、こちらに記載された

４つの指標が判断比率項目として定められております。 

  まず、１つ目の実質赤字比率でございますが、こちらは一般会計等、本市では一般会計と

公共用地取得事業特別会計になりますが、こちらで生じている赤字の大きさを財政規模に対

する割合で表すものでございます。２つ目の連結実質赤字比率は、一般会計をはじめ財産区

特別会計を除く市の全ての会計で生じている赤字の大きさを、同じく財政規模に対する割合

で表すものになります。 

  いずれも赤字は生じておりませんので、健全化判断比率の欄は棒線による記載となってお

ります。 

  ３つ目の実質公債費比率でございますが、こちらは地方債の借入れに対する返済額と、こ

れに準ずる額の財政規模に対する割合を表しておりまして、数値が大きいほど返済の資金繰

りが厳しいということになります。 

  表の右側の欄にありますとおり、財政悪化の黄色信号とされている早期健全化の基準は

25％、当市は6.7％ですので、基準を下回っている状況でございます。 
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  ４つ目、表の一番下の将来負担比率でございますが、こちらは借入金など現在市が抱えて

いる負債の大きさを財政規模に対する割合で表すものでございまして、数値が大きいほど今

後の財政を圧迫する可能性が高いということになります。 

  令和６年度に、新中学校など大型事業の財源とするための借入れが大きく増えたことから、

将来負担比率は68.6％となりまして、昨年の46％から大きく上昇いたしましたが、早期健全

化の基準である350％を下回っている状況であるとともに、財政シミュレーションの想定の

範囲内で推移している状況でございますので、安心していただければと思います。 

  以上、４つの指標から見て本市の財政は健全な状況にありますことを、まずは御報告をさ

せていただきますとともに、今後も引き続き健全な財政運営に努めるよう緊張感を持って取

り組んでまいります。 

  続いて、報告第16号資金不足比率でございます。 

  議案書の15ページをお願いいたします。 

  こちらは、公営企業会計における資金の不足額について、事業規模に対する割合を見るも

のでございます。 

  こちらに記載してございます本市の３つの公営企業会計については、いずれの会計も赤字

決算ではないため、資金不足額はございません。したがいまして、表については全て棒線で

の記載となっております。 

  以上、２件の報告について、補足説明をさせていただきました。 

○議長（下山祥二君） 以上で補足説明は終わりました。 

  これより報告第15号及び報告第16号について質疑に入ります。 

  質疑はありませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（下山祥二君） 質疑なしと認めます。 

  これで、報告第15号及び報告第16号の質疑を終結いたします。 

 

◎議案第４９号～議案第６３号の上程、説明 

○議長（下山祥二君） 日程第９、議案第49号 令和６年度伊豆市一般会計歳入歳出決算の認

定についてから日程第23、議案第63号 令和６年度伊豆市矢熊財産区特別会計歳入歳出決算

の認定についてまでの15議案を一括して議題といたします。 

  提出者から提案理由の説明を求めます。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） 議案第49号から議案第63号までの15議案について一括して提案理由を

申し上げます 

  議案第49号から53号及び議案第57号から議案第63号については、地方自治法第233条第３
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項に基づき、令和６年度決算について監査委員の意見をつけて議会の認定に付すものです。 

  議案第54号から議案第56号については、地方公営企業法第30条第４項の規定に基づく令和

６年度決算について監査委員の意見をつけて議会の認定をお願いするものです。 

  決算の詳細について一般会計を会計管理者に、特別会計はそれぞれ担当する部長に説明さ

せます。 

○議長（下山祥二君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

  ここで、補足説明の申出がありますので、これを許します。 

  初めに、議案第49号について。 

  会計管理者。 

〔会計管理者 池谷真由美君登壇〕 

○会計管理者（池谷真由美君） それでは、議案第49号 令和６年度伊豆市一般会計歳入歳出

決算の認定について補足説明をさせていただきます。 

  配付してございます07一般会計歳入歳出決算書を御覧ください。 

  私が決算額として御説明申し上げる額につきましては、決算書に記載されている収入済額

または支出済額の額となりますので御承知おきください。 

  まず、決算書の７ページを御覧ください。 

  歳入総額は274億7,194万1,301円、歳出総額は258億7,436万484円、歳入歳出差引額は15億

9,758万817円となりました。 

  続きまして、161ページをお願いいたします。 

  実質収支に関する調書でございます。 

  ３の歳入歳出差引額から４の翌年度へ繰り越すべき財源の計、１億1,026万8,000円を差し

引いた５の実質収支額は、14億8,731万3,000円となりました。 

  それでは、歳入について御説明いたします。 

  決算書は10ページに戻っていただきたいです。 

  令和６年度一般会計歳入歳出決算書の歳入の状況を御覧いただきたいと思います。 

  歳入合計欄でございます。予算現額は、現年繰越明許を合わせて291億6,012万円となりま

した。決算額は274億7,194万1,000円となり、前年度決算額と比較いたしますと116.94％、

39億7,967万7,000円の増となりました。 

  決算書の13ページをお願いいたします。 

  １款市税は決算額41億260万5,000円となりました。こちらは企業収益が回復傾向にあり、

法人市民税が増となったことや、軽自動車税、入湯税が前年度より増となったものの定額減

税による個人市民税の減や、土地価格の下落などによる固定資産税の減により、市税全体で

は前年度比98.31％、7,023万5,000円の減となりました。 

  ここからは、前年度比や決算額が大きく変わった項目について御説明いたします。 

  決算書の16ページをお願いいたします。 



－14－ 

  10款地方特例交付金は個人市民税の定額減税に対する定額減税減収補塡特例交付金の交付

により、決算額１億3,230万4,000円となり、前年度比753.56％、１億1,474万7,000円の増と

なりました。 

  11款地方交付税は決算額63億1,878万4,000円となりました。こちらは国の地方財政計画に

基づき、地方交付税の財源が確保されたことにより、前年度比102.95％、１億8,133万7,000

円の増となりました。 

  次に、20ページをお願いいたします。 

  15款国庫支出金は決算額35億1,722万円となりました。こちらは、新中学校整備に係る公

立学校施設整備費負担金の増や、日向公園整備事業に係る都市防災総合推進交付金の増、物

価高騰緊急支援の各種事業に係る補助金が交付されたことによるもので、前年度比115.83％、

４億8,081万円の増となりました。 

  次に、29ページをお願いいたします。 

  18款寄附金は決算額13億8,028万3,000円となりました。こちらは、ふるさと伊豆市寄附金

の増によるもので、前年度比116.87％、１億9,926万6,000円の増となりました。 

  次に、36ページをお願いいたします。 

  22款市債は決算額46億6,668万6,000円となりました。こちらは、中伊豆室内温水プール長

寿命化改修事業や、新中学校整備事業、リサイクルセンター整備事業に伴う借入れや、松原

公園津波避難複合施設整備事業などの事業が、令和６年度への繰越しとなったことから、借

入額が増になり、前年度比190.09％、22億1,179万円の増となりました。 

  続きまして、歳出について御説明いたします。 

  12ページをお願いいたします。 

  令和６年度一般会計歳入歳出決算書の歳出の状況を御覧いただきたいと思います。 

  決算額は258億7,436万円となり、最終予算額に対する執行率は88.73％、前年度比

120.07％、43億2,661万7,000円の増となりました。 

  次に、前年度と比べ大きく増減があった款について御説明いたします。 

  決算書の63ページをお願いいたします。 

  ３款民生費は決算額54億3,728万9,000円となりました。こちらは、障害福祉サービス費や

物価高騰緊急支援事業に係る費用の増、支援対象者の拡充等に伴う児童手当の増加などによ

り、前年度比108.60％、４億3,064万9,000円の増となりました。 

  次に、83ページをお願いいたします。 

  ４款衛生費は決算額25億668万2,000円となりました。こちらは、中伊豆温泉病院の移転完

了に伴う公的病院移転新築事業費補助金の減や、リサイクルセンター整備事業費の減などに

よるもので、前年度比80.94％、５億9,025万6,000円の減となりました。 

  次に、127ページをお願いいたします。 

  ９款消防費は決算額17億947万3,000円となりました。こちらは、駿東伊豆消防組合負担金
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の増や、危機管理センター整備に伴う工事費の増などによるもので、前年度比128.12％、３

億7,528万3,000円の増となりました。 

  次に、131ページをお願いいたします。 

  10款教育費は決算額56億130万5,000円となりました。こちらは、新中学校整備事業費の増

や、施設長寿命化工事の実施による中伊豆室内温水プール管理事業費の増によるもので、前

年度比296.69％、37億1,343万1,000円の増となりました。 

  最後に、基金の残高と地方債残高について御説明いたします。 

  決算書の最終ページ、167ページを御覧ください。 

  下段、一般会計合計のとおり令和５年度末の現在高が99億4,124万7,253円に対し令和６年

度に20億6,937万5,000円を取り崩し、それぞれの事業の財源として充当しました。また、財

政調整基金やふるさと伊豆市応援基金などに前年度決算剰余金や運用益、寄附金を積み立て、

11基金の合計で14億6,763万4,864円を積み立て、令和６年度末の現在高は93億3,950万7,117

円となっております。 

  次に、地方債残高について御説明いたします。 

  決算資料の05決算概要報告書を御覧ください。 

  報告書の40、41ページを御覧ください。 

  41ページ、合計欄のとおり令和５年度末の市債現在高が252億6,123万6,000円に対し、令

和６年度に46億6,668万6,000円を借り入れ、元金、利子を合わせて19億3,986万4,000円を償

還したことにより、令和６年度の市債現在高は280億7,849万8,000円となりました。 

  以上、補足説明とさせていただきます。 

○議長（下山祥二君） 次の議案第50号から議案第63号までの14議案については、関係部長ご

とに説明を受けます。 

  まず、議案第50号及び議案第57号から議案第63号までの８議案について。 

  総務部長。 

〔総務部長 井上貴宏君登壇〕 

○総務部長（井上貴宏君） 私から、議案第50号 令和６年度公共用地取得事業特別会計につ

いて補足説明申し上げます。 

  08特別会計決算書の５ページをお願いいたします。 

  令和６年度の公共用地取得事業特別会計ですが、歳入総額1,047万3,901円、歳出総額

1,047万3,901円、差引額はゼロです。 

  ８ページをお願いいたします。 

  歳入は財産貸付収入として普通財産の貸付料が70万1,940円、また不動産売払収入が977万

1,761円などとなっております。 

  次に、９ページをお願いいたします。 

  歳出ですが、歳入の合計額から消費税の２万1,700円を除いた1,045万2,201円を積立金と
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して土地開発基金に積み立てました。 

  次に、11ページをお願いいたします。 

  財産に関する調書ですが、１の土地については修善寺字梁見301の6外４筆の土地のうち、

214.85平米を売却したことによる面積の減と、当該価格が1,618万8,673円減少しています。 

  ２の建物には変動はなく、３の土地開発基金の預金につきましては、歳出で御説明した積

立金分と土地開発基金が保有する土地の貸付収入分を合わせた1,064万8,041円が増加となっ

ております。 

  議案50号につきましては以上でございます。 

  続きまして、議案57号から議案63号までの令和６年度財産区特別会計の決算について御説

明申し上げます。 

  特別会計決算書の145ページをお願いいたします。 

  まず、こちら持越財産区でございますが、歳入総額173万4,905円、歳出総額13万7,656円、

差引額159万7,249円でございます。 

  148ページの主な歳入となります。 

  土地建物貸付収入として65万6,935円でございます。こちらは鎌倉女学院への土地の貸付

けになります。また、前年度繰越金が107万7,970円となっております。 

  続いて、150ページの歳出ですが、財産区管理会委員の報酬に４万円、墓地管理委託料に

９万5,000円などを支出しております。 

  153ページに、財産に関する調書がございますが、基金の取崩し、積立金共になく、基金

残高は昨年度末と同額となっております。 

  また、土地についても増減はございませんでした。 

  続いて、155ページお願いいたします。 

  市山財産区でございます。歳入総額７万7,532円、歳出総額４万3,320円、差引額３万

4,212円でございます。内容につきましては次ページからの決算書のとおりとなり、歳入で

は前年度の繰越金、歳出では管理会委員の報酬が主なものとなります。 

  また、162ページに財産に関する調書を載せてございますが、こちらも前年度からの変動

はありませんでした。 

  続きまして、165ページをお願いいたします。 

  門野原財産区でございます。歳入総額11万4,704円、歳出総額３万3,984円、差引額８万

720円となります。 

  168ページの歳入ですが、こちら財政調整基金から繰入金10万円と前年度繰越金の１万

4,704円となっております。歳出につきましては、170ページに記載のとおりとなります。 

  172ページに、財産に関する調書を載せてございますが、先ほど歳入で説明したとおり、

10万円の基金繰入れを行ったため、残高が152万9,630円となりました。土地についての増減

はございません。 
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  続いて、175ページをお願いいたします。 

  吉奈財産区です。歳入総額140万5,644円、歳出総額11万356円、差引額129万5,288円でご

ざいます。 

  178ページをお願いいたします。 

  歳入ですが、土地建物貸付収入として39万5,486円、こちらは鎌倉女学院等への貸付の収

入でございます。その他に前年度繰越金が101万158円となります。 

  180ページの歳出ですが、こちら管理会委員報酬として４万8,000円のほか、山林等管理業

務委託料に５万1,700円などがございます。 

  182ページに、財産に関する調書を載せてございますが、こちら増減はございません。 

  185ページをお願いいたします。 

  月ヶ瀬財産区でございます。歳入総額が66万7,556円、歳出総額58万9,257円、差引額７万

8,299円でございます。 

  188ページの歳入ですが、土地建物貸付収入として38万8,850円、こちら携帯電話基地局の

ための貸付収入などです。このほか前年度繰越金27万8,706円となります。 

  190ページの歳出ですが、財産区の管理会委員報酬に７万円のほか山林や墓地管理業務な

どの財産区管理事業に51万5,937円を支出しております。 

  193ページに財産に関する調書を記載しておりますが、こちらも増減ございません。 

  続いて、195ページをお願いいたします。 

  田沢財産区でございます。歳入総額167万4,893円、歳出総額２万3,320円、差引額165万

1,573円でございます。内容につきましては、次ページからの決算書のとおり、前年度の繰

越金が主なものとなります。 

  また、201ページに財産に関する調書を載せてございますが、こちらも前年度からの変動

はありませんでした。 

  203ページをお願いいたします。 

  矢熊財産区でございます。歳入総額20万4,249円、歳出総額２万3,320円、差引額18万929

円でございます。内容につきましては、次ページから決算書のとおりということになり、前

年度繰越金が主なものとなります。 

  また、209ページに財産に関する調書を載せてございますが、こちらも前年度からの変動

はありませんでした。 

  以上で、総務部所管の決算に係る補足説明は終了いたします。 

○議長（下山祥二君） 次に、議案第51号及び議案第52号について。 

  市民部長。 

〔市民部長 勝呂信哉君登壇〕 

○市民部長（勝呂信哉君） それでは、私からは市民部所管の議案第51号及び議案第52号につ

いて補足説明させていただきます。 
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  最初に、議案第51号 令和６年度伊豆市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定につい

て補足説明させていただきます。 

  特別会計歳入歳出決算書13ページを御覧ください。 

  国民健康保険特別会計の決算額は、歳入総額36億9,717万3,788円、歳出総額36億2,470万

5,376円で、歳入歳出差引額は7,246万8,412円となりました。 

  まず、歳入についてですが、16ページを御覧ください。 

  １款国民健康保険税については、一般被保険者分の７億2,114万1,671円を収納しました。

収納率は90.91％でした。 

  17ページをお願いします。 

  ３款県支出金は26億5,864万2,647円で、前年度より１億847万4,266円の減となりました。

これは、健康保険給付の減収に伴う財源となる保険給付費等交付金の減によるものです。 

  最下段、５款繰入金は保険基盤安定、未就学児均等割、職員給与費、出産育児一時金、財

政安定化支援事業、産前産後期間の法定分として２億5,114万9,021円を繰り入れました。前

年度に比べ、2,067万7,231円の減となりました。 

  次に、歳出について説明させていただきます。 

  決算書の21ページをお願いします。 

  １款総務費は国民健康保険事務に従事する一般職４名、会計年度任用職員１名、職員給与

費が3,430万6,795円、事業を運営するための経費である一般管理費が3,081万2,437円で賦課

徴収費等を加えた総務費合計で6,961万2,548円となりました。 

  23ページをお願いします。 

  ２款保険給付費は総額25億8,784万9,883円で、前年度と比較し１億944万1,632円の減少と

なりました。内訳として、１項療養費が22億2,260万8,813円、２項高額療養費が３億5,838

万9,390円、24ページ４項出産育児諸費が８件で手数料を含め400万1,680円、５項葬祭諸費

が57件で285万円を支出しております。 

  次に、３款国民健康保険事業費納付金は８億8,778万882円で、前年度と比較し7,751万

1,719円の減額となりました。内訳としては、25ページの医療給付費分５億6,729万４円、後

期高齢者支援金分２億4,049万3,424円、介護給付金分7,999万7,454円となりました。 

  26ページをお願いします。 

  ５款保健事業費は総額で3,951万2,084円となりました。主な支出は、１項保健事業費の人

間ドック委託料が281人受診で702万5,000円、２項特定健康診査等事業費の特定健康診査委

託料が2,334人受診で1,849万2,480円となりました。 

  27ページをお願いします。 

  ６款基金積立金は利子を含め3,017万4,071円を積み立てました。 

  30ページをお願いします。 

  財産に関する調書ですが、国民健康保険事業基金について令和６年度末現在高は３億
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5,210万8,592円となりました。 

  続きまして、議案第52号 令和６年度伊豆市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

について補足説明をさせていただきます。特別会計資料の33ページをお願いいたします。 

  特別会計歳入総額は６億2,425万7,175円、歳出総額は６億2,268万7,375円で、歳入歳出差

引額は156万9,800円となりました。 

  まず、歳入についてですが、36ページをお願いします。 

  １款後期高齢者医療保険料は、特別徴収分２億9,317万2,800円、普通徴収分１億8,900万

6,304円、合計４億8,217万9,104円を収納しました。 

  ３款繰入金は一般会計からの事務費繰入金が456万5,569円、保険基盤安定繰入金が１億

2,173万7,702円、合計で１億2,630万3,271円となりました。 

  次に、歳出ですが、38ページをお願いします。 

  １款総務費は476万1,789円で、主な支出はマイナ保険証への切替え通知に関する郵便料や、

三島市、伊豆市及び伊豆の国市電算センター協議会負担金賦課徴収に係る経費となります。 

  ２款後期高齢者医療広域連合納付金は６億1,760万886円となりました。前年度と比較する

と１億620万9,064円の増となります。 

  補足説明は以上となります。 

○議長（下山祥二君） ここで、10時55分まで休憩といたします。 

 

休憩 午前１０時４２分 

再開 午前１０時５５分 

 

○議長（下山祥二君） 休憩を閉じ会議を再開いたします。 

  次に、議案第53号について。 

  健康福祉部長。 

〔健康福祉部長 大石 真君登壇〕 

○健康福祉部長（大石 真君） 議案第53号 令和６年度伊豆市介護保険特別会計歳入歳出決

算の認定について補足説明をいたします。 

  特別会計決算書の43ページをお願いいたします。 

  歳入総額39億4,688万1,824円、歳出総額36億7,062万5,839円、歳入歳出差引額は２億

7,625万5,985円となりました。 

  歳入の主なものについて説明をいたします。46ページをお願いいたします。 

  １款の保険料の現年分です。上から４行目となります。現年度分の調定額は８億473万700

円、収入済額は８億361万2,660円で、収納率は99.86％でした。前年度比では収入済額は

4,641万2,673円増加し、収納率は0.18ポイント増加いたしました。 

  続いて、48ページをお願いいたします。 
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  下から２行目の７款繰入金の１項一般会計繰入金ですが、５億4,288万1,000円で、前年度

比で1,671万6,000円、3.0ポイントの減となりました。 

  次に、歳出の主なものについて説明いたします。 

  52ページの中段、２款の保険給付費です。支出済額は34億847万9,088円で、前年度比では

3,154万830円、0.9ポイントの減となりました。主な要因としましては、高齢者数や介護認

定者数の減少とともに施設介護サービスを受ける介護度の高い利用者が減少したこと等によ

ります。 

  次に、54ページ、中段の３款地域支援事業費です。支出額は１億1,426万9,477円で、前年

度比では7,679万6,791円の減となりました。これは、令和６年度から重層的支援体制整備事

業を開始したことに伴い予算組換えがあり、介護保険特別会計から一般会計に予算が移行し

たことによるものです。 

  次に、56ページ、下から５行目６款２項の繰出金ですが、令和５年度の決算額が見込額を

下回ったため、精算により一般会計の繰出金として2,765万5,753円を返還いたしました。 

  最後に59ページをお願いいたします。 

  介護給付費準備基金でございますが、令和６年度は取崩しを行わず、利息の2,160円を積

み立てて、令和６年度末の現在高は２億4,274万271円となっております。 

  補足説明は以上でございます。 

○議長（下山祥二君） 次に、議案第54号から議案第56号までの３議案について。 

  建設部理事。 

〔建設部理事 浅田和彦君登壇〕 

○建設部理事（浅田和彦君） それでは、議案第54号から議案第56号の建設部が所管します３

つの公営企業会計の決算について御説明いたします。引き続き、特別会計歳入歳出決算書を

お願いいたします。 

  初めに、議案第54号 令和６年度伊豆市水道事業会計決算の認定になります。 

  62ページを御覧ください。 

  令和６年度水道事業決算報告書の（１）収益的収入及び支出でございますが、こちらは令

和６年度中の事業活動により発生した収入及び支出になります。上段の収入でございますが、

水道事業収益決算額は６億5,992万8,186円、下段の支出でございますが、水道事業費用決算

額が７億2,587万2,140円となりました。 

  63ページを御覧ください。 

  （２）資本的収入及び支出になります。こちらは資産負債の増減に係る収入、支出のうち

現金収支を伴うものとなります。上段の収入でございますが、資本的収入決算額は１億

8,423万2,000円、下段の支出でございますが、資本的支出決算額は３億7,103万3,433円とな

りました。 

  表の下の欄に記載しましたとおり、資本的収入額が資本的支出額に不足する額１億8,680
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万1,433円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額と過年度分及び当年度分損

益勘定留保資金にて補塡しました。 

  なお、地方公営企業法第26条第２項の規定による繰越額についてですが、収益的支出

3,626万6,000円及び資本的支出2,417万7,000円は、６月議会で報告したとおり、いずれも小

川橋添架管移設工事に係るもので、既に工事のほうは完了しております。 

  各収入及び支出の詳細につきましては、80ページから83ページに明細がございますので、

後ほど御覧ください。 

  64、65ページの令和６年度水道事業収益損益計算書を御覧ください。 

  本年度は、営業収益と営業費用の差引きが１億2,770万3,038円の営業損失となりました。

営業外収益、営業外費用を含めた経常損失は8,129万6,497円、これに特別損失16万8,643円

が加わりまして、当年度純損失は8,146万5,140円となりました。前年度からの繰越欠損金を

追加することにより、当年度未処理欠損金は9,163万7,325円となりました。 

  74ページをお願いします。 

  中段の経営指標の推移を御覧ください。 

  経常収支比率及び料金回収率がともに100％を下回り、経営改善に向けた取組と適正な料

金収入の確保が求められる状況となっています。また、有形固定資産減価償却率及び管路経

年化率が上昇傾向であることは、多くの施設や管路の老朽化が進んでいる状況を表し、これ

らの更新が急務な状況となっております。引き続き市民生活に密着した業務であり、安心・

安全な水道水を安定的に供給できるように努めてまいります。 

  続きまして、議案第55号 令和６年度伊豆市温泉事業会計決算の認定になります。 

  90ページを御覧ください。 

  御承知のとおり、土肥温泉事業の運営権をＰＦＩコンセッション方式により民間事業者に

付与したことに伴い、温泉事業会計は令和６年度末をもって廃止となりました。 

  それでは、令和６年度温泉事業決算報告書の（１）収益的収入及び支出の上段でございま

すが、温泉事業収益決算額は7,796万1,591円、下段の支出でございますが、温泉事業費用決

算額は8,701万5,347円となりました。 

  91ページを御覧ください。 

  （２）資本的収入及び支出の上段の収入はなく、下段でございますが、資本的支出決算額

は1,713万8,000円となりました。表の欄外に記載しましたとおり、資本的収入が資本的支出

に不足する額1,713万8,000円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額と過年度

分損益勘定留保資金で補塡しました。 

  各収入及び支出の詳細については、102ページから106ページに詳細がございますので、後

ほど御覧下さい。 

  92ページの令和６年度温泉事業損益計算書を御覧ください。 

  営業収益から営業費用を引いた営業損失が1,229万4,098円、営業外収益、営業外費用を含
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めた経常損失が1,062万3,556円となりました。特別利益及び特別損失は発生しなかったため、

当年度純損失は1,062万3,556円となりました。この純損失について、温泉事業会計を廃止す

るに当たり、これまで蓄えてきた利益積立金を未処分利益剰余金として取り崩すことで調整

をいたしました。 

  97ページを御覧ください。 

  令和６年度伊豆市温泉事業キャッシュフロー計算書の一番下の行になります。資金期末残

高の５億211万6,205円が、温泉事業会計を廃止するに当たり最終的な現金残高となります。

現在、一般会計において温泉事業会計決算剰余金として収入してあります。今後、温泉事業

基金へ積み立て、基金条例に基づき適正に管理してまいります。 

  続きまして、議案第56号 令和６年度伊豆市下水道事業決算の認定になります。 

  110ページを御覧ください。 

  令和６年度下水道事業決算報告書の（１）収益的収入及び支出の上段の収入でございます

が、下水道事業収益決算額が11億3,778万3,720円、下段の支出でございますが、下水道事業

費用決算額12億7,914万2,557円となりました。 

  111ページを御覧ください。 

  （２）資本的収入及び支出の上段でございますが、資本的収入決算額は６億6,619万5,854

円、下段の支出でございますが、資本的支出決算額が11億764万3,687円となりました。表の

下欄外に記載しましたとおり、資本的収入額が資本的支出額に不足する額４億4,144万7,833

円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額と繰越工事資金及び過年度分損益勘

定留保資金で補塡しました。 

  同じく各収入及び支出の詳細については、後ほど129ページから133ページを御覧ください。 

  なお、資本的支出に係る地方公営企業法第26条の規定による繰越額１億7,445万円は、６

月議会において報告したものとなります。 

  112、113ページの令和６年度下水道事業損益計算書を御覧ください。 

  営業収益から営業費用を引いた営業損失が８億5,730万1,656円、営業外収益及び営業外費

用を含めた経常損失が１億9,985万2,230円、これに特別損失８万884円が加わり当年度純損

失は１億9,993万3,114円となりました。この額に利益積立金8,083万6,714円を未処分利益剰

余金として取り崩し、今年度未処分利益欠損金は１億1,909万6,400円となりました。 

  次に、122ページ上段を御覧ください。 

  営業指標の推移となります。経常収支比率でございますが、健全経営の水準とされる

100％を下回り、84.2％となりました。営業改善に向けた取組が必要となっております。次

に、使用料で回収すべき経費をどの程度使用料で賄えているのかを示す経費回収率でござい

ますが、71.2％となりました。経費の合理化を図るとともに、使用料収入の対策が求められ

る状況となっております。 

  厳しさを増す下水道事業の経営環境を踏まえ、下水道施設の適正な維持管理の下、経営基
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盤の強化、財政マネジメントの向上等により一層の経営の効率化と健全化に努めてまいりま

す。 

  以上で建設部が所管します３つの公営企業の決算補足説明を終わります。 

○議長（下山祥二君） 以上で補足説明を終わります。 

  ここで、監査委員から決算審査の意見書が提出されておりますので、意見書の補足説明を

求めます。 

  渡邉代表監査委員。 

〔代表監査委員 渡邉光由君登壇〕 

○代表監査委員（渡邉光由君） 監査委員の渡邉でございます。 

  それでは、ただいま議長から求められました議案第49号 令和６年度伊豆市一般会計歳入

歳出決算の認定についてから議案第63号 令和６年度伊豆市矢熊財産区特別会計歳入歳出決

算の認定についてまでの一般会計及び11件の特別会計と基金の運用状況並びに３件の公営企

業会計につきまして審査結果並びに意見等について御報告いたします。 

  審査の結果につきましては、各会計の決算書及び歳入歳出決算事項別明細書とともに関係

法令に準拠して作成されており、決算内容については計数的に正確であり、予算の執行状況

も全般的に適正であると認定いたしました。また、各基金についても計数的に正確であり、

基金の運用状況はいずれも設置目的に沿い、適正に運用されているものと認定いたしました。 

  詳細につきましては、配付しております02決算審査意見書の記述のとおりであります。参

考にしてください。 

  それでは、意見書の７ページから14ページにあります審査の総括意見を中心に概要を御報

告いたします。 

  まず、令和６年度伊豆市一般会計の歳入総額は274億7,194万1,000円に対して歳出総額は

258億7,436万円で差引き15億9,758万1,000円となっており、前年度と比較した場合、歳入総

額は39億7,967万7,000円、16.9％の増、歳出総額は43億2,661万7,000円、20.1％の増であり

ました。普通会計ベースでの歳入を性質別に見ますと、自主財源は103億7,080万円で前年度

比８億3,053万4,000円の増となり、自主財源比率は37.6％で前年度比３ポイント減少してお

ります。市税は前年度対比7,023万5,000円の減となりました。ふるさと納税を含む寄附金は

13億8,028万3,000円で、前年度比16.9％の増となっております。一方、依存財源は171億

1,161万5,000円で、前年度比31億5,890万5,000円の増となりました。これは市債が前年度比

22億1,179万円の増、国庫支出金が前年度比４億8,081万円の増となったことなどによります。 

  本年度の特出すべき主な支出は、包括的アウトソーシング事業、日向公園整備工事、松原

公園津波避難複合施設整備工事、（仮称）危機管理センター整備工事、新中学校整備事業な

どが上げられます。 

  市税における収入未済額は１億3,392万4,000円で、前年度比241万9,000円、1.8％の減と

なりました。これは、滞納整理機構強化対策チームの効果などで、滞納処分などを積極的に
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行ったことにより滞納分が減少しております。今後も財源を確保する意味も含め、新しい納

税方法の導入などにより、納税者の納税意欲を増幅させ、引き続き滞納整理機構との連携も

図り、徴収率向上と徴収強化に期待いたします。 

  当市の財政状況を見ると、普通会計ベースでの経常収支比率は89.8％で前年度比1.8ポイ

ント増となり、財政構造として年々弾力性をやや欠くこととなっていますが、安定水準には

あります。また、財政力指数は0.439と低い水準になり、公債費比率は5.6％で前年度比0.5

ポイント増となりました。 

  次に、40ページからの特別会計になりますが、初めに議案第50号 令和６年度伊豆市公共

用地取得事業特別会計について、主な歳入は土地の売払い収入977万2,000円で、歳出は積立

金1,045万2,000円で実質収支額は０円となっております。また、財産の状況については決算

書の記載のとおりですが、保有する土地について当市の取得目的にそぐわないものは処分方

法を検討し、新たな活用が図られることを強く望みます。 

  次に、議案第51号 令和６年度伊豆市国民健康保険特別会計ですが、歳入決算額は36億

9,717万4,000円で、前年度比１億9,687万3,000円、5.1％の減となりました。国民健康保険

税の収入未済額は6,336万4,000円となっており、そのうち滞納繰越分は3,482万1,000円で、

55.0％を占めていますが、被保険者間の負担の公平性を確保し、国民健康保険事業の財政健

全化を図るためにも、他の税や使用料と合わせた徴収体制の下、引き続き効果的な滞納整理

に当たっていただくことを期待いたします。また、保険給付費のデータを分析して適正な保

険給付を図り引き続き被保険者への健康診断受診をすすめ、健康指導等をお願いいたします。 

  次に、議案第52号 令和６年度伊豆市後期高齢者医療特別会計は、歳入決算額６億2,425

万7,000円で、前年度比9,360万8,000円の増となっています。保険料の収納と医療給付に関

する申請書類の受付が市の主な所管業務となっています。 

  なお、保険料率は広域連合が決定しており、令和６年度については所得割9.49％、均等割

４万7,000円となっております。 

  次に、議案第53号 令和６年度介護保険特別会計では、歳入決算額は39億4,688万2,000円

で、前年度比4,080万5,000円、1.0％の減となりました。伊豆市における高齢化率は43.16％

となり、高齢者福祉サービスの需要はこれからもまだ増えるものと思われます。予防・日常

生活支援相互事業や包括的支援事業の実施により、健康支援対策のさらなる充実に力を注い

でいただき、介護保険利用者を増やさないようにお願いいたします。 

  次に、議案第57号 令和６年度伊豆市持越財産区特別会計から議案第63号 令和６年度伊

豆市矢熊財産区特別会計までは財産区特別会計となりますが、歳入決算額及び歳出決算額並

びに実質収支額は審査意見書の46ページ及び47ページを御覧ください。 

  続きまして、48ページからの基金運用状況は、それぞれの目的達成のために安全な運用が

されていますが、今後とも運用に当たっては厳しい財政状況を鑑み、内容を十分に検討され、

引き続き適正な運用を図ることを望みます。 
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  次に、54ページからの公営企業会計ですが、初めに議案第54号 令和６年度伊豆市水道事

業会計につきましては、税抜きの総収益は前年度比1,974万4,000円減収の６億533万7,000円、

総費用は前年度比4,443万6,000円増の６億8,680万2,000円で、8,146万5,000円の純損失とな

っております。年間配水量は677万9,000立米で、年間総有収水量は前年度比９万4,131立米

減の443万2,466立米となり、有収率は65.4％となっております。 

  本事業の最大の課題である総配水量と総有収水量の格差の是正は、有収率が前年度より

0.2ポイント増加したとはいえ、改善の傾向は見られておりません。令和５年度に簡易水道

事業と統合したことにより、水道事業としての事業も増えました。広大な敷地を有する当市

において、配水設備等の老朽化が原因であるとは判明しており、引き続き計画的な改善に期

待しますが、人口減少は否めず給水原価も上昇してきています。工事が必要な箇所も多く、

支出を抑えつつも継続しなければなりません。このままでは給水収益の増収は見込めないの

で、水道事業安定のため使用料金の改定も検討が必要であると思います。今後とも効率的な

事業運営に努め、計画的な施設の更新、耐震整備を引き続き進められるように望みます。 

  なお、過年度分未収金は3,070万1,000円で、前年度に比べ減少していますが、引き続き対

策を講じるよう望みます。 

  次に、議案第55号 令和６年度伊豆市温泉事業特別会計ですが、税抜きの総収益は前年度

比54万7,000円増の7,108万4,000円、総費用は前年度比1,044万9,000円減の8,170万8,000円

で、差引き1,062万4,000円の純損失となりました。 

  なお、収益につきまして総配湯量は143万6,738立米となっております。 

  本年度においては、ＰＦＩコンセッション方式による土肥温泉事業の運営権を民間事業者

に付与することとなり、土肥温泉事業コンセッション推進支援業務委託等で総係費が増額と

なり、純損失となっております。 

  過年度分の未収金は701万7,000円で、前年度より11万1,000円増となりました。令和７年

度３月末をもって伊豆市温泉事業会計は廃止となり、当該事業に係る資産、負債は一般会計

に引き継ぎ、資産等は市の持ち物であるので、引き続く課題とともに事業を付与した民間事

業者の安定経営が図られることに注視していただくように望みます。 

  次に、議案第56号 令和６年度伊豆市下水道事業会計につきましては、税抜きの総収益は

10億6,601万9,000円、総費用は12億6,595万2,000円で、差引き１億9,993万3,000円の純損失

となりました。伊豆市全体の下水道普及率（整備率）は64.4％で、処理区域内の水洗化率

（接続率）は84.1％、年間総処理水量453万6,654立米となっております。河川や海の浄化と

いう環境整備事業の本来の目的を鑑みて、接続率の低い地区について特に重点的に接続推進

を図るよう、引き続き尽力されることを望みます。また、使用料の過年度未収金506万5,000

円については、前年度より478万2,000円減少しておりますが、引き続き水道事業会計と同様

早期に対策を講じるように望みます。 

  終わりに、決算審査全般を通じ、公園整備や（仮称）危機管理センターの建設、伊豆中学
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校の建設など大型事業の実施で大型起債の償還が今後拡大し、実質公債費比率や将来負担率

が上がっていきます。こうした財政状況の中、経常経費を含めた歳出の効果的な運用と新た

な収入源が求められます。財政の健全化判断比率を注視しつつ、効果的な政策が実施される

ことを望みます。また、重要課題と掲げた公共施設の再配置計画を粛々と進め、教育の質の

向上、老朽化したインフラの更新、災害対策、加速する少子化対策などの課題を整えて、将

来に希望が持てる夢のある伊豆市に向かい、力強く歩を進めていただくことを強く望みます。 

  以上、報告を終わります。 

○議長（下山祥二君） 以上で、代表監査委員の説明は終わりました。 

  ただいま議題となっております議案第49号から議案第63号までの15議案に対する質疑は、

９月10日開催予定の本会議において行います。 

 

◎議案第６４号～議案第６７号の上程、説明 

○議長（下山祥二君） 日程第24、議案第64号 令和７年度伊豆市一般会計補正予算（第４回）

から日程第27、議案第67号 令和７年度伊豆市介護保険特別会計補正予算（第１回）までの

４議案を一括して議題といたします。 

  提出者から提案理由の説明を求めます。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） 議案第64号から議案第67号までの４議案について一括して提案理由を

申し上げます。 

  議案第64号は、歳入において普通交付税の決定に伴う増額や、市内公的病院等補助金に係

る特別交付税の増額を見込んでおります。歳出においては、市内公的病院等への補助金や新

型コロナワクチン予防接種委託料のほか、普通河川安竹川改修工事などを計上しております。

そのほか、前年度の国県補助事業の精算による返還金のほか、決算剰余金に係る財政調整基

金等への積立金を追加計上するなど、総額として14億3,010万円を増額し、歳入歳出予算額

を231億5,350万円とするものです。あわせて、２件の債務負担行為の補正と１件の地方債の

補正を計上しております。 

  議案第65号は、決算剰余金に係る国民健康保険事業基金への積立金など7,291万8,000円を

計上し、歳入歳出予算額を38億7,691万8,000円とするものです。 

  議案第66号は、子ども・子育て支援金制度の創設に伴う基幹システム改修委託料として

297万円を増額し、歳入歳出予算額を６億3,897万円とするものです。 

  議案第67号は、介護保険給付費等の前年度精算による返還金や決算剰余金に係る介護給付

費準備基金への積立金など２億2,592万7,000円を増額し、歳入歳出予算額を40億3,252万

7,000円とするものです。 

  詳細をそれぞれ担当部長に説明させます。 
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○議長（下山祥二君） これをもって、提案理由の説明を終わります。 

  ここで、補足説明の申出がありますので、これを許します。 

  初めに、議案第64号について。 

  総合政策部長。 

〔総合政策部長 新間康之君登壇〕 

○総合政策部長（新間康之君） それでは、議案第64号について補足説明を申し上げます。 

  補正予算資料を使って御説明しますので、ファイルを御覧いただきたいと思います。 

  歳出から主なものについて御説明いたしますので、資料の３ページをお願いいたします。 

  まず、表の一番下になりますが、４款の衛生費において伊豆赤十字病院と中伊豆温泉病院

への市内公的病院等補助金２億9,289万円を計上いたしました。この80％を特別交付税とし

て歳入に見込んでおります。また、10月から始まる新型コロナワクチン予防接種事業の委託

料2,606万円を計上しております。 

  ４ページに移りまして、表の一番上７款の商工費では、観光施設のバリアフリー化を促進

するための補助制度を県が創設し、市を通して交付することから、観光施設バリアフリー化

促進支援事業費補助金1,153万円を計上いたしました。 

  ８款土木費では、昨年６月に発生いたしました大平地区の国道陥没の原因となった普通河

川安竹川の改修工事に3,700万円を計上、それから10款の教育費では、学びの探求事業とし

て慶應義塾大学との連携によるデジタル防災教育のための環境整備委託料として295万円を

計上しております。 

  12款の公債費では、昨今の金利上昇に伴い、財源とする地方債借入れに対する利子が不足

する見込みのため、償還利子1,880万円を増額いたします。 

  歳出の最後、諸支出金では、前年度決算剰余金を基金に積み立てるための積立金を増額す

るほか、昨年度末で廃止した温泉事業会計の決算剰余金を、同じく基金に積むための積立金

５億212万円を計上いたしました。 

  続いて歳入です。２ページにお戻りをいただきたいと思います。 

  11款地方交付税において、歳出で御説明した市内公的病院等補助金に対する特別交付税と

して２億3,400万円を見込むほか、３ページに移りまして、19款の繰入金では財政調整基金

繰入金を減額し、財源調整のほうを行います。また、20款の繰越金では、歳出で御説明した

温泉事業会計の決算剰余金を計上しております。 

  歳入歳出予算の主な内容は以上でございますが、その他といたしまして、資料の４ページ

の下段になりますが、債務負担行為と地方債の補正がございます。 

  債務負担行為の補正につきましては、伊豆総合高校土肥分校の下宿運営事業に係る令和８

年度の入学の下宿生分に対する補助金、それから市内３つのこども園と児童発達支援センタ

ーにおける給食調理業務の委託料に係る限度額について、それぞれ新たに設定をするもので

ございます。 
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  また、地方債補正につきましては、歳出で御説明した普通河川安竹川改修工事の財源とす

るため借入れを行いたく、限度額の増額変更を行うものでございます。 

  補足説明は以上でございます。 

○議長（下山祥二君） 次に、議案第65号及び議案第66号について。 

  市民部長。 

〔市民部長 勝呂信哉君登壇〕 

○市民部長（勝呂信哉君） それでは、私のほうから議案第65号及び議案第66号について補足

説明させていただきます。 

  初めに、議案第65号 令和７年度伊豆市国民健康保険特別会計補正予算（第１回）につい

て補足説明をさせていただきます。 

  まず、歳出を説明させていただきます。議案書の75ページを御覧ください。 

  １款１項１目一般管理費の12節委託料は、子ども・子育て支援金制度に伴い、国保事務処

理システムの改修に伴うもので1,045万円を増額するものです。 

  ６款１項１目基金積立金は国民健康保険事業の健全な運営を図るために積み立てるもので、

繰越金の確定に伴い、6,246万8,000円増額するものです。 

  次に、歳入を説明させていただきます。議案書の74ページを御覧ください。 

  ６款１項１目繰越金は令和６年度からの繰越金として6,246万8,000円を増額するものです。 

  10款２項２目子ども・子育て支援事業補助金は、令和８年度に創設する子ども・子育て支

援制度に対応するためのシステム改修費に対する支援を目的とした国の補助金で、1,045万

円を増額するものです。 

  次に、議案第66号 令和７年度伊豆市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１回）の補足

説明をさせていただきます。 

  まず、歳出から説明させていただきます。議案書の85ページを御覧ください。 

  １款１項１目の一般管理費12節委託料は、子ども・子育て支援金制度に伴い、後期高齢者

医療システムの改修を行うもので297万円を増額するものです。 

  次に、歳入について説明させていただきます。議案書84ページを御覧ください。 

  こちら11款１項１目民生費国庫補助金の子ども・子育て支援事業補助金は、国民健康保険

事業と同様に、令和８年度に創設する子ども・子育て支援制度に対応するためのシステム改

修に対する支援を目的とした国の補助金で297万円を増額するものです。 

  補足説明は以上です。 

○議長（下山祥二君） 次に、議案第67号について。 

  健康福祉部長。 

〔健康福祉部長 大石 真君登壇〕 

○健康福祉部長（大石 真君） 議案第67号 令和７年度伊豆市介護保険特別会計補正予算

（第１回）の補足説明をいたします。 
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  今回の補正は、令和６年度の介護保険事業の決算に伴い、負担金等の精算を行うものです。 

  初めに、歳出について説明します。議案書の97ページをお願いいたします。 

  令和６年度介護給付費事業交付金等の精算に伴い、国と県の負担金及び支払基金の交付金

等の返還金として、６款１項２目償還金は7,625万7,000円を、６款２項１目一般会計繰出金

は5,981万2,000円をそれぞれ増額するものです。 

  次に96ページ下段の４款１項基金積立金ですが、令和６年度において余剰金が見込まれた

ため、介護給付費準備基金積立金として基金運用による利子も含め8,985万8,000円を増額す

るものです。 

  次に、歳入についてです。94ページをお願いいたします。 

  ５款１項県負担金ですが、令和６年度介護給付費交付金の精算に伴い追加交付分として67

万9,000円を増額するものです。 

  ６款１項財産運用収入ですが、基金を債権により運用したことにより見込まれる利子87万

円を増額するものです。 

  ７款２項基金繰入金ですが、財源の振替に伴う財源内訳の変更となります。 

  ８款１項の繰越金ですが、負担金等の精算に伴う返還金の財源として２億7,320万9,000円

を増額するものです。 

  補足説明は以上となります。 

○議長（下山祥二君） 以上で、補足説明を終わります。 

  ただいま議題となっております議案第64号から議案第67号までの４議案に対する質疑は、

９月10日開催予定の本会議において行います。 

 

◎議案第６８号～議案第７３号の上程、説明 

○議長（下山祥二君） 日程第28、議案第68号 伊豆市行政手続における特定の個人を識別す

るための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一部改正につい

てから日程第33、議案第73号 伊豆市地域集会施設条例の一部改正についてまでの６議案を

一括して議題といたします。 

  提出者から提案理由の説明を求めます。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） 議案第68号から議案第73号までの６議案を一括して提案理由を申し上

げます。 

  議案第68号は、地方公共団体情報システムの標準化に関する法律に基づく基幹業務システ

ムへの移行により、番号法に定められた市の独自利用事務に「住登外者宛名番号を付番・管

理をする事務」を追加する必要が生じたため、条例を改正するものです。 

  議案第69号は、議案第68号と同様に業務システムへの移行に伴い、国の印鑑登録システム
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標準仕様書との整合を図るために、所要の改正を行うものです。 

  議案第70号は、観光施設の指定管理者制度への移行等により審議案件が減少したこと、ま

た、他の審議会にて施設運営や観光振興全般の審議が諮れるため、条例を廃止するものです。 

  議案第71号は、能登半島地震を教訓に、災害その他の非常の場合において、他の市町村等

の指定を受けた指定工事店が工事を施行できるようにするため、国の技術的助言に基づき関

係する２条例を改正するものです。 

  議案第72号は、上下水道事業について効率的な審議を行うため、現行の水道事業と下水道

事業の２つの審議会を統合した上下水道審議会条例を制定するものです。 

  議案第73号は、小下田ふるさとセンターの指定管理協定が今年度末に満了となることから、

行政財産から普通財産に変更し、地域の負担軽減や施設の利便性の向上を図るため、条例を

改正するものです。 

  詳細について、それぞれ担当部長に説明させます。 

○議長（下山祥二君） 以上で提案理由の説明を終わります。 

  ここで補足説明の申出がありますので、これを許します。 

  初めに、議案第68号について。 

  総務部長。 

〔総務部長 井上貴宏君登壇〕 

○総務部長（井上貴宏君） それでは、私から議案第68号について補足説明を申し上げます。 

  議案書は99ページから、条例議案説明資料は１ページを御覧ください。 

  改正理由でございますが、地方公共団体情報システムの標準化に関する法律に基づく基幹

業務システムへの移行に伴い、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等

に関する法律に定められた、市の独自利用事務に「住登外者宛名番号を付番・管理をする事

務」を追加する必要が生じたため、所要の改正をするものとなります。住登外者とは、伊豆

市の住民基本台帳に記載されていない方で、例として、市外の方で土地や家屋を伊豆市に所

有して固定資産税が課税されている方などが該当することになります。 

  改正内容でございますが、住登外者宛名番号管理機能の運用開始に伴う改正でございます。 

  こちら改正内容につきましては、議案書のほうを御覧いただきたいんですが、103ページ

から新旧対照表が記載されております、そちらを御覧ください。 

  １つ目の改正内容ですが、標準化後の基幹業務システムに実装される住登外者宛名番号管

理機能を使用し、住登外者の情報を管理する事務を、第４条第１項及び同条第４項で独自利

用事務に追加しています。 

  ２つ目の改正内容ですが、次のページから別表になるんですが、当該事務において管理す

る情報を庁内連携ができるように、こちら別表に記載されている独自利用事務に関しそれぞ

れの個人情報の略称について整理するとともに、住登外者宛名情報を特定個人情報に追加し

ております。こちら別表が104ページから114ページにわたります。 
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  こちら条例の施行期日ですが、伊豆市の標準化システムへの移行日となります令和７年12

月15日としております。 

  議案68号の補足説明は以上でございます。 

○議長（下山祥二君） 次に、議案第69号について。 

  市民部長。 

〔市民部長 勝呂信哉君登壇〕 

○市民部長（勝呂信哉君） 議案第69号 伊豆市印鑑条例の一部改正について補足説明をさせ

ていただきます。 

  議案書117ページから118ページの新旧対照表を御覧ください。 

  伊豆市印鑑条例の一部改正は、令和７年12月15日から地方公共団体システムの標準化に伴

い、国の印鑑登録システムの標準仕様書との整合を図るための改正で、第８条の「印鑑登録

証の再交付」を「印鑑登録証の引換え交換」に改め、「印鑑登録証再交付申請」を「印鑑登

録証引換え交換申請書」に改めるものです。 

  次に、第12条印鑑登録証明書交付の一時停止の規定を追加するものです。 

  また、第８条の改正に伴い、附則により伊豆市手数料徴収条例の別表22項中の「再交付」

を「引換え交換」に改めるものです。 

  補足説明は以上です。 

○議長（下山祥二君） 次に、議案第70号について。 

  産業部長。 

〔産業部長 大路弘文君登壇〕 

○産業部長（大路弘文君） それでは、私から議案第70号 伊豆市営施設運営委員会条例の廃

止について補足説明を申し上げます。 

  議案書119ページをお願いいたします。 

  本市では、公共施設の使用料金等について旧町時代に設定されて以来、消費税改定時を除

き全庁的な見直しを行っておらず、現行のコストバランスや近隣市町の類似施設の料金体系

と見合っていない現状がございます。このため、市では今後使用料金等の全庁的な見直しを

行っていく予定をしております。この見直しの際には、伊豆市使用料金等審議会条例の規定

により、使用料金等審議会に諮問、審議いただく必要がございますが、当審議会条例第８条

の規定により、他の条例で審議会等が設置されている使用料金等については、審議の対象外

となっております。この、他の条例で審議会等が設置されているものの一つに伊豆市営施設

運営委員会条例がございます。 

  伊豆市営運営委員会条例は、合併時に企業部が所管し企業会計により運営を行っていた、

特定の市営観光施設のみを対象として設置された委員会であり、現有の市営観光施設が全て

網羅されている現状ではございません。併せて現在は観光施設の指定管理者制度への移行等

により審議案件が減少し、平成30年度を最後に開催していない状況であり、現行全庁的な使
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用料金等の見直しを行っていく上で、それぞれの審議会、委員会において審議を行っていか

なければならず、非合理であることに加え公共施設全体に横串を指した統一的な料金の適正

化に向けた審議が行えないといった課題がございます。 

  こうしたことから、公共施設全体の料金の見直しを伊豆市使用料金等審議会条例に基づく

使用料金等審議会に一本化して審議いただくため、その前段として、現在対象外となってお

ります、伊豆市営施設運営委員会の廃止に向けその条例を廃止するものでございます。 

  こちらの施行期日につきましては、公布の日となります。 

  補足説明は以上でございます。 

○議長（下山祥二君） 次に、議案第71号及び議案第72号について。 

  建設部理事。 

〔建設部理事 浅田和彦君登壇〕 

○建設部理事（浅田和彦君） 私からは、議案第71号及び議案第72号について一括で補足説明

いたします。 

  それでは、議案第71号 伊豆市下水道条例及び伊豆市給水条例の一部改正についてでござ

います。 

  議案書の121ページをお願いします。 

  令和６年１月に発生した能登半島地震では、多くの家屋で配水設備や宅内水道配管が破損

しました。しかし、それらの修理を担う指定工事店の数が被害件数に比べて少なかったこと

や、工事店自身も被災したことにより、修理を行うことができる指定工事店が不足し、復旧

が遅れる事態となりました。 

  これを踏まえ、国からの技術的助言に基づき、災害その他の非常の場合において他の市町

村長等の指定を受けた指定工事店であっても、伊豆市内で宅内配管工事を施工することがで

きるように条例の一部を改正し、災害復旧に対応する業者の確保をするものとなります。 

  本議案の改正条例では、第１条で伊豆市下水道条例について、第２条では伊豆市給水条例

において他の市町村長等の指定を受けた指定工事店が、その他非常時において管理者が必要

と認める場合に市内で修理工事等と行うことができることを規定しています。 

  次に、議案第72号 伊豆市上下水道事業審議会条例の制定について補足説明いたします。 

  議案書は125ページになります。 

  この条例は、業務運営上密接な関係にある上下水道事業について、より効率的に審議が行

えるよう現行の伊豆市下水道事業審議会条例と伊豆市水道事業審議会条例を統合し、新たに

伊豆市上下水道事業審議会条例を制定するものとなります。 

  第１条では、水道事業並びに公共下水道事業及び農業集落排水事業の円滑な管理運営を図

るため、地方自治法の規定に基づき審議会を置くことを定めています。第２条では、審議事

項として市長の諮問に応じ上下水道事業の運営、水道料金、下水道使用料、受益者負担金等

について審議することを定めています。第３条では、審議会の委員は市内各種団体の代表、
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水道、公共下水道または農業集落排水施設の使用者、学識経験を有する者など20人以内で組

織することを定めています。第４条以降は、審議会の運営における一般的な定めとなってお

ります。 

  最後に、附則において伊豆市下水道審議会条例及び伊豆市水道事業審議会条例を廃止する

ことを規定しております。 

  補足説明は以上となります。 

○議長（下山祥二君） 次に、議案第73号について。 

  危機管理監。 

〔危機管理監 大村俊之君登壇〕 

○危機管理監（大村俊之君） それでは、私から議案第73号 伊豆市地域集会施設条例の一部

改正について補足説明を申し上げます。 

  127ページの議案書、129ページの新旧対照表を御覧ください。 

  本議案につきましては、市の施設に位置づけられている小下田ふるさとセンターを規定か

ら削除するものでございます。 

  当センターは、耐震不足が懸念されていた小下田多目的集会所に代わる地域の拠点施設と

して、令和５年度に旧ＪＡ伊豆の国小下田支店を改修し、指定避難所や小下田地区の皆様の

地区集会施設として整備したもので、現在小下田多目的集会所の指定管理協定を引き継ぐ形

で小下田連合区に管理活用をいただいているところです。 

  その指定管理協定が今年度末に満了となることから、条例より除外し、行政財産から普通

財産に変更することにより地域の皆様に使いやすい施設として、また管理等に係わる負担軽

減を図るものでございます。 

  この条例の改正等により、地域にとっては使いやすい施設となりますが、指定避難所とし

ての機能や防災倉庫への備蓄機能等災害対策の機能につきましては、引き続き確保してまい

ります。 

  なお、条例の施行期日につきましては、令和８年４月１日となります。 

  補足説明は以上でございます。 

○議長（下山祥二君） 以上で補足説明を終わります。 

  ただいま議題となっております、議案第68号から議案第73号までの６議案に対する質疑は、

９月10日開催予定の本会議において行います。 

 

◎議案第７４号の上程、説明 

○議長（下山祥二君） 日程第34、議案第74号 財産の取得についてを議題といたします。 

  提出者から提案理由の説明を求めます。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 
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○市長（菊地 豊君） 議案第74号について提案理由を申し上げます。 

  本案は児童生徒が使用する１人１台端末の更新に係る財産の取得について、地方自治法第

96条第１項第８号及び伊豆市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条

例第３条の規定により、議会の議決を求めるものです。 

  詳細を、教育部長に説明させます。 

○議長（下山祥二君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

  ここで、補足説明の申出がありますので、これを許します。 

  教育部長。 

〔教育部長 小塚 剛君登壇〕 

○教育部長（小塚 剛君） それでは、議案第74号につきまして補足説明を申し上げます。 

  議案書の131ページからになります。 

  本案の概要でございますが、現在市内の小中義務教育学校の児童生徒に配布しております

１人１台端末の更新に伴う財産の取得となります。 

  今回の備品購入は、ＧＩＧＡスクール用端末でグーグルのクロームブック1,581台と、端

末の管理ライセンス1,581ライセンスとなります。端末につきましては、135ページの参考資

料２を御覧いただきたいと思います。レノボ社の「500ｅ Ｃｈｒｏｍｅｂｏｏｋ Ｇｅｎ 

４ｓ」という機種で耐衝撃設計が施されておりまして、耐久性が高く児童生徒が日常的に扱

いやすいモデルとなっております。 

  管理ライセンスは、デバイスを管理するためのもので、端末の一元設定や監視、セキュリ

ティ保護、ユーザーアカウントの管理など学校で多数のクロームブックを教員がまとめて管

理するために必要なライセンスとなり、端末とセットで買取りとなります。 

  ２の取得方法ですが、随意契約による契約となります。これは、第１期の端末購入の際に

端末の製品不足が全国的に発生したことを鑑みまして、国の方針で各都道府県に国費による

基金を設置し、県が各市町とともに計画的、効率的に端末を購入するための事業で、静岡県

では、静岡県公立学校情報通信機器整備基金を設け、共同調達による県主導の入札を行いま

して納入業者を決定した上で、その納入業者と各市町が個々に随意契約を締結するというも

のです。 

  静岡県の入札は、本年４月４日に令和７年度共同調達に係る一般競争入札を実施しまして、

クロームは４社、ｉＯＳは２社の応募から落札事業者が決定しております。公表されていま

す静岡県の入札結果と今回の共同調達の参加市町は133ページと134ページの参考資料の１を

御覧いただきたいと思います。少し見にくいですが、134ページの左の表の７段目の薄いピ

ンクが伊豆市で、その金額に消費税を掛けると今回の取得金額になります。取得金額ですが、

7,004万513円となります。 

  ４の取得先ですが、ＮＴＴ西日本株式会社静岡支店となります。 

  本案は、予定価格2,000万円以上の動産の買入れに該当する件として、議会の議決を求め
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るものです。 

  補足説明は以上となります。 

○議長（下山祥二君） 以上で補足説明を終わります。 

  ただいま議題となっております議案第74号に対する質疑は、９月10日開催予定の本会議に

おいて行います。 

 

◎散会宣告 

○議長（下山祥二君） 以上で、本日の日程は終了いたしました。 

  次の会議は９月３日水曜日午前９時30分から、一般質問を行います。 

  当日は、発言順序１番の三田忠男議員から発言順序５番の鈴木優治議員までを行います。 

  なお、本日提出されております各議案に対する質疑の通告期限は９月４日木曜日の正午と

なっておりますので、御承知ください。 

  本日はこれにて散会いたします。 

 

散会 午後 ０時０６分 
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開議 午前 ９時３０分 

 

◎開議宣告 

○議長（下山祥二君） 皆さん、おはようございます。 

  ただいまから令和７年伊豆市議会９月定例会２日目の会議を開きます。 

  本日の出席議員は14名です。出席議員が定足数に達しておりますので、会議は成立いたし

ました。 

 

◎議事日程説明 

○議長（下山祥二君） 本日の議事日程は配付のとおりであります。 

 

◎一般質問 

○議長（下山祥二君） 日程に基づき一般質問を行います。 

  今回は10名の議員より通告されております。 

  質問の順序は配付した通告一覧表のとおりです。 

  本日は、発言順序１番の三田忠男議員から発言順序５番の鈴木優治議員までの５名を行い

ます。 

  これより順次質問を許します。 

 

◇ 三 田 忠 男 君 

○議長（下山祥二君） 初めに、議席番号11番、三田忠男議員。 

〔１１番 三田忠男君登壇〕 

○１１番（三田忠男君） 皆さん、おはようございます。11番、三田忠男です。今日はたくさ

んの方の傍聴をいただきまして、本当にありがとうございます。 

  私、一番目ですが、これはくじ引きで決まったことですので、よろしくお願いいたします。 

  それでは、分割で２件お願いしたいと思います。 

  まず、１件目です。 

  ７月30日の避難、津波避難指示の対応についてお伺いしたいと思います。 

  先日ロシアカムチャツカ半島付近で起きた巨大地震により津波注意報、その後の高さ３メ

ートルの津波到来予想により津波警報の発令がされ、そのことにより市から避難指示情報が

出されました。市としてはほかにどのような対応がなされたのか、今後の課題が浮かび上が

ったのか、以下伺います。 

  ①伊豆市地域防災計画、伊豆市津波避難計画等では行政、教育機関、福祉避難所、自治会、

公共交通機関、地域自主防災組織、市民等がどのような行動を起こすような計画になってい

るのか伺います。 
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  ②その際実際の行動はどうであったのか、詳細に伺います。 

  ③取組の見直しなど今後必要なことがあったのか伺います。 

  ④各津波避難タワーの活用状況や避難者の意見や要望等が出されたのか伺います。 

  ⑤個別避難計画の作定状況と今回避難計画に基づく行動が行われたのか、それに対して課

題はあったのか伺います。 

  ⑥今回災害救助法等の改正により災害派遣福祉チーム通称ディーワット（ＤＷＡＴ）が位

置づけられましたが、伊豆市の各種災害計画にその位置づけが反映されているのか伺います。 

  市長に及び教育長に答弁を求めます。 

○議長（下山祥二君） ただいまの三田忠男議員の質問に対し、答弁を求めます。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） 皆さん、おはようございます。 

  伊豆市ではおととしの９月の総合訓練のときに南海トラフ臨時情報への対応を訓練をして

いました。去年の８月８日、実際に臨時情報が出たときに、私は休暇を取って不在でしたけ

れども、職員だけでしっかり対応していました。 

  今年の７月26日に土肥で観光客にテラッセオレンジまで逃げていただくという避難訓練を

して、その４日後、７月30日に実際に津波警報が出ました。 

  このように伊豆市はこれまでしっかり対策を積み上げてきたと思っておりますが、しかし、

死者ゼロを目指す目標に対してはまだまだ課題がたくさんございます。 

  個別の、具体的な御下問については危機管理監に答弁をさせます。 

○議長（下山祥二君） 次に、教育長。 

〔教育長 鈴木洋一君登壇〕 

○教育長（鈴木洋一君） 改めまして、おはようございます。 

  土肥地区における津波から命を守るために様々な対策が行われております。土肥小中一貫

校の校地を選定するに当たりましても、やはり、海抜というものが大きなポイントになった

という点を記憶してございます。 

  御質問の①、②の教育部の関係につきましては、教育部長より答弁をさせます。 

○議長（下山祥二君） 続いて、危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） それでは、私から①から⑥についてお答えをいたします。 

  まず、①です。津波警報発表では、市においては市長、副市長、教育長、各部局長等が参

集し、第一次配備体制を引き、災害警戒本部を設置いたします。災害警戒本部では、避難指

示発令や指定避難所等の開設などを協議し、決定していきます。自治会や自主防災会組織、

個々の市民においては揺れを感じたらすぐ避難、できるだけ高い所へ避難を心がけていただ

き、命を守る行動をとっていただきます。タクシー、バス、鉄道事業者等の公共交通機関に

おいては、運行等の具体的な判断、行動を各事業者のマニュアルどおりにより行動されるこ
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ととなりますが、応急活動が円滑に行われるよう協力するものとなっており、災害対策に必

要な物資及び人員等の輸送確保や災害時の応急輸送対策を行うこととなっております。 

  ②です。津波警報が発表された午前９時40分に災害警戒本部を設置し、津波に関する情報

を同報無線や市ホームページ、ＳＮＳなどを通じて市民へ周知いたしました。また避難指示

の発令や指定避難所の開設を決定し、職員を派遣いたしました。土肥地区の自治会と自主防

災組織では、津波注意報時点での陸閘の状況を確認し、全ての箇所を閉鎖いたしました。ま

た避難所開設後には防災指導員が自主的に指定避難所へ出向き、避難所運営を補助いただき

ました。 

  土肥こども園につきましては、29名が隣接する避難タワーへ一時避難し、その後指定避難

所である土肥小中一貫校へ避難しました。最終的に指定避難所等に避難された方は市民、観

光客合わせて240名となりました。 

  沿岸の路線区間を運行する公共交通機関では、東海バス、ＪＲ東海道線、伊豆急行が運行

を見合わせしました。 

  ③です。遠隔地での地震であったこともあり、市民の方の捉え方がまちまちであったこと

や観光客への周知、帰宅困難者への対応が課題として挙げられます。今後はこれらの課題を

検証し、対策に努めてまいります。 

  ④です。テラッセオレンジトイには海水浴客、観光客など38名が避難し、土肥こども園の

津波避難タワーには市民を含め33名が避難しました。小土肥、八木沢の津波避難タワーにつ

きましては避難者はいませんでした。また避難者からの御意見や要望につきましては特にあ

りませんでした。 

  ⑤です。土肥地区における個別避難計画の策定状況ですが、令和７年８月26日時点で施設

入所者84名を除く作成対象者は58名で、全員計画策定済みです。避難指示があった屋形地区

における５名の計画作成者のうち３名について計画に基づく避難行動を実施したことを確認

しましたが、残りの２名については連絡が取れず、確認ができなかったことが課題と考えま

す。 

  ⑥です。静岡ＤＷＡＴの派遣については、地域防災計画において県の担当部局を通じ要請

することとなっております。災害救助法の改正により、限定的だった活動範囲が拡充され、

避難者に限らず避難所に行くことができない被災者にＤＷＡＴを派遣できるようになるなど

支援を速やかに届けることが可能になるほか、事前の体制準備も進むとして災害関連死の防

止につなげられると考えております。 

  以上でございます。 

○議長（下山祥二君） 続いて、教育部長。 

○教育部長（小塚 剛君） それでは、まず、①の初動についてですが、教育部としましては

まず、指定避難所となる学校などの施設管理者に自主防災組織などと連携し、あらかじめ定

めた運営体制に沿って避難所の開設と運営の協力を要請いたします。社会教育施設では、施
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設管理者や支所と連携しまして、施設の使用中止、速やかな避難を促します。学校において

は、学校ごとに作成しました危機管理マニュアルに沿って対応いたします。今回のように津

波警報が発令された場合は、授業日であれば速やかに教育活動を中止し、教職員が上層階へ

の避難指示や児童生徒の安全確保、関係機関との連絡調整及び保護者への連絡などを行いま

す。 

  ②の実際の行動ですが、今回の避難指示では土肥金山や海水浴の観光客などが指定避難所

である土肥小中一貫校へ144名避難してきました。夏季休業中でしたが、教職員の協力の下、

スムーズな避難所の開設ができました。指定避難所である体育館は空調設備がなく、熱中症

の懸念があったため、学校長の判断によりまして１階の空調設備がある多目的室を開放し、

さらに避難者が増加してきたときには、こちらも空調設備のあります音楽室と図工美術室を

順次開放いたしました。また指定避難所である丸山スポーツ公園の管理棟では自主避難され

た方が４名いらっしゃったため、災害警戒本部で旧派出所の八木沢コミュニティ防災センタ

ーを開設しまして、管理棟職員と連携して過ごしやすい防災センターのほうへ移動をしてい

ただきました。その後も避難者がありまして、最終的に７名を受け入れ、いずれも午後２時

には帰宅されたとのことです。熱中症等の二次被害の防止と避難者の安全確保を最優先に、

市の避難所担当者と学校、社会教育施設が連携して対応を進めることができたのではないか

と考えております。 

  以上になります。 

○議長（下山祥二君） 再質問はありますか。 

  三田忠男議員。 

○１１番（三田忠男君） それでは、再質問をお願いいたします。 

  市長は令和７年度予算編成に向けた基本方針で、先ほども申していましたけれども、災害

死者ゼロを目指す防災対策をうたっています。令和７年度の３月定例会の施政方針で２項目

めに災害死ゼロを目指す防災として、南海トラフ巨大地震発災後の復旧復興として津波被害

を受けた方々は一定期間、ひなた公園等の仮設住宅で過ごしていただき、海岸部の津波浸水

区域外に公設の復興住宅を整備する構想の具体化を図る時期に来ている。国土強靭化地域計

画の復興イメージを具体化した事前復興計画の作成に向けた準備を進めてまいりたいと述べ

ておりました。 

  このことを前提に、先ほどの答弁等の質問をさせていただきます。 

  今回同じような質問をあと２名の方もしておりますので、あまり詳しくは私、質問いたし

ませんが、今の答弁を聞いているところ、計画どおりに動いたというような評価をして、私

はいいんじゃないかと思ったのですが、そのとおりでよろしいのでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） 計画については先ほど申したとおりでございます。 

  今回カムチャツカ半島の地震ということで、津波到達時間についても約２時間ぐらいの時
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間があったかと思います。少し時間的余裕はあったので、マニュアル、計画どおりに事は進

められたと感じております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 三田忠男議員。 

○１１番（三田忠男君） 朝日新聞等に去年の夏の南海トラフ地震の警報ですか、出たところ

により計画を見直しているのか、見直すのか、そのままなのかというアンケートがあったよ

うな気がいたしましたが、伊豆市は昨年の夏の事態を受けて計画の見直し等はあったのでし

ょうか。それとも、今のままのマニュアルだったのでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） 計画の見直しについては、毎年１月に防災会議を開いて、計画

の修正等をやっておりますが、昨年の事案を受けて特段変えた形にはしておりません。 

○議長（下山祥二君） 市長。 

○市長（菊地 豊君） これまでの教訓で、伊豆市の計画、どこか大きく変えなければいけな

いということは感じておりません。 

  ただ、今回より必要だったのは、リアルな対応のほうなんです。 

  我々、南海トラフ地震臨時情報、６分で津波が来るということを前提に計画をつくってい

るのですが、今回カムチャツカ沖から相当な時間をかけて波が来ているわけです。ですから、

その最大３メートルにすぐに対応しなければいけないという状況では、実はなかったのです。

東北、房総半島、三浦半島に来ていない津波が土肥に来るわけがないのであって、リスクも

読める、時間的な余裕もある中で、本当にああいう対応を取らなければいけなかったのか、

全部バスを止めなければいけなかったのか、伊豆市の公用車を海岸沿いに走らせてはいけな

かったのかということを考えると、実はできたんです。ちゃんと状況が分かっているわけで

すから。 

  ですから、今回計画の見直しというよりも市長として感じたのは、現状に起こっている状

況に対してどのように計画を適応していくかのことのほうが、実は今回の大きな教訓であっ

たと考えています。 

○議長（下山祥二君） 三田忠男議員。 

○１１番（三田忠男君） そうですね、私も、何と言いますか、内陸部の中伊豆にいるもので

すから、津波か、３メートルか、本当なのというようなことがありまして、じゃ、実際皆さ

んが本当にどういう行動をしたのかなというのは関心があった。ただ、行政を頼ってもいけ

ないし、自分の命は自分で守るんだという前提を市長等述べておりますし、全国的にもそう

いった発言が多いわけですけれども、そうなりますと、地元の方が本当に危機感を持って動

いたのかなというところが心配だったわけです。 

  その結果、避難された方もいましたけれども、これは実際の予想から見ると避難者の数と

いうのはどういうふうに評価しますか。多かったのか、いや、もっと避難してもよかったの
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か。今回の事例はこんなものかなとか、どのように評価したんですか。避難の数、避難のや

り方、地域の自主防災等の動き。改めて確認させてください。 

○議長（下山祥二君） 危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） 全体で240名の避難者、これは名簿を作っている数の中で確認

しているところです。そのうち地元の方については約13名で、議員おっしゃるように少し少

ない感じを受けたのですけれども、その後の地元への調査で、やはり避難警報が出たときに

は皆さん、少し移動して避難されたということは区長を通じて確認しているところです。 

  13名という少ない人数かもしれないですけれども、避難意識については低いという評価に

はならないとは感じております。皆さんが一時的にもまず、避難をされたという事実が確認

されていますので、引き続き油断することなく、市民にすぐに逃げることについて啓発はや

っていきたいと感じております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 三田忠男議員。 

○１１番（三田忠男君） 津波が３メートルという予測だったということと、八木沢地区で誰

も避難タワーに行かなかったと。３メートルであの防潮堤は安全に守られているという認識

があの地域にはあるのでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） 津波警報はネットなどで調べていただければ分かるのですけれ

ども、１メートルから３メートルの高さ予想のときに警報になるのです。今回も３メートル

で皆さん避難について判断されたと思います。３メートルの施設がちゃんと整備されていな

いところは、屋形地区ということで今回屋形地区への避難指示ということでした。土肥地区

の皆さんは高さについては、日々生活している中で自分で確認したりあと、高さがこのぐら

いだというのを承知しているので、ここも先ほど言ったように油断なく、やはり、皆さんに

は啓発して今後も対応はしていきたいと考えております。 

○議長（下山祥二君） 三田忠男議員。 

○１１番（三田忠男君） これはちょっと分かるかどうかですけれども、松原公園の避難タワ

ー、あれは観光客用に造ったというふうに私は理解しているのですが、地元の方が海に向か

ってここに上ったとかという事例は確認されましたか。 

○議長（下山祥二君） 危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） 今までのお話を聞く限り、やはり海に向かって逃げるというこ

とは津波が来るという中で、そういう行動は多分しないと思いますので、テラッセオレンジ

については、海水浴客、あの近辺で避難ができない方を対象として、あそこが困難区域だっ

たので建てた経緯がありますので、基本的には山側へ逃げると認識はしております。 

○議長（下山祥二君） 三田忠男議員。 

○１１番（三田忠男君） 課題として、観光客が公共交通機関が止まってしまって帰れなかっ
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たという事態が出たと。それはマニュアル的には想定内のことだったのでしょうか、それと

も想定外で。それに対する今後の対応等について何か計画されたことがあったらお伺いした

いと思います。 

○議長（下山祥二君） 危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） 公共交通機関では津波警報が出ると一旦運行を見合わせる運行

マニュアルができているというのは承知しております。また地震の場合は、例えば、伊豆箱

根鉄道ですと、震度５弱以上になると一旦運行を見合わせることは承知しているところだっ

たのですけれども、今回警報が出てすぐに止まってしまうという事態が初めてでした。実際

避難所に来た方に伺って初めてここで降ろされたというようなことを確認したので、今後運

行状況はしっかりと確認できるよう関係機関と詰めていきたいと思っております。 

○議長（下山祥二君） 三田忠男議員。 

○１１番（三田忠男君） 津波警報、その上に大津波というのがあると。それとの違いで大分

行動が違うということを改めて確認させてもらったのですが、伊豆市の防災のまちづくりと

いうことで、各種団体と災害協定を結んでいると思いますけれども、先ほどのお客さん等の

避難のために公共交通機関が止まってしまうということが起きた場合、どうやって帰すかと

いうことで、難しいんでしょうけれども、市内の運送業者が何社かあるような気がするので

すが、そういう運送業者との防災協定等で輸送をお願いするというような計画はあったので

しょうか。現在はどんな感じで市内の関係団体とは防災協定みたいな計画というのはなって

いるのでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） バス協会は、県が協定を結んでおりまして、市では今、協定を

結んでいない状態になっております。ただ、ここについてはお話をさせていただいていると

ころです。 

  それと、伊豆箱根鉄道については、協定を結んで年に１回実効性を高めるための防災訓練

をやっているところです。今後バスについては、今回大量輸送するまで避難者が帰宅困難と

いう形ではなかったので、また今後の状況も鑑みながら、決して結ばないということではな

くて、対応ができるような形で考えていきたいと思っております。 

○議長（下山祥二君） 三田忠男議員。 

○１１番（三田忠男君） 今回の津波避難で確認をしたかったのは、私の持分では⑤と⑥のい

わゆる福祉関係あるいは生活要支援者の関係でした。個別避難計画の策定状況等の確認をさ

せてもらいました。58名の方が希望し、全員策定されているということで、実際、３名が動

いたんですかね。個別避難計画の策定はまだまだ言葉として市民等に浸透してはいないよう

な気がするのですが、改めてどんな計画で実際策定された内容はどのような内容になってい

るか、概要で結構ですので説明願いますか。 

○議長（下山祥二君） 健康福祉部長。 
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○健康福祉部長（大石 真君） 要配慮者といわれる、障害者の方や、独居の方とか、なかな

か避難することが難しい方に対して、災害があったときに個別の避難計画を立てるというこ

とで、例えば、ふだん家の中でどこにいるかとか、あと、実際利用中の、サービスの内容や

必要な支援の内容、避難する場所までどういう経路で逃げるか、そういった内容を個別に、

同意を得られた方に対して計画を作成して、実際に災害があったときに使うという形になっ

ております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 三田忠男議員。 

○１１番（三田忠男君） それが計画どおりに動いたかという実際の検証が、計画の精度を上

げるには非常に大事だと思いますので、今後の課題として精査していただけたらなと思いま

す。 

  各ケアマネ協会等は災害時の初動期の状況報告シートで、そういった要支援者に対して福

祉関係者が責任を持って避難の状態を把握するとか、もし、避難できなければ対策するとい

うことで動いておりますので、そういった各種団体との協力関係が非常に大事になってくる

のかなと思いました。 

  これは難しいなと思ったのは、助けなければいけないということとか、東北のほうでは

「てんでんこ」というんですか、もう、自分の命は自分で守るんだというようなことで、何

か矛盾するようなことですけれども、助け合って共に亡くなってしまうなんて事例、かとい

って、そういう弱い人を置いていけないというジレンマ、非常に悩ましいところだと思いま

すけれども、その辺のことも、非常に心の問題も配慮しながらこういった計画というのは立

てなければいけないのではないかなとつくづく思いました。 

  58名が対象と言いましたけれども、実際はもっと、希望しない人が多いということですね。

そういった希望しない人については、これは任意ですから、もう、それ以上の働きかけって

できないことなんでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（大石 真君） 施設に入所されている方を除いてということで、先ほど申し

上げた数字というのは、あくまで同意を得られた方は一応土肥地区に関しては全員個別避難

計画を作成いただいているということで、当然その同意をいただけていない方もまだ、多く

おります。そういった方々に個別避難計画の重要性というのを理解しながら、例えば民生委

員さんとか区長さんとか、そういった方の協力を得ながら、少しずつでも作成していくよう

に努めることが必要かと考えております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 三田忠男議員。 

○１１番（三田忠男君） これ、提案させていただければと思いますけれども、私は障害者福

祉の分野です。障害者福祉の施策をまとめるところで伊豆市の地域自立支援協議会というの
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があるかと思いますけれども、そこに専門部会というのがあるんです。相談支援事業検討部

会とか、こども支援部会とか就労支援ネットワーク部会とかありますが、どうなんでしょう。

この市長が掲げている災害死ゼロ等を含めますと、こういった各種部会に災害支援部会みた

いな部会があっても、私はいいような気がして、今回も障害者がどういった状態に置かれて

いたのかというような検証もする必要があるような気がしたのですが、そこまで求めるのは

酷でしょうか。いかがでしょう。 

○議長（下山祥二君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（大石 真君） 今回の津波に際しても、要配慮者に対する支援というのが、

各種の障害福祉サービス事業所とか、介護事業所とかそういったところとの連携というのは

すごい必要だと感じましたので、協議会で例えば新たな部会の創設についてなどちょっと検

討をさせていただきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 市長。 

○市長（菊地 豊君） 今、御指摘の件については、２つ、構造的な課題があって、１つは、

日本にはうちも危機管理課という課が置いてあるし、危機管理という言葉があるのですが、

法制度に危機管理というのがないのです。ですから、要支援者、明らかに避難するときに支

援が必要な方々の支援計画、こちらをつくりたいわけです。ところが、個人情報が絡むので、

希望する人だけつくりなさいということになっているんです。 

  ということは、人の命よりも個人情報が優先しているわけです。危機管理というのは、今

の制度では人を守れないから、特別な法律を適用するのが危機管理なんですけれども、それ

が実はないので、本来は死者ゼロを目指す以上はそういったその個人情報とか、ほかの現行

法制を超えて、ちゃんと人の命を守れるようなことを取りたいのですが、それができないと

いう構造的な課題が一つです。 

  もう一つは、先ほど議員御発言があったように助けるためにその人も犠牲になるリスクが

あるわけです。それを考えると、本当は支援が必要な方は安全なところに移ってほしいんで

す。 

  先日砂防研修で宮城県に行ったのですが、荒浜小学校という被災した震災遺構の学校を見

てきました。９メートル、２階の50センチまで津波が来ているんです。１名を除く全児童と

住民320人は屋上に避難しているんです。ところが、地元の皆さん、逃げなかった方がいて、

190人亡くなっているんです。そこには、ここまで津波が来たという石碑があったんです。

今回の津波でもそこまで来ているんです。だから、そこに住んでいなければよかったのです

が、今回はそこは住宅禁止区域にして商業施設だけにしてあるのですが、もともとそうして

いなかったんです。 

  ですから、本当は６分で逃げ切れない方は内陸部に、土肥分校より内陸部に引っ越してい

ただきたいのですが、それを実行する手段と財源がないというのが２つ目の課題として私は
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認識をしているところです。 

○議長（下山祥二君） 三田忠男議員。 

○１１番（三田忠男君） ⑥の質問ですが、いわゆるＤＭＡＴというのは医療チームで伊豆日

赤等の派遣チームがあるということで皆さん聞き覚えがあるかと思いますが、災害派遣福祉

チームＤＷＡＴ、いわゆる福祉職とか介護職を派遣し、災害関連死を防ごうということと、

医療チームと協働しながら生活の再建に向かっていくというチームがあるわけですけれども、

今まではボランティアでやっていたものが、今年の６月、法律が改正されてＤＭＡＴと同じ

ように災害救済に位置づけられたと。当然位置づけられることによって派遣の費用とか経費

とかもちゃんと国が責任を持つということ、チームの一員としてやる位置づけができたとい

うことで、非常にこれからの大事な課題だと思っております。 

  それで、伊豆市の防災計画にも文言としてはＤＷＡＴというのはあるのですが、災害救助

法に位置づけられた以降、その位置づけがさらにしっかりしているのかという確認をさせて

いただければと思いますが、いわゆる災害救助法改正後の位置づけが、防災計画等について

はどのようになっているのでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） 先ほども答弁の中でＤＷＡＴについては地域防災計画について

県に要請することが記載されていることをお話をさせていただきました。 

  実際、ＤＷＡＴの活動については災害救助法の中で、県の指導で行われているので、市の

計画とすれば県への要請までの、今の計画の位置づけで対応はできると思っておりますので、

特段ここについては何か修正を加えることはありません。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 三田忠男議員。 

○１１番（三田忠男君） 法に位置づいたことにより、派遣要請等がしっかりできる体制にな

ったということです。どうでしょうか、伊豆市においてはこのＤＷＡＴに対して参加してい

るというような情報を社会福祉法人とか、医療機関等でつかんでいるのでしょうか。どの程

度の人が静岡県のＤＷＡＴに参加しているとかいうような情報は持っていますでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（大石 真君） 全体で今、静岡県のＤＷＡＴに350名ほどの方が所属され、

登録されているというところまでは把握しておりますけれども、個々には、うちの施設の中

で参加しているということもお聞きはしますが、伊豆市の中で何人いるかというところまで

は把握しておりません。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 三田忠男議員。 

○１１番（三田忠男君） 熱海の土砂災害等についても各法人からその所属している職員が動

いたというような情報がありまして、かなりの数があるみたいです。 
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  今回、この法が改正されたことによって自治体等はそういった社会福祉法人に協力要請し、

ちゃんとした組織化の際はよろしくお願いしますというような文言もありますので、今後社

会福祉法人等と協力しながら、ぜひ、進めていただけたら幸いです。 

  今回、先ほど部長がおっしゃっていたように避難所だけの支援ではなくて、いわゆる自宅

とか自動車の中とかに避難した人にもこのＤＷＡＴが参加をして、生活不活性病とかを防ぐ

と。伊豆市内はリハビリ職員が多いのですけれども、リハビリテーションも災害派遣チーム

等をつくっておりまして、いわゆる関連死を防ぐ取組をしていますので、ぜひ、行政と協力

しながら推進していただければ幸いです。 

  １件目はこれで終わりまして、２件目に入らせていただきたいと思います。 

○議長（下山祥二君） 次に、中伊豆地区の現況は計画どおり進捗しているかの質問をお願い

いたします。 

  三田忠男議員。 

○１１番（三田忠男君） それでは、２件目をお願いいたします。 

  中伊豆地区の現況は計画どおりに進捗しているか。 

  令和４年12月議会で同じような質問をしていますが、この間の進捗について現状と課題を

お伺いしたいと思います。 

  ①中伊豆温泉病院移転後の周辺地区の活性化の動き、例えば、事業者の進出とか、宅地造

成とか人口増、社会資本計画等の動きはあったのか。 

  ②中伊豆温泉病院跡地の活用の動きはどうでしょうか。 

  ③橘保育園跡地活用の進捗状況。 

  ④わさびの郷構想と現状のわさビジターセンター、萬城の滝キャンプ場の運営や経営状況。 

  ⑤冷川地区の県道拡張計画の進捗。 

  ⑥伊豆スカイラインゴルフ場の太陽光発電事業のその後の進展。 

  ⑦中伊豆中学校跡地に中伊豆小学校移転と八幡地区の周辺将来構想等を絡めて地域づくり

として道路網の整備を含めてどのような計画になっているのか、あるいは、検討課題がある

のか伺いたいと思います。 

  よく議会は質問のしっ放しで、その後の追跡がないということですので、追跡質問と追跡

調査ということで質問させていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（下山祥二君） ただいまの質問に対し答弁を求めます。 

  市長。 

○市長（菊地 豊君） それぞれ担当する部長に答弁をさせます。 

○議長（下山祥二君） 次に教育長。 

○教育長（鈴木洋一君） 御質問の⑦の教育部に関係する質問につきましては、教育部長に答

弁をさせます。 

○議長（下山祥二君） 続いて、①から③まで。 
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  総合政策部長。 

○総合政策部長（新間康之君） それでは、お答えをさせていただきます。 

  まず、①です。中伊豆温泉病院が下白岩地区に移転したことにより、従業員用アパートや

薬局、コンビニエンスストアが新たに進出するなど、周辺の土地利用の動きが出ているほか、

地域の人口についても多少の増加となっていることを確認をしております。 

  ②ですが、旧中伊豆温泉病院跡地につきましては、ＪＡ静岡厚生連の土地でして、これま

でに活用のお話は伺っておりません。 

  それから③です。橘保育園跡地ですが、本年２月に売却に向けた公募を行いましたが、応

募がございませんでした。現在第２回の公募に向け、条件の見直しを検討している状況でご

ざいます。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 続いて、④について。 

  産業部長。 

○産業部長（大路弘文君） ④ですが、わさびの郷構想につきまして、４つの基本方針に沿っ

て事業を進めております。中でも大きな進捗としましては、昨年４月にわさビジターセンタ

ーがオープンいたしました。オープンから約１年４か月が経過し、令和６年度の来客数は目

標3,000人に対し4,244人で、314人の外国人のお客様にも御来場をいただいております。 

  課題としましては、わさびの郷構想の認知度を今まで以上に高めることと考えております。 

  萬城の滝キャンプ場につきましては、本年４月より株式会社ＮＴＴＬａｎｄｓｃａｐｅが

新たな指定管理者となり、管理運営を開始したところです。現在の運営状況等を確認したと

ころ、８月末までの５か月間で571件、2,298人に御利用いただき、宿泊の売上げとしては約

850万円で、前年と比較しますと利用人数や売上げ、ともに減少をしているとのことです。

一方、新たに開始したサービスの提供により利用者の満足度の向上が図られ、利用者から好

評をいただいているとの報告です。また地域のイベント等においても大変精力的に御協力い

ただいていると聞いております。 

○議長（下山祥二君） 続いて、⑤、⑥、⑦について。 

  建設部長。 

○建設部長（山口吉久君） それでは、私から⑤、⑥、⑦につきましてお答えさせていただき

ます。 

  ⑤です。冷川徳永地区の主要地方道伊東修善寺線の拡幅工事につきましては、全相続権利

者の事業に対する同意を得て、県の事業着手準備制度の採択を受けております。しかしなが

ら、相続手続に時間を要しているため、事業着手には至っていない状況です。 

  ⑥です。令和５年12月議会でお答えした状況から進展しておりません。 

  ⑦です。中伊豆地区の中心である八幡地区につきましては、立地適正化計画において既存

公共施設等を有効活用した拠点機能の充実を図ることとしております。現在中伊豆小学校の
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移転事業において通学路の安全確保のため、学校敷地に隣接する市道の歩道整備や狭隘道路

拡幅などの計画をしております。 

  今後も既存公共施設の整備に併せて生活利便性の高い拠点づくりを進めていきます。 

  以上でございます。 

○議長（下山祥二君） 続いて、⑦について。 

  教育部長。 

○教育部長（小塚 剛君） 中伊豆小学校の旧中伊豆中学校跡地への移転事業につきましては、

令和10年４月の開校を目指し、着々と準備を進めております。昨年度に基本設計が完了しま

して、今年度は解体工事と実施設計を進めているところです。 

  実施設計ではまちづくりと一体となった整備を主なテーマとして、調整を進めております。

また地域との交流拠点としての広場や校舎内には地域とつながる多目的スペースを設け、新

校舎と既存の体育館の間にはプロムナードと呼ばれる大屋根で覆われた空間を設けまして、

災害時の避難所の機能も強化していきます。さらに教育の要である幼小連携を促進するため

の校舎の配置に加えまして、放課後の居場所と放課後児童クラブを学校敷地内に併設するこ

とで子育て支援の充実も目指しております。 

  以上となります。 

○議長（下山祥二君） 再質問はありますか。 

  三田忠男議員。 

○１１番（三田忠男君） 中伊豆のこと、たびたび聞かせてもらっています。 

  私の印象では、令和４年と現在について、それぞれの分野でそれなりの進捗はしているな

という認識の下での質問になりますが、もうちょっとスピード感があってもいいのかなとい

うような気持ちで質問させてもらいます。 

  中伊豆温泉病院の周辺地域の動きですけれども、大きな商業施設が動いてくるらしいよな

んていううわさを聞いたことがあったのですが、そういった事実、そんな動きも若干はあっ

たのでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 市長。 

○市長（菊地 豊君） 中伊豆温泉病院の跡地を含む市内の幾つかのところをディベロッパー

とか開発スキルのある方々に見ていただいたことは事実です。その中で、私も伊豆市らしい

この風情を生かした、いろいろな多様な産業が可能なのではないか。例えばリモートオフィ

スを幾つか点在させて、オフィスのようなものを整備するのもどうかと考えたのですが、し

かし、プロの目から見ると、そのリターンが期待できないということです。例えば中伊豆温

泉病院の跡地でしたら５ヘクタールぐらいあるのですけれども、そこに小さなオフィスを点

在させて、月幾らかの家賃を取ったところで、開発経費と合わないようです。 

  伊豆市の場合には、やはり最も可能性が高いのはハイエンド向けの宿泊施設、つまり、富

裕層向けのホテルというのが一番可能性としては高いと。１泊５万円とか10万円で年間通し
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て７割か８割ぐらいの稼働率が期待できるようなものであれば、収益に見合う投資ができる

だろうということのようなんです。 

  問題は、県はその企業立地をいろいろやっているんですけれども、基本的に製造業なんで

す。製造業ですと、大きな高速道路とかのインターの近くに平らな土地を造って、Ａ区画、

Ｂ区画とやればいいわけです。ところが、観光施設というのは個別にいい場所に、温泉とか

があって、花があって、富士山が見えるところみたいな、工業団地とは全然別の要素になる

わけです。そうすると、１個１個の事象に対して行政としての支援策を取らなければいけな

いのですが、それが伊豆市では、そこまでできる財源がないので、こういったケースにおい

ては、やはり、県にしっかり支援をお願いをして、個別の観光開発のための県の施策もお願

いをしたいと。今、強くお願いをしているところです。 

  今、現状中伊豆温泉病院の跡地利用について、具体的なお話はまだ、できておりませんが、

全体の方向としてはそのような感触を今、感じているところです。 

○議長（下山祥二君） 三田忠男議員。 

○１１番（三田忠男君） 小川地区とかからの要望等は行政に出されているのでしょうか。あ

るいは、温泉病院等からも何か、こんなような支援をしてくれと要望があるのかないのかレ

ベルで結構ですけれども、いかがでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 総合政策部長。 

○総合政策部長（新間康之君） 地元地区からの要望等は特にございません。 

  中伊豆温泉病院、静岡厚生連からは市も協力をして、企業誘致を進めていただきたいとい

うような御要望をいただいて、我々も一緒になっていろんな金融機関だとかいろんな企業だ

とかに一応お声がけをして、こういう土地がありますという御案内をしているところですが、

企業の進出まではいまだ至っていないという状況でございます。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 三田忠男議員。 

○１１番（三田忠男君） 引き続き地元の要望等がないようですけれども、伊豆市の活性化に

結びつきますので、ぜひ、御尽力を願いたいと思います。 

  ③の、橘保育園の跡地の活用ですけれども、進捗がないということですけれども、どのよ

うな状態の公募をしているのでしょうか。あるいは、二次募集は何か、条件を変えたのでし

ょうか。 

○議長（下山祥二君） 総合政策部長。 

○総合政策部長（新間康之君） 橘保育園跡地の公募につきましては、本年２月に公募を開始

いたしましたが、それに対する応募の表明がございませんで、不調に終わったという状況で

す。 

  公募の条件としましては、不動産鑑定評価額による土地の売却という条件と、それから、

ゆとりある区画ということで公募をしたのですが、手が挙がらなかったということになりま
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す。 

  現在、第２回の公募の準備をしているところです。市としては、第１回の公募がゆとりあ

る土地ということで考えていたのですが、土地全体が一律にゆとりある土地だと、小さい土

地でもいいというようなニーズにも応えられないという部分もあったようですので、コンセ

プトはキープしたままに多少小さい土地、区画、そういうのも用意のできるような条件にし

て再度公募をしてみたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 三田忠男議員。 

○１１番（三田忠男君） 橘保育園の跡地はいろいろな活用状況の検討がされた上で住宅地と

いうことになったかと思いますけれども、あの土地は、修善寺から離れたところにあって、

まとまった開発というのは、やはり、難しいという認識になっているのでしょうか。それと

もまだまだ希望はあるぞという形で進むのでしょうか。あるいは、もっと公募をもっと範囲

を広げるとか、何か、民間に頼むとか手だての変更等の検討はされているのでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 総合政策部長。 

○総合政策部長（新間康之君） 不動産のディベロッパーとか、業界の方に聞きますと、伊豆

市自体がなかなか住宅の進出が難しいと。ニーズが少ないというようなお考えをいただいて

いまして、その中でも中伊豆地区の橘保育園跡地は難しい状況というふうには思っておりま

す。 

  とは言いましても、中伊豆地区は市の中ではいい場所なものですから、できるだけ条件等

をこれから見直させていただいて、業者の方に活用していただくようにしていきたいと考え

ております。 

○議長（下山祥二君） 三田忠男議員。 

○１１番（三田忠男君） 再確認させていただきたいのですが、あくまでもあの土地をまとめ

て開発してもらう業者を探しているということですね。１個１個区画で、この区画なら個人

が買えるよなんてことで、ばら売りするみたいなイメージではないということでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 総合政策部長。 

○総合政策部長（新間康之君） 一体的に住宅地として活用を考えていただきたいということ

でお話を進めたいと思います。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 三田忠男議員。 

○１１番（三田忠男君） では、④わさびの郷構想等に移らさせていただきます。 

  ざっと見ますと、１日当たり10名から十五、六名みたいな来客者がいて、いつだったんで

しょうか、私も団体さんがバスで降りたのを見たような気がします。最近も行かせてもらっ

たのですが、展示場の変更ですとか、あるいは、お客様の評判とか、何かそういった利用者

の声、あるいは、観光協会に管理お願いして、もっとこんな点を支援してくれというような
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要望等は出ているのでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 産業部長。 

○産業部長（大路弘文君） 展示内容につきましては、オープン以来変更はしておりません。

ですけれども、やはり、二度、三度訪れていただく魅力ある施設かなと言われますと、決し

てそうではないのではないかというふうなことを思っている部分もありますので、その内容

の変更というものは今後必要だというふうに考えております。 

  その中で、今年度、今、壁に映像を映しているのですが、そこにインバウンドの方も300

名以上、令和６年度来ていただいていまして、今後も増える可能性も十分期待できますので、

英語のテロップをつけるというふうなことを考えております。また、それも一つ、わさビジ

ターセンターの職員からもそういったものがあるといいねというふうな声もあって、そうい

ったこともさせていただきますし、やはり、ただの展示施設ではなくて、たまにイベント、

先日も夏祭りのようなイベントをやっていただきましたけれども、そういったイベント的な

ことの費用といいますか、そういったものも工面していただけるとありがたいというふうな

ことを聞いています。 

  それから来ていただいた来場者から、これも聞き取りになりますけれども、ただ、ワサビ

というのは食べるだけでどのようにできて、どのように食べられているかという、そのスト

ーリーが分かったという声もいただいていると聞いております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 三田忠男議員。 

○１１番（三田忠男君） あまり総括するのもちょっと、まだ、時期的には早いかなと思いま

すが、たしか計画のときにもっと商品の販売みたいなこと、地元の住民にとってもあそこに

行けばものが買えるよみたいなところにしたらどうかという声があったような気がしますけ

れども、ただ展示だけではなくて、お客さんが集まって伊豆市の観光物産が買えるような仕

様に変更というのは、まだ、検討する時期は早過ぎるのでしょうか。また、観光物品販売を

入れる構想は検討等はなされないのでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 産業部長。 

○産業部長（大路弘文君） 今のような状況で進んでいますけれども、今、議員御提案いただ

いたような、そういった物販的なものというのも集客には大きな効果をもたらすというふう

には考えております。 

  ただ、あそこの施設がどちらかというとハブ機能になりまして、あそこから地域の飲食で

あるとか土産物であるとか、そういったものを紹介するということを今、させていただいて

います。それには、八岳地域づくり協議会がマップなどをつくっていただいて、そういった

ものを配るとか、そういったことで地域のハブになるような活動をしていますので、直接あ

そこでそういった収益を得るということよりは、地域を紹介をさせていただいてお金も落ち

るというふうなスタイルでもいいのかなというふうに考えているところと、実は、わさビジ
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ターセンターですのでワサビの関連商品ということで、例えば、化粧品であるとか、それか

らスナック菓子のような関連するものについては少しお試しということで、今置かせて販売

をさせていただいている状況でございます。 

○議長（下山祥二君） 市長。 

○市長（菊地 豊君） やはり、何かに特化することが大事だと思うんです。川場村にある道

の駅で、もう、日本のトップグループのところがあるのですが、やはり、地元の方から地元

で買えるものも置いてくれという要望があるのですが、そこはお断りして、もう徹底して首

都圏からのお客様のニーズに応えていることのようなんです。都城に去年行ったのですけれ

ども、あそこもうちと同じようにシイタケもあるし、いろんなものがあるのですけれども、

畜産品と焼酎しか置かないということで、もう徹底しているんです。それで全国に焼酎と肉

の道の駅ということでブランド化した。今はいろいろ置いてありますけれども、どうしても

行政がやると、最大公約数であれもこれもになるのですけれども、やはりその魅力に特化す

ることがビジネスとしては成功すると思うんです。今、部長からありましたように、あそこ

はあくまでも受付機能であって、いろんなところを紹介することに特化したいのですが、そ

の中でも今まだ、ほぼ１件もないのかな、問題なのがあそこで受け付けて、あそこから発信

するワサビ沢のウオーキングなりサイクリングなんです。 

  先日、５月の連休に浄蓮の滝近くのあの屋外カフェに私が寄ったときに、ドイツ人の女性

が２人いて、話しかけたら日本に住んでいる人ではなくて、わざわざドイツから来た。今か

らワサビ沢を見に行きたい、どこに行ったらいいんだと。こういう話だったです。修善寺と

か湯ケ島とか土肥に、やはり、中伊豆も含めてですが、外国の富裕層にとってはそういうの

が欲しいんです。ですから、その方々からしっかり料金をいただき、有料のガイドをつけて、

あなたたちだけの限定ウオーキングですということで、生産の邪魔にならないような特別感

のある、さわやかな心地よい、そのワサビ沢周辺のウオーキングをあそこで受付したいので

すが、まだ、残念ながらそれ、企画されていないので、まずはそれを市長としてはぜひ、数

回モニターツアーをやってみたいと考えているところです。 

○議長（下山祥二君） 三田忠男議員。 

○１１番（三田忠男君） 先ほど部長がおっしゃっていた、5,000円でワサビの収穫体験で３

本ぐらい土産に持たせて、さらに地元で使える商品券の2,000円分、非常にお得だと思った

のですが、地元だから買わなかったのですけれども、何か、それの成果が表れたとか何とか、

情報はつかんでいますか。やったばかりだから早過ぎますけれども。 

○議長（下山祥二君） 産業部長。 

○産業部長（大路弘文君） すみません、やったばかりというところもありまして、まだ、ち

ょっとその辺の聞き取りはできていないのですが、少なからずそれに参加していただいた方

がいらっしゃったということは聞いていますので、せっかくの商品券ですので、市内で消費

していただいたのではないかというふうに考えております。 
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○議長（下山祥二君） 三田忠男議員。 

○１１番（三田忠男君） では、萬城の滝に移らさせてください。 

  管理者が変わったということで、私も変わった後に何回か行ったことがあるのですけれど

も、管理者が変わったことによる主だった変わった点の御紹介をしてもらえませんか。何か

こんな点がこういうふうによくなったとか、こんな点はこうなっているとかありましたらお

願いできますか。 

○議長（下山祥二君） 産業部長。 

○産業部長（大路弘文君） 新たな指定管理者になりまして、変わった主なところとしまして、

スマートストアと呼ばれるまきであるとか、それから炭なんかの24時間の販売、それから場

内の一部のエリアになりますけれども、Ｗｉ－Ｆｉの環境整備。それからワサビの関連商品

などの販売、それから地元のビールの販売、あとは萬城の滝の協働の会と連携しましたカブ

トムシ育成用のほだ木の調達であるとか、それからペット連れのプラン、または手ぶらテン

ト宿泊プラン、こういったプランの創出というものが新しいところだと思います。 

○議長（下山祥二君） 三田忠男議員。 

○１１番（三田忠男君） ありがとうございました。 

  あと、駐車場も拡張してもらっていたのですが、キャンプの利用者が減ったということで

すけれども、滝を見に行く人の数は滝を見やすく改良して増えたというデータはあるのでし

ょうか。 

○議長（下山祥二君） 産業部長。 

○産業部長（大路弘文君） 数字的なものは把握していないというのが現状でございます。で

すが、どれぐらいのお客様が滝へ下りていただいているかということは、データとして欲し

いなというふうに思っていまして、以前浄蓮の滝も、これも実は数字を取っていなくて、私

が担当したときに３日間、１日８時間ぐらいですか、浄蓮の滝の入り口に座って、こうやっ

てカウントをして、それを土日とかはまた違う数字だったのでしょうけれども、平日もそう

いったカウントをして、ある程度の推計、計数を出したというふうなこともありました。 

  今の時代、そういうやり方がいいのかどうか、もっと便利なやり方もあるのでしょうけれ

ども、なかなかカメラ等も金額のかかることですので、何らかの形で調べていきたいなとい

うふうには感じているところです。 

  お客様の声としましては、滝の両側に展望デッキを造らせていただきました。新しい駐車

場ができて、きれいに使わせていただいているし、展望デッキでマイナスイオンも近くで感

じられると。非常にきれいになってよかったというふうな声をいただいているというふうに

聞いております。 

○議長（下山祥二君） 三田忠男議員。 

○１１番（三田忠男君） 昔の第２駐車場でしょうか、今のオートキャンプ場がある。かなり

の方が利用していましたし、直接滝に下りていく方も見たりしたものですから、若干そうい
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うのが増えているのかなという印象だったのですけれども、人数的にキャンプが減ったとい

うのは、ちょっと私の認識にはなかったものですから確認させてもらいました。 

  ⑤の冷川地区の道路の拡張ですけれども、もう、計画にのって地権者の相続手続が終われ

ば、いつでも工事に入れるというような状態と確認させてもらったのですが、相続のことに

ついては何かずっと聞いているような気がしますけれども、それを行政的に何かバックアッ

プする施策というのはないのでしょうか。その親族の方にお任せの状態が続くのでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 建設部長。 

○建設部長（山口吉久君） 相続人の数がかなり多く、実際土地の数も多くて、Ａという方は

この土地はいいのだけれども、Ｂという方がそのＡという方にその土地を相続させるという

ことは不満だということもあり、なかなか相続については難しい状況だというふうに伺って

おります。また地元にいないということで、遠方におられるということも聞いております。 

  ただ、そのままでいきますと、なかなか相続人が決まらないので、我々としましては、相

続人全員の同意はこの事業に対して取っているわけですが、もう１回、相続人全員に対して

このような状況であるということで、特に地元におられる方にちょっと取りまとめしていた

だけないかというような形を再度、お願いに行きたいというふうに考えております。 

  以上でございます。 

○議長（下山祥二君） 三田忠男議員。 

○１１番（三田忠男君） その相続が完了しない限り一切手をつけられない。それ以上何か拡

張する方策はないのでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 建設部長。 

○建設部長（山口吉久君） 地籍調査なんかでは相続人代表という形で、相続人代表に判こを

いただいて土地の境界等を決めることはできるのですが、お金が絡むことになりますので、

相続人全員にもらっているからといって県としては事業を進めることはちょっとできないと。

やはり相続人をしっかり決めていただきたいというふうに伺っております。 

  三田議員の思われていることは我々も思った次第で、協議したわけですけれども、そこの

ところは難しいというような話を伺いました。 

  以上でございます。 

○議長（下山祥二君） 三田忠男議員。 

○１１番（三田忠男君） 私、望んでいるわけではないのですけれども、いわゆる行政の強制

代執行みたいなことには該当する事案になるのでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 建設部長。 

○建設部長（山口吉久君） 行政代執行までには至らない事案なのかなというふうに考えてお

ります。 

  以上でございます。 

○議長（下山祥二君） 三田忠男議員。 
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○１１番（三田忠男君） 長年要望がずっと出ていまして、県も認めているということですの

で、引き続き御尽力をお願いしたいなと思います。 

  ⑥の伊豆スカイラインのゴルフ場の太陽光発電、全然進展していないということだと思い

ます。ここの質問の意図は、隣の市で太陽光発電等の推進を阻止するような市長が生まれた

ということで、何か変化が伊豆市にも及んだのかなみたいな感じと、北海道の釧路高原です

か、中止勧告したよという行政があったものですから、何か伊豆市としても動きがあるのか

なという確認なのですが、事業者からは全然動きがない、県も動きも何もない、伊豆市とし

てもこれ以上動く姿勢もないということの認識でよろしいのでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 建設部長。 

○建設部長（山口吉久君） 以前、お答えをさせていただきました内容の再エネの届出につき

ましても提出がありませんし、県の環境アセスメントにつきましても準備書が提出されてい

ないという状況で、そのときから全く変わっていないという状況です。それから事業者から

は連絡が一切ございませんので、我々としては、今現在、止まっている状況だと捉えており

ます。 

  以上でございます。 

○議長（下山祥二君） 三田忠男議員。 

○１１番（三田忠男君） 引き続き注視して動きを見守りたいなと思います。 

  最後になります。⑦の中伊豆中学校跡地等の利用についてですけれども、この道路網の整

備を含めてということで、ちょっと知人といろいろ話をしたら、いわゆる一番小さな子供た

ちがいるところで道路が狭いところなものですから、交通安全のために道路の拡張をすると

いうような計画は聞いておったのですが、同じ拡張するならば、今の道ですと、こども園か

ら見て、八幡の来宮神社という神社がある。そちらに向かうにはこのクランクの道を通って

いかなければいけないんですよね。それを中学校の敷地と民家の間に真っすぐにすれば、新

しくできる小学校を囲むような道路が円周でできるんですけれども、そうすると非常に交通

の流れもスムーズになるのではないかという意見をいただいたことがあったのですが、私も

そうだななんて思いまして、改めて道路の見直し計画等について地元の要望があるのかとか、

あるいは、そういった提案があったら行政としてはどういうように考えるか、意見を伺いた

いなと思いまして質問に入れました。 

  改めてどうでしょうか。ちょっと地図がないから分かりにくいかと思いますけれども、こ

ども園から忠霊塔です、向かいの道を真っすぐ突っ切ると、学校が円周で囲まれて交通がス

ムーズに行われるわけですけれども、そんな計画は検討に値するでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 建設部長。 

○建設部長（山口吉久君） 今、議員がおっしゃられましたなかいず認定こども園からテニス

コート側、来宮神社に抜けるといったところ、新中伊豆小学校のグラウンドの横を70メート

ルほど多分突っ切るという形で、テニスコート側に抜ける道ということだと思いますが、そ
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ちらにつきましては、今お答えしました県道伊東修善寺線から新中伊豆小学校、なかいず認

定こども園に向けての、やはり通行量、通園、通学につきましては、やはり人の流れが多く

なるということで、歩道の設置や狭隘道路の整備を計画しています。 

  ただ、そちらの今、議員がおっしゃられた道に関しましては、利用者の増加というものは

それほどないのかなということと、新小学校の児童につきましては、テニスコート側から階

段があります。テニスコートからそのまま階段を通って新中伊豆小学校に上がることができ

ますので、小学校に通学するのに使わないのかなということで、人の流れ的には新しい市道

につきまして、多く通ることはないと考えております。 

  区からの要望は現在上がってはおりませんが、通学路合同点検で今年度施設の立会者から

同様の話をお聞きいたしました。その方には、現在の人の流れ、車の流れ等を考えて、市道

を新設するということは考えておりませんということを、今後この議会で述べた同様の内容

を施設の立会者にはしていきたいというふうに考えてございます。 

  以上でございます。 

○議長（下山祥二君） 三田忠男議員。 

○１１番（三田忠男君） いわゆる周遊になれば、１回駐車場に入って戻って、対面じゃなく

て流れがスムーズになるという、それが交通安全に結びつくよという提案だと思ったんです。

私は検討に値するのではないかと思いましたので、なぜ、それが駄目なのか、もうちょっと

細かい説明があるとよろしいかなと思いました。 

  ちなみに、学校の土地の問題については民有地等では大変ですので、今の学校の敷地を削

るというのは行政的には可能なことなんですか。やる、やらないは別にして。道を造るにし

ても民有地を買い取るのではなくて、私が言うのは学校の敷地を削れば道がある面では造れ

るのではないかと、経費もかからないんじゃないかと思った次第ですが、そういうことは教

育部長、可能でしょうか。 

○議長（下山祥二君） 教育部長。 

○教育部長（小塚 剛君） 土地的には可能だと思いますが、あそこ、かなり高低差がありま

すので、そうしますとグラウンドはかなり削れるということになりますので、その辺は全体

の道路計画と整合を取って考えていただけばいいのかなというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 三田忠男議員。 

○１１番（三田忠男君） そういった要望等もあったものですから、要望に全面的にやってく

れということではなくて、それなりの理由がちゃんとあるのならば説明を果たしていただけ

れば幸いです。 

  以上、いろいろ質問をさせてもらいましたが、中伊豆地区については少しずつですが進捗

しているということだったと思います。そうは言っても、いつも言わせてもらって恐縮です

が、中伊豆の方から見れば何となく、よそのほうに力がまだ入って、中伊豆はという声が引
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き続きあるものですから、今までのような計画をもっとスピード感を持って、それなりに進

めていただければありがたいのかなと思いまして、以上をもって一般質問を終わらせていた

だきます。御清聴ありがとうございました。 

○議長（下山祥二君） これで、三田忠男議員の質問を終了いたします。 

  ここで、10時55分まで10分間休憩いたします。 

 

休憩 午前１０時４４分 

再開 午前１０時５５分 

 

○議長（下山祥二君） 休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

 

◇ 黒 須 淳 美 君 

○議長（下山祥二君） 次に、議席番号５番、黒須淳美議員。 

〔５番 黒須淳美君登壇〕 

○５番（黒須淳美君） 皆さん、こんにちは。５番、黒須淳美です。 

  通告に従い、一般質問を行います。 

  質問は１件です。 

  件名、伊豆市ＤＸ推進の意義と目指すところは。 

  国が進める自治体ＤＸの推進について、伊豆市では令和４年３月にＤＸ推進方針を策定し、

令和４年度当初予算に自治体ＤＸ推進事業費として2,775万円を計上。その主な内容として、

行政手続のオンライン化や職員の事務作業の効率化を図るためのＡＩ、ＲＰＡシステムの導

入などがありました。 

  それから現在まで市民サービスとして高齢者向けスマホ教室やデジタルよろず相談会、ま

た本庁ロビーに設置された証明書等自動交付機や、この２月からオンライン化された公共施

設の予約システム導入など、目に見える形でも進められてきました。この取組を推進するた

め、総合政策部にあった情報化推進スタッフをデジタル戦略スタッフに改称、さらにＩＣＴ

分野の高度な専門人材をＣＩＯ補佐官として外部から起用するなどの組織改編もありました。 

  これらの取組については令和５年の広報伊豆11月号にＣＩＯ補佐官へのインタビューとい

う形で市民へ紹介されたところです。その記事の見出しは、「人口減少社会を見据え、デジ

タル技術活用で生産性改革」とあり、まさに伊豆市が直面している未来、つまり、働き手、

市役所にとっては職員減少対策としてＤＸを推進することで、今後も持続可能な行政サービ

スを提供していくことがひいては市民サービス向上につながるという趣旨だと思います。 

  以下について伺います。 

  ①総務省が出している自治体ＤＸ推進計画を見ますと、この計画の対象期間は令和８年３

月末までとあります。伊豆市としての取組の一区切りと考え、これまでの成果、そして、将
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来的に目指すところはいかがでしょうか。 

  ②現在実施されている市民サービスへの手応え、また、デジタルデバイド、いわゆる情報

格差への対応や改善点について。 

  ③令和５年５月に参画表明したノーコード宣言シティの内容とその取組状況について。 

  ④市の業務におけるＢＰＲ（業務改革）の現況、また、それに伴う職員の意識変革につい

て。 

  ⑤ＤＸ推進の意義について、市民との共有はどのように図っていますか。 

  ⑥市長は令和４年の施政方針で生産性革命に徹すると述べられました。翌年もあえて同じ

方針を表明され、行政事務がより効果的、効率的なやり方に改善されることで職員の士気の

向上につながり、その雰囲気が市民にも伝わり、明るい好循環を生む。このことが大切であ

ると生産性革命の意義を説明されました。ＤＸ推進に関してのこれまでの取組と今後の方向

性について市長の見解を伺います。 

  以上、答弁を市長に求めます。 

○議長（下山祥二君） ただいまの黒須淳美議員の質問に対し、答弁を求めます。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） 私が生産性革命に２年こだわったのは、もう、明らかに単にパソコン

が机の上に来ただけで、仕事の仕方、行政手続の仕方がずっと従来のままであって、非常に

非効率な国になっているということが課題認識としてあったわけです。 

  昨日市長会、町長会の合同会議が熱海市であったのですけれども、静岡銀行の職員が説明

に来られて、これから公金の扱いも、やはりオンライン化したいと。私は実務をやっていな

いから知らないのですけれども、会計処理にすごいいろんな書類がいて、それを積み上げる

と膨大な量になるんだそうです。それだけの紙の手続をいまだにやっているということなん

です。 

  常識的に考えれば、請求書がオンラインで来て、我々がいつも銀行でお金を送っているの

と同じように銀行で送金して、そして、それをもって領収書にすればいいわけであって、そ

のような仕事の仕方そのものを変えていくということが大事なんだろうと思います。 

  個々の御下問については、担当する部長に答弁をさせます。 

○議長（下山祥二君） 次に、総合政策部長。 

○総合政策部長（新間康之君） それでは、お答えをさせていただきます。 

  まず、①です。 

  本市では、伊豆市ＤＸ推進方針に基づき令和５年11月に伊豆市ＤＸ推進方針個別計画を策

定し、取組を行ってまいりました。 

  これまでの成果としましては、証明書自動交付機やキャッシュレスレジの導入、施設予約

管理システムの導入などが挙げられ、市民サービスの利便性が向上しているものと考えてお



－61－ 

ります。また、ＡＩ、ＲＰＡやノーコードツールなどの業務効率化ソフトの活用。庁内ＬＡ

Ｎの無線化などにより行政運営の生産性も向上しているところです。 

  将来目指すべき姿は、伊豆市ＤＸ推進方針に掲げた市民サービスの利便性の向上、行政運

営の生産性の向上、デジタル社会を実現するための環境整備、この３つによって市民の満足

度と職員の士気向上が図られると考えておりますので、その実現に向け取り組んでまいりま

す。 

  ②です。証明書自動交付機による交付件数はコンビニでも手続ができることもあり、利用

者は増加をしております。また昨年度導入した施設管理予約システムは、利用者はいつでも

どこでも予約や支払いが可能となり、好評を得ているところです。デジタルデバイド対策と

しては、スマホ教室やパソコン相談会、デジタルよろず相談会などを開催し、デジタルに対

する苦手意識の解消に努めており、多くの方に参加していただいている状況です。 

  ③です。ノーコード宣言シティとは、ノーコードツールと呼ばれる専門知識やスキルがな

くてもアプリの開発ができるツールを業務に取り入れ、事務の効率化を図ることとしてノー

コード推進協会の取組に参画した市町につけられた名称です。協会に賛同するＩＴ企業から

の支援を受けながら、これまで職員をはじめ市民や市内業者を対象とした研修会や勉強会な

どを行ってきたほか、職員のパソコンにもノーコードアプリを入れ、既存業務の事務処理の

見直しを図るなど生産性の向上につながっております。 

  ④です。業務フローや組織構造を見直す業務改革は、ＤＸ推進において不可欠であること

から、本市では昨年度から業務の見直しや考え方を学ぶ職員研修を実施しております。この

職員研修により業務改革の意識を持つ職員を増やしていくこととしていますが、各部署にお

ける業務については法令や規則によって規定されるものが多いものの、業務フローやマニュ

アルが整備されていないことなどから業務行程の見直しが進んでおらず、改革は進んでいな

い状況です。 

  今後それぞれの業務の見える化を進めることにより、現行の仕事のやり方を見直し、無駄

な行程を省くなど業務の効率化を図っていきたいと考えております。 

  ⑤です。市民の皆様にＤＸ推進の意義を知っていただく取組については、スマホ教室やパ

ソコン相談会、デジタルよろず相談などを開催する中で地道にその必要性や便利さを理解し

ていただくことが大事なのではないかと考え、これまで実施してまいりました。 

  今後はさらに地元企業と連携した生成ＡＩ体験会やｅスポーツ体験会などデジタルを身近

に感じていただける楽しいイベントを開催することも計画をしておりますので、引き続きデ

ジタルへの関心を高め、利用していただく取組を進めてまいります。 

  最後、⑥です。自治体におけるＤＸの推進とは、地方自治体がデジタル技術とデータ活用

を軸に住民サービスや行政運営の在り方を抜本的に見直し、効率化、高度化、住民体験の向

上を実現する取組であり、まさに市長の言う生産革命のための取組の大きな柱であると言え

るのではないかと考えております。したがいまして、引き続き伊豆市ＤＸ推進方針に基づく
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取組を進め、市民の満足度の向上と職員の働き方改革に努めてまいりたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 再質問ありますか。 

  黒須淳美議員。 

○５番（黒須淳美君） 一応その推進計画、その個別計画もつくっているということで、いろ

いろな導入をしているというお話がありました。実際本庁のロビーに入りますと、そこに自

動交付機があったり、キャッシュレスの機械があったりと、本当に目に見えるような形で市

民も利用されています。 

  市民サービスの利便性が向上というお答えがありましたけれども、機械を導入して、それ

がすぐに利便性につながっているかというところを伺いたいと思います。やはり、今まで人

間がやっていたことを機械がやるということになるので、そういうものが利便性の向上につ

ながったというような、市民の声をどのように拾っているのか、その辺のところを教えてく

ださい。 

○議長（下山祥二君） 総合政策部長。 

○総合政策部長（新間康之君） 現在、ＤＸの推進について市民の皆様の声を特に拾うという

ような取組はしておりません。しかしながら、証明書自動交付機やキャッシュレス決済にお

きましては、取扱い件数を把握しておりまして、導入以来、着実に利用件数のほうは増加し

ていることを確認をしております。また、先ほど申しました施設予約管理システムについて

もスマートフォンからの予約が可能となっておりまして、こちらも利用率が広がっておると

ころでございます。 

  満足度の調査はしておりませんが、これまで導入に当たって大きなトラブルもなく、おお

むね順調に運用はできていると認識をしておりまして、これが市民の皆様の利便性の向上に

つながっているのではないかと考えているところでございます。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 黒須淳美議員。 

○５番（黒須淳美君） また、これからも話が出てくるかと思うのですけれども、デジタルト

ランスフォーメーション、そのＤＸと言うと片仮名も多いし、略語も多いので取っつきにく

いというところもあると思います。そういうところも含めて、やはり導入する職員も市民に

寄り添うような声かけとか、実際に市民の感想を聞くということも大事ではないかななんて

いうふうに考えます。 

  職員に関してはＡＩとかＲＰＡ、これは業務の行程を自動化するロボットというようなこ

とを書いてあったんですけれども、そういうものを導入して生産性が向上と今おっしゃられ

ました。その生産性の向上というのもやはり目に見えにくいところかなと思うんですけれど

も、どのような、例えば数値があるとか、測り方があるのでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 総合政策部長。 
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○総合政策部長（新間康之君） 将来におけるその生産性の向上の確認につきましては、各課

に作業時間の調査をさせて比較を行っております。例えば会議のときに議事録を作成するん

ですが、その作成システムの活用によりまして、これまで音を聞いて職員が文字起こしをし

ていたんですが、それをシステムが自動的に文字起こしをする形になりまして、作成時間が

およそ半分になったというような報告を受けております。 

  また、ノーコードツールを活用したアプリによりまして、職員間の事務処理が電子化をさ

れました。それによってペーパーレス化も進んでおりますので、その結果、コピー用紙が少

なくなったとか、あとは印刷機、コピー機による印刷費の削減が図られているということで、

効果が見える化した形で表れております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 市長。 

○市長（菊地 豊君） ちょっと私の経験からですけれども、ＡＩとか正直言って苦手なので、

スマホもうちの職員は市長はどうせ使いこなせっこないからガラケーのほうがいいですよな

んて言われながら、意地で買ったんですけれども、最近ある人からの助言でＡＩ、Ｃｈａｔ

ＧＰＴというものを使ってみました。すごく便利だから使ってみたらいいよと。 

  市長って、いろんな投稿を頼まれるんですね。何とかの祝辞を書いてくださいとか、何と

かの挨拶を書いてくださいとか。ある件の依頼があって、500文字、３秒でできました、３

秒。これこれを500文字でって入れたんです、ＣｈａｔＧＰＴで。３秒でワッと正しい日本

語が出てくる。あるところを私ちょっと変えただけなんですけれども、これはすごいですね、

やっぱり。 

  だから職員の業務をどこまでそれでカバーできるか分からないけれども、多分今まで自分

で書いていたら30分ぐらいかけていたと思うんですね。新しい情報ツールというのは、革命

的に私たちの生活を変える可能性があることを痛感したところです。 

○議長（下山祥二君） 黒須淳美議員。 

○５番（黒須淳美君） 市長からＣｈａｔＧＰＴの話が出たので、私も一つ経験があるんです

けれども、交流協会で日本語教室をやっています。日本語教室のインドネシアの方たちが、

今、来てくださっているんですけれども、日本語検定の試験があります。聞いて答えるとい

ような試験もあるので、それを取り入れたりしているんですけれども、なかなかネット探し

てもいい教材が見つからなくて、それでちょっとＣｈａｔＧＰＴを使ったところ、瞬時にこ

んなのがありますというのが３つぐらいいい案を出してくれて、それを今、次の教室になる

んですけれども、使おうかなと思って、本当に助かっております。 

  ですので、片仮名が多いとか、身近に感じないところもあるんですけれども、ちょっと手

を出してみると本当に私たちの生活を便利にしてくれる、楽しくしてくれるところもあると

思うので、これに関しては本当に進めていっていただけたらと思います。 

  質問に戻りますけれども、先ほど将来目指すべき姿というところで方針にある中の３つ挙
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げていただきました。その３番目のデジタル社会を実現するための環境整備がありましたけ

れども、これはどんなことを具体的にイメージしているのか、そしてまたこれを整備してい

くに当たり、財源はどんなふうに考えていらっしゃるのか伺います。 

○議長（下山祥二君） 総合政策部長。 

○総合政策部長（新間康之君） デジタル社会を実現するための環境整備といたしましては、

市の現行の計画の中で、１つ目にデジタルデバイド解消に向けたきめ細やかな対策、それか

ら２つ目に公共施設におけるネットワーク環境の整備、それから３つ目にワーケーションに

対応可能な環境整備、そして４つ目に災害をはじめとした危機管理への活用、この４つを掲

げております。 

  具体的には、小中学校におけるＩＣＴ教育、それから市民向けのスマホ教室やパソコン相

談会の開催、公共施設へのＷｉ－Ｆｉの導入、防災カメラの整備、そして情報メディア、Ｓ

ＮＳの活用などを具体的な取組としてこれまで進めてまいりました。 

  財源といたしましては、国全体がＤＸの推進を取り組んでおりますので、国の補助金等を

活用しながら、この辺については進めていきたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 黒須淳美議員。 

○５番（黒須淳美君） これから本当にやることがいっぱいあるかと思います。最初にＤＸ推

進方針に掲げた３つのことを提示してくださいましたけれども、今、実際に３年経っていま

す。今の時点での到達点というか、あるいは、そこまでまだいってはいないんだけれども、

どこを優先して取り組んでこれからいくのか、その点について伺います。 

○議長（下山祥二君） 総合政策部長。 

○総合政策部長（新間康之君） 本市では先ほど申しましたＤＸ推進方針に基づきまして、３

つの方針を基に個別計画というものを策定して取組を進めてまいりました。この計画につき

ましては、令和７年度、今年度末が一応、計画期間となっておりまして、掲げた計画はおお

むね順調に進捗をしていると認識をしております。 

  それからＤＸの推進は、どれか一つを進めていけばいいというものではありませんので、

この３つの方針をバランスよく全体的に底上げをしながら取組を図ってまいりたいと考えて

おります。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 市長。 

○市長（菊地 豊君） 人間は、イギリスの産業革命までは全部自力、もしくは馬、牛で生活

してきたわけです。イギリスの産業革命で初めて蒸気機関、つまり湯を沸かして蒸気の力で

鉄道を動かせるようになって、人間とか牛、馬、生き物に頼らずに動けるようになったわけ

ですよね。その後、今度、ガソリンの内燃機関が出てきて自分で運転することができる。蒸

気機関車だと運転手に運転してもらわなきゃいけない。それが、今度は自分で運転できるよ
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うになったのがガソリン車ですよね。 

  今度は、電気の力で鉄道を走らせると。今、リニア、まだ日本では実現していませんけれ

ども。なんと時速500キロで移動できるわけです。ＤＸは何かというと、移動しなくていい

ということなんです。蒸気機関からリニアモーターカー、飛行機までは、いかに早く移動す

るかなんですね。ＤＸは移動しなくていい社会をつくるわけですよ。 

  私がドイツにいたときには、よく夜中に大使館に行って朝まで仕事していたんですが、日

本との時差があるので電話でやり取りすると、12時から朝の３時ぐらいまでに日本の朝にな

ってくるわけですね。ところが今、ある用件があってドイツの日本大使館とやり取りしてい

るんですけれども、もうメールだけですよ。そうすると次の日、返事が返ってきている。つ

まり、電話の時間も制約を受けないし、移動する必要もないし、メールのやり取りだけで十

分に情報交換ができる。 

  この動かなくていい、行かなくていいという社会をなるべく早く実現したい。ただ、それ

までには、今、部長が言ったようにいろいろ工夫させていただいているんですが、まだまだ

手続がそこまで進められない足かせがかなりあるもんですから、道半ばで。市長の感覚から

言うと、ようやく着手できたところかなという感じを持っているところです。 

○議長（下山祥二君） 黒須淳美議員。 

○５番（黒須淳美君） 本当に私もそうだと思います。やっと着手できて、ロードマップをつ

くっていく時期なのかなと思います。 

  ただ、そこでいろいろほかの自治体などの例を見てみますと、いろんな事例が挙がってき

ます。それは、自治体の大きさとか、そういうものもいろいろ環境もあるので一概には言え

ません。ただ、伊豆市としてこれから取り組んでいくのに、例えば、伊豆市の強みはここに

あるとか、あるいは逆に、今この時点で伊豆市にとってやらなければいけないけれども、遅

れているなというふうなところもあるかなと思います。その辺がもしあるとしたらば、ちょ

っと伺いたいと思います。 

  あと、これはあまり関係ないのかもしれないんですけれども、例えば隣の伊豆の国市なん

ですけれども、窓口が大変混むのか、苦情というかそういう声が市民から市役所に届いてい

たということで、窓口の予約システムを導入し、また記入しなければいけないこともたくさ

んあるんですけれども、それも何かスキャナーを導入して、窓口に来られた方は書かなくて

済むというふうなことも、今年度中に導入していきたいという記事がありました。 

  それは伊豆の国市とすると、市民からの声を聴いてということもあるかと思います。どこ

を優先していくかというのもあるかと思うんですけれども、伊豆市ではその辺のことについ

て、やってかなきゃいけないんだけれども、まだちょっと遅れているなというようなことが

ありましたら教えてください。 

○議長（下山祥二君） 総合政策部長。 

○総合政策部長（新間康之君） まず、当市の取組の強みなんですが、ＤＸの推進には柔軟な
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発想、それから専門的なスキルを備えて人材が必要と考えております。各自治体では、先ほ

ど議員の御発言にありましたとおり、ＣＩＯ補佐官という形でそういう専門の人材を招聘し

ておりまして、本市でも令和５年度から元マイクロソフト社の中村氏を招聘をして、お手伝

いいただいている状況です。 

  この中村氏は、専門的な知識に加えまして幅広い人脈や情報を生かして、市民や職員と積

極的に関わりながら市の変革に強い意志を持って取組を進めていただいているところです。

こうした人材の存在こそが、本市のＤＸの推進にとって大きな強みではないかと考えている

ところです。 

  一方、弱みでございますが、なかなか難しいところなんですが、強いて言えば職員の意識

がまだまだ低いということで、職員の意識改革が必要であって、それが現在の弱みではない

かと考えております。 

  そして、先ほどの窓口でのＤＸの導入についてですが、当市は現在、総合窓口の検討をし

ているところです。総合窓口を検討するに当たって、仕事のやり方、作業の行程の見直し等

を行っていきますので、それに合ったＤＸの導入等をこれから考えていくべきだと考えてお

りまして、現状の仕事のやり方ですぐ何かデジタルの機器を入れるとかというのは、まだ考

えておりません。あくまで、作業の仕方を見直した上で、それに合った機器の導入等、ＤＸ

の導入を図っていきたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 黒須淳美議員。 

○５番（黒須淳美君） 総合窓口のことに関しては、また別の機会に伺いたいと思います。 

  ②に移ります。 

  いろいろデジタルよろず相談会など開催してくださっているんですけれども、それぞれの

教室や相談会の内容について、ちょっと簡単でいいので、２つ教室があるようなので違いと

か教えてください。 

  また、この教室というのはもう何回か開催されているので、その参加者のニーズに合って

いるのか、それから課題、参加者からの感想などがありましたら教えてください。 

○議長（下山祥二君） 総合政策部長。 

○総合政策部長（新間康之君） まず、現在、スマホ教室、それからパソコン教室等を開催し

ておりますが、スマホ教室は基本操作や安全なスマホの活用方法、それから、例えばＬＩＮ

Ｅとかカメラとか、あとキャッシュレス決済、あとネットショッピングの基礎などを学んで

いただいております。 

  それからスマホ相談会、それからパソコン相談会をやっているんですが、こちらではより

丁寧に操作方法を説明させていただいたり、その活用方法やトラブルの対応について個別に

相談していただける場を設けております。 

  それから、ニーズとか課題につきましては、それぞれの取組につきましては情報格差対策、
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いわゆるデジタルデバイドを基に取組をしておりますが、スマートフォンやパソコンに疎い

方を主に対象と考えているんですが、そのような方はスマホは難しくて分からないとか怖い

とか、何を相談すればいいか分からないとか、というようなお考えがあるようですので、皆

様に参加を促す工夫がこれからの課題と考えております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 黒須淳美議員。 

○５番（黒須淳美君） ぜひこのような形で、市民への利便性というか興味、関心を持ってい

ただくようなこういう会があることは、どんどん続けていっていただきたいなと思います。 

  次の③に移ります。 

  ノーコード宣言シティについてなんですけれども、これについて、例えばＩＴ企業の支援

を受けての研修会とか勉強会が開かれているということなんですけれども、この講師料とか

いろいろかかるかななんて思うんですけれども、その辺はどうなんでしょうか。 

  また、職員はどのような形で受けて業務に生かしているか、あと、よろず相談会も市内の

業者へも対象だということがあったと思うんですが、市内の業者へそういうツールの導入な

どの支援をすることで、地域経済の底上げにもつながるのではないかと思うので、その辺の

市からの支援はどのように考えているのかということを伺います。 

○議長（下山祥二君） 総合政策部長。 

○総合政策部長（新間康之君） まず、費用の御質問ですが、伊豆市ではノーコード宣言シテ

ィということで、ノーコード推進協会に参画をしております。そのノーコード推進協会は国

内の本当に有名なＩＴ企業が多数その考えに同調をして、参画をしております。それらの企

業から無償で講師派遣等を受けておりまして、費用負担はなく研修会、それから勉強会を開

催をさせていただいている状況です。 

  それからその研修会ですが、職員につきましては年２回程度、その研修会開催しておりま

して、各課のＤＸ推進リーダーといわれる職員を中心に、これまで53名が参加をしている状

況です。それによりまして、知識はなくても業務改善アプリを作成することを体験すること

によりまして、その取組が徐々に広がっております。 

  それから、地域への経済の波及につきましては、現状、本市は小規模事業者、それから個

人事業者も多いですし、そもそもその御商売にデジタルを導入していない商店とかが本当に

多い状況だと思います。それから働き手の不足も深刻な状況だと認識をしております。 

  それらの課題を解決するには、そのＤＸの推進は本当に不可欠と考えておりますので、市

といたしましては導入の支援を積極的に行うことによりまして、地域経済の効率化を進めて、

地域産業を元気にしていきたいと考えているところでございます。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 黒須淳美議員。 

○５番（黒須淳美君） ぜひ伊豆市の状況として後継者がいないとか個人事業者が多いとか、
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小規模とかそういう状況がありますので、それに見合った支援というのが本当にこれから必

要になっていくと思います。よくその辺も検討していただいて、手を取り合いながら地域経

済が盛り上がっていくようなことにつなげていただけたらと思います。 

  あと、この研修受けたり、それから意識改革ということが上がっていますけれども、例え

ば、職員がこのノーコードアプリをどんなふうに具体的に使っていらっしゃるのか、これち

ょっと関係あるのかどうかあれなんですけれども、区の役員をされている方からよく聞くの

が、例えば４月に次年度用に要望を上げるということで、主に建設課のことになるのかもし

れないんですけれども、地区要望があります。その地区要望で市からのフィードバックがな

くて本当にやってくれるのかどうかみたいなことを、耳にすることがあります。 

  こういうのも、例えば、どういうふうな使い方になるのか分からないんですけれども、利

用できるのじゃないかななんて思いますが、このことも含めて職員のノーコードアプリの使

い方、実際にどのように使われているのか伺います。 

○議長（下山祥二君） 総合政策部長。 

○総合政策部長（新間康之君） ノーコードアプリによりまして、これまで紙を使ってやり取

りをしていた事務手続が、パソコン上で処理ができるようになったということが、効果だと

考えております。 

  まず我々、庁内の職員間におきましては簡易的な決裁文書の電子化、それから例えば会議

の通知、出欠席の確認とか、あとは債権者の登録、公用車の管理などが、そのノーコードに

よってデジタル化をされ業務の効率化と改善が図られている状況です。 

  また、市民の皆様につきましては補助金や助成金の申請を一部できるようになったことが

ございます。それから先ほど議員から御質問ありました自治会向けにおきましては、地区要

望、それから補修箇所情報の提供時のやり取りがデジタル化できるととも、その進捗状況に

ついても確認ができるようにしておりまして、利便性が向上しているものと考えております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 黒須淳美議員。 

○５番（黒須淳美君） 先ほどの地区要望に関してなんですけれども、今までは紙ベースだっ

たけれども、今はもう進められているところで、区長自身がメールとか何かそういうので見

たりして、知ることができるということでよろしいんでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 総合政策部長。 

○総合政策部長（新間康之君） 地区要望につきましては、以前は全て紙ベースで提出をして

いただいておりました。それが、近年メールでの提出になりまして、徐々に今度はノーコー

ドアプリによる提出ができるように、現在はしております。 

  具体的には、今年度に来年度用の予算に向けて地区要望の取りまとめをしているんですが、

現在、書面による提出が291件、メールによる提出が５件、そしてキントーンと呼ばれるノ

ーコードアプリによる提出が72件ということで、徐々に書面以外の提出のやり方が増えてく



－69－ 

るのではないかと考えております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 黒須淳美議員。 

○５番（黒須淳美君） これに関しては、年度初めとか年度終わりとか、そういう区長会など

で区長にも周知とかされているかと思うんですけれども、やっぱり１回、２回とかという、

こんなことがありますよぐらいの情報提供だと難しいところもあると思うので、継続的に、

こういうことをしているので、使える方は使ってくださいみたいに、行政からの呼びかけ、

そういうのはこれからはやっぱり必要になっていくかなと思いますので、職員の働きかけも

考えていただけたらと思います。 

  次の④に移りまして、先ほど、こちらは市の業務における業務改革、ＢＰＲというそうで

すけれども、これが先ほどの御答弁では業務フローやマニュアルが整備されていないために、

業務行程の見直しが進んでおらず、改革は進んでいないというふうな説明がありました。 

  一番の原因は、例えば、人材の育成がもう少し必要だとか、そこからの意識改革、それか

ら研修も見直していかなきゃいけないとか、あるいは財源がもっと必要だとか、いろいろあ

るかと思うんですけれども、この一番大事なところを、どのように取り組んでいくお考えで

しょうか。 

○議長（下山祥二君） 総合政策部長。 

○総合政策部長（新間康之君） 業務行程の見直しにつきましては、今やっている業務のやり

方が先ほど言いましたとおりマニュアルとか業務フローなくて、多分、個人の誰かのやり方

で今やっている状況が、その場は継続しているのではないかと思います。 

  それを何とかやり方を見直したいんですが、そもそもやり方が見える化していないという

か、個人の頭の中にあって紙とか見える化されていないので、どこをどう直していいか分か

らない状況がございます。ですので、まずはそれを全て作業行程を洗い出しをして、見える

化をして、不要な部分、見直しをする部分については簡略化をして、作業効率を上げていき

たいと考えております。 

  それから、そもそも職員は今のまま普通にやっているものですから、それがいい悪いって

あまり認識がないと思うんです。ですので、とにかく今のものが正しいとか、それが合って

いるんだというのではなくて、そもそもその今のやり方を疑うといいますか、見直すという

ような視点を職員に与えて、仕事のやり方を見直すように取り組んでまいりたいと考えてお

ります。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 黒須淳美議員。 

○５番（黒須淳美君） その業務の見える化というのは、どんなことを言っているのかななん

て思ったんですけれども、要するに職員それぞれが自分の経験から頭の中に入っちゃってい

るよみたいなところを見える化していく、それがまず第一歩かなというふうなお話だったと
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思うんですね。 

  以前、令和４年になります。市役所の若手の職員が中心となって伊豆市デザインラボとい

うのを立ち上げた、そんな活動がありました。私も最初の１回目だけだったんですけれども、

ちょっと見学をさせてもらったんですが、これが部署とか年齢、それから役職の枠を超えて、

伊豆市誕生20周年もあったことで、よりよい伊豆市の実現のためにできることを考えるのが

狙いというふうに聞いておりました。 

  とてもいい取組かなと思ったんですけれども、今年度はもう終わっているというふうな話

を聞きました。例えばなんですけれども、このように庁内の部署を取り払って、そういう枠

はなくて、いろいろな方たち、先ほどお話があった各課にＤＸ推進リーダーを据えていると

いうふうな話だったんですけれども、やっぱりいろんな方に自分事として携わっているんだ

というふうなことも必要だと思いますので、このような庁内を横断するような形の部会とい

うんですか、推進のチームを作っていくようなことはどうでしょうか、考えていらっしゃる

でしょうか。考えていただけるといいなと思うんですけれども。 

○議長（下山祥二君） 総合政策部長。 

○総合政策部長（新間康之君） 議員御指摘のとおり、全庁横断的に取組をしていかないと、

この取組は進んでいかないと考えております。 

  デザインラボのような取組があればいいんですが、今、終わっております。ただ、先ほど

議員も御発言ありましたとおり、ＤＸ推進リーダーということで、各課にＤＸを推進するた

めの職員を１人ずつ配置しております。その職員に、先ほど言いました研修会とかでＤＸの

必要性とか、今後どうやって取り組んだらいいのかを、知識で学んでもらいまして、それを

各課に戻って、広げてもらうというような取組を今しておりますので、デザインラボはなく

なりましたが、ＤＸ推進リーダーをまとめて、その職員の中で、みんなで考えて、自分の仕

事だけではなくてほかの仕事を客観的に見た中で、この仕事はどうだとかというような自由

な意見を出し合いながら、事務の効率化が図っていければと考えております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 黒須淳美議員。 

○５番（黒須淳美君） ＤＸ推進リーダーの方に、これから本当に活躍していただけたらとい

うふうな流れになるかと思います。 

  自分の業務を見直すこと、そうすると自分が何をやっているかがはっきりしてきて、そし

てそれが仕事への意欲にもつながるんじゃないかなというふうに私は感じるんですけれども、

そのときに、いろいろ事例を見ておりましたらば、神戸市、全然規模も違いますが阪神淡路

大震災があって、すごく大変な震災を経て財源的にも厳しくなった、そして、伊豆市と同じ

ようにやっぱり人口減少で職員も随分減らしているというふうなことを聞いています。 

  そこで、いち早くＤＸに取り組んでいて、その中で改革推進チームを作っているというふ

うな話だったんですけれども、そのときに、私、これいいなと思ったのが、先ほどから業務
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改革っておっしゃっていて、見直すなんて言っていたんですけれども、「やめる、減らす、

変える」本当にすごくシンプルな言葉がスローガンみたいな感じで挙がっていたんですね。 

  これを、例えば、皆さんで顔を見ながら何を今日は減らそうかなとか、やめようかなみた

いなふうな考えると、言葉ってすごく表すと思うので、こんなふうな伊豆市でもキャッチフ

レーズじゃないですけれども、職員で、あるいは市民に御紹介するときなんかも、こんなキ

ャッチフレーズをつくったらどうかななんて思いました。また考えていただけたらと思いま

す。 

  次の⑤に移ります。 

  これは、私、本当に大事なことだなと思うんですけれども、市民との共有、伊豆市が進め

ているこのＤＸについて、市民も一緒に考えていくことが必要だと思うんで、それでいろい

ろ教室を開いてくださったりしています。さらに、今度は地元の企業と連携するということ

で、先ほどありました体験会とかスポーツ、これについてはちょっと具体的なお話、内容を

聞かせてください。 

○議長（下山祥二君） 総合政策部長。 

○総合政策部長（新間康之君） 体験会ですが、今のところまだ、すみません、具体的なとこ

とろまで決まっていないんですが、お子さんから高齢者まで幅広く対象とさせていただきま

して、そして、その世代に応じた内容にすることによりまして、誰もが気軽にデジタルに触

れ合っていただけるような内容を考えております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 黒須淳美議員。 

○５番（黒須淳美君） とてもいい取組になるかと思います。ぜひ幅広い世代で、一緒に交流

できるような内容がいいかなというふうに思います。 

  あとこれに関して、例えば定期的に市で発行している広報紙、あれなどにこんなこと今Ｄ

Ｘで進めていますよとか、先ほどの「やめる、減らす、変える」みたいなキャッチフレーズ

を載せるとか、定期的に継続して小さいコラムでいいんですけれども、やるというふうなこ

とも何かあったらいいんじゃないかななんて思いますので、これもぜひ考えていただけたら

と思いますがどうでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 総合政策部長。 

○総合政策部長（新間康之君） ＤＸを市民の皆様に広く知っていただいて、興味を持ってい

ただくことは非常に重要な取組だと考えております。議員御指摘のとおり、広報紙によりま

す定期的な情報発信も必要な取組と考えておりますので、どういう形の情報発信かまた今後

検討しますが、できるだけやっていく方向で考えたいと思います。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 黒須淳美議員。 

○５番（黒須淳美君） 最後の⑥に移ります。 
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  市長の生産性革命という言葉が、すごくびっくりしたと同時に印象に残っております。初

めは、その意味として行政業務にどんなふうになじんでいくのかななんて思ったんですけれ

ども、こうやってデジタル推進というふうな面から見ますと、やはり本当に革命に近い取組

かなというふうに、私もやっとここで腑に落ちているところです。 

  この中で、先ほど部長からの御答弁にありました住民体験の向上というふうな言葉があっ

たと思うんですが、これは具体的にどのような内容なのか教えてください。 

○議長（下山祥二君） 総合政策部長。 

○総合政策部長（新間康之君） 住民体験の向上とは、あまり聞き慣れない言葉だと思います

が、住民の皆様が行政サービス、それから日常生活において便利になったとか、あと分かり

やすいとか、あと安心できるとか、そういう形で実感できることを指しております。 

  例えば、スマホやオンラインで手続が完了して窓口に行かなくても済むようになるとか、

あとは行政情報を一元化したポータルサイトで情報を確認できるとか、あとは申請、それか

ら審査の進捗がオンラインで確認できるようになるとか、そういった住民目線で利便性の向

上が図られることを指しているということでございます。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 黒須淳美議員。 

○５番（黒須淳美君） ぜひこの住民体験の向上、聞き慣れない言葉だったんですけれども、

そのような意味でしたらば、本当にこれも進めていっていただきたいと思います。 

  ＤＸ推進というのは、こうしてアルファベットばかり並んでいますけれども、身近にあま

り感じていなかったところがあります。でも、考えてみると本当にふだんスマホを使ったり

とか、ＣｈａｔＧＰＴを使ったりとか、そういうのも本当に一つの私たち生活の中で楽しみ

でもあったりするところもありますので、市民としても行政でこういうことを積極的に推進

していただいているというのは、これから私たちもＤＸ推進の恩恵を感じられるような、そ

んな社会になっていくというふうなことも実感しているところです。 

  働き方の改革を進めていくことにもつながるので、こういうふうにＤＸを推進することは、

デジタルと言うとちょっと人間味が感じられなくなってしまうようなところを私は感じるん

ですけれども、そうではなくて、職員一人一人の皆さんが自分の仕事を見直す、そしてそこ

ろからやりがいも感じていく、そうすると、その職場の雰囲気も心理的な安全性とか、そう

いうのも確保され、いろんな意見が出て、こういうふうに考えるよと自分で考えるようなこ

とから、やっぱり仕事にやりがいが感じられるというのが一番大事なことじゃないかなと思

います。 

  それが、伊豆市ばかりではないんですけれども、職員の離職にもつながるというところも

すごく今あると聞いています。行政ばかりじゃなくて本当に一般の企業でもそうだというふ

うに聞いています。そういうことにもつながっていくという、広くＤＸを推進しているから

利便性が向上していてよくなるというふうな考え方ではなくて、もうちょっと目を広げて、
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そこに人間がいるんだというふうな考え方で進めてくださっているとは思うんですけれども、

その辺の行政の、ＤＸを進めるに当たっての考え方を伺いたいと思います。 

○議長（下山祥二君） 市長。 

○市長（菊地 豊君） ＤＸ自体については多分、私を含む職員も、市民の皆さんもまだ本当

に便利さは痛感していないと思うんですよ。さっき、ちょっと自動車の話、申し上げました

けれども、私の世代ですと一家に１台車がなかった時代があったわけですね。それ、まずお

父さんが買って一家に１台になったわけです。そうしたら、だんだん生活が豊かになってき

て、お母さんも買うようになってきて一家に２台。今は18歳過ぎれば、みんな１人１台にな

っているわけですね。だけど、申請すれば車が買えるわけではなくて、大変な思いして、自

動車学校に通って、学科試験を受けて、実地試験受けたんですよ。パソコンを覚えるのと同

じぐらい、みんな苦労して苦労して運転免許を取ったわけですね。便利だからです。 

  それから、お金かかっているんですよね。バスで動いたほうがいい、多分年間とすれば安

いと思うんですけれども、300万円かけて車を買って、保険も払って、お金を払ってでも便

利を買っているわけですね。 

  小さなお店が、なかなかＤＸ導入しないという話やったけれども、だけど小さなお店だっ

て電話ができた頃、払ってでも置いたじゃないですか、電話を。そのほうが便利だからです

よね。だから、便利さが分かればコストも払うし、それから面倒くさいというところも克服

してこれたんです。我々まだＤＸ社会がどれほど便利になっているか、北欧がどうなってい

るかをもうちょっと知らしめたほうがいいなと思うことが一つあるんです。そこは、コスト

意識は克服できるだろうと思うんですが、より難しいのは今度は意識です。 

  例えば、私も給料以外に僅かながら収入があるので確定申告やるんですが、１回目は大変

でした。全部パソコンでやって何度も失敗してやったら、最後、送信する前に今の貯金残高

の最後４桁を書けとかあるわけです。そんなの先に説明書にないから、慌てて手続途中でマ

ックスバリュ行って、自分の貯金の最後の４桁を調べて、それは今なくなりましたね。だん

だんｅ－Ｔａｘでの確定申告も、簡単にはなってきたんです。それでも３回も４回も失敗し

ますけれども。 

  だけど、我々の意識が変われば実は私がやっている確定申告の必要は、実は何にもないん

です。私の税情報は全部伊豆市の税務課が持っていますから。伊豆市の税務課の情報を税務

署に送っていいですよと私が何度も税務署長にお願いしているんです。私は結構ですから、

全部情報を出しているんで、だから私は希望しますから、うちの税務課が持っている税情報

をそのまま税務署に送って、全部正しくやってくださいと。これ駄目だと言っているのは単

に制度なんです。国民と行政間の意識がそれは駄目だと思っているからやってくれないだけ

なんですね。 

  だから、我々の意識が最後は一番の実は障壁になっていて、かなりの部分、法制度を変え

る、私たちの意識を変えることで便利さというものは本当は痛感できるはずなんですが、ま
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だまだそこは道半ばなので、今、国会議員にお願いしているのは、先進国である北欧、例え

ばフィンランドとかエストニアだとか、そんな国がどのような便利な社会になっているかを、

昔、私たちがアメリカのドラマを見て憧れたと同じように、国民が、うわー、便利そうだな

と思うような情報がまだ日本国内では足りていないのではないかという感じがしております。

そこを、まず伊豆市としては克服、ＤＸ社会に向けてのソフトの障害、心の障害をまずは乗

り越えていきたいと考えているところです。 

○議長（下山祥二君） 黒須淳美議員。 

○５番（黒須淳美君） 新しい中学校もできました。教育環境も本当に整っていて、まさに先

進的な教育が行われている。なぜかというと、やっぱり今すごく社会が変わる速度が速い、

私が子供だった頃とは違うような社会になっているというのも実感しています。 

  その中で、こうやって行政を動かしていく、私たちも生活していくとなったときに本当に

大事なのは、自分たちが昔のことを引きずるのではなくて、市長もおっしゃったみたいに意

識をやっぱり変えていく、これで本当にいいのかなというふうな、考え方を変えるようなこ

とも私たちはしていかなければならないなと考えます。 

  そのＤＸというのが、ちょっと今まで取っつきにくいななんて思っていたんですけれども、

これってＤＸの先に何があるかというと、人がある。その人が幸せに暮らすために私たちは

ＤＸを取り入れているんだということが基本だということに、私も考えに至ったというか、

そこを見ていかなければこのＤＸというのは本当に新しい方向に進んでいかないのではない

かなということも考えています。 

  伊豆市のＤＸ推進の取組については人と人、つまり市民に寄り添いながら、そこに必ず市

民の幸福があるという考え方でもちろんやってくださっていると思います。そこに職員も自

分の仕事を楽しんで思いっきりやれるような職場環境、これもこれから構築されていくのか

なと思いますので、それこそがまさに、これから目指す伊豆市の姿になっていくのではない

か、移住してくださる方も、そういう楽しいところを見て来てくださるんじゃないかなとい

うふうに考えますので、ぜひこれからは庁内だけではなくて、市民も一緒に歩を進めながら

市全体で取り組んでいけるようなことも検討していただけたらなと心から思いますので、ど

うぞ、そこの辺、検討もよろしくお願いしたいと思います。 

  部長、市長でも、市民に寄り添ったＤＸ推進についてのお考えを聞かせていただいて終わ

りにしたいと思います。 

○議長（下山祥二君） 市長。 

○市長（菊地 豊君） そこはぜひ市長とするか、できれば議会で連名なのかそれぞれなのか、

国に働きかけていきたいと思っているんですが、例えば、先ほど私、行政手続のことばかり

話したんですが、日本がもう一つ遅れているのは無人走行、例えばバスなんかは今どんどん

路線バス減っているのは乗らないだけではなくて、運転手不足があるわけですね。 

  今、東海バスなんかでは、本来、観光バスに回したい運転手も路線バスに全部回っていて、
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伊豆箱根は黒字路線でさえ撤退してしまったぐらい運転手がいないわけです。でも、路線バ

スというのは、ここからここまで、何時何分にどのバス停って決まっているわけですから、

経路が決まっていて時間が決まっていて無人走行には一番適しているにも関わらず、日本は

ものすごく社会実験が厳しいんです。 

  アメリカとか中国では、平気で無人バスが動いている時代なのに、まだ日本では一つも実

現していないですね。これは、全部制度の問題です。だから私たち国民の意識だけで遅らせ

ているわけです。そこをしっかり地方から声を上げて、国に無人走行の加速化を進めてもら

うとか、これは我々の生活に直結しますので、ぜひいろいろな場で、行政手続以外のＤＸが

私たち地方にも、住みやすい社会をもたらすかということについて、皆さんとまた意見をす

り合わせていただきたいと思います。 

○議長（下山祥二君） これで黒須淳美議員の質問を終了します。 

  ここで議事の都合により、昼の休憩といたします。再開は午後１時からとします。 

 

休憩 午前１１時５７分 

再開 午後 １時００分 

 

○議長（下山祥二君） 休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

 

◇ 小 川 多美子 君 

○議長（下山祥二君） 次に、議席番号４番、小川多美子議員。 

〔４番 小川多美子君登壇〕 

○４番（小川多美子君） 議席番号４番、小川多美子です。 

  議長の許可をいただきましたので、一般質問をさせていただきます。 

  一括で行います。 

  １、デフリンピックについて。 

  聴覚障害者の国際スポーツ大会、デフリンピックが２か月余り先の11月15日から日本で開

催されます。この大会は、オリンピックやパラリンピックに比べると知名度は高くありませ

んが、1924年にフランスで初めて開催され、夏季大会と冬季大会がそれぞれ４年ごとに行わ

れています。今年は記念すべき100周年の大会となります。 

  伊豆市では、日本サイクルスポーツセンターを会場に、ロードとマウンテンバイクの２競

技６種目が実施されます。デフとは英語で聞こえない、聞こえにくいという意味であり、選

手の皆さんは日常会話で主に手話を用いてコミュニケーションをされています。 

  こうした点を踏まえて、以下について伺います。 

  ①100周年という記念すべき大会において、自転車競技を迎える伊豆市として、どのよう

なおもてなしを考えていますでしょうか。 
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  ②世界七、八十か国の国、地域から選手や役員など約6,000人の参加が予定されていると

のことです。伊豆市に滞在する自転車競技の選手は、どの程度の人数になる見込みでしょう

か。 

  ③出場する選手の聴力は全く聞こえないのか、それとも程度に幅があるのでしょうか。 

  ④伊豆市には手話言語条例が制定されていますが、今回のデフリンピックにどのように活

用されていますでしょうか。 

  ⑤観客のアクセスについて、オリンピックやパラリンピックと同様に、修善寺駅から無料

シャトルバスの運行予定はありますでしょうか。 

  ⑥この大会を通じて、伊豆市の児童生徒にとって共生社会の実現に資する教育的な機会と

なりますでしょうか。 

  ２、震災への備えについて。 

  先日起きたカムチャツカ半島の地震では、太平洋沿岸の北から南にかけて広範囲に津波警

報が発令され、沿岸の住民に大きな不安を与えたことと思われます。また、30年以内に発生

すると予測されている南海トラフ地震への備えも欠かせません。 

  さらに、今年は各地で大規模な洪水が相次ぎ、特に九州・中国・四国地方では線状降水帯

による被害で多くの方々が生活の基盤を失いました。これらの災害は決して人ごとではなく、

私たちの住む伊豆にもいつ降りかかるか分からないと考えておくべきだと思います。 

  そこで、次の点について伺います。 

  ①災害に対する備えは、どの程度用意されていますでしょうか。 

  ②ひなた公園にできた管理センターをどのように使いますか。 

  ③道路の寸断で陸の孤島になる地域があるかもしれませんが、伊豆市ではドローンによる

捜索などの状況把握を考えていますでしょうか。 

  ④飲み水の確保は大丈夫ですか。 

  ⑤災害時の通電火災を防ぐ感震ブレーカーの普及促進にどのように取り組んでいますでし

ょうか。 

  ⑥南海トラフ地震に対しては、どのように想定しているでしょうか。 

  以上、市長に伺います。 

○議長（下山祥二君） ただいまの小川多美子議員の質問、デフリンピックに対し答弁を求め

ます。市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） それぞれ担当する部長に答弁をさせます。 

○議長（下山祥二君） 次に、教育長。 

〔教育長 鈴木洋一君登壇〕 

○教育長（鈴木洋一君） 私からは、⑥の質問にお答えさせていただきます。 

  児童生徒にとって、教育的な機会になるかということでございますけれども、伊豆市内で
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このような世界大会が行われることは、共生社会の実現に資する大変よい機会になると思い

ます。 

  令和６年度には、協力が得られた学校で手話を使ったプロモーションビデオの撮影を行い、

大会を知る機会となりました。また観戦を予定している学校に対しては、事前学習としまし

て県や市が手話講座等を実施しております。多くの小学校では、総合的な学習の時間におい

て４年生が、中学校では１年生が福祉をテーマに学習する機会を設けております。 

  伊豆市で開催されるデフリンピックを好機として捉え、こうした学習と結びつけることで、

聴覚障害に対する具体的な理解を深めたり、多様な人々と交流するきっかけとなったりする

ことで、共生社会を自分ごととして考えるよい機会になるものと考えております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 続いて、①から③、⑤について産業部長。 

○産業部長（大路弘文君） 私から①から③及び⑤についてお答えをいたします。 

  ①おもてなしについてですが、国の交付金を活用し字幕表示システムを導入、大会期間中

には修善寺駅観光案内所に設置をし、観戦客への対応を予定しております。また社会福祉課

が取り組んでいます手話奉仕員養成講座の参加者などが関われる機会があれば、市民による

おもてなしの一助になると考えております。 

  ②自転車競技の選手数ですが、静岡県からの情報によりますと、ロード、マウンテンバイ

クの２種目で100人程度が想定されているとのことです。これに関係者を合わせますと、伊

豆会場全体で200人程度ではないかと思われます。 

  ③議員の御質問にもありますとおり、デフとは英語で聞こえない、聞こえにくいという意

味になりますので、どちらの選手もいるのではないかと想像しております。 

  ⑤観客の会場アクセスについてですが、大会を運営します東京都スポーツ文化事業団によ

ると、伊豆会場では会場へ自家用車等で乗り入れが可能であり、大会全体として最寄駅から

競技会場までのシャトルバスを運行する計画はないとのことです。また静岡県におきまして

も観客数の想定ができないことに加え、修善寺駅以外からアクセスされる方も想定されるこ

とから、シャトルバスの運行は予定しておりません。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 続いて、④について健康福祉部長。 

○健康福祉部長（大石 真君） 冒頭のみ手話を交えてお答えします。 

  私からは④手話言語条例についてお答えします。 

  手話言語条例に基づき、市では、こども手話教室、手話養成講座、同講座のフォローアッ

プ研修、職員向け研修の開催、社会福祉大会における手話カフェなどを通じて手話への理解

促進、普及啓発を行っておりますので、そうした機会に覚えた手話を使って、ぜひデフリン

ピックの会場で選手を応援していただければと思います。 

  以上です。 
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○議長（下山祥二君） 再質問はありますか。 

  小川多美子議員。 

○４番（小川多美子君） この大会は、開会まで約２か月余り前の現在でも、オリンピックや

パラリンピックのように大勢の人たちに認知されていないように思われます。 

  伊豆市として、この大会に向けての周知はどのように取り組んでいるでしょうか。お願い

いたします。 

○議長（下山祥二君） 産業部長。 

○産業部長（大路弘文君） 先ほど議員の御質問にもありましたように、オリンピック、パラ

リンピックとはちょっと認知度としては低いように感じておるところです。100周年という

記念すべき大会が初めて日本で開催されるということ、まずこれを市民や地域の皆様に知っ

ていただくこと、これを一番にこれまで広報してまいりました。 

  内容としましては、広報伊豆への掲載を２回ほど、それから来月の10月号にも掲載をする

予定でおります。また、先ほど教育長からもありましたように、市内の小中学校の児童生徒

の手話動画を撮影しましたけれども、このときには大会のポスター、それから大会概要が掲

載されたパンフレット、これを全生徒に配付をさせていただいております。 

  そのほか、静岡県と連携をしました大会に向けたイベントの開催、それから各種イベント

でのデフリンピックのＰＲ、チラシの配布などを行っております。それから、これも先ほど

申し上げました手話動画を撮影すること、その動画を今、放映をさせていただいていること、

大会１年前イベントの開催、あとは、自転車の日本選手団へ日の丸にメッセージを書かせて

いただいて、それを送り届ける、こういったこともさせていただきました。 

  また、公用車へマグネットを貼らせていただいたり、今、市内に横断幕を掲出させていた

だいていると、このような形で進めておりますし、今後、大会が近づきましたらば修善寺駅

の周辺にのぼり旗の設置なんかも考えておりますし、10月５日には50日前イベントの開催と

いうことで考えております。また10月11日には社会福祉大会におきまして自転車競技の日本

代表選手の壮行会、こういったものもできればというふうに考えているところでございます。 

○議長（下山祥二君） 小川多美子議員。 

○４番（小川多美子君） 大会100日前に、その機運を高めるためにということで横断幕を掲

げたということですが、どちらに掲げてありますでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 産業部長。 

○産業部長（大路弘文君） 本庁舎にも掲出がございますし、各支所に掲出をしております。

ただ、天城湯ケ島支所の新聞記事が出たんですが、この場所では、あまり多くの人の目には

触れないんではないかというふうな御意見もいただきまして、現在は天城湯ケ島支所分を道

の駅伊豆月ケ瀬のほうに掲出をさせていただいております。 

○議長（下山祥二君） 小川多美子議員。 

○４番（小川多美子君） この天城湯ケ島支所の横断幕、あちらですとあまり皆さん見られな
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いんじゃないかというのを私、意見として言わせていただいんたですけれども、やはりせっ

かく横断幕、あるいはいろいろなＰＲは大勢の方に見てもらえるようにということで、目立

つところに掲げたらいいかと思います。 

  この３支所の分の１つを月ケ瀬にということですけれども、天城会館辺りには横断幕はな

いんでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 産業部長。 

○産業部長（大路弘文君） 天城会館は、観光協会の天城支部があったり、トイレ等を使って

いただいている施設になりますが、特にそれほど多くのお客様にお立ち寄りいただいている

状況では今ございませんので、そちらのほうには設置をしておりません。 

  それから、先ほど１つ言い忘れました。修善寺駅の構内、観光案内所の上部にも横断幕を

設置させていただいております。 

○議長（下山祥二君） 小川多美子議員。 

○４番（小川多美子君） 分かりました。ありがとうございます。 

  この大会の期間中ですけれども、修善寺駅の観光案内所には手話のできる方というのは、

配置されていますでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 産業部長。 

○産業部長（大路弘文君） 観光案内所ということですので、当市の考えとして申し上げさせ

ていただきますが、手話というのは音声言語と同じように世界で400種類ぐらいの種類があ

るというふうに言われております。それを統一するといいますか、国際手話という世界共通

の手話が存在するわけなんですが、世界の聾者の多くが自国の手話を使うために、国際手話

を理解できる人というのは少ないんではないかというふうに言われています。 

  また、デフリンピックを観戦される方は必ずしも聴覚障害者であるわけではなくて、健常

な日本人、それから健常な外国人もいることが想定をされます。こうしたことから、手話通

訳者の配置は、十分な御案内ができないんではないかということが想定されますし、そのよ

うな万能な人を確保することは非常に難しいというふうに考えることから、手話通訳の方の

配置ではなくて会話をリアルタイムで単言語化された文字で表示をするコミュニケーション

ツールである字幕表示システム、こちらを導入して、大会期間中は駅の観光案内所に設置を

することとしております。 

○議長（下山祥二君） 小川多美子議員。 

○４番（小川多美子君） この字幕表示システムというのは、これはスマホ片手に外国の方と

お話ができるようなそういうシステムがあるんですけれども、それと同じような方法だと考

えてよろしいんでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 産業部長。 

○産業部長（大路弘文君） 原理的にはそのようなものだと思いますが、それぞれ対面する真

ん中にクリアなアクリル板があります。そこに、例えば日本語でしゃべれば、相手が英語が
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分かる方であれば、それを英語を選択すると英語表示で日本語の言葉が表示される。また逆

に英語でしゃべったことが英語の分からない日本人でも、それが日本語に翻訳されて表示さ

れると、そういったシステムになります。 

○議長（下山祥二君） 小川多美子議員。 

○４番（小川多美子君） 分かりました。 

  本当にこれって、日本語の手話そのものも難しいですし、手話も覚えたての私は国際手話

も全く分からないなという、せっかく日本語の手話を覚えかけているのに、国際手話までと

なるとちょっと分からないから、どうなるんだろうななんていうことも思っていたんですが、

この観光案内所には手話を使う方はいらっしゃらないということは分かりましたが、どうい

う方がその期間常駐していますでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 産業部長。 

○産業部長（大路弘文君） 伊豆市としましては、現在、伊豆市観光協会に観光案内所の運営

をお願いしていますので、そこの職員が常駐をしております。それから、この大会運営をし

ます事業団から、この駅にそういう対応の方を配置されるかどうかということは、現時点で

は確認できておりません。 

○議長（下山祥二君） 小川多美子議員。 

○４番（小川多美子君） 分かりました。 

  オリンピックやパラリンピックのときには、修善寺駅でのお出迎え、あるいはそのほかい

ろいろイベント的なものがあって騒がれていたように記憶していますが、今回のデフリンピ

ックとどのような違いがあるでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 産業部長。 

○産業部長（大路弘文君） 結論から申し上げますと、東京2020大会のように駅の西口、こち

らにテントを張り、おもてなしコーナーを設置するようなことは考えておりません。という

のも、東京2020大会のときには大会組織委員会によります修善寺駅並びに伊東駅から、観客

の輸送バスの運行、それに伴い想定のお客様の数、こういったものが共有をされました。 

  そのため、世界各国から伊豆を訪れる観戦客に向けて、伊豆をＰＲできる絶好のチャンス

であるというふうに捉えまして、修善寺駅でのおもてなしというものを計画をいたしました。 

  ところが、今回のデフリンピックは、先ほど⑤でお答えしましたように、会場へ直接自家

用車等で乗り入れが可能でありますし、伊東駅や、例えば田京駅、こういったところから、

要は修善寺駅以外からアクセスされる方も想定されることから、県としても修善寺駅でのお

もてなしを実施する計画はないということですし、市としましても同じ理由からおもてなし

をする計画はございません。 

  ただ、競技会場において伊豆市のブースを設置できるよう、今、調整をしておりまして、

11月22日と24日の２日間になりますが、会場内において市のＰＲブースを設置することを、

今、検討をしているところです。 
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○議長（下山祥二君） 小川多美子議員。 

○４番（小川多美子君） 伺うところによりますと、このデフリンピックというのはオリンピ

ックやパラリンピックのようではなく、大分規模的に小さいというか縮小されているものの

ように思いますが、選手団あるいは役員の方、トータル約6,000人くらいが予定されている

ということですけれども、伊豆市に200人ほど自転車関係の方がお見えになるようですけれ

ども、選手あるいは役員の方たちの宿泊先はどちらになるでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 産業部長。 

○産業部長（大路弘文君） 選手団の宿泊につきましては、競技会場と宿泊施設間の移動も含

めまして、東京都のスポーツ文化事業団により会場に近い宿泊施設が指定をされております。

ただ、セキュリティの関係上、施設名称は公表しないようにというふうに言われております

ので、この場では差し控えさせていただきます。 

○議長（下山祥二君） 小川多美子議員。 

○４番（小川多美子君） 宿泊先は教えていただくことはできないということですけれども、

今の周りを考えたところで、伊豆市ではないなというような気はします。 

  これは、東京都のスポーツ事業団から宿泊先の選定、そして、それのやり取りをするとの

ことのようですけれども、これは例えば、伊豆市から直接スポーツ事業団に、オリンピッ

ク・パラリンピックのときにこういう宿泊先で選手の方が泊まってくださったので、今度も

どうかというような積極的な受入れ要請というのはしなかったでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 産業部長。 

○産業部長（大路弘文君） 積極的に伊豆市から、こういった施設がありますということは申

し上げませんでした。ただ、東京都のスポーツ文化事業団には東京都の職員が派遣をされて

おりまして、そこには私も東京2020大会のときに、組織委員会に行かせていただきましたが、

そこで一緒に仕事をした、または、その上席の職員もいることが確認をできまして、事業団

でも当時はラフォーレ修善寺が宿泊施設、サイクリング村になりましたけれども、そういっ

た情報も当然得た上で決定をしたというふうに考えております。 

  当初は、伊豆地域で複数の宿泊施設が候補地になったようですけれども、この自転車に参

加する選手の申込状況を鑑みまして、一つの施設に集約されたというふうに聞いております。 

○議長（下山祥二君） 小川多美子議員。 

○４番（小川多美子君） オリンピックのとき、ラフォーレ修善寺でしたらかなりの人数の受

入れができたと思うんですけれども、今回、あちらこちらを探したということですけれど、

この前のときにラフォーレ修善寺で人数的にもよかったけれどというようなことで打診はな

かったでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 産業部長。 

○産業部長（大路弘文君） 特別、そういった打診もございませんでした。 

○議長（下山祥二君） 小川多美子議員。 
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○４番（小川多美子君） 今のお話から、伊豆市ではなくほかに宿泊をされるんだなというよ

うなことが分かりました。 

  せっかくの機会ですので、やはりデフリンピックの自転車競技を伊豆市でやるということ

で、宿泊もというようなことになればＰＲも少しは、ただ競技の会場を使っていただくだけ

ではなく、ＰＲもできたんではないかなと思います。 

  ③に移ります。 

  この出場する選手の聴力は、全く聞こえないか、それともある程度は聞こえるとか、いろ

んな方がいらっしゃると思うんですけれども、先日お伺いしたときに55デシベル程度の聴力

にそろえるというようなことを伺いました。 

  55デシベルとは、どの程度の聴力レベルかお分かりでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 産業部長。 

○産業部長（大路弘文君） まず、このデフリンピックに出場するためには、補聴器具等をつ

けずに裸耳の状態で聴力レベルが55デシベル以上であることが条件で、先ほど言いました補

聴器具や人口内耳等を使用することが禁止をされているものです。 

  ただ、これが禁止をされているだけで、55デシベルにそろえるということは聞いておりま

せんし、過去の大会でもそういったことはないということを、まず申し上げさせていただき

ます。 

  聴力検査におきまして、30デシベル以下が正常値とされておりまして、55デシベルは中等

度難聴に分類されるというふうに書かれております。聞く方の聴力レベルにもよると思いま

すが、一般的に少し離れた場所からの声や騒がしい場所での会話が聞きにくくなる、そのレ

ベルではないかというふうに言われていると思います。 

○議長（下山祥二君） 小川多美子議員。 

○４番（小川多美子君） そうすると、ある程度は聞こえるような状態の方もいらして、大体

同じぐらいの聴力にそろえて選手として登録というか、されるということのように私は理解

しましたけれども、分かりました。 

  次、④に移ります。 

  今回のデフリンピックは聴力障害者のスポーツの大会ですけれども、伊豆市では2019年12

月５日に「伊豆市民が共にあゆむ手話言語条例」が制定されました。この条例は、市民にど

れだけ周知されているんでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（大石 真君） ちょっとそういった調査結果が、その条例を知っているかと

いう調査をしているわけではないので、はっきり申し上げることはできないんですけれども、

ただ、こういったデフリンピック等の、市でもいろいろ夏休みとか子供向けに手話教室やっ

たりしていますので、ある程度の方は、手話が言語であるということの認識はしていただい

ているかと思います。 
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  以上です。 

○議長（下山祥二君） 小川多美子議員。 

○４番（小川多美子君） やはり手話というのは、どこかで見かけた、あるいは自分がちょっ

と携わったことがあるということで、関心を持ったりする方もいらっしゃると思います。デ

フリンピックそのものが何なのかというような思いを持たれる方もいらっしゃるんではない

かと思います。２か月ちょっと前の今、デフリンピックそのものや、手話言語条例が制定さ

れているということも御存じない方が多いんではないかと思います。 

  手話講座受講者だけではなく、このような機会にもっと聴覚障害や障害者に関心を持って

もらえたらと思いませんでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（大石 真君） 確かに小川議員にも手話の講座に参加していただいたりとい

うことで、そういった養成講座に参加された方には、手話を広める動きをやっていますが、

それ以外で今回、夏休みに子供手話教室ということで開催させていただいたり、職員の間で

も職員向けの手話講座をやらせていただく予定です。 

  あと、今度、社会福祉大会が10月11日に行われるわけですけれども、その中で手話カフェ

ということで、実際、手話で飲み物を注文したり挨拶をしたりということで、逆に言うと手

話を使わないと頼めないようなことをやることによって手話を覚えていただければというふ

うに考えております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 小川多美子議員。 

○４番（小川多美子君） 多くの皆さんが、やはり手話を覚えてくださると、聾者の方はとて

も喜んでくださると思います。一見、障害を持った方のようには見えなくても、聾者という

のは耳が聞こえなくて後ろから声をかけても、何か音がしても分からないというような全く

音のない世界にいるわけですから、その聾者の方たちのためにも少しは手話ができる、例え

ば挨拶など簡単な手話でも、とてもお会いしたときに喜んでくださいます。デフリンピック

を機会に手話が広がるといいなと思います。 

  次に⑤に移ります。 

  デフリンピックがあまり認知されていないとはいえ、関心があるのでちょっと行ってみよ

うかな、のぞいてみようかなと思う方もいらっしゃると思います。オリンピックと同じよう

に無料のシャトルバスがあると思っていらっしゃる方たちもいるんではないかなと思います

が、この点どのようにお考えでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 産業部長。 

○産業部長（大路弘文君） 先ほど申し上げましたように、まず、デフリンピックという100

周年の記念大会が日本で初開催をされるということを中心に、今まで広報に努めてまいりま

したので、この辺の来場方法、これについての説明が十分ではなかったかもしれません。 
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  そこは反省をし、今後、伝えていかなければいけないというふうに考えておるんですが、

先ほど申し上げましたとおり、大会運営者、それから県においてもシャトルバスの運行は予

定していないということです。 

  ただ、一方で本市の会場につきましては、駅から距離も遠くて路線バスの運行本数も土

日・祝日に限られ少ないことから、会場でのボランティア、それから大会運営関係者の会場

のアクセスについて課題となっているようです。こうしたことから、議員からの御意見も踏

まえまして、伊豆市として東京都スポーツ文化事業団に対しまして、送迎バスの運行及びそ

のバスへの観客乗車について要望させていただいたところでございます。 

○議長（下山祥二君） 小川多美子議員。 

○４番（小川多美子君） ぜひお願いしたいと思います。 

  サイクルスポーツセンター、以前はバスが１日に何本かあったんですけれども、最近では

ごく僅かである程度の時間になりますとサイクルスポーツセンターまで行かずに、子供たち

の通学に合わせて途中に馬渡橋というバス停があるんですけれども、そこまでしか行ってい

ないのが現状なんですね。 

  ふだん使っていらっしゃる方は、ある程度のことが分かると思うんですけれども、デフリ

ンピックに行ってみようかなと思っている方は、前と同じにきっとバスがあるんだね、じゃ、

修善寺駅からバスに乗ろうよという方たちが、いらっしゃるんではないかなと思います。 

  バスがないけれども、車の運転もできない、そういう方たちも多いんではないかと思いま

す。せっかく行こうと思って修善寺駅まで来たけれど会場まで行くバスがないということで

がっかりすると思いますので、先ほど部長がおっしゃってくださったように、運営する方た

ちにちょっとそのあたりを、オリンピック・パラリンピックのときのように本数はたくさん

でなくてもいいと思いますので、どれくらいかの間隔でバスを出していただけたらありがた

いなと思います。 

  もしそれが駄目なら、市として何らかの方法を考えていただけないかなということも思っ

たりいたします。 

○議長（下山祥二君） 答弁求めますか。 

○４番（小川多美子君） 答弁お願いします。 

○議長（下山祥二君） 産業部長。 

○産業部長（大路弘文君） 先ほど申し上げましたように、事業団にはそういう要望をいただ

いているということを、もう一度申し伝えさせていただきたいと思います。 

  それから、もしそれがない場合は市としての対応ということですが、もう大会まで日もあ

りませんので、現状ではどれぐらいのお客様が修善寺駅に来られて、それから競技会場に何

時頃行きたいのか、また何時頃帰りたいのかということも分からない状況でありますので、

現時点では市としてシャトルバスの運行というものは考えにくいと考えております。 

  ただ、何度も言いますように、記念すべき大会がこの伊豆半島、伊豆市を会場に自転車競
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技が開催されるということを、せっかくの機会なので見に行っていただきたいと言いながら、

こういったところまで手配できていないというのは非常に心苦しいところではありますが、

現状、そのような対応で考えています。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 小川多美子議員。 

○４番（小川多美子君） よろしくお願いいたします。 

  では、⑥に移ります。 

  今インバウンドで多くの外国からの観光客が来日していますが、やはりその中には健常な

方だけではなく、聴覚障害の方もいらっしゃるかもしれません。先ほど申しましたように、

聴覚障害者というのは見た目では分かりにくいんですけれども、ただ耳が聞こえないという

ことだけでなく、耳が聞こえないことによって声も発することができにくいのではないかと

思います。 

  やはり皆さんは耳から聞こえて、その聞こえたことによっていろんなことを考えたりでき

るわけですけれども、その耳からの音が入らないということは、お話するのにも何を話して

いいか分からないということで、手話を使ってというようなことになるのではないかと思い

ます。 

  先ほどのお話にあったように、手話は地域によって若干の違いがあったり、国際手話があ

ったりしますが、今度、子供たちが見学に行ったときは、こんにちはとか、頑張ってという

挨拶ができると選手たちもすごく喜んでくださるんではないかなと思います。子供たちは大

会を観戦することで学ぶことが多いと思います。 

  耳から音や声が入らないことにより、声を発することが難しく、手話を言語としてコミュ

ニケーションを取らなければならないんです。だから、手話が私たちの使っている言語と同

じだということですね。健常者には分からない不便なことが、考えられないほどたくさんあ

るのではと思います。子供たちにはいろいろ感じ取ってもらいたいと思います。 

  それからデフリンピックとは違いますけれども、新聞で御覧になった方がいらっしゃると

思うんですけれども、中伊豆中学校出身の三島南高２年生の永田千怜さんが８月31日に行わ

れた全国高校生の手話によるスピーチコンテストというのがありまして、それに出場しまし

た。 

  全国から62名の応募者がいて、その中から事前審査を通過し、10名が手話で競い合ったも

のです。この10名に入ったものの入賞は逃がしたんですけれども、すばらしい快挙だったと

思います。のみ込みの早い若いときから手話の勉強をすることにより、将来役に立つことが

ありますよね。 

  ちなみに、永田千怜さん、将来は市役所に入って手話をやりたいなというようなコメント

がありました。今、高校２年生です。市役所に入るようなことがありましたら、ぜひ皆さん

可愛がっていただけたらと思います。 
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  これに関しては以上です。 

○議長（下山祥二君） 次に、２問目の震災の備えについて答弁願います。 

  市長。 

○市長（菊地 豊君） とてもすばらしい生徒さんで、市役所に入っていただくかどうかとい

うのは、また個人の問題ですけれども、本当に何度もお目にかかっていますけれども、いろ

んな社会的な活動をされています。心から敬意を表したいと思います。 

  災害への対応については危機管理監に答弁をさせます。 

○議長（下山祥二君） 続いて、危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） それでは、私から①から⑥までお答えをさせていただきます。 

  まず①です。 

  災害に対する備えとして、平時からの組織体制の確認や災害時における各防災関係機関の

適切な役割分担などを確認し、災害に備えております。また市民への啓発として、自助・共

助としての備えを充実していただくようお願いしているところです。 

  ②です。 

  危機管理センターにつきましては、災害対策本部、備蓄物資保管場所、緊急物資集積場所、

情報通信施設等を整備し、災害時における本部中枢を担う防災拠点として活用してまいりま

す。 

  ③です。 

  孤立地域の情報収集等に関して、ドローンは有効な手段だと考えております。市では、災

害時等における小型無人航空機に関する協定を２社と締結しており、有事の際には協定に基

づき連携を図り、捜索や被害状況の把握等を実施してまいります。 

  ④です。 

  飲み水につきましては、指定避難所や備蓄倉庫にペットボトルによる飲料水を確保してい

るほか、地域の自主防災組織においても資機材補助金等を活用していただきながら、備蓄を

促しているところでございます。また、各戸においても１週間以上の水を含めた食料の備蓄

をお願いしているところであり、引き続き備蓄の確保には努めてまいりたいと思っておりま

す。 

  ⑤です。 

  感震ブレーカーの普及については、設置補助金制度を昨年度創設し取り組んでおります。

設置者に対し３万円を上限とし、購入及び設置工事に要する経費の３分の２以内の額を補助

しております。実績といたしまして、昨年度は25件、96万円を、今年度は８月15日時点で４

件、16万円の申請を受けております。引き続き、制度周知を行い普及に努めてまいります。 

  ⑥です。 

  南海トラフ地震では広い範囲で非常に大きな揺れと津波が発生し、伊豆市においても最大

震度６強、最短６分で10メートルの津波が想定されております。市民の皆様には自助として
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発災の際の初動をどうしたらよいのか、またふだんから備えておくものは何なのかを、自ら

考え記しておくことをお願いしております。 

  また、共助として避難生活の長期化を想定した自主防災組織の強化や、公助として避難所

の環境改善等に取り組み、南海トラフ地震の準備を進めていきたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 再質問はありますか。 

  小川多美子議員。 

○４番（小川多美子君） テレビに映し出される豪雨による被害などを見ますと、いつ私たち

の周りにも降りかかるか分からないと考えられます。ふだんから災害に対する備えを心がけ

ていくべきだと思います。 

  災害に備えてということで、救急医療情報キットというものが皆さん御家庭の冷蔵庫の中

に入っている方が多いんではないかと思います。冷蔵庫の中に入れておいたら、いざという

ときに分かりやすいのではないかということで、以前、役所から配布されたものだと思いま

す。 

  ですが、かなり古いものです。内容の検討も必要ではないかと思われます。見直してみて

はいかがでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） 配られたキットについては、かなり古いものではないかとは思

われます。あまり記憶がないもんですから、改めて見直す機会としては考えたいと思います。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 小川多美子議員。 

○４番（小川多美子君） かなり古いものではないかと危機管理監もおっしゃっているように、

確かに古いものです。となりますと、最近越してきた方、あるいは最近、御結婚なさって自

分たちが独立して二世帯住宅になっていて、別々の住まいに住んでいらっしゃるなどという

ことを考えますと、冷蔵庫の中にはないと思います。 

  冷蔵庫の中というのは、どこに置くよりも冷蔵庫は多分開けるであろうから、冷蔵庫の中

に入れておくのが一番いいんではないか、と言われました。私もこれ何年前、何年どころか

10年、20年も前ではないかと思うんですけれども、多分こちらにいらっしゃる皆さん方のお

宅で、冷蔵庫に入っているお宅、入っていないお宅もあるのではないかと思います。災害時

のことを考えて、ここの家に誰が住んでいたのかということを、冷蔵庫の中に入っているキ

ットの中には書き込むところがあります。 

  それによって家族の安否というのも分かるんではないかと思います。これ、もう一度見直

して考えてみてはいかがでしょうかと思います。 

○議長（下山祥二君） 危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） 備蓄等に関しては、やはり見直すとか、備えたからといってず
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っとほったらかしにすることは、よくないかと思います。今、言われたようなことは各御家

庭でも確認して、我々のほうとしても行政として皆さんにどういうアピールをしていったら

いいかということは、考えて発信していきたいとは考えております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 小川多美子議員。 

○４番（小川多美子君） 今のお答えですけれども、私、今申しましたのは、これは備蓄品で

はなく情報キットの内容ですね。私、自分のことなんですけれども、改めて見てみましたら、

もう亡くなった母などの名前があったりというようなことです。かなりこれ古いなというよ

うなことも思ったものですから、それを見直してみるために、そして、これいいからという

ことで、その当時、全戸に配付されたものだと思うんですけれども、今ではこれがないお宅

もあるかと思います。 

  もし、いいことであるならば、これの配付をもう一度、ないお宅にはする、中に紙があっ

てそれに家族構成ですとか書くところがあるんですけれども、それらの物を見直してはいか

がでしょうか。 

  ですから、この①に関しましては備蓄品の見直しではなく、救急医療キットの内容につい

ての見直しということで伺いました。 

  では、②に移ります。 

  ひなた公園に危機管理センターが、来年の４月に始動だということのようですけれども、

公園奥側に建設中の管理棟もやはり同じ頃、完成でしょうか。 

○議長（下山祥二君） 建設部長。 

○建設部長（山口吉久君） 管理棟につきましては、来年度の春、４月末完成予定でございま

す。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 小川多美子議員。 

○４番（小川多美子君） 時間もあまりありませんし、ちょっとまだ質問いっぱい抱えている

ものですから、大急ぎで幾つか一緒にやらせていただきます。 

  この管理棟はどのような利活用をする予定なんでしょうか。それと、公園の入り口という

のは、中に道路が通っているわけですけれども一か所だけでしょうかということ、それから

夜間、公園内にバイクが多く集まっていることがあって、近隣の方から怖いし、防犯上心配

だとの声が聞こえました。夜間、管理棟に警備員が常駐するとか、公園の出入口を封鎖する

とか、そのようなことは考えていませんでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 小川議員、危機管理センターを通告してあって、管理棟については通

告がされていませんけれども。 

  じゃ、ひなた公園ということで答弁できますか。 

  建設部長。 
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○建設部長（山口吉久君） 今月号の広報に、ひなた公園のスケジュールと管理棟、遊具広場

につきましては説明をさせていただいております。 

  管理棟ですが、管理事務所として使うということで、公園全体の管理をそこで行います。

１階と２階には市民の交流スペースがありまして、様々な子育てイベントや防災イベント等、

物販スペースとして活用することが可能となっております。 

  また、備蓄倉庫も設けますので、帰宅困難者の方などの一時的な広域避難所としての役割

も果たしていくということとなっております。 

  また、防犯上の対策ですが、メインの道路につきましては私道ですので、ちょっと通行止

めはできないということですが、駐車場につきましては車止めを設置しますので、そちらを

夜間活用したい、ウオーキング等、散歩等もしたいという方もおられると思いますので、そ

ちらの兼ね合いをちょっと考慮しながら、指定管理者と共に閉鎖する時間等については、今

後、検討していきたいなというふうに思っております。 

  また、夜間対応としましては、防犯カメラを管理棟及び駐車場に４台設置いたしますので、

そちらで防犯上異常がないか等の防犯対策に努めいていきたいというふうに考えています。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 小川多美子議員。 

○４番（小川多美子君） 分かりました。ありがとうございました。ちょっと私の勘違いもあ

りまして申し訳ありませんでした。 

  ③に入ります。 

  伊豆市ではドローンは保有はしていないんですね。操縦できる方もいなくてということの

ようですけれども、これからドローンの購入予定はありませんでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） 先ほども申し上げましたけれども、協定を２社と結んでおり、

市で買って活用というよりも協定で専門の方にお願いしていく形、これをずっと取っていき

たいと考えております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 小川多美子議員。 

○４番（小川多美子君） その協定ということですけれども、２社と協定を結んでいるという

ことですが、非常時にはよそからも強引な要請があるかもしれないんですが、その点はしっ

かりと協定は結ばれているんでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） 大規模災害のときには、２社協定している業者がほかからお願

いされる可能性はなくはないと思います。ただ、そのあたりも協定を結ぶ、業者と打合せを

する中で、できるだけ市内でやはり活躍してもらいたいという旨は伝えております。 

  今後も、今２社だけですけれども、また専門業者、こういう方と協定を結べる機会があれ
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ば積極的に結んで、できるだけ有事の際にドローンが足りないとかという、そういうことに

ならないように努めたいと思っております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 小川多美子議員。 

○４番（小川多美子君） ④の飲み水の確保はということありますけれども、その前に⑤の災

害時の通電火災を防ぐ感震ブレーカーの普及というところを、ちょっとお伺いしたいと思い

ます。 

  能登半島の地震による輪島朝市の火災は通電火災ではないかと言われていますが、伊豆市

内では、今、感震ブレーカーの設置件数はいかがでしょうか。制度を知らないお宅も多くあ

ると思いますが、備えあれば憂いなしで普及に努めてはいかがでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） 先ほど答弁したときには、補助に対する件数で25件と、今年が

４件ということで、今29件申請を受け付けた数しかちょっと分かっておりません。全体で家

屋がどれだけ設置してあるかというのは把握しておりませんが、これについては普及に、引

き続き努めてまいります。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） まとめてください。 

  小川多美子議員。 

○４番（小川多美子君） 分かりました。 

  この25件と４件、29件のお宅で感震ブレーカーを設置したということですけれども、これ

からも多分、地震などが多くありますと、通電火災ということによる感震ブレーカー、これ

の関心も多くなってくるんではないかと思います。御存じない方、多くいらっしゃると思い

ますので、役所から普及に努めてはいかがと思います。 

  あと、断水のことでちょっと、お水のことを伺いたかったんですけれども、これは次回、

お時間をいただきましてやらせていただきたいと思います。 

  以上で終わらせていただきます。 

○議長（下山祥二君） 答弁よろしいですか。 

○４番（小川多美子君） はい、いいです。 

○議長（下山祥二君） これで小川多美子議員の質問を終了いたします。 

  ここで２時10分まで休憩といたします。 

 

休憩 午後 ２時００分 

再開 午後 ２時１０分 

 

○議長（下山祥二君） 休憩を閉じ、会議を開催いたします。 
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◇ 青 木   靖 君 

○議長（下山祥二君） 次に、議席番号10番、青木靖議員。 

〔１０番 青木 靖君登壇〕 

○１０番（青木 靖君） 議席番号10番、青木靖です。通告に基づいて一般質問をさせていた

だきます。 

  件名、大規模災害への備えを確認する。 

  市長に答弁を求めます。 

  伊豆市では、災害死者ゼロを目指す防災に取り組んでいます。100年から150年間隔で繰り

返し発生している南海トラフ地震、これは前回から約80年が経過しています。前々回の南海

トラフ地震の際には、宝永地震が発生し、その49日後には富士山が噴火しているという事実

もあります。 

  また、当市にも甚大な被害をもたらした狩野川台風からは67年が経過しようとしています。

狩野川台風以降、狩野川放水路が整備され、直轄砂防事業による砂防堰堤の整備も進んでい

ます。森林整備が進んでいることと相まって、大規模な水害や土砂災害、未然に防ぐことが

できてはいますが、日本国内においては近年、同じ場所で長時間大雨が続く傾向から、災害

が激甚化しています。 

  私たちの伊豆市においては、防災機能を備えたひなた公園の整備が進められてはいますが、

能登半島で起きた地震と豪雨による被害の状況を踏まえても、現在、想定される自然災害に

対してどれだけの備えができているのか、どんな課題があるのか、また、その課題にどう対

処すべきか確認させていただきたく質問をいたします。 

  災害対策基本法・災害救助法への対応。 

  ①伊豆市においては、基本法に基づく災害救助法に準じた避難、応急住宅、炊き出し、水

の備蓄などの対応は、法に対していかが進んでいますでしょうか。 

  避難所の環境整備について。 

  ②指定避難所、緊急避難所という意味です。指定避難所の整備状況はいかがですか。旧の

小学校などの古い施設を利用している指定避難所については、雨漏りや防寒耐暑、寒さ暑さ

への対策も必要と考えますが、対応は進んでいますか。いかがですか。 

  ③指定避難所以外に地域の集会所等を一時避難所として整備する必要性について、市では

どのように考えていますか。 

  食料、水の確保について。 

  ④伊豆市において給水車を配備しましたが、給水車の活用は災害時、どの程度の能力を期

待できますか。 

  ⑤大規模な地震が発生した場合、市内の上水道の給水、これはどの程度の影響を受け、何

日程度の断水、または節水が必要と想定されていますでしょうか。また上水道の貯水池、浄
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水場、それから上水道の水道管、これらの耐震性の現状はいかがでしょうか。 

  市民が自ら準備することが望ましい備蓄とは。 

  ⑥現在、市が保有する災害備蓄品の規模はどの程度ですか。市として備蓄品を今後、どの

程度まで増やしますか。 

  ⑦現実的に考えて、市が用意する公助には限界があり、市の備蓄に全てを依存することに

は無理があると考えます。市として、市民に自宅での災害備蓄について指針を示しませんか。

また自助として市民が備えるべき物について、水、食料、薬、衛生用品、そして簡易トイレ

など、必要とされる量を市としてどのように考えているでしょうか。 

  道路の寸断による孤立集落の発生についてです。 

  ⑧市として自動車等で地上の移動ができなくなり、孤立する可能性のある地域を把握、ま

たは想定していますか。大雨による土砂崩れ、地震による土砂崩れ、それぞれ発生予測をし

ていますか。道路の寸断、孤立が生じた場合、命に関わるとされる72時間以内に道路啓開を

することが望まれますが、準備は進んでいますか。 

  災害時の医療について。 

  ⑨災害救助法がありますが、その法の視点から伊豆市の災害発生時の医療対応は、どのよ

うに準備が進められいますか。 

  ⑩災害医療コーディネーターという制度があります。伊豆市には災害医療コーディネータ

ーはいますか。 

  電力の確保についてです。 

  ⑪災害時の通信の確保、主にスマホ等ですが、通信の確保の観点からも携帯端末用の電源

確保は重要と考えます。市としてできる電源確保の対応がありますか。 

  ⑫家庭用の蓄電池や、電気自動車ＥＶ、プラグインハイブリッド自動車ＰＨＥＶの車両が

あると、７日間程度、家庭用の電力を確保できる可能性があると言われています。伊豆市で

住宅用再生エネルギー機器設置費補助、それから住宅用Ｖ２Ｈ充放電設備設置費補助金の制

度がありますが、金額や条件を変更して使いやすくしていきませんか。 

  自主的な災害対応に向けて市ができることとはということで、⑬市民が自ら避難所の運営

を行うための取組は進んでいますか。避難情報の正しい判断、避難行動の妨げになる正常性

バイアス、自分だけは大丈夫という思い込み、それから同調性バイアス、周りに合わせてし

まって正しい行動ができなくなるなどのバイアスなどについての啓発、市として行動心理学

的なアプローチも行っていきませんか。 

  以上、市長に答弁を求めます。 

○議長（下山祥二君） ただいまの青木靖議員の質問に対し、答弁を求めます。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） 災害対策の基本は、実際に起こりそうな災害の状況をリアルに想定し
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て、実行可能で、かつ効果のあるリアルな計画と訓練を積み上げることです。そういった意

味で、議員の今の御質問も極めて現実的で、かつリアルで、ぜひそのような意見の共有がで

きればと思っておるところですが、さはさりながら目標とする死者ゼロを目指すためには、

計数的には難しいんですが、まだ進捗10％くらいかなという感じでおります。 

  というのは、大変申し訳ないんですが、２万6,000人の市民の皆さんと、この危機感を共

有している感じがしておりません。これは大変ありがたいことなんですが、今、市長になっ

て17年半を過ぎようとしています。この間、極めて危ないシーンが何度もあったんですが、

幸運に恵まれてまいりました。 

  伊豆大島が台風の直撃を受けたときに、大きな台風が来る、伊豆半島に来る、絶対に死者

だけは出したくないと思って相当構えていました。ちょっとずれて伊豆大島を直撃したわけ

ですね。あのときの写真を今でも覚えていますが、山肌が完全に崩落して、砂防ダムがあっ

たところだけが止まっていて、そのほかのところは半分全部崩れているという、本当にちょ

っと角度が変わっていれば、あれは伊豆市で起こっていた。 

  それから令和元年、台風19号、先日、私が視察しました丸森町では12人の方が亡くなって

いる、幸いなことにも伊豆市は台風が真上を通ったものですから、だから結果として雨が

778ミリ降ったけれども、致命的な集中豪雨が真上を通ったことで起こらなかった。という

ことが続いていて、狩野川台風でも大丈夫じゃないかという思いが、もし市民の皆さんに広

がっていたら不安だなという思いをしております。 

  と申しますのは、先ほどの答弁でも申し上げましたが、東日本大震災で仙台市荒浜区320

人は生き残ったんですが190人が亡くなった。2010年２月27日ほぼ１年前に、チリの大地震

の津波が来ているんです。去年も大丈夫だったから、今年もわしは逃げないとなったらしい

んですね。 

  だから、いろいろ警報があって、市も行政も注意喚起したけれども大丈夫だったというこ

とが、今、繰り返されていて、これが逆に避難をしない不用意な安心材料になっているんで

はないかと大変危惧しているところで、ここの危機感はというのは、まずは市民の皆さんと

共有をさせていただきたいと思っています。 

  具体的な御下問については、それぞれ担当する部長に答弁をさせます。 

○議長（下山祥二君） 次に、①から③、⑥、⑦、⑪、⑬について危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） それでは、お答えをさせていただきます。 

  まず、①です。 

  自然災害のうち一番危惧される南海トラフ地震を想定しますと、避難所では避難者がピー

クとなる発災から１週間後に約3,600人に対し、指定避難所で約4,000人を収容できる状況で

す。また応急仮設住宅用地の確保状況については、現在整備しているひなた公園も含めて全

７か所、約350戸分を確保してあります。また水・食料については、水が5,400リットル、食

料が２万8,900食を確保している状況です。引き続き備蓄の確保に努めてまいります。 



－94－ 

  ②です。現況の避難所につきましては、決して良好な環境とは言えないため、防寒・耐暑

対策等の環境改善が必要と考えております。公共施設の再配置計画等を踏まえ、施設所管課

と協議しながら対策を検討してまいります。 

  ③です。地域集会所のような身近な施設を避難所として開放をお願いしており、資機材補

助金等を活用していただきながら備蓄や備品の整備を進め、強化を図っていただいていると

ころです。引き続き地域住民の安全を確保した上で集会所が災害時に機能するよう取り組ん

でまいります。 

  ⑥と⑦は併せてお答えをします。 

  備蓄につきましては、各家庭には理想として７日分を、最低でも救援物資が届くまでの約

３日分をめどにお願いしているところでございます。また公的備蓄につきましては、物資が

届く約３日間に必要な物資を備蓄の目標として、長期化に備えた簡易トイレや間仕切り等も

併せて備蓄することとし、進めております。 

  市の備蓄目標は、被害想定の避難者数を基に３日分の食料を約４万1,000食、水を４万

3,000リットルが必要量と試算しており、それに対して食料は、先ほども申し上げましたが

２万8,900食、水は5,400リットルを備蓄しております。また地区で備蓄している食料は約1,

万6,700食、水は約4,800リットルとなっており、合計で、食料が４万5,600食、水が１万200

リットル備蓄しております。 

  今後も各戸への備蓄の啓発や地区の備蓄の状況を把握し、災害時に備えた備蓄品のさらな

る確保に努めてまいります。 

  ⑪です。指定避難所における電源の確保は、配備している発電機のほか蓄電池を配備し、

対応しております。また地域には資機材補助金を活用しながらポータブル電源等の整備を進

めていただいているところでございます。 

  ⑬です。正常性バイアスや同調性バイアスは避難行動を妨げる大きな要因であると考えら

れます。市では日頃から適切な避難行動を促すため、「私の避難計画」の作成を進めており

ます。今後も、適切な避難行動ができるよう図ってまいります。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 続いて、④、⑤について建設部理事。 

○建設部理事（浅田和彦君） 私からは、④給水車はひなた公園や配水池を補給拠点の候補と

し、断水地区の避難所にある仮設給水タンクや医療機関の受水槽に機動的に巡回し、補水す

る運用を考えております。 

  給水車のタンクの容量は2,800リットルあり、生命維持に必要な水の量は１人当たり１日

３リットルと言われていますので、約930人分の水を１回で運ぶことができます。 

  次に、⑤大規模な地震が発生した場合は浄水場や配水池などの給水施設運用ができないほ

どの被害を受けることが想定されます。これらの施設の復旧にはかなりの時間を要するため、

能登半島地震のような大規模な地震では数日から土砂崩れなどによる早期復旧困難地域を除
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き、約６か月程度の断水の長期化は避けられないものと考えております。 

  また、水道施設の耐震化率は、浄水場が7.6％、配水池が49.3％、上水道管は基幹管路の

うち耐震適合性がある管は18.2％、耐震管は11.2％となっております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 続いて、⑧について建設部長。 

○建設部長（山口吉久君） ⑧をお答えいたします。 

  静岡県の孤立可能性を判断する条件に基づき、孤立予想集落は23地区と想定しています。

大雨や地震による土砂崩れなどの発生予測は、現実的には難しいと考えております。そのた

め、大雨時には県の土砂災害警戒情報、気象庁のキキクル（危険度分布）等を活用し、事前

の状況把握と迅速な対応が行える体制強化に努めてまいります。 

  72時間以内の道路啓開につきましては、まずは市内建設事業者と緊急連絡システム「スグ

メール」を用いて被害報告、出動要請、資機材・人員の配備状況を共有し、災害対策本部の

指示の下、優先啓開ルートの設定と啓開作業の手順を明確化し、避難路、ライフラインの確

保に努めてまいります。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 続いて、⑨、⑩について健康福祉部長。 

○健康福祉部長（大石 真君） ⑨になります。災害発生時の医療対応は、主な取組として３

つの段階に分けた医療救護体制を構築しております。１つ目として、市内で震度６弱以上の

地震が発生した場合、多数の負傷者に対応するため市内４か所に医療救護所を設置します。 

  ２つ目として、医療救護所での対応が難しい中等症や重症の患者は、救護病院として指定

している伊豆赤十字病院と中伊豆温泉病院において治療に当たります。 

  ３つ目として、さらに高度な医療を必要とする患者は、県内の災害拠点病院と連携し、迅

速に搬送する体制を整えております。 

  また、これらの活動を円滑に行うため、防災倉庫に医薬品や医療資材をはじめ、救護所を

設置するための投光器、物品の備蓄を進めるとともに、関係機関との協定締結や定期的な訓

練を実施し、実効性を高める努力を重ねております。 

  ⑩となります。災害医療コーディネーターは県が委嘱しており、田方地区では４名が委嘱

されております。伊豆市内の医師はおりませんが、田方医師会からは函南さくらクリニック

の院長が委嘱されております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 最後に、⑫について市民部長。 

○市民部長（勝呂信哉君） ⑫についてお答えいたします。 

  令和６年度の補助事業の実績といたしましては、再生可能エネルギー機器設置費補助金が

26件、Ｖ２Ｈ充放電設備設置費補助金は利用がございませんでした。 

  今後は、近隣自治体の実施状況を調査し、より市民の皆様に御活用いただける制度となる
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よう検討を進めてまいります。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 再質問ありますか。 

  青木靖議員。 

○１０番（青木 靖君） 前段で触れたとおりです。ほかの議員からも災害関連の質問、今回

多いですけれども、南海トラフもそうですけれども、大雨による災害もいつ起こるか分かり

ませんので、かなり細かく質問させていただいて、それぞれ答えていただいたので、現在の

伊豆市の状況というのは大体分かっているのかなと思います。 

  市としてできることは、危機管理センターとかも整備していますし、いろいろやっている

のは重々承知していますけれども、その上で、じゃ本当に災害が起きたときにどうなるのか

なというのを想定してみると、ちょっと素朴な疑問があるなという点を幾つか挙げさせても

らっています。その上で、確認をしながら再質問させてください。 

  ちょっと小難しい話から入って恐縮だったんですけれども、危機管理の法整備はないとい

うふうに市長もおっしゃっていたんですけれども、災害対応の法律というのはあって、災害

対策基本法というのがありますよ、それをベースにいろいろ枝分かれして、また法律がある

わけですけれども、その中の災害救助法についての対応はどうですかということで聞きまし

た。それについてもある程度準備が進んでいますということで、足りない部分は補いますと

いうことです。 

  これ、行政的な立場として、現在、法に基づいた災害対応は伊豆市としてはできていると

いう評価でいいということだと思うんですけれども、確認をさせてください。 

○議長（下山祥二君） 市長。 

○市長（菊地 豊君） 災害対策基本法における市町村の責任、それから災害救助法における

県との連携というのを前提に計画をつくっているんですが、改めて今回気づいたのは、地区

防災計画でほとんど観光客ケアが入っていないですね。先ほど危機管理監から答弁しました

けれども、これ全部住民対策であって夏の海水浴客を伊豆半島広域で集計させていただいた

ら、我々を通過しないで独自で観光客を帰すことのできる熱海と沼津を除いて10万人いるん

ですね。その人たちがうちを通っていくわけですね。 

  この間、７月30日にありましたように、伊豆急は多分止まるでしょう、国道135号線や136

号線は多分使えないですよね、あちこち落ちるでしょう。そうすると、伊豆箱根鉄道が通っ

てくれていれば修善寺駅、通っていなければ三島駅に殺到するわけです。そこの広域の計画

はほとんどありません。伊豆市の中でも、夏であれば土肥にいらっしゃる観光客、湯ケ島に

いらっしゃる観光客が当然ここを通っていくわけですね、そういったことを考えると、一番

最初の大混乱のときに住民と非常に多くの観光客が入り混じって、救命をして、そして避難

をさせるということはほぼ計画にないんです。現状をリアルに考えると、ここが欠落してい

るのがまず大問題かなと。 
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  今、私の頭の中ではそこにちょっと思いが集中していて、ほかはほぼ実効性のある計画は

できているんだろうと考えています。 

○議長（下山祥二君） 青木靖議員。 

○１０番（青木 靖君） 市長という立場でいろいろ広域なことを含めて、観光客の皆さんも

含めて考えているということが分かりました。 

  今回いっぱい聞いたんですけれども、最初に言っておきます、今回のポイントはどこにあ

るかというと、今法律から入りましたけれども、行政とか法律でできることって限界があり

ますよねということを確認しているんです。市として、医療も含めて一生懸命やってもらっ

ていると、全部聞いてもらって皆さん分かったと思うんですけれども、でもそれってやっぱ

り限界があるよねというところをはっきりさせて、その上で、じゃ我々としては何しなきゃ

いけないのかというのをもう一回確認することが、結局、災害死者ゼロに結びつくのかなと

いうことで、それで確認させてもらっています。 

  せっかく市長が答えてくれたので、ついでに先走って聞きますけれども、南海トラフ地震

はかなり広い範囲で起こることが何年も前から想定されています。その場合に、恐らく災害

支援の自衛隊の皆さんも、伊豆半島とか、ましてや伊豆市だけに来てくれるなんてことはあ

り得ないよねということで、自分たちでできることは自分たちでやろうねということは大分

前から言われてはいるんですけれども、今日のお昼のニュースでも富士山の噴火を想定した

図上訓練をやっているんですよね。さっきも前段で触れましたけれども、今のところすぐに

起きないとは思いますけれども、仮に富士山に活動があった場合に、富士山のあの辺にいる

自衛隊って、多分全く動けなくなっちゃうんですよね。 

○議長（下山祥二君） 市長。 

○市長（菊地 豊君） 富士駐屯地周辺に滝ヶ原とか板妻駐屯地、北富士駐屯地、４個駐屯地

があって、初動で動けなくなる可能性はもちろんあります。先に地震が起こる場合であれば

部隊は出ていますから、そこには影響ないんでしょうけれども、富士山先行型だと非常に難

しいですね。東部方面総監部は関東地方全部、静岡県も含めて、そこがバックアップするん

ですけれども、一般的には伊豆半島であれば板妻34普通科連隊の５中隊が担当区域というの

があって、まずそこが入って来るんですね、これは大災害だ、南海トラフだといって部隊交

代するという手順になっているんですが、多分それは起こらずに、最初から南海トラフとい

うことは確認できますから、そちらの部隊運用になると思います。正直言って、自衛隊は伊

豆市にはほとんど来ません。 

  ですから、家屋は１部屋耐震も含めて、とにかく住民の皆さん、地域の皆さんで生き残っ

てもらわないと、いきなり大規模の救援部隊が来ることはないと、そういう前提です。ぜひ

お考えいただきたいと思います。 

○議長（下山祥二君） 青木靖議員。 

○１０番（青木 靖君） 今、自分としては予想どおりのお答えということですけれども、そ
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ういうことが大前提、その上で、じゃどうするかという話をもうちょっとしたいと思います。 

  法に基づく対応は着々と進んでいます。避難所の環境については、危機管理監は正直に答

えてくれたんですけれども、避難所の状況は決してよくありませんというお答えでした。指

定避難所というのは何か所かあるわけですけれども、その中でも結構差があって、まあまあ

いいところと、かなり心配なところと相当差があるというのは市長も重々承知していただい

ていると思っています。 

  現実的に、雨漏りしているところとか、そもそもそこ避難していいのかよという話で、こ

こにも書きましたけれども、夏の暑いときとか、冬の寒いときにそこに行ったほうがかえっ

て危険じゃんというところに避難するんですかっていう話になっちゃうんですよ。現実問題

として体育館が雨漏りしているのを直そうと思うと何千万単位で多分費用がかかるんですよ

ね。もう使っていない体育館に避難所だからといって1,000万とか2,000万とかかけて雨漏り

だけ直せば、そこが避難所として使えるわけじゃないですよね。そこを指定避難所とされて

いる市の立場としては、現実問題どうするつもりなのか、率直に伺いたいと思います。 

○議長（下山祥二君） 市長。 

○市長（菊地 豊君） 県も市もそうですけれども、現に自分たちが持っている公共の財産の

施設を使おうとするわけです。したがって、どうしても体育館。でも今回まさに起こったん

ですけれども、土肥の小中一貫校を10億以上かけて大分改修したんですが、体育館にエアコ

ンがなかったので使えない。校長先生がエアコンのある部屋に誘導していただいたんですけ

れども、他方、耐震が十分にある土肥支所の５階には畳の部屋があるわけです、そちらのほ

うがお年寄りにはずっと避難しやすい。津波のリスクも、今回の場合には警報が来ただけで

すから、電気が通ってエレベーターが使えるので、そちらのほうが、実はリアルに考えれば

より望ましい避難場所だったわけです。 

  そのように、市の施設で現在指定避難所に指定しているところ以外でも、民間の施設も含

めて、可能な限り多くの協定を結ばさせていただきたいと思っています。ただ残念なことに、

協定を結んでいた百笑の湯が今閉めていますので、実際に市が使えるのは湯の国会館とか、

いわゆる体育館的な指定避難所以外の選択肢をたくさん準備しておきたいというのが現状で

ございます。 

○議長（下山祥二君） 青木靖議員。 

○１０番（青木 靖君） 指定避難所以外の避難できるところを探すというか、つくりますと

いうことだと思うんです。これちょっと聞いたら、例えば区の公民館とか集会所とか、現実

的にはそこに一時避難的に、畳の部屋もあるし、一応エアコンもついていたりするのでそこ

に行くんだけれども、そこはいわゆる指定避難所ではないので、避難所に本来使える補助金

であるとか、法律上避難所に指定されていればこれができるんだけれども、指定されていな

いからできないとかというものがあるので、条例上、例えば八幡の集会所を避難所ですとい

うふうに条例で指定するとできることがあるけれども、そうじゃないからできないことがあ
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るという話をちらっと聞いたんですけれども、その辺を含めて、地元の地区の集会所とかを

避難所として指定して、しっかり市としても整理するという方向というのは考え方としてど

うなんでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 市長。 

○市長（菊地 豊君） 先に私から回答して、それから危機管理監に詳細なことを答弁させま

すけれども、自主避難所として安全な場所にある地区集会所は使っていただいているんです。

それが全体を見ると４分の１ぐらいしかなかったんですけれども、本柿木の集会所も土砂が

かかっていて使えないという前提だったんです、でも現場へ行くと、土石流ではないので、

隣の山が放水でちょっと崩れるぐらいで、実際にはリスクないんですね。そこで、区長が２

代ぐらいにわたって何とか空調設備を入れたいということで、今回どの補助金を使ったか自

信ないんですけれども、エアコンを入れていただいたと思います。 

  そのように、リスクの程度を見ながら４分の１以外でも使えるところは皆さん行き慣れて

いるし、畳の部屋はあるし、キッチンもあるし、テレビもあるし、そういったものはうまく

活用していただきたいと思っています。そこの自主避難所と指定避難所の性格については危

機管理監から答弁させます。 

  もう１つ、実際に市内で協定先を探していて気がついたことが、旅館が広間をなくしてい

るんですね、いわゆる食堂を。なかなか将来の営業再開を考えると、部屋にはあまり入って

ほしくない、だから食事どころがあれば、そこでは雑魚寝でよければ避難していただいてい

いですよという旅館は結構あるんです。ところが、このコロナの間にかなり減らしてしまっ

て、食事どころで畳の部屋があるところはもう一、二しかなくなってしまって、そうすると

客室を開けていただくためには幾らで交渉するんだみたいなところが課題になってきている

わけです。今そういったかなり具体的な国の制度の改良も含めた課題認識を持ち始めている

ところです。 

○議長（下山祥二君） 続いて、危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） 指定避難所に指定しますと、やはり使える補助金がございます。

まず、本格的に整備するのであれば、そういうところの指定は考えていかなければならない

と考えておりますが、先ほどからの地域の集会所を使うというところについても、やはり第

一避難所として有効な場所とは考えております。こちらにつきましては、指定避難所にしな

くても、今、資機材等補助金、先ほどから申し上げているとおり、区にこういう補助を出し

て、区である程度の整備をお願いしている形もとっておりますので、指定にするかしないか

というのは、またちょっと違う議論がありますけれども、すれば、それなりの補助金の活用

はできると思いますので、全体的にどうしていくかという方針を決めながら今後を考えてい

きたいと思っております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 青木靖議員。 
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○１０番（青木 靖君） 集会所を避難所にといったら、伊豆市の市内の各区の集会所とかほ

とんどが土砂災害警戒区域のゾーンに入っちゃっているという話を聞いて、それは確かにそ

こに行っちゃ危ないんだったら行かないほうがいいなというのは、それはそのとおりだと思

います。 

  だとしたら、じゃどこに逃げればいいのという話になっちゃうわけですよ。体育館は雨が

漏っているし、集会所に行こうと思ったら、そこ土砂災害で警戒区域ですから駄目ですとい

ったら、じゃどこに避難するんですかとなっちゃうので、完全に大丈夫とは言わないけれど

も、優先順位的に、ここはちょっとさすがにやばいよねというところは、どこか確実に避難

できるところをつくりましょうよという話になるんですよ。 

  具体的に言って誠に申し訳ないんですけれども、この間の夏まつりでお邪魔した旧大東小

学校の体育館は雨漏りしているんですよね、もう小学校としても使っていないので、恐らく

公共施設の再配置では将来的には廃止する方向で、できればお金かけたくないと思うんだけ

れども、雨漏りの体育館の屋根を直すと2,000万とかかかると思うんですよ、直さないでと

なったときに、じゃ集会所を避難所にしましょうといったら、裏に山がありますとなります

よね。ここなら安全ですよというところを避難場所にしましょうということを地元と相談し

て決めてほしいと思いますけれども、早急にやってもらえませんか。 

○議長（下山祥二君） 市長。 

○市長（菊地 豊君） 地域の皆さんに区長会なんかで、地区の集会所を使えないところは、

もしその域内に民間の施設があれば市が協定を結びますから言ってきてくださいとお願いし

ているんですが、必ずしもそれが多いわけではないです。 

  冷川地区を考えると、旧大東小の体育館を今壊して、次を探すとなると、それも現実性が

ないですね。あの地域だと旧大東小学校の校舎や体育館を使わないで避難場所を確保するこ

とは難しいと思います。どの程度の雨漏りなのかと私今掌握していないんですが、そこを活

用することが最善だと思います。地域ごとにいろんな特性がありますから、例えば八岳でし

たら八岳集会所を、前から原保区の皆さんと、原保区が使っていることは分かるけれども、

あくまでも広域の集会所なので、そうしたら市がちゃんとお金を入れて避難所としての機能

をもっと備えますからと申し上げているんですが、ちょっとそこまでまだ決着していないみ

たいなんですが、地区ごとの課題はそれぞれ異なっていますので、個別具体的に対策は講じ

てまいります。 

○議長（下山祥二君） 青木靖議員。 

○１０番（青木 靖君） 個別具体的に、迅速に対応をお願いします。 

  次です。水のことです。 

  これ小川議員も質問を出していたんですけれども、時間が足りなくてできなかったので、

私が聞きます。 

  やっぱり水って生命線で、大野もこの間断水があって、何日か水止まったんですけれども、
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八幡地区でも給水場が水位が下がっているので節水のお願いをしてくださいといって、協力

したんですけれども、本当にこの夏は暑くて、水を使えないというのはこんなに苦しいのか

というのを本当に痛感しました。それが災害のときに、さっき聞いたら、正直に６か月ぐら

い断水が続きますということだったんですよ。６か月断水が続くというのは、想像ができな

いですよね。給水車を１台配備しましたけれども、市内を６か月間、給水車だけで全ての水

を賄うって、本当に想像を絶するすごい事態で、それが広範囲で起ったらどうなるんだろう

ということなんだと思うんです。 

  ここでどうするつもりですかは聞くつもりもないんですけれども、やっぱり各自で備えら

れるところは備えたいし、使えるものは使うということで水を考えなきゃいけないのかなと

思います。 

  まず、最初に確認しますけれども、市として水を何千リットルとか何万リットルとか用意

してありますという話を、教えてもらったんですけれども、これもう一回確認しますけれど

も、あくまでも県の被害想定に基づいて、何人ぐらいが避難をするであろうという避難する

人の人数掛ける何日分で用意しているんであって、避難しない人の分の備蓄品というのは、

公助の部分では、市とか県とかは用意しないんですよね。確認です。 

○議長（下山祥二君） 危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） 先ほど申し上げた数字については、今議員おっしゃったとおり

でございます。自宅で備蓄している分、それらについても入っておらず、避難者数も申し上

げましたが、その人数を基に避難してくる人数に対して対応する数となっております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 青木靖議員。 

○１０番（青木 靖君） これも市として検証するのはすごい難しいんですけれども、県が想

定している伊豆市内の災害発生時の避難者数というのは、おおむね妥当であると市としては

考えているというふうに理解せざるを得ないんですが、それはそういう理解でいいですか。 

○議長（下山祥二君） 危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） 被害想定につきましては、県の出している被害想定に基づくも

のであって、市独自ではなかなかそこまでは出し切れる話ではないので、県の数字に基づい

て考えております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 青木靖議員。 

○１０番（青木 靖君） 当たり前のことを確認して申し訳なかったんですけれども、あくま

でも県が想定している避難するであろう人数掛ける何日分を市としては備蓄していますと、

足りない部分はこれからもそれに向けて備蓄します、ローリングストックもしますというの

が、市が最初に言った、法で求められている市としてやらなければいけない部分であって、

それはしっかりやりますよということもよく分かりました。 
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  ということは、避難所に行かないで自宅にいる人は水道が断水したら、うちで６か月耐え

ろという話に逆になるわけですよ、それって自宅にいる人もどうすればいいのか一緒に考え

てほしいなと思うんですけれども、率直に、市長どう思います、それ。 

○議長（下山祥二君） 市長。 

○市長（菊地 豊君） １つには、やはり広域連携のところをもっと具体的に詰めておきたい

と思います。うちには旅館あるですけれども、実際に、うちから三島市までの間を考えると、

伊豆市の水道管が圧倒的に古いわけですよね。お隣の伊豆の国市とは我々はもう兄弟のよう

に仲のいい市ですから、例えば伊豆長岡の旅館の観光客がそのとき来ているとは思えないわ

けです。 

  もし仮に向こうが水道もちゃんと回っているんであれば、もちろん修善寺とか湯ヶ島の旅

館さんも使わせていただきたいけれども、そこも水道が全然駄目で、水道ひねっても水が出

ない、けれども長岡に行けば旅館の水も出るような状況であるとすれば、やはりそちらに１

週間、２週間避難させていただくという選択肢も当然あるだろうし、仮設住宅を造るまでも

何か月かかるでしょうし、というものを能登を見てきてつくづく思いました。 

  去年の12月に職員と一緒に３日間能登半島を見てきたんですが、１年たって水道つながっ

ていないわけです。ちょうど私たちが行った頃は、まだ自衛隊のお風呂があった、道路はど

んどん工事やっていますから水道工事できないわけですね、道路も復旧していないから水道

工事もできない。だから水道の10センチぐらいのパイプがずっと歩道の上にあるんですが、

つながっていない。だから１年たって水つながっていなかったんです。 

  そうすると、住民も困るし、観光客なんか行けるわけがないというような状況が伊豆半島

でも起こるわけです。そこをどのように考えるかについては、やはり申し訳ないんですが、

自宅にいたいという気持ちは分かるし、自宅で過ごせる方は食料の支援なり、水の支援なり

で自宅にとどまってもらうけれども、行政の論理から言えばまとまってしばらくの間は過ご

していただきたい。その対策を具体的により詰めておきたいという考えでございます。 

○議長（下山祥二君） 青木靖議員。 

○１０番（青木 靖君） 能登半島のことがあったんで、今リアルな話をしてもらったんです

けれども、最悪の想定ということで、脅かすわけじゃないけれども、実際に能登はそうでし

たからね。 

  そういった隣町とかと協力するということもぜひ、行政というか、首長のレベルで進めて

いただきたいと思います。 

  水道の話でまたほじくり返して申し訳ないんですが、伊豆市の水道って本当に危機的な状

況、あえて言いますけれども、有収水量、要するに貯水池に水がたまっています。そこから

各家庭にまで水が行きますと、各家庭の水道メーターのところ、ここから出て、ここへ行っ

て、水道メーターを通るところまでに65％しかいっていないんですよね。あと、ここから出

たうちの35％が途中でどこかへ行っちゃっているわけですよ、これって漏れているというこ
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とですよね。それってあんまりいい状態じゃなくて、一生懸命、毎年、毎年管路の布設替え

をやってくれているのも分かるんだけれども、危機管理上その水道の状況ってよろしくない

ですよね。これって国とか県とかにお願いして、もうちょっと更新を進められないんでしょ

うか。 

○議長（下山祥二君） 市長。 

○市長（菊地 豊君） 多分、有収水量は実際もう６割ぐらいで、４割ぐらいは恥ずかしなが

ら漏れていると思うんですね。 

  私が市長になった頃は、伊豆市の水道管は総延長400キロあって、２キロずつしか直して

いないので200年かかりますといって、合併の地方交付税の算定替えとか一生懸命総務省に

お願いしたわけです、これじゃとてもやっていけないと。しかし、この間より詳細に調べた

ら、実は総延長が480キロの水道管があって、今どんどん、どんどん徴収できている水道料

金が減っていますから、1.2キロぐらいしか直していない。そうすると水道管入れ替えるの

に400年かかると。江戸時代に始まって今終わるような、そんな時間のかかり方で、とても

じゃないけれども追いつかない。 

  上水道の管理が厚生労働省か国土交通省に代わりましたので、今とにかく財源も含めて何

とかしてくださいという話をしているんです。ところが国土交通省が持っている財源で補助

金で多いのは、御存じとおり社会資本整備交付金。これ裕福な市も使うんです。だから、社

会資本整備交付金では単に財源の取り合いになって、うちのように弱いところにはなかなか

回ってこないので、半島振興地域、これも所管は国交省です。総務省の過疎債とかが使えれ

ばいいんですが、総務省って予算規模が国交省と全然違うので、今ひたすら我々、地方政治

家がお願いしているのは、半島振興地域にもっと補助金をつけていただくか、過疎債の枠組

みを増やしていただくか、もう具体的にはどちらかしかないと思います。 

  また、私の政治力はまだ弱いんですけれども、とにかく仲間と力を結集して、そこをより

強く国には訴えてまいります。 

○議長（下山祥二君） 青木靖議員。 

○１０番（青木 靖君） ぜひ全力でお願いしたいと思います。本当に待ったなしだと思いま

すので、ぜひお願いします。 

  それを踏まえて、自助の部分どうしましょうかという話に入っていきます。 

  災害については、県でも市でも、さっきも話が出ていた「私の避難計画」とか、防災のた

めの広報とかもいろいろされています。災害に対する備えを皆さんしましょうね、自助、共

助、公助ですよと。たまたまうちにこんなのがあったんで引っ張り出してきたんですけれど

も、これすごい古くて、情報提供が一般の会社から発行されているというものですが、大変

よくできていて、防災と医療のガイドで伊豆市の保存版ということで出してもらってありま

す。 

  そのときに、公助というのは行政が防災関係機関では公助のためにできる限りの備えをし
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ていますと書いてあって、できる限りはしているけれども全部はできないよということです

ね。自分でできること、自分の身は自分で守ってくださいということで、情報を取って最低

３日分、できれば７日分備えましょうということが書いてくれてあります。 

  これも避難場所、指定避難所がどこにあるかというのが全部マップに落とされているし、

医療機関の連絡先もあるんですけれども、残念ながらちょっともう古い。情報提供で広告料

を出してくれる人を募って発行されたものですけれども、情報を更新してまた出したらどう

かなと正直思います。 

  残念ながらもうやっていない医療機関も載っているし、逆に新しい薬局が載っていないと

いうか、当然情報自体が古いですけれども、こういうもの自体は各家庭で備えておいていた

だくと、非常にもしものときには役に立つのかなと思います。お金かかりますが、前回はお

金かけないでスポンサーを集めて広告料で出しているんですけれども、こういうのを積極的

にやったらどうかなと思いますので、ぜひお願いします。 

  その際に、全部まとめて言いますけれども、最後のところで言ったバイアスの喚起をぜひ

してほしいんです。バイアスというのは偏った考え方になってしまって、正しい判断ができ

なくなってしまいますということです。考え方が偏っていたり、ちょっと偏見とか先入観と

か、そういう意味で言いますけれども、正しい判断ができなくなってしまうことが往々にし

てありますよ、気がつかないうちに皆さんバイアスかかっていますよというのが、最近、社

会心理学とか行動心理学でいろいろ言われているので、ぜひ、そういうこと、皆さんバイア

スかかっていますよ、災害のときには命に関わりますよということをこういう情報紙の中に

も混ぜて入れていただきたいなと思っています。 

  市長もさっき触れてもらったとおり、東日本のときの教訓として、ここまでは来ないから

大丈夫だから逃げないと言っていた方が、結局被害に遭っているということがあるので、そ

れも自分だけは大丈夫というバイアスなんですね。そういうのにかかっている人が実は被害

に遭っていますので、新しい情報と情報の内容を更新するということと同時に、そういった

心理的な面の教訓から分かっていることもぜひ入れて新しい情報を出していただきたいと思

います。 

  簡易トイレについての古い資料には入っていないものがありますけれども、最近はＮＨＫ

でも、３日分、できれば７日分備えましょうということで注意喚起しています。そういった

いろいろな経験測からこういうものもあったほうがいいよということがどんどん情報アップ

デートされていますので、上手な方法で新しい情報を、紙がいいかどうかという問題もあり

ますけれども、まだまだ紙の情報って有効だと思いますので、ぜひ新しくこういうの出して

ほしいと思いますけれども、どうですか。 

○議長（下山祥二君） 危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） その資料、先ほど少し見させていただきました。かなり古い情

報等もあります。情報の中身をもう一度精査して、古いものについては新しいものにして、
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どういう形で情報発信するのがいいのか考えるにしても、市民に対して啓発をさらに強化し

てまいりたいと思います。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 青木靖議員。 

○１０番（青木 靖君） ぜひお願いします。最後のバイアスのこともぜひ入れてください。

お願いします。 

  それから医療についてもちょっと伺いました。改めて確認できたんですけれども、避難所

とは別に救護所というのが立ち上がるということを意外とみんな忘れていまして、忘れてい

るけれどもちゃんと立ち上がるんですよね。そこもちゃんと準備してくれているんだよとい

うのをもうちょっと皆さんに教えてほしい。自分は中伊豆ですが、今、工事の関係で中伊豆

小学校の体育館は使えませんけれども、中学校の体育館が避難所だと、救護所は小学校の体

育館にできるとか、これにはどこに救護所が立ち上がるか載っていませんでした。救護所の

情報であるとか、救護所ってこういうものだよという告知もぜひしてあげたほうがいいのか

と思います。 

  実際に災害が起きたときに、どういう条件のときに救護所が立ち上がって、そこにはどな

たがいらっしゃるのかという、今決まっていることを教えていただいていいですか。 

○議長（下山祥二君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（大石 真君） 市内の救護所ですけれども、修善寺の生きいきプラザ、あと

中伊豆小学校、天城湯ケ島の市民活動センター、そして土肥の小中一貫校、一応４か所に設

置する予定になっております。 

  基本的には、災害が起きたときに、まずは医師が集まった時点で開設の準備にかかるとい

うことです。やっぱり課題となるのが、伊豆市内の医療機関に医師がいるわけですが、昼間

であれば伊豆市内にいるので、ここに参集しやすいわけですけれども、実際には、伊豆市外

に住んでいる方が多いということで、夜間とか休日とか、そういったときに伊豆市まで来て

いただけるかが課題と考えています。 

  基本的には、修善寺の生きいきプラザに集まっていただくか、ほかの状況を見ながら、じ

ゃ土肥まで行ってくださいとかと順次送り込むような形で考えておりますけれども、実際、

機能するかといったら変ですが、医師と保健師など、人的資源が確保されて初めて開設でき

ることになりますので、こうなったら開設しますということは、今の条件では言いませんけ

れども、基本的には施設というか、人が集まった時点で順次開設するということになってい

ますので、御承知おきいただければと思います。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 青木靖議員。 

○１０番（青木 靖君） 医師が集まった段階で救護所を立ち上げるということですけれども、

医師以外のスタッフというのはどういう人が想定されるんでしょうか。 
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○議長（下山祥二君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（大石 真君） 例えば歯科医師とか薬剤師とか、そういった方々にも集まっ

ていただいてということ、あと保健師ということです。それ以外、もし市内だけでは難しけ

れば、当然ＤＭＡＴとか、日赤とかもありますけれども、外から要請するということも考え

ております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 青木靖議員。 

○１０番（青木 靖君） そうすると、医師会の先生がという意味ですかね。日赤は日赤で、

例えば別な動きをするということなのですか。 

○議長（下山祥二君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（大石 真君） 日赤は日赤で動くということじゃなくて、あくまで田方医師

会の伊豆支部として市内の病院と診療所の先生も含めて動くということになります。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 青木靖議員。 

○１０番（青木 靖君） 分かりました。 

  災害救護所の立ち上がり、準備等、そういう仕組みもできていますよということで、分か

りました。 

  日赤の話も今出ましたけれども、赤十字病院ていろんな国際的な使命があって、国際医療

とか災害医療とか災害看護とかというのを勉強されている人はされていて、例えば日赤の病

院の方が能登の被災地に行くとか、そういう活動を独自というかやられているわけですよね。

そういう重要性がだんだん高まってきて、それを見て広がるのかなという気もするんですが、

その一端が医療コーディネーターの制度、これ県の制度ということですけれども、医療コー

ディネーターの人がいると、医師の方が１回修善寺の生きいきプラザで集まると言いました

けれども、市内のどこが必要だから、そこに行ってくださいみたいな、そういう話になって

くるという理解でいいですかね。 

○議長（下山祥二君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（大石 真君） 県の災害医療コーディネーターというのは、あくまで広域の

医療に携わるということで、間接的にはもちろん伊豆市のために働いていただくんですけれ

ども、なかなか伊豆市に来ていただくということは難しいかなと考えております。ですので、

伊豆市内で災害コーディネーター的な役割を持っていただく方を伊豆市の医師会の先生方か

ら、例えば日赤の先生とかいろいろおりますけれども、誰かに担っていただいく。実際の医

療救護本部のコーディネートというのは、実際県にお願いは、多分難しいかと思いますので、

伊豆市の医療機関の中でやっていただくような形で考えております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 市長。 
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○市長（菊地 豊君） 去年１年間、日赤の常任理事を務めましたので、毎月そのような報告

を受けていました。赤十字活動というのは救援・救護なんですね、90も病院を持っておりま

す、世界で日本だけで。次に多いのはドイツの３病院ですから、基本的に医療というのは赤

十字社はやらないんですね、日本だけが特殊なんです。 

  そういった意味では、うちにも赤十字病院がありますから、日赤全体の中での救援という

のはある程度は期待できます。ただ、ここから先、ぜひこれは議員の皆さんにも御理解いた

だきたいのですが、大きな災害が起こる、けが人がいっぱい出る、しかし、それ以外に被害

を受けていない住民は誰一人病気にならない、けがしないというわけではないんですよね。 

  私たちは何となく順天堂病院があれば何とかなるような感じがしていますけれども、順天

堂病院には毎日、毎日1,000人の入院患者がいて、重症患者がいて、そこに何千台の救急車

が行っているわけですね。そこに災害のけが人が殺到したら、全く回らなくなってしまうわ

けです。 

  だから、私たちは逆に、救護病院である伊豆赤十字病院、それから中伊豆温泉病院、そし

て伊東の市民病院、あそこも災害拠点病院ですけれども、この横一列の３病院で全力で順天

堂病院に送らないようにしなきゃいけないわけです。それはとても大切な役割なんです。で

すから、伊豆赤十字病院と中伊豆温泉病院にも入院患者がいますから、そこに負担をかけな

いように、軽傷の人たちは救護所でとにかく手当てをしていただく、可能な限り病院の中に

は入らないように頑張る、伊豆赤十字病院と中伊豆温泉病院は可能な限り順天堂病院に送ら

ないように頑張るということをしないと、今度は災害ではなかった人たちが命を失うことに

もなりかねないので、私たち伊豆市民の役割というのは、ぜひご理解をいただきたいと思い

ます。 

○議長（下山祥二君） 青木靖議員。 

○１０番（青木 靖君） 医療についても自助努力ですよね、実は大切だということだと思い

ますので、その辺の啓発も含めて、実際に災害が起こったときの医療ってこうなりますよと

いうことを、ぜひ皆さんに知ってもらう必要がまだまだあるのかなと思いますので、それも

含めてお願いをしたいと思います。 

  最後に、電源のことです。市としても蓄電池の備えがありますよということだったんです

けれども、市として持っている蓄電池を避難所に持っていって、避難した人に蓄電池を避難

所で使ってもらうような状態になっているというふうに考えていいですか。 

○議長（下山祥二君） 危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） 市で持っている蓄電池に対しても、足りなければ持っていく形

なんですけれども、現場にそろえてあるものもあります。あと、先ほど言ったように、地区

の公民館等については補助金を出して皆さんそろえていただいているような形になっており

ますので、最近の補助金の内容についても、そういう電源のものについても出てきており、

かなりそろっていると確認しております。 
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○議長（下山祥二君） 青木靖議員。 

○１０番（青木 靖君） いわゆる発電機ですよね。燃料を入れてエンジンかけてやる発電機

ってもともとあって、それも更新されているんですけれども、最近、いわゆるバッテリー型

の蓄電池というか、その電源ですね、ポータブル電源とよく言われている。あれの性能もよ

くなってきて、値段も安くなっているんで、主にスマホがないとみんなお互いに連絡が取れ

ないとかって、パニックになる人が出てきたりするので、スマホの充電用ということで、そ

の蓄電池型のものを避難が想定される場所に備えられるような対応をしたらどうかなと思い

ますけれども、もう一言お願いします。 

○議長（下山祥二君） 危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） 今議員おっしゃったとおり、蓄電池が必要かと思います。避難

所を今確認している資料がないのであれなんですけれども、確認して、整備ができるように

進めていきます。 

○議長（下山祥二君） 市長。 

○市長（菊地 豊君） 的確な御質問なんでもう一つ加えさせていただくと、実はトラック協

会の方から軽油を使った自家発電をなるべく入れてくれという御指摘をいただいたことがあ

るんです。トラックって積まなくてもタンクが大きいですよね、自分が満タンにして走って

くるとかなりの軽油のドラム缶を積まなくても供給ができるんです。したがって、トラック

協会から御支援いただきながら避難所を回って、それが直接的にできるのは電源を必要とす

る蓄電池よりも、やっぱり軽油を使った自家発電設備を普及させたほうが、より支援を広く

受けられるかなという感じがしています。 

○議長（下山祥二君） 青木靖議員。 

○１０番（青木 靖君） 分かりました。そういうことであるなら、いろいろ複合的に電源確

保できるような体制を進めていただきたいと思います。 

  最後になりますが、市でも、⑫に書きました住宅用再生エネルギー機器設置費補助という

のと、住宅用Ｖ２Ｈ充放電設備補助、要するに車からＶ２Ｈといって、ビークル・ツー・ホ

ームで車にバッテリー積んでいるところから家にというものなんですけれども、まださすが

にＶ２Ｈはないということなんですが、太陽光と切り離して蓄電池だけの補助をすると、今

も言いましたように利用者はもっと増えるんじゃないかなと思うんです。この制度をちょっ

と見直すような予定とか計画はないかどうか、最後に確認させください。 

○議長（下山祥二君） 市民部長。 

○市民部長（勝呂信哉君） 蓄電池だけの補助がないかということですが、蓄電池だけの補助

はあります。それプラス太陽光で、またさらにプラス５万円という補助の制度になっており

ますので、蓄電池のみでも対応しております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 青木靖議員。 
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○１０番（青木 靖君） 蓄電池だけでもできるということですけれども、なかなか皆さん知

らないので、再エネ家電の申込みは多分もう全部枠が終わったと思いますけれども、そうい

うの知っていると、多分、バッテリーも補助金を使いたいという人がいるかもしれないので、

それも周知していただければなと思います。 

  以上で終わります。 

○議長（下山祥二君） これで青木靖議員の質問を終了します。 

  ここで15時25分まで休憩いたします。 

 

休憩 午後 ３時１４分 

再開 午後 ３時２５分 

 

○議長（下山祥二君） 休憩を閉じ会議を再開いたします。 

 

     ◇ 鈴 木 優 治 君 

○議長（下山祥二君） 次に、議席番号６番、鈴木優治議員。 

〔６番 鈴木優治君登壇〕 

○６番（鈴木優治君） 議員番号６番、鈴木優治でございます。議長からお許しをいただきま

した。一般質問をさせていただきます。 

  なお、冒頭より５人目でございます。うち３名が防災についての質問が出ておりました。

一部、大変申し訳ないんですがダブっているところがございます。執行部からも、冒頭で発

言をなさった議員と同じですよというようなことでお答えが出てくる可能性もありますが、

御容赦をいただきたいと思います。 

  １、防災対応について。 

  去る７月30日、カムチャツカ半島にてマグニチュード8.7の地震発生があり、その影響に

て主に日本列島の太平洋側沿岸地域、北海道から和歌山県に津波警報が発表されました。高

いところで３メートル程度の津波が予想されたことは記憶に新しいところです。 

  県内には午前８時40分頃に津波注意報、９時40分頃に津波警報が発令されました。沿岸部

の市町は避難指示を出して避難所を開設し、伊豆市は午前10時、災害対策本部を開設、午前

10時15分、沿岸部の住民、観光客に対し避難指示を出しました。住民や観光客らに身の安全

を確保するよう呼びかけ、市が開放した避難所に避難者が来たところは土肥支所、土肥小中

一貫校、八木沢自主避難所の３か所で、松原公園津浪複合施設「テラッセオレンジトイ」、

土肥マリンホテル、ホテル湯の花亭の３か所には海水浴客などの観光客が避難をしたようで

ございます。 

  30年以内に約80％の確率で発生するとされる南海トラフ巨大地震、国がまとめた新しい被

害想定によると、神奈川県から鹿児島県にかけて震度６以上の激しい揺れや最大34メートル
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の大津波が発生、かつて経験したことのない規模の災害になる見込みです。 

  これを受けての災害対応の見直し、改善、変更がされるべきと考えますが、いかがでしょ

うか。また、今回の津波警報の現状把握について、以下の点をお伺いをいたします。 

  ①災害対策本部の体制構築内容は。また、避難指示の連絡系統の確立は。 

  ②各避難所の避難状況は。 

  ③避難所以外の避難場所の有無。 

  ④災害対策本部への問合せ件数は。 

  ⑤土肥港における津波の観測は。 

  ⑥災害対策本部解除の時間は。 

  ⑦以上を踏まえて反省点、改善点は何かありますでしょうか。 

  ２、小学校の水泳授業について。 

  広報伊豆８月号には小学校の水泳授業を「ふれっぷ」で実施、５つの市内小学校では「ふ

れっぷ」を会場に水泳専門のコーチによる水泳授業を行っています。子供たちの泳力や気持

ちに合わせた丁寧な指導が行われています。また小学校のプール管理に係る費用の削減を図

っていますとの記事が掲載をされています。 

  そこで伺います。 

  ①各小学校にて行われた水泳授業を「ふれっぷ」に会場を移した理由は。 

  ②５つの市内小学校とは。 

  ③各学校からふれっぷまでの移動方法は。 

  ④ふれっぷの運営は委託授業ですが、水泳授業の費用は。 

  ⑤プール管理に係る費用の削減効果は。 

  ⑥夏休み期間のプール利用の現状は。 

  ⑦中学校の水泳授業は。 

  ⑧児童たちの感想、反応は。 

  ⑨ふれっぷにおける一般利用者の反応は。 

  以上をお伺いをいたします。 

  １につきましては答弁を市長に求めます。２、小学校の水泳授業については教育長に答弁

を求めます。 

○議長（下山祥二君） ただいまの鈴木優治議員の質問、防災対応についてに対し答弁を求め

ます。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） 危機管理監に答弁をさせます。 

○議長（下山祥二君） 次に、危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） それでは、私から①から⑦についてお答えをいたします。 
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  ①の災害対策本部の内容、それと⑦の以上を踏まえた反省点、改善点につきましては、先

ほど三田議員に答弁したとおりのお答えとなります。 

  ②です。４か所の指定避難所を開設し、151名の避難がありました。内訳としましては、

土肥小中一貫校に144名、丸山スポーツ公園に７名、小下田ふるさとセンターについては開

設しましたが避難者はありませんでした。 

  ③です。指定避難所以外の避難場所としましては、指定緊急避難場所４か所に89名の避難

がありました。内訳につきましては、土肥支所が８名、テラッセオレンジが38名、津波避難

ビル２か所のホテルに43名の避難がございました。 

  ④です。市民からは避難所は開設しているのか、市外の方からは海水浴が可能なのか、観

光施設からは避難所へ避難したほうがよいのかなど５件の問合せがありました。 

  ⑤の土肥港の津波の観測です。土肥港には津波観測地点がないため、津波の観測はできま

せん。 

  近隣市町の津波観測所の状況として、沼津市の内浦で30日午後９時48分に40センチ、下田

港では31日午前０時６分に60センチの津波が観測されております。 

  ⑥の災害対策本部の解散時刻につきましては、津波警報が解除となった７月30日午後６時

30分です。 

  以上となります。 

○議長（下山祥二君） 再質問ありますか。 

  鈴木優治議員。 

○６番（鈴木優治君） まず、①から再質問させていただきます。 

  ９時40分災害本部の設置とのことですが、当然ですが本部長が市長との認識でよろしいで

しょうか。 

○議長（下山祥二君） 危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） はい、そのとおりでございます。 

○議長（下山祥二君） 鈴木優治議員。 

○６番（鈴木優治君） あと、同報無線などを通じて市民への周知とのことですが、もし記憶

にありましたら、放送内容をお聞かせいただけますか。 

○議長（下山祥二君） 危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） 同報無線につきましては、まず最初に津波注意報が発表された

とき、その後の警報が発表されたときが主な周知となっております。津波注意報が出たとき

には「高台へ避難してください。」、あと「海の中や海岸付近は危険です。直ちに離れてく

ださい。」「被害の心配はありません。」などを発表しております。警報のときには、「海

岸付近の方やそれ以外の方たちも直ちに高台に避難してください。」、さらに津波警報が出

て、「津波警報に切り替わりました。直ちに避難してください。」「津波による被害が発生

します。」「津波は繰り返し襲ってきます。」などを発表しております。 
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  以上です。 

○議長（下山祥二君） 鈴木優治議員。 

○６番（鈴木優治君） ありがとうございます。 

  それでは、②に移らせていただきます。 

  土肥小中一貫校144名とのことですが、土肥小中一貫校のどちらの場所に誘導をいたしま

したか。先ほど答弁の中で、一部体育館が空調設備がないんでというような話も、記憶にあ

りますが再度答弁をお願いします。 

○議長（下山祥二君） 危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） 先ほど答弁あったとおりで、夏休み中であって学校長の判断に

より、空調の整っております多目的室、びわっ子ホールを開放しました。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 鈴木優治議員。 

○６番（鈴木優治君） 事実の確認をさせていただきました。 

  ③に移らせていただきます。 

  ②と同じく、指定緊急避難場所ごとにどちらの場所への誘導でしたか。例えば土肥支所は

何階、テラッセオレンジトイは何階、ホテルについては、先ほども話題に出ておりましたが、

会議室であるとか宴会場であるとか、ロビーだったとか、レストランであったとか、そうい

うことを教えていただけますか。 

○議長（下山祥二君） 危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） まず、土肥支所ですが、５階のシルバーサロン、畳の部屋を開

放いたしました。あと、テラッセオレンジについては３階のレストラン、４階については暑

かったので３階の空調の整っているところに避難をさせております。あと、ビルのほうでは、

土肥マリンホテルについては４階の３部屋を開放していただいております。それと湯の花亭

につきましては５階以上の廊下もしくは部屋を準備していただいて、そこに避難していただ

いた状況となっております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 鈴木優治議員。 

○６番（鈴木優治君） ②、③共通になりますが、備品、飲料等の手配はなされたかどうか、

お答えを願います。 

○議長（下山祥二君） 危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） 土肥小中一貫、それとテラッセオレンジで水、パンを配付して

おります。土肥小中一貫では144名が避難者としてありましたけれども、500ミリリットルの

水を144本、皆さんに配った状況です。テラッセにつきましても116本の水、それとパンを21

個配付しております。 

  津波避難ビルの先ほど言ったホテルでは、特別な配給はしていないというふうに伺ってお
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ります。 

  以上でございます。 

○議長（下山祥二君） 鈴木優治議員。 

○６番（鈴木優治君） それぞれの避難場所でできる限りの対応に及んでいただけたというふ

うに理解をしてもよろしいでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） 備蓄については、その派遣した職員の判断で、必要であれば出

すようにということは言ってありますので、そこはできたのかなと思っております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 鈴木優治議員。 

○６番（鈴木優治君） ④外部もしくは市内からの今回の津波に対する注意警報に伴うところ

の問合せの内容をお聞かせ願えますでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） 問合せについては全部電話でしたので、そこの職員がその避難

所を開設しているのか、そういうことに対してお答えをして、開設状況を申し上げたところ

です。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 鈴木優治議員。 

○６番（鈴木優治君） 市民からの問合せの中で、避難所は開設をされているのかと問合せが

あったようですが、開設をされている旨をお伝えをしたというふうに理解をしてよろしいで

すか。 

○議長（下山祥二君） 危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） 避難所の開設についてはメール等で、先ほどお話ししたとおり

なんですけれども、問合せについてはそのようにお答えしました。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 鈴木優治議員。 

○６番（鈴木優治君） 市外の方からということで、問合せの中に海水浴は可能かという問合

せがあったようですが、この答えはどういう答えになっていますか。 

○議長（下山祥二君） 危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） 警報が出た場合には、先ほどの広報、メール等の配信の中にも、

海から離れるようにということになっておりますので、基本的には海水浴はできないという

答えになります。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 鈴木優治議員。 

○６番（鈴木優治君） 細かくて大変申し訳ないんですが、地元漁業者からの問合せが、漁に
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出たいが大丈夫かという問合せもあったようですが、これについてはどういうお答えがなさ

れていますか。 

○議長（下山祥二君） 危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） 漁については、漁業者でマニュアル等がありますので、こちら

としては基本的にはお答えできないところなんですけれども、津波が来る中で海に出る、海

に近づくという行為はなかなかいいことじゃないと思っておりますので、できれば控えても

らいたいというようなお答えになったかと思います。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 鈴木優治議員。 

○６番（鈴木優治君） もう１件お願いします。 

  避難所へ避難したほうがよいかという問合せがあったようですが、どのようにお答えにな

っているでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） 避難所へ行ったほうがよいかということについては、基本的に

は避難所に避難してくださいというお答えになるかと思います。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 鈴木優治議員。 

○６番（鈴木優治君） ⑤に移らさせていただきます。 

  先ほど来の中で、津波観測地点がないというようなことで、近隣の状況を連絡いただいた

わけですが、将来のことを見据えた上で、津波観測地点の必要性についてはどのようにお考

えでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） 観測地点の管理者について１回問合せはしたことあるんですけ

れども、なかなか増設というのは難しいというお答えがあります。近隣の下田や今回の内浦

漁港のところ、あと西伊豆にもあるということは承知しているところなので、やはりそこを

活用して状況は確認していきたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 鈴木優治議員。 

○６番（鈴木優治君） ということは、取りあえず土肥港には必要ないというふうな理解でよ

ろしいですか。 

○議長（下山祥二君） 危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） 必要ないと言われると、そうではないというお答えになってし

まうのかもしれないですけれども、近隣で、そこは数字的に確認はできると思いますので、

特に設置は要らないのではないかと思っております。 

  以上です。 
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○議長（下山祥二君） 鈴木優治議員。 

○６番（鈴木優治君） それでは、⑥にまいらせていただきます。 

  災害対策本部の解除時間が午後６時30分、当日30日のようですが、これは津波警報が解除

になった時間ということでよろしいんでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） はい、そのとおりでございます。 

○議長（下山祥二君） 鈴木優治議員。 

○６番（鈴木優治君） ということは災害対策本部は６時半までやっていたという理解ですか。 

○議長（下山祥二君） 危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） はい、そのとおりでございます。 

○議長（下山祥二君） 鈴木優治議員。 

○６番（鈴木優治君） ありがとうございます。 

  ⑦、これは三田議員に答弁をされた資料がございます。⑦の御質問に対して答弁は、遠隔

地での地震であったこともあり、市民の捉え方がまちまちだったことや、観光客への周知、

帰宅困難者への対応が課題として挙げられます。今後はこれら課題を検証し対策に努めてま

いりますということで答弁がされました。これについても私にされたものというふうに理解

をいたします。 

  次に、これは再質問ではありませんが、市長は議会定例会初日の行政報告で、今回の対応

を改めて検証し、問題解決に努めるとともに、災害死者ゼロを目指し引き続き津波対策に取

り組んでまいりますと述べていらっしゃいます。私は、沿岸部に位置しないところで生活を

しております。今回の津波警報は他人事のように捉えていた感が否めません。自主的避難は

ありませんでしたが、現実、当市の中で日常生活の混乱が生じたわけです。南海トラフ巨大

地震が想定されている状況下、地震と津波の災害は明日かもしれない将来に発生するわけで

す。日頃より被害を最小限にするべく防災に心がけていきたいと私自身は感じた次第です。 

  ましてや市にとって災害死者ゼロを目指す防災先進市・伊豆市のため、市民に対して防災

の啓発、指導を時に触れ、ぜひ執行部の皆さんにはしていただきたいなと思うところがあり

ました。 

  まだ大分時間がありますので、ちょっと余分なことをお話しさせていただきますが、実は

私、８月に２か所でシンポジウムに出席する機会を得ました。１つは平和を考えるシンポジ

ウム、現役の女性自衛官の講演がございました。もう一つは、狩野川放水路の完成60周年記

念シンポジウムがございましたが、当然のように市長は主催者側でございましたので、御挨

拶も含めて内容的なことはよくお分かりをいただいていると思うんですが。 

  平和を考えるシンポジウムの中で、私がとっても気になりましたのは、現役自衛官、ＰＫ

Ｏ等々の権威のある女性でしたが、テーマの中にＷＰＳ（ウーメン・ピース・セキュリティ）

の話をしていただきました。その中で特に社会保障、安全保障、これは防災もその一環であ
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るというお話をお伺いしまして、そうだよなという感想でした。 

  もう一方、狩野川放水路の完成60周年記念シンポジウムの中で、実は熊坂小学校の５年生、

がすばらしい講演の一翼を担っていただいたと私は感激をした次第です。熊坂小学校は57年

前になるんですか、私は８歳でした。狩野川台風のその暗い経験の中から、おじいさんやお

ばあさん、父親から受け継いだ防災のことについて物語を語るがごとくに十数名がバトンタ

ッチをしながら講演していただきました。ああ、防災ってまずここなんだなという思いがし

まして、これは教育長になるのかもしれませんが、できることであればぜひ熊坂小学校の５

年生の出演者にお褒めの言葉をいただける機会をつくっていただけたらと思っています。 

  余分なことを申し上げましたが、思いとしては、防災についてどういうふうに感じている

か、思いのたけは、私は今、自身の感想を申し上げましたが、市長自身がどうお考えになっ

て、どうしていくのか。前段ではまさしく三田議員、青木議員に口頭的なお話をいただいて

いますので、それ以上でもないということであれば結構ですが、所感をいただけたらと思い

ます。 

○議長（下山祥二君） 市長。 

○市長（菊地 豊君） その２つのシンポジウム、私もいずれも大変思うところがあって、自

分のメモを見返したんですが、自然災害のときになぜ女性の死者が出る可能性が高いのか、

なぜかなとか思い出していたら、当然、平均寿命は女性が長いわけですね、そうすると高齢

の独り暮らしは男性よりも女性のほうが人数が多いわけです。特に地方がそうなんですけれ

ども、そういった高齢の独り暮らしの女性は古い木造家屋に住んでいる可能性が高い。した

がって死亡率が高まってしまうということなんですね。そこで、何とか、家全体が無理でも、

１部屋でも耐震をということをずっとお願いをしているわけです。 

  昨日の熱海市での市長・町長合同会議でも、これは東部市長会で話題になったものを提案

市である下田市長から提案してもらったんですけれども、やはり黒潮町でやっているような

１部屋耐震で30万円とか50万円でとにかく自分の寝室がつぶれない、寝室から外に出られる

ようにしておく。全体を支えるとお金がかかってしまう、それならうちはやらないとなっち

ゃうので、何とかリアルに命を守るような県の施策は続けてくださいということで、多分、

県は了解していただけると思うんですけれども。 

  そこで、今回はあのシンポジウムにはおいでにならなかったですが、名古屋大学の福和先

生という防災の専門の方がいらっしゃって、高知県の黒潮町と伊豆市の土肥が全国の津波対

策のモデルだと。でもアプローチが全然違うんです。うちは７メートルの津波が来る、最大

10メートルが来るかもしれないけれども、私たちは逃げます、だから頑張ります、観光も頑

張ります。黒潮町は33メートルで町の全部が浸水区域になっちゃうんですよ。そこで、何も

しなければ町がそのままなくなってしまうので、職員が手分けして１軒１軒全部歩いて、と

にかく皆さん死なないでください、死なないでくださいよって、耐震を全部やってください

といって、50万円程度の工費を全額町が負担して、耐震を１軒ずつやっているらしいんです。
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大分アプローチが違います。 

  ここは伊豆市はまだやっていないところなんですよ。土肥の大藪とか中浜とか屋形の皆さ

んに、とにかく地震でつぶれないように１軒ずつ、１部屋だけを耐震してくださいというの

をもっとやらなければいけない。これは伊豆市のまだ十分ではないところだと思っています。 

  そんなことをよそ様と勉強会をしたり、シンポジウムをする中で、私も一つずつまだまだ

学ばさせていただいているという思いです。 

  熊坂小学校は一番大きな被災地でしたから、湯ケ島でも被害があったし、中伊豆でも被害

があったけれども、やはり熊坂で最も多く自分のおじいちゃん、おばあちゃんが亡くなって

いるということで語り継がれているのは、まさに災害を語り継ぐ伝統がしっかり守られてい

るなと、そこは非常に評価もしておりますし、これからもぜひ同じように続けてほしいと思

っています。 

  他方、合理的に恐れなければいけないので、あそこの県道の中に狩野川台風でここまで水

が来ましたという農協の近くに線がありますよね。じゃあれが起こるかとなると、そのリス

クはかなり下がっているわけですね。放水路がある、堤防が強化されている、砂防堰堤は

135基ある、森林整備もしている、そうするともう一度あそこまで水が来るということを前

提に、住民ゼロを目指すかどうかを考えると、その危険というのは非常に下がっているので、

67年前に狩野川台風があったことを忘れずに、かつ引き続き熊坂地域の皆さん、瓜生野の皆

さんにはそこに住んでいただくという合理的な脅威認識というものは必要なんだろうと思い

ます。それを踏まえた上で、熊坂小学校の皆さんにはしっかり語り継いでいただきたいなと

思いました。 

○議長（下山祥二君） 鈴木優治議員。 

○６番（鈴木優治君） ありがとうございました。 

  防災については以上で、次に移らせてください。 

○議長（下山祥二君） 次に、鈴木優治議員の２問目、小学校の水泳授業について答弁願いま

す。 

  教育長。 

〔教育長 鈴木洋一君登壇〕 

○教育長（鈴木洋一君） 初めに、防災教育については今市長もお話しあったように、継続し

ていくことと語り継いでいくということで、自分の出張のときには、９月26日に慰霊碑「志

鼓の像」に献花を生徒会でやらせていただいたという経緯がございます。ちょっと前段で関

係ありませんです。すみません。 

  それでは、２の⑤の小学校の水泳のほうについてお答えをさせていただきます。 

  私からは御質問の⑦から⑨についてお答えをいたします。 

  ⑦の中学校の水泳授業についてでございますが、土肥小中一貫校の後期課程におきまして

は、土肥分校のプールを借りて実施をしておりますが、中学校におきましては授業時間内で
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実施する水泳場が学校にないために実施はしておりません。実施ができない場合でも、水泳

の事故防止に関する心得については必ず取り上げることということで学習指導要領に示され

ておりますので、体育の授業で水泳の事故防止等に関する内容を取り扱っております。 

  ⑧の児童たちの感想や反応としましては、たくさん泳ぐことができたですとか、ふれっぷ

で泳ぐのは楽しみといった声が多く聞かれたようです。 

  修善寺小学校については、自分も実際見学をさせていただいたわけですけれども、全校児

童で同じ時間帯に水泳授業を行いまして、学年を超えて習熟度別に指導員と教員で実施をい

たしました。個々の泳力や経験に適した授業内容で効果的に実施することができましたので、

意欲的に授業に取り組む様子が見られました。 

  さらに、ある学校では不登校傾向であった児童が、ふれっぷで水泳がある日には朝から登

校してプールの授業実施後も教室で一緒に授業に参加できるようになったというような報告

もございます。 

  ⑨の一般利用者の反応についてでございますが、ふれっぷでの小学校水泳授業実施につき

ましては、指定管理者が決まった令和６年12月下旬から教室の会員や一般の利用者の皆様へ

水泳授業実施の目的や利用時間が変更となることをお伝えしたこともあり、特に問合せ等は

ございませんでしたので、おおむね御理解いただいていると考えております。 

  その他の御質問については教育部長から答弁させます。 

○議長（下山祥二君） 続いて、教育部長。 

○教育部長（小塚 剛君） まず、①ふれっぷに移した理由ですが、主な理由は次の３点とな

ります。 

  １つ目は、屋内なので天候や気候に左右されずに計画的に授業を行えること。 

  ２つ目は、昨年、他県で水栓の閉め忘れ、水の出しっ放しなどが問題になりましたが、教

職員の水質管理など、プール管理の負担軽減につながること。 

  ３つ目は、専門の指導者による指導の質の向上と教職員が指導のサポートや安全管理に注

力でき、より充実した授業になると期待されることです。 

  ②のふれっぷの水泳授業を利用している５つの小学校ですけれども、修善寺小学校、修善

寺東小学校、修善寺南小学校、中伊豆小学校、天城小学校の５校となります。 

  ③の各学校からふれっぷまでは借上げしたバスでの移動となります。移動に多少の時間が

かかることと、効率よく授業時間を確保するため、複数校で授業を組んだり、学年の組合せ

を工夫したりして、午前中の限られた時間内でふれっぷと各学校をピストンで送迎をしてお

ります。 

  ④です。ふれっぷでの水泳授業は、学校水泳授業講師派遣業務委託として指導者を指定管

理者から派遣してもらい、委託で行っております。50分１コマで、各校の各学年で計７コマ、

水泳授業を行っており、今年度の委託料は約300万円です。 

  また、先ほどの移動に係るバスの借上料が約320万円かかる見込みとなっております。 
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  ⑤の費用の削減効果ですが、例年どおりプールを使う場合、水道料やろ過機の点検料、プ

ール清掃費で約120万円ほどかかっております。また、そのほかに、ここ数年はプールサイ

ドの補修ですとか、機器類の修繕などで100万円から数百万円程度の費用がかかっておりま

したので、合わせて200万円程度の削減にはなるかというふうに思います。 

  さらに、経年劣化によりまして老朽化が著しいろ過機の交換などが生じると、これにまた

数千万円程度の費用が必要となりますので、ふれっぷで実施することで一定の費用の削減効

果はあると思います。バスの借上料や委託料を鑑みますと、大きな費用の削減にはなっては

いないと思いますが、会場を移した理由で申し上げましたとおり、児童にとっては専門の指

導者に指導してもらえ、学校にとっても指導内容の充実と教員の負担軽減につながるなど、

教育的には大きな効果があると考えております。 

  夏休み期間の子供たちのプール利用の状況についてですが、指定管理者の協力を得て行っ

ている幼児から中学生までの夏休みの無料開放授業の利用者は、改修工事前、令和５年度の

200人程度から今年度300人を超える人数まで増加いたしました。 

  以上となります。 

○議長（下山祥二君） 再質問はありますか。 

  鈴木優治議員。 

○６番（鈴木優治君） それでは、①水泳授業を各学校からふれっぷに移したメリットについ

ては、よく理解もできますし、大変いいことだろうと思っております。特にそれ以上の答弁

は求めません。 

  ②５つの市内小学校とはというところの中で、私に聞き間違いがなければ熊坂小学校が抜

けていると思うんですが、なぜですか。 

○議長（下山祥二君） 教育長。 

○教育長（鈴木洋一君） 昨年度、ふれっぷが改修しておりました。そのときに、ふれっぷが

新しくなって水泳授業をプールからふれっぷでという話を６年度中に各学校にお話をさせて

いただきました。その中で、熊坂小学校につきましてはプールの施設改修をしたばかりだと

いうことと、やはり移動距離が時間がかかるということもありまして、７年度については自

校でやってみたいというような意向がございましたので、今年度は５校で実施をしたという

ことでございます。土肥についてはやはり距離的な部分がありますので、難しいので５校と

いうことでございます。 

  そうでしたが、実際今年やってみて、やはりこれだけ気温が高いとプールもかなり熱くな

って、１時間目、２時間目ぐらいの時間でないとプールが実施できなかった状況がございま

した。プールのコンクリートの部分がかなり熱くなるということで、来年度はふれっぷで実

施したいという意向がございますので、来年度からは６校で実施をしたいというふうに考え

ています。 

  以上です。 
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○議長（下山祥二君） 鈴木優治議員。 

○６番（鈴木優治君） へそ曲がりな捉え方をしてと思われてはいけないんですけれども、ど

うしてかなと。距離的なことは本当にそうなの、修善寺小学校からと熊坂小学校からはそん

なに違わないんじゃないのという思いがあったんですね。でも、理由としては改修工事をし

たばっかりだというようなこと、そして来年度からは一緒になって熊坂小学校も参加をする

ということですので、これ以上はお聞きしません。 

  移動方法については借上げ車両ということで、実は私が大変気になったのは、広報伊豆の

「小学校の水泳授業をふれっぷで実施」という記事の中に、あたかも小学校のプール管理に

係る費用の削減を図っていますよということが高々とうたわれている。経費削減とは何ぞや

と、使っていたものを使わなくなれば、その分は当然のようにそうなるでしょうと。 

  しかしながら、逆に言うと、メリットがあればデメリットもあるわけで、そこまでの移動

手段等々も含めて言うと、金額的にも今部長からお話しいただいたんですが、実質、削減効

果についてはおよそ200万かなと。実質かかっている経費は車両の借上料が320万、利用料が

300万、620万と200万はどっちが経費がかかっているのという単純な発想だったんですが、

そうではない中身でメリットのほうがウエートが高いということをお聞きしましたので、私

は反対でも賛成でもないんですが、このうたい方が少し気にかかったかなと思っています。 

  経費が削減になったんだよと声高々に言うほどじゃないよねということなんです。ですか

ら、経費に問題を私は感じていただけで、実質的なことについてはふれっぷでの水泳がメリ

ットが高いというふうに感じています。一応、私の思いだけはそういうことですので、御承

知おきをいただければなと思います。 

  続いて、夏休み期間のプール利用の状況はということで、200名ぐらいが300名ぐらいにと。

実質的には幼児から中学生までは無料でやっていただけているということなんですが、ごり

押しで無料にしろと言っているんですか。 

○議長（下山祥二君） 教育部長。 

○教育部長（小塚 剛君） 決してごり押しではございません、今までは小学校のプールを無

料開放しておりましたけれども、やはり監視ですとか先生方の負担とかを考えてなくなって、

ふれっぷでしかやりようがなくなっているというところで、その分は指定管理者で頑張って

稼いでいただくとか、こういう事業でしっかりと委託料を支払って行うというところでカバ

ーできているんじゃないかというふうに考えております。 

○議長（下山祥二君） 鈴木優治議員。 

○６番（鈴木優治君） 無料の理解はするんですが、例えば、具体的に言うと、修善寺東小学

校のプールに夏休みに東学区の生徒たちは徒歩で行きますよね、ふれっぷまでは徒歩ではな

かなか難しいんじゃないのかなと、当然保護者がついて車での送迎をしなきゃいかん、その

ようなことも含めて言うと、小学校のプールが使えないからただでやってくださいよ、ただ

し、残念ながら保護者には送迎のことで言うと負担がかかりますね。そういう思いがあるん



－121－ 

だろうなと思って、できることならただでやってほしかったなという思いと、初めて聞いた

ことですので、無料のことも含めてバランスで致し方ないのかなという感は持ち合わせまし

た。 

  答弁は求めません。 

  あと、⑦、水泳授業についても事実を聞いておりますので、結構でございます。 

  児童たちの感想はという⑧なんですが、まさしくこの写真のとおりで、「笑顔が広がる、

ふれっぷの夏」、多分、満足しているんですね、それは感じておりますので、それ以上では

ありません。 

  あと、私があえて入れたのは、⑨のふれっぷにおける一般利用者の反応は。迷惑をしてい

るんじゃないかなと。それと、ふれっぷの現状を私は承知をしていない部分があったので、

当然錯綜した形の中で一般利用者と児童たちが一緒の中でプールを使っているのかなと思い

ましたら、午前中に授業を回して、午後は一般の方に対応しているので交わることはないん

ですというようなことをお聞きしましたので、安心をしましたが、この写真から言うと一般

利用者かなと、多分コーチの方ですかね、これ。そんな誤解の中から生まれた質問でござい

ます。 

  御丁寧に答弁をいただきましてありがとうございました。 

  私の質問を終わります。 

○議長（下山祥二君） これで鈴木優治議員の質問を終了します。 

 

◎散会宣告 

○議長（下山祥二君） 以上で本日の日程は全て終了いたしました。 

  一般質問２日目については、明日９月４日午前９時30分から、発言順序６番の尾垣和則議

員から発言順序10番の木村建一議員までの５名を行います。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  御苦労さまでした。 

 

散会 午後 ４時１３分 
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開議 午前 ９時３０分 

 

◎開議宣告 

○議長（下山祥二君） 皆さん、おはようございます。 

  本日の出席議員は14名です。出席議員が定足数に達しておりますので、会議は成立いたし

ました。 

  これより、令和７年伊豆市議会９月定例会３日目の会議を開きます。 

 

◎議事日程説明 

○議長（下山祥二君） 本日の議事日程は、配付のとおりであります。 

 

◎一般質問 

○議長（下山祥二君） 昨日に引き続き、一般質問を行います。 

  本日は、発言順序６番の尾垣和則議員から発言順序10番の木村建一議員までの５名を行い

ます。 

  これより順次質問を許します。 

 

◇ 尾 垣 和 則 君 

○議長（下山祥二君） 初めに、議席番号１番、尾垣和則議員。 

〔１番 尾垣和則君登壇〕 

○１番（尾垣和則君） 皆さん、おはようございます。 

  議席番号１番、尾垣和則。議長の許可をいただきましたので、一般質問させていただきま

す。答弁は市長にお願いいたします。 

  空き家対策について。 

  全国的に空き家が深刻な問題となる中、総務省の令和５年住宅・土地統計調査によれば、

全国の空き家戸数は約900万戸、空き家率は13.8％と過去最高を記録しています。静岡県で

見ると、177万戸での空き家率は16.6％、空き家戸数は約29.5万戸に上る状況です。 

  その一方で、伊豆市の現状は極めて厳しく、空き家戸数は5,680戸、空き家率は驚くべき

32.9％に達しており、全国平均の２倍以上、県平均と比較しても約２倍と、大きく上回って

います。このような高率となる背景には、別荘や二次的住宅の統計上の空き家登録も大きく

影響しているとも見られます。 

  しかし、この状況は、単なる住宅の空きというだけでは片づけられず、倒壊や火災、不法

侵入、景観破壊、敷地外への庭木等の飛び出しによる歩行者・車等の通行障害、事故誘発な

ど、地域住民の安全、健康、生活環境に対し重大な影響を及ぼしかねません。 

  実際の事例として、2024年７月、市は、湯ケ島地区の11年前から空き家となっていた築45
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年の木造住宅について、所有者が相続放棄しており対応が困難であったため、「略式代執行」

によって除去に着手しました。火災の被害もあり、軽自動車や原付バイク、庭木等を除去し、

更地となりました。このように、放置された空き家は、地域の安全と美観と生活環境を著し

く損ねるおそれがあることを明確に示しています。 

  また、伊豆市は、2025年５月、株式会社クラッソーネと「空き家除去促進に係る連携協定」

を締結しました。 

  以上のことを踏まえ、市の対応と今後の方向性について以下の質問をいたします。 

  ①現状と課題の把握について。 

  前述した伊豆市における現状について、別荘、売却、賃貸などの利用目的別の分類や短期

利用による統計上の空き家の内訳の過去５年間の推移を分かる範囲でお伺いします。 

  また、湯ケ島地区のように危険性が高いため市が代執行を実施した空き家は、現在１件の

みと認識していますが、現在、市が危険、あるいは管理不全と判断する空き家はありますか。 

  ②現行施策の評価について。 

  現在市が実施している空き家バンクや除去支援、リフォーム補助、利活用支援等、それぞ

れの施策の成果や効果はどの程度か、お伺いします。加えて、始まったばかりですが、クラ

ッソーネとの連携による「すまいの終活ナビ」やＩＣＴ支援体制で期待する活用状況と具体

的な取組内容、進捗状況や期待する効果についてお伺いします。 

  ③空き家の所有者に対しての空き家適性管理義務の周知方法はどのようになっているか、

具体策をお伺いします。さらに、売却、賃貸、解体、リノベーションなどの活用を希望する

所有者への相談体制や支援制度の整備状況をお伺いします。併せて、相続放棄や高齢化など、

管理困難な所有者向けの支援策についてお伺いします。 

  ④空き家の利活用の促進について。 

  市として、移住者向けの住宅提供、地域産業や地域経済の活性化のための店舗・住宅提供

などの可能性について、検討されていることや今後検討する予定等についてお伺いします。 

  ⑤今後の方針について。 

  ５年後までに向けた空き家対策の具体的目標や重点施策をお伺いします。加えて、持続可

能な取組のための財政・人員体制強化策など、お考えがありましたらお伺いします。 

  以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（下山祥二君） ただいまの尾垣和則議員の質問に対し答弁を求めます。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） 皆さん、おはようございます。 

  この空き家の問題も少子化の問題と同じように、実は何十年も前から分かっていた問題な

んですね。30年ぐらい前だと思いますけれども、堺屋太一さんが書いた本の中に必ず家が余

ってくるということが書かれていました。当時、一人っ子が増え始めていたときで、一人っ
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子の息子さんと一人っ子の娘さんが結婚すれば、両方の親に家があるわけですから、１組の

若夫婦が２軒の家を持つことになるわけですね。そういったことがどんどん増えてくるので、

必ず家は余ってくるというような内容でした。 

  18年前、私が市長になる前に、まだ市内１万3,000世帯を上回っていた頃、靴に穴を空け

て３回回ったんですが、使える空き家がとてもたくさんあるということを痛感いたしました。

そこで、市長就任後、速やかに空き家情報というものを始めたわけです。 

  ところが、国の担当の方が、その方は国家公務員のキャリアの方ですけれども、空き家が

これから問題になってくる、対策を講ずるべきではないかと上司に提言したところ、国が空

き家なんか扱えるわけないだろうと言われて、それから国が対策として講じるまで10年たっ

たわけです。 

  日本は、大規模災害以外は10年後、20年後を予測できる社会なんですね、社会が安定して

いますから。今は大規模災害でさえ、南海トラフ巨大地震は30年以内に80％とまで分かって

いる問題なわけです。問題は、日本の社会が分かっていることに対策を講じることが非常に

遅れてきたということなんですね。 

  まだまだ伊豆市の空き家対策は本当に道半ばで、半分も進捗していない、対策の方向さえ

見えていないところはございますけれども、何とか法制度をさらに充実していただいて、速

やかに現実的な対応に着手すべきと考えているところです。 

  個々の御下問については、建設部長に答弁をさせます。 

○議長（下山祥二君） 次に、建設部長。 

○建設部長（山口吉久君） それでは、お答えさせていただきます。 

  ①です。 

  住宅・土地統計調査は５年ごとに実施されており、最新の令和５年と平成30年の調査結果

との比較となります。 

  統計調査上の空き家の総数は5,680件で、1,520件減少しております。内訳としましては、

二次的住宅（別荘、セカンドハウス等）が1,220件で2,500件の減少、賃貸用住宅が1,530件

で820件の増加、売却用住宅が650件で40件の増加、二次的住宅、賃貸、売却用を除くその他

の住宅が2,280件で620件の増加となっております。 

  なお、来年度、空家対策計画の見直しに当たり、今年度は市独自の空家実態調査を実施し

ております。 

  また、市が把握しております危険空き家等の件数は、危険空き家が６件、管理不全空き家

が16件となっております。 

  ②です。 

  空き家対策は、活用の施策として、空き家バンクと空き家リフォーム補助金があります。

成果として、空き家バンクは、令和元年度から６年度の６年間で152件の登録があり、うち

96件の成約がありました。空き家リフォーム補助に関しましては、令和３年度に制度を開始
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し、これまで７件の利用をいただいております。 

  これらの施策の効果について、住宅取得希望者の金銭的なハードルを下げ、移住・定住促

進に効果があることはもちろん、活用可能な状態で空き家の流動性を促すため、危険空き家

等になることを未然に防ぐ効果もあると考えております。 

  危険空き家対策としましては、老朽空家等除却支援補助金があります。令和５年度には３

件、令和６年度には７件の実績があり、年々問合せは増えております。 

  クラッソーネとの連携についてですが、すまいの終活ナビは、オンライン上でおおむねの

除却費用や除却後の敷地の売買価格及び空き家の処分等に関する情報を得ることができます。

４月末現在、約320のアクセスがあり、自宅で手軽に検討ができるため、空き家の解体に踏

み切るためのきっかけになると考えております。 

  ③です。 

  周知方法は、啓発用のパンフレットを作成し、窓口への設置及び納税通知書の送付の際に

同封し、お知らせをしております。また、８月末には、各自治会に対し空き家の啓発冊子を

回覧いたしました。また、今年度は、県との共催により我が家の終活セミナーを実施し、空

き家を発生させないための啓発を行っていく予定です。 

  売却、賃貸、リノベーションなどの活用の希望者には、市担当課、伊豆市移住情報センタ

ー９ｉｚｕでの相談や宅地建物取引業協会との協定により、不動産の流通市場による利活用

を案内しております。 

  解体につきましては、市担当課での相談や、すまいの終活ナビや老朽空家等除却支援補助

金の活用などを案内しております。 

  ④です。 

  空き家の利活用を促進するための施策としては、②の御質問でお答えした空き家バンクへ

の登録件数を増やすことが、移住者に向けた住宅提供支援や起業する際の店舗としての活用

支援につながるのではないかと思います。 

  空き家バンクへ登録いただける際には、空き家バンク登録促進補助金による支援も行って

おりますので、現在、建設部で行っている空家実態調査を踏まえ、活用可能空き家を所有す

る方への働きかけや活用セミナーの開催などを行い、空き家バンクへの登録促進を一層強化

していきたいと考えているところです。 

  ⑤です。 

  令和４年３月作成の空家対策計画では、具体的な数値目標は掲げておりませんが、３つの

空き家対策を定めております。１つ目は、所有者等による空き家等の適切な管理の促進、２

つ目は、特定空家等の発生または増加の抑制、３つ目は、空き家除却後の跡地活用を推進し

ていきます。 

  また、財政面では、国の補助金を活用するとともに市の補助金についても検討し、人員面

では、地域づくり協議会との連携や民間企業との連携の強化、空き家活用に関する部局との
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情報の一元化による事務の効率化などを進めていき、空き家対策を強化し推進していきます。 

  以上でございます。 

○議長（下山祥二君） 再質問はありますか。 

  尾垣和則議員。 

○１番（尾垣和則君） ①について再質問させていただきます。 

  現在、市が把握している危険空き家の件数について、危険空き家が６件、管理不全空き家

が16件とのことですが、先ほど答弁いただいた空き家の分類ごとに何件あるのか、お尋ねし

ます。 

○議長（下山祥二君） 建設部長。 

○建設部長（山口吉久君） 先ほど申し上げました分類に当てはめますと、危険空き家４件、

管理不全空き家が14件、合計18件の住宅は、二次的住宅、賃貸・売却用を除くその他の住宅

に該当します。 

  報告いたしました危険空き家等の件数ですが、空家等対策協議会で報告した件数であり、

協議会では、住宅以外の旅館などのビルも含めて対策を協議しており、統計上の分類には該

当しない旅館などの建物も危険空き家等の件数に含まれております。そのため、分類に該当

しない建物が危険空き家６件のうち２件、管理不全空き家16件のうち２件あり、いずれも旅

館などのビルとなっております。 

  以上でございます。 

○議長（下山祥二君） 尾垣和則議員。 

○１番（尾垣和則君） 市内に現存する空き家として、住宅以外の老朽化している旅館などの

ビルも特定危険空き家として分類し把握している件数と理解しました。これからも住宅以外

の危険なビルなどの建物も把握し、対策をお願いいたします。 

  続きまして、今お答えいただいたそれぞれの分類ごとの危険空き家及び管理不全空き家に

対してどのような対策をされていますでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 建設部長。 

○建設部長（山口吉久君） 賃貸・売却用の住宅であれば、宅地建物取引業との連携により対

策をしておりますが、統計上の分類ごとの対策は特にしておりません。 

○議長（下山祥二君） 尾垣和則議員。 

○１番（尾垣和則君） それでは、分類ごとではなく、空き家所有者に対する対策は具体的に

どのようにされていますでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 建設部長。 

○建設部長（山口吉久君） まずは所有者及び管理者の特定が必要となりますので、税務課等

から情報をもらいながら所有者の特定を行います。所有者の死亡により相続が発生し、相続

人の特定が困難な場合には、司法書士に委託し、相続人を特定しております。 

  所有者等が判明した場合は所有者、相続人がある場合は全ての相続人に対し、写真つきで
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空き家の現状をお知らせし、適正な管理を促す文書とともに、意向に関する調査票及びパン

フレット等を送付しております。意向の調査により電話番号等連絡先が判明した場合には、

直接電話等で解体等を促しております。 

  以上でございます。 

○議長（下山祥二君） 尾垣和則議員。 

○１番（尾垣和則君） 空き家の所有者が判明し、適正管理を促したり処分方法をパンフレッ

ト等でお知らせする対策の成果について、それが有効だったのかどうかをどのように評価す

るのかをお尋ねします。 

○議長（下山祥二君） 建設部長。 

○建設部長（山口吉久君） 対策の成果ですが、令和６年度の空家対策協議会で報告いたしま

した危険空き家６件のうち１件を解体していただき、もう一件は、屋根などの改修など安全

対策をしていただきました。管理不全空き家につきましては、16件のうち４件を解体してい

ただきました。 

  有効であったかの評価ですが、所有者に空き家の適正な管理を促すことで、今回のように

これをきっかけに解体に踏み切った方もいらっしゃいますし、全ての地区対象ではございま

せんが、解体に関し補助金があることを知って解体を検討すると言ってくださった方もいら

っしゃいます。また、相続等でもめている方につきましても、相続人同士で話し合うきっか

けになったといったことも聞いておることから、一定の効果はあったものと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（下山祥二君） 尾垣和則議員。 

○１番（尾垣和則君） 空き家対策は、所有者と行政が一体となって取り組む課題であるとの

認識をしているがゆえに、情報の公開や収集の一元化が必要と考えます。 

  そこで、再度質問です。今年度中に市独自の空家実態調査を実施するとのことですが、こ

の結果の市民への公表などはされますか。また、公表するならば何をもって公表されますか、

お尋ねします。 

○議長（下山祥二君） 建設部長。 

○建設部長（山口吉久君） 個々の案件に関しましては、個人の財産に関する情報であるため、

市民に公表することは考えておりませんが、アンケート調査の集計結果など空き家の活用に

関することや解体につながりそうな情報につきましては、市のホームページや広報、空家対

策協議会など、様々な媒体で公表を考えております。 

  以上でございます。 

○議長（下山祥二君） 尾垣和則議員。 

○１番（尾垣和則君） その空家実態調査の結果をもって次年度の空き家対策の見直しを図る

ということですが、それぞれの分類、空き家の種類ごとに、より具体的な対策、検討を講じ

ていかなければ成果は出てこないということを心配しますが、どのように考えますか。 



－130－ 

○議長（下山祥二君） 建設部長。 

○建設部長（山口吉久君） 空き家の分類、種別ごとの具体的な対策は今後の検討課題と捉え

ております。先進市町、民間事業者の対策などを参考にして進めていきたいというふうに考

えております。 

  市が現時点で実施している対策としましては、まず、空き家が自分のものであり、その管

理責任が自分にあることを知っていただく必要があると考えております。空き家をお持ちの

方へ約2,300件のアンケート調査を実施しており、今回の空き家の実態調査は、空き家の適

正管理を促す一つのきっかけになったのではないかと考えております。 

  今年度は空き家予防セミナーを行いますが、今後、個別相談会も開催し、現在の空き家だ

けでなく、空き家になる前の段階から対策をしていく必要があるというふうに考えておりま

す。 

  以上でございます。 

○議長（下山祥二君） 尾垣和則議員。 

○１番（尾垣和則君） 続きまして、②について再質問です。 

  空き家バンクは、市のホームページや提携不動産業者を通じて販促活動を行っていただい

て、今まで６年間に96件の成約ができたというのは、登録数に対しては非常に高い成約率だ

と思います。この８月末現在の空き家バンク登録件数は、売却用が32件、賃貸用が８件の合

わせて40件となっています。 

  先ほどの①でお答えいただいた令和５年データとなりますが、市内の空き家が売却用で

650件、賃貸用で1,530件あるという中で、空き家バンク登録数が合わせて40件というのは、

あまりにも空き家バンクというものが世間の中で埋没してしまっていないかと危惧いたしま

す。所有者も、その物件を求める方々も、空き家バンクを知らなかったから使っていないと

いうことがないようにしていただきたいと思います。 

  空き家バンク登録の成約率が高いことから、知らないというのは非常にもったいないとい

う感が否めません。ゆえに、今の空き家バンクの内容を再検討していただくか、もっと所有

者に対して市の支援を知っていただくために、現行の方法以外にもできることを進めること

により、空き家バンク自体を認知していただき、活用したいと思っていただくことができな

いものかと考えますが、それについてのお考えをお尋ねします。 

  また、移住者や起業をしようとお考えの方に向けて、店舗や店舗併用住宅、事業用物件の

登録もお願いしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 総合政策部長。 

○総合政策部長（新間康之君） 空き家の利活用については総合政策部で所管しておりますの

で、私からお答えをさせていただきます。 

  議員御指摘のとおり、空き家バンクに登録していただければ、多くの方に活用していただ

けることが見込めますので、空き家の情報をいかに空き家バンクに登録していただくかとい
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うことが重要であると考えております。先ほど建設部長から答弁させていただきましたが、

現在、建設部で空き家の実態調査を行っておりますので、まずはその調査結果を確認させて

いただいて、それをもって認知度を高めるためのより効果的な周知の方法を考えてまいりま

す。 

  それから、住宅以外の店舗、事業用の物件につきましては、現在、空き家バンクとは別に、

物件情報といたしまして産業部でホームページに掲載をしている状況です。 

  今後、住宅以外の物件の空き家バンクでの取扱いをどうしたらいいかということにつきま

しては、宅地建物取引業協会と検討させていただきたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（下山祥二君） 尾垣和則議員。 

○１番（尾垣和則君） ありがとうございます。 

  今後の空き家対策を進めていく上で、令和４年３月に策定された空家等対策計画による３

本の空き家対策である１つは、所有者等による空き家等の適切な管理の促進、２つ目に、特

定空家の発生または増加の抑制、３つ目に、空き家除去後の跡地利用の推進を基に、市とし

ても現在大きく進めていただいているものと認識していますが、さらなる推進をしていただ

くため、空き家所有者や施策担当部署同士の情報の共有化や事務の効率化をはじめ、空き家

対策に関して国や県の補助金の活用を進めてさらなる充実を図っていただき、移住希望者や

地域住民の満足に結びつけていただけるように切にお願いいたしまして、一般質問を終わら

せていただきます。ありがとうございます。 

○議長（下山祥二君） よろしいですか。 

  これで尾垣和則議員の質問を終了いたします。 

  ここで、10時10分まで休憩といたします。 

 

休憩 午前 ９時５６分 

再開 午前１０時１０分 

 

○議長（下山祥二君） 休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

 

◇ 浅 田 藤 二 君 

○議長（下山祥二君） 次に、議席番号３番、浅田藤二議員。 

〔３番 浅田藤二君登壇〕 

○３番（浅田藤二君） 皆さん、こんにちは。３番、浅田藤二です。 

  議長の許可を得ましたので、一般質問させていただきます。 

  市長にお伺いいたします。地元で出産できる環境整備と意識改革について質問いたします。 

  私たちが病院で出産することが決まりのように思い出したのはいつの頃からだったでしょ
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うか。私は、母親の実家で地元のお産婆さんに取り上げていただき、この世に生を受けまし

た。私の時代から上の方は、多分お産婆さん、今でいえば助産師さんに取り上げていただい

た方が多いのではないでしょうか。 

  産科が伊豆市になくなり、出産する場所がなくなったかのように捉えている方がいますが、

市内には助産院という他に誇れる出産の場所があります。ここに力を注ぐことで、安心して

出産できる場所が伊豆市にはあると内外に示すことができ、子育て全力宣言につながってい

くのではないでしょうか。 

  私たち市民は、病院で出産することが常識ではなく、自分たちがそうだったように、家で、

あるいは近くの助産院で出産することが、産後ケアを含め、安心であると意識改革をしてい

かなければならないと思っています。そこで、以下の件について質問します。 

  ①安心して地元で出産できる伊豆市の取組。 

  ②市内で出産できることの周知。 

  ③助産院開院に関する行政の支援体制。 

  ④性（生）教育への取組。 

  ⑤民間会社との助産師のための雇用連携（兼業支援）。 

  ⑥助産師研修制度の創設。 

  以上、質問いたします。 

○議長（下山祥二君） ただいまの浅田藤二議員の質問に対し、答弁を求めます。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） 浅田議員はお母さんの実家でお生まれになったということですが、私

は、母親の実家が50メートルしか離れていないので、自宅でお産婆さんに取り上げていただ

きました。自然に生まれた時代だなと思います。 

  御承知のように、県の看護学校に、東部の市長会、町長会、県議会議員の皆さんが力を合

わせて助産師課程を開くこともできました。真逆なのが実はドイツで、ほとんどの女性が帝

王切開で出産しているんですね。理由はよく分からないんですが、ちょっと違和感を感じた

こともございました。やはり自然な環境の中で穏やかに出産していく環境整備というのは行

政の役割だなと思っているところです。 

  個々の御下問については、健康福祉部長に答弁をさせます。 

○議長（下山祥二君） 次に、健康福祉部長。 

○健康福祉部長（大石 真君） ①と②については、合わせてお答えさせていただきます。 

  伊豆市内で出産ができる施設は、現在、桃太郎助産院のみとなりますが、その桃太郎助産

院との連携により、困っている産婦には助産師自らが訪問し、寄り添い、相談を受け、安心

して出産ができるよう環境を整えております。 

  また、ファミリーのための子育てマガジン「ｆａｍｉｌｙｉｚｕ」やインスタグラムで桃
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太郎助産院を紹介したり、ＦＭＩＳにおいても、週１回、小栁院長による子育てに関する番

組を放送するなど周知をしておりますが、助産院でも出産ができることについて、産院選び

の選択肢となるよう、さらなる周知を行いたいと考えております。 

  ③です。 

  助産院開設者に対する補助制度としては、静岡県の産科医療施設等整備事業費補助金にお

いて、産科医療施設の新設、増築、改築等の費用や医療機器購入に対する助成を行っており

ます。また、市単独の補助制度として、伊豆市助産施設整備事業費補助金において、助産施

設の整備に要する経費の２分の１、上限250万円となりますが、そちらで支援しております。 

  ④です。 

  出産予定日の近い母親や父親に対して行っているコアラ教室の中で、命の大切さなど、生

教育に関する話をしております。また、保健師による赤ちゃん訪問時に家族計画についても

指導をしているところでございます。 

  ⑤です。 

  一般的に助産師は、病院もしくは助産院に所属している方が多いため、民間会社との雇用

連携というのは現在行っておりません。 

  ⑥となります。 

  助産師の研修制度については、静岡県助産師会や静岡県看護協会等の機関において各種専

門研修を開催しておりますので、市として研修を行う考えはございません。 

  また、県立看護専門学校の助産学科が県の東部市長会の要望により設立された経緯から、

学生の実習の受入先を確保するために、毎年、看護専門学校と東部市長会を構成する11市で

調整会議を開催しております。桃太郎助産院でもこの実習を受け入れておりますので、市と

しても協力してまいりたいと思います。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 再質問はありますか。 

  浅田藤二議員。 

○３番（浅田藤二君） 今回の質問に当たり、伊豆市で唯一の出産施設、桃太郎助産院に通わ

せていただきました。皆さん、「伊豆市で子供を産めるの？」という考えの方が多いのかな

なんて想像していますが、桃太郎助産院の入り口を開けると、赤ちゃんと出産予定の若いお

母さんたちが部屋中に広がって楽しそうに助産師の話を聞いておりました。赤ちゃんの声が

するのは本当にうれしくなります。伊豆市にそういう場所があるということをぜひ皆さんに

知っていただきたいなというふうに思っております。 

  小栁院長が、「赤ちゃんは、何かしてもらいたいときに泣きます。例えばミルクを定時定

量で与える指導を受けてしまうと、真面目な親は定時定量を守り、赤ちゃんが泣いてもミル

クを時間が来るまで我慢させてしまうようなことがある」と言っていました。泣いても駄目

だと赤ちゃんが諦めてしまうと、この大人は何を言っても駄目だなということで泣かなくな
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ってしまうそうなんですね。自分の子育ての頃を思い出しながら今回の質問をさせていただ

きたいと思います。 

  ①、②、まとめてお答えをいただきました。様々な取組をされているということで、承知

いたしました。 

  周知の努力はされているのに、冒頭私が申したとおり、「子供を産めるの？」ということ

が本音というか、大半の住民の考えかなというふうに思ってしまうんですけれども、周知の

努力はされているのに、やはり病院で産むほうが安心だと思ってしまうというようなことが

現実かなと思っています。 

  当事者は助産院で産みたい、今、薬に頼らないで産みたいというお母さんなんかがどんど

ん増えております。そういったことで、助産院で自然な形で産みたいというような若いお母

さんたちの言葉があるんですけれども、親たちが心配して、やっぱり病院でということで病

院を選択してしまう例があるようです。その不安を取り除いていかなければならないという

ふうに考えております。それを取り除くことで伊豆市で安心して子供を産むことができ、産

後ケアも充実しているというイメージづくりにつながっていくんだと思っています。 

  小栁院長に伺うと、出産は、人間の営みの中で全く自然なことで、決して病気のように捉

えないでほしいというふうに強調されていました。また、病院とは常に連携して、非常事態

の対応にも備えているということでした。 

  ２点ほど伺いたいと思います。 

  伊豆市には病院の産科がありません。だから、近くにある、全国的に見てもあまり例がな

い、出産まで取り扱う助産院があることを大切にし、持続可能な伊豆市にするために、それ

こそ総合計画に入れておくべき事項だと考えますが、御意見、御見解をお伺いいたします。 

  もう一点です。実家へ帰り出産したい人や結婚して伊豆市に移住した方が窓口で出産でき

る場所はありますかと尋ねると、人によるかとは思うんですが、伊豆市には出産する場所は

ありませんという回答と、順天堂病院を案内されるそうです。このことに小栁院長は非常に

悩んでおりました。それは前のことじゃないんですか、今でもそういうことがあるんですか

と聞き直したんですね。そしたら、今でも、人によるんでしょうけれども、そういう案内を

されているようですという回答がございました。ぜひこのあたり、窓口職員、伊豆市職員へ

の周知についてどのようにされているか、お伺いしたいと思います。 

  ２点、よろしくお願いいたします。 

○議長（下山祥二君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（大石 真君） 現在、第３次伊豆市総合計画を検討しているところでござい

ますが、総合計画ではあくまで大枠のビジョンを示して、細かいところについては個別計画

で定める形となっております。 

  本件については、昨年度、伊豆市第１期こども計画を作成したわけですけれども、その中

で、妊娠から出産まで切れ目がない支援体制の充実というところで、安心して子供を産み育
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てることができるよう、近隣市町と協力して産科医療体制の継続に努めると記載しておりま

す。これは、桃太郎助産院も含めた現在の医療体制を維持していくということで掲げている

ところでございますので、このこども計画に沿った形で支援していきたいというふうに考え

ております。 

  ２点目の順天堂大学病院を案内されてしまうということですが、このあたり、基本的に

我々というか、健康福祉部としては、そういうことはないというふうに思っているんですけ

れども、もしそのようなことが事実であれば、非常に残念なことだと考えております。 

  県内でも、やはり分娩までできる助産院というのは非常に少ないわけで、東部だと桃太郎

助産院のほかには沼津にあるくらいですけれども、そういった中で、桃太郎助産院で出産ま

で行うことができる、そういった貴重な場所であるということを、我々健康福祉部としても、

職員にも今後周知をしてまいりたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 市長。 

○市長（菊地 豊君） 御指摘の桃太郎助産院は、私も何度も何度も伺って、先生ともお話を

したことがあるんですが、大体年間40～50人ぐらい取り上げていただいているんですね。た

だ、市外の方が多いので、市民の方は多分半分以下だと思います。 

  そこで、助産院で出産する場合も５回は提携病院に通院しなければいけませんので、私が

市長になって最初にやったのが、桃太郎助産院が提携していた伊東市民病院への気持ちとし

てはタクシー代のつもりで、３万円の出産準備手当を母子手帳を交付するときにお渡しする

ようにしたんですね。その後、順天堂病院とも提携をしましたから、今は桃太郎助産院で出

産する方は、提携先の病院は複数選択肢ができたんで、その後、少しこれを増やさせていた

だいて、通院以外にも負担がありますので、今、出産準備手当は10万円まで上げさせていた

だいたところです。 

  したがって、産科の病院はないけれども、市内でしっかり出産できるための御負担をなる

べく軽減して、そして自然な出産ができるようにかなり支援をさせていただいたつもりでは

ございます。 

  ただ、今、議員の御指摘で、さすがに私は恥ずかしながら承知していなかったんですが、

よくあるパターンで、出産だけではないんですけれども、市内にあるから助産院でと言うと、

大体御家族が、いやいや、病院のほうが心配ないからと。 

  これ、実はほかにもケースがあって、終末期医療は伊豆赤十字病院でもできるんですが、

亡くなった後、御家族から、なぜ順天堂病院へ行かせなかったんだという御指摘があるらし

いんですね、どうも。先ほど尾垣さんのお話の中でも、空き家対策で、最初は「ああ、いい

よ。使って、使って」という話も、だんだん御家族とか親戚が来ると、いや、そんなの駄目

だということになることがかなり多いようなんです。 

  そこで、そういったことをもろもろ考えますと、情報発信先が本当に当事者だけ、今回で
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あれば出産を予定している親御さんだけでいいのか、御家族とか親戚の方も含めて情報発信

しなければいけないのかということを考えると、総合計画に載せるのがいいのかはまた検討

しますけれども、やはり全ての市民に情報を共有していただくことがなければ、当事者だけ

に情報発信してもひょっとしたら効果が薄いのかなということを考えた次第です。その対策

については検討させてください。 

○議長（下山祥二君） 浅田藤二議員。 

○３番（浅田藤二君） 既にお答えをいただいていますが、確認の意味でもう一度質問させて

ください。 

  伊豆市での出産の最後のとりでとなる助産院に力を入れることは、部長から説明があった

んですが、細かな部分ではなくて、まちの将来を左右する大枠のビジョンだと私は考えます。

ぜひ再考いただいて、総合計画の中にこれを力強く支援していくということで載せていただ

くことを切にお願いいたします。 

  そして、２点目ですけれども、市長から答弁があったとおり、選択肢という意味で助産院

で出産できるということを周知すること、様々な制度を設けていただいて、既にいろんな障

害は取り払われているという状況もぜひ周知していただきたいと思います。選択肢があると

いうことが非常に重要だと考えますので、職員の方だけでなくて、住民も、伊豆市で子供を

産めるんだよということを口々に広めていく、そしていろんな制度もあるんだよということ

をこの質問を通じていろんな方に分かっていただきたい、知っていただきたい、そんなこと

を考えて今回質問をさせていただいております。 

  細々、事前に説明をしていただいているものですから、答弁は結構です。 

  ③に移らせてください。 

  助産院開院に関する行政の支援体制ということでお答えをいただきました。すごくすばら

しいなと思ったんですけれども、県・国の助成制度だけでなくて、市単独でこういった制度

があるのは本当にすばらしいことだと私は思います。担当者の強い意思と思い、周囲の理解、

協力がないとこれは実現しないなと思ってその制度を読ませていただきました。 

  それに関して、例えば伊豆市に産科を誘致する努力をされていると思うんですけれども、

誘致にはどれくらいの費用がかかると見込んでいるのか、教えていただきたいと思います。

お願いします。 

○議長（下山祥二君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（大石 真君） なかなか難しいところはありますけれども、分娩施設を有す

るような産科を開業するためには、一般的に１億円以上は必要というふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 浅田藤二議員。 

○３番（浅田藤二君） やはり予想していたとおり、大変な費用がかかるということでござい

ますね。 
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  伊豆市助産施設整備事業費補助金、市単独で備えた補助金があるということですので、そ

の実績と効果をどのように考えているか教えてください。 

○議長（下山祥二君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（大石 真君） 令和４年度から５年度にかけて桃太郎助産院で分娩が重なっ

たときに入院する部屋の増室とか、あと災害時に妊婦が避難場所として利用できるようにち

ょっと改築をしたいという御相談がありまして、当初は県の補助金制度を使おうと考えてい

たんですけれども、ちょっと県の基準にまでは合致しないということで、伊豆市単独で少し

でも補助したいということで、そのときは上限の250万円を補助させていただきました。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 浅田藤二議員。 

○３番（浅田藤二君） そういった効果があるということで、私も、桃太郎助産院を訪ねたと

きに部屋いっぱいにいて、また、その上にその施設補助金を使った建物があって、そこにも

たくさんの若いお母さんたちがいて、すごい効果だなと思って見させていただきました。 

  それを踏まえて、産科を誘致する費用や効果とこういった助産施設補助金のさらなる充実

を考えていくことを比較して、伊豆市の将来に向けてどのように考えていらっしゃるか、お

尋ねいたします。 

○議長（下山祥二君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（大石 真君） 今、全国的に出産数の減少とかハイリスク出産への対応とい

うのが困難ということで、全国の市町村のうち６割に出産可能な施設がないというふうに伺

っております。そういった中で、伊豆市は幸い市内で産むことができて、産科がある順天堂

静岡病院が近くにあるということで、その面ではまだ恵まれているというふうに感じており

ます。 

  まずはやはり今の状況を保てるように、既存の桃太郎助産院とかの支援というのをしてい

く必要があるというふうに考えております。その上で、もし産科とか助産院の新設の話があ

った場合は、補助金の増額も含めて、改めて支援策というのを検討してまいりたいと考えて

おります。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 浅田藤二議員。 

○３番（浅田藤二君） ぜひよろしくお願いしたいと思っております。 

  それでは、④の性（生）教育への取組について質問をさせていただきたいと思います。 

  しっかり教育をしているんだよということでお伺いいたしましたけれども、小栁院長と会

話をする中での話をちょっと紹介していきたいと思います。 

  私たちの性（生）教育のイメージとは少し違っておりまして、小栁院長いわく、性（生）

教育は、何のために生まれてきたのか、命の大切さを指導する教育だと言われていました。

先ほどから触れてきました出産は、人間の営みの中でごくごく自然なものといった話をする
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そうです。 

  ３億個の精子に３日間の命が与えられます。アルカリ性の精子は、女性の体内に入ると、

一番苦手な酸性の海に入っていかなければなりません。仲間がどんどん減り、たった一個の

卵子に３億分の１、全ての難関をクリアした１個の精子がたどり着き、生命が誕生する、ま

さに私たちの誕生は、３億分の１、奇跡だと思うんです。 

  生まれてくること、病を得ること、老いていくこと、死んでいくこと、生、病、老、死、

私たちにはどうにもならない人生の不条理を受け入れて、その中に生きる意味を見いだして

いく。お父さん、お母さん、パパ、ママたちに、命の大切さ、命の生かし方、何のために生

まれてきたかを大人たちに説いていらっしゃいます。 

  こういった本当の意味での性（生）教育が出産の意識改革につながっていくと思います。

御所見をお伺いいたします。 

○議長（下山祥二君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（大石 真君） まさに桃太郎助産院の性（生）教育というのは、命の大切さ

というのをお母さん、お父さん方にお話しされているということで、やはり命の大切さを知

った上で母親とか父親になるということは、いつの時代においても大切なことだと考えてお

りますので、もちろん助産院さんでやっていただくのも含めて、我々の保健師にそういった

ところを重点的に教育していくような形で、この小栁先生の考え方というのを伝えていけれ

ばというふうには考えております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 浅田藤二議員。 

○３番（浅田藤二君） こういった考えが広まっていくことで、自然な形で出産するというこ

とも意識の中に入っていくんではないかなというふうに思っております。 

  ⑤に移らせていただきます。 

  民間会社との助産師のための雇用連携（兼業支援）についてお伺いいたしました。特に行

っていないという御回答をいただきました。 

  全般ですけれども、線引きすることも非常に大切なことだと思いますけれども、ここに住

む人たちのためになるんだったら積極的に手を挙げて間に入り、政策を進めていくのが行政

だと思って信頼し、応援する気持ちを住民は持っていくんじゃないかなというふうに考えて

おります。 

  幾つか提案をさせていただきたいと思います。 

  助産師資格を取って伊豆市に戻って、すぐに開業したり自分のなりわいにするのはなかな

か難しいことかなというふうに考えます。市内企業で働きながら受入れ企業の理解の下、出

産のときには駆けつける。桃太郎助産院をはじめとする幾つかの助産施設に駆けつけて出産

に立ち会う助産師を社員として受け入れてくれる協力企業に、消防団の協力事業所のような

ＰＲなどの制度はできないでしょうか、お尋ねいたします。 
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○議長（下山祥二君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（大石 真君） 助産師資格を取得した後に開業したいという方は、少しでも

経験を積む、多くの症例に立ち会っていきたいと考えるのが普通だと思いますので、市内企

業で働きながらというのはちょっと難しいとは考えるんですけれども、ただ桃太郎助産院に

は、全国から実習のため学生が来られる。先日私が伺ったときも、確かに札幌の天使大学と

いうところから来ていたりしました。あと、また助産師として今勤務している方でも、病院

を例えば１年間休職して桃太郎助産院で研修するということも考えられます。 

  そういった研修で来られた方が学びながら、短期間になるかもしれませんけれども、例え

ば市内でアルバイトを行うとかということであれば、学生にとっても生活費を稼げますし、

企業にとっても人手不足の解消につながる。また、市民とつながることで来ていただいた方

に伊豆市に愛着を持っていただけるのではないかと考えます。 

  いずれにしても、我々も桃太郎助産院に現状を確認した上で、何か行政として支援できる

ことがないか検討してまいりたいと思います。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 浅田藤二議員。 

○３番（浅田藤二君） ありがとうございます。 

  最後にお言葉をいただきました。とにかく院長先生と話をされて、行政としてどういった

ことができるのかということを聞いていただきたいなというふうに思っております。 

  もう一つ、民間の企業の例を挙げて提案をさせていただきたいと思っております。 

  閑散期の対応になるようですけれども、３泊４日、４泊５日でホテルの部屋を産後ケアの

場として提供している自治体、あるいは助産施設もあるようです。伊豆市はいろんな宿泊施

設がございますので、こんなことを実現できたらいいなというふうに思っております。 

  というのは、50万円、出産助成金という形で一律にどの自治体の妊婦にも出ると思うんで

すけれども、それに加えて、東京都あたりを調べますと、30万円から50万円近くプラスアル

ファで出ているようです。 

  実際にこちらへ帰って出産したいという方にその辺を知らせる。例えば行政じゃなくてＤ

МＯあたりが間に入って仲介ができる制度ができたらどうかなと考えているんですけれども、

その辺、答えは突然で難しいかと思うんですが、そういったこともこの伊豆市の特徴を生か

した何かになるんじゃないかなというふうに考えております。お答えできたらよろしくお願

いいたします。 

○議長（下山祥二君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（大石 真君） 全国的には出産手当金ということで、出産した場合に現在で

いうと50万円です。これは加入している保険から出るということで、東京都などは、例えば

無痛分娩した場合にプラスで10万円支給するとか、様々な手当を積み上げているところはあ

ります。 
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  伊豆市においても、先ほど市長が申し上げたように、出産準備手当ということで、妊娠22

週を迎えた方に対しては10万円をお渡ししていたり、トータルで見たらほかに引けを取らな

いというふうには私は思っておるところなんですけれども、そういったことをどうしても当

事者しか知らないというところがあるので、こういった事実というのを市民の皆様で共有し

て、伊豆市はこんな制度があるよということを例えば企業の方にも知っていただくことで、

それが伊豆市での出産を増やすことにもつながるということを感じていますので、ちょっと

答えになっているか分からないですけれども、せっかく伊豆市で整備している制度というの

をもう少し市民全体に周知していく活動を健康福祉部としても行ってまいりたいと思います。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 浅田藤二議員。 

○３番（浅田藤二君） 今回の質問全体を通じて、こんなすばらしい制度があるのに知られて

いない、ぜひこういった伊豆市のすばらしい取組をいろんな方に分かってもらうような、市

民の皆さん、ちゃんと安心して産める施設があるんだよということを何とか知っていただく、

そんな努力がこれからさらに求められ、必要なのかなというふうに思います。だってこんな

いいことをやっているのに知られていないというのはちょっとどうかなと思いながら、やり

取りをずっとさせていただいております。 

  ⑥の助産師研修制度の創設について質問をさせていただきたいと思います。 

  市として研修制度はできない、考えていないということで御回答をいただきました。市で

なくて助産院でそういった制度ができないかなというふうに考えています。 

  伊豆半島の南部でも子供を産める病院がなくなってしまいました。今、桃太郎助産院では、

伊豆半島南部の出産や産後ケアも受け入れております。伊豆市に安心して子供を産めて充実

した産後ケアを受けられる場所はちゃんとあるんです。先ほど来ずっと言っているんですけ

れども、このことを私たちはしっかりと認識し、誇りに思って、さらに充実させることが大

切だと考えております。 

  伊豆市内で行われている助産師の実習生が、先ほど部長の答弁にもありましたとおり、遠

くは北海道、全国から来ていると、20代の女性がたくさん来ているということでございます。

これはチャンスにならないかなというふうに考えます。 

  行政が研修を主催するんじゃなくて、助産院に来る実習生に、数年間は伊豆市にとどまる

ことを条件にして支援制度を設けていく。また、助産院開設の際は、さらに充実した助産施

設整備事業費補助金を案内していく。私は、何を言っているんだと言われるかもしれないん

ですけれども、すごく大きな助産施設が地域づくり協議会の単位でできて、お互いに協力シ

ステムが整えば、日本一安心して出産・子育てのできるまちにつながるんじゃないかなとい

うふうに考えております。先ほども申し上げましたとおり、薬に頼らない、自然な形で出産

したいニーズもだんだん増えていると認識しております。 

  ニュージーランドの関係者が、今から数十年前、大分前ですけれども、日本の助産院に研
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修に来て助産師の取組を勉強し、自国の病院頼りだった出産のシステムを、助産師を中心と

した地域の制度に変更したそうです。先ほど市長からもドイツの例がありましたけれども、

ニュージーランドも帝王切開率80％だったそうです。15年間そういった取組をしたところ、

80％から30％へ帝王切開率が減少したと報告されています。 

  昔、日本で勉強した方がお年を取られて、日本はまたどうなっているのかなというふうに

見に来たそうです。そしたら、ああ、昔のニュージーランドになっていると言って帰ってい

ったそうです。そんな話がありました。 

  今回の質問が市民の皆様の出産に対する意識改革につながって、日本一安心して出産でき

る子育てのまちにつながることを願っています。そして、伊豆市が進むべき道しるべ、次の

総合計画にも盛り込んでいただくことを切にお願いいたします。 

  今回の質問は、地元で出産できる環境整備と意識改革をテーマとしました。小栁院長は、

御高齢にもかかわらず精力的に活動をされております。先ほど市長からお話があったとおり、

多いときで40組前後の出産に立ち会っていたということです。今は20件前後に減少している

ということでした。小栁院長がお元気な今、力を注いでいかなければ、最後のとりでの市内

で子供を産める場所が近い将来なくなってしまう。伊豆市が伊豆半島の出産と産後ケア、子

育ての中心となり、伊豆人を育てていく。 

  市長に全体を通じて御所見をお伺いし、質問を終わりたいと思います。 

○議長（下山祥二君） 市長。 

○市長（菊地 豊君） 今御指摘いただいたニュージーランドの例はちょっと刺さりましたね。

そうならないように地方自治体としてできることはやるし、また、必要であればぜひ国にも

訴えていきたいという思いを強くいたしました。 

  できれば地域づくり協議会にそれぞれ助産院をということですが、市長として見た場合に

はまず土肥ですね。産科の誘致は非常に難しいということがよく分かります。最初は、私が

市長になった頃、まだ伊豆日赤に産科がありましたので、なくなった後いろいろ勉強したん

ですが、ある県では産科医を5,000万円で誘致したところもございました。ところが、勤務

医はそんなに給料が高くないところで産科だけ5,000万円だとうまくいかなくて、１年か２

年でそこも続かなくなったんですが、やっぱり３人の産科医を安定的に確保して全ての施設

を整えるというのは、伊豆市では現実的ではありません。本当に危ないときには順天堂病院

に依存しながら、できることをしっかりやっていくのが正しい政策だろうと思います。 

  その中で、やはり峠越えで１時間以上かかる土肥の皆さんが、出産前、それから産後ケア

に常に１時間来なければいけないというのは負担だなという感じがしています。安定的に桃

太郎助産院のブランチをつくることはまだすぐにはできませんので、先ほど御指摘いただい

た例えば助産師の研修を土肥でやって、そこに産後ケアのお母さんたちにも来ていただくよ

うな、まずできることから始めて、可能であれば助産院のブランチを土肥に設置するという

のがまずは望ましい政策だろうと考えております。 
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○議長（下山祥二君） 浅田藤二議員。 

○３番（浅田藤二君） 最後になります。 

  今回御回答いただいたことを積極的に施策として展開していくこと、これが非常にこれか

ら伊豆市に重要になってくると私は考えております。 

  真摯にお答えをいただきまして本当にありがとうございました。終わります。 

○議長（下山祥二君） これで、浅田藤二議員の質問を終了いたします。 

  ここで、11時まで休憩といたします。 

 

休憩 午前１０時５１分 

再開 午前１１時００分 

 

○議長（下山祥二君） 休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

 

◇ 波多野 靖 明 君 

○議長（下山祥二君） 次に、議席番号８番、波多野靖明議員。 

〔８番 波多野靖明君登壇〕 

○８番（波多野靖明君） 議席番号８番、波多野靖明です。 

  議長の許可を得て、通告どおり一般質問を行います。一括質問とし、発言予定時間を30分

といたします。どちらも市長に答弁を求めます。 

  件名１、老朽空き家除却補助制度の対象拡大について。 

  伊豆市では、老朽化した空き家の除却を促進するため、伊豆市老朽空家等除却支援事業補

助金が設けられております。この制度は、倒壊等の危険性のある空き家を対象に、所有者等

による除却費用の一部を市が助成するものであり、老朽空き家の解消及び地域の安全確保に

資する重要な施策です。 

  しかしながら、当該補助制度の適用には対象地域の要件があり、市内に点在する多くの老

朽空き家がその要件を満たさず、制度の利用ができないのではないでしょうか。特に対象外

地域の空き家について、倒壊や衛生面、防犯上の観点から危険性があるにもかかわらず制度

の対象外とされている点は、市民から改善を求める声が上がってきております。 

  そこで、本補助制度の対象区域や条件について、より柔軟で実効性のある見直しが必要で

はないかと考え、以下の点について質問をいたします。 

  ①現行の伊豆市老朽空家等除却支援事業補助金における対象要件（対象地域など）の設定

理由と背景についてお伺いいたします。 

  ②より多くの市民が空き家除却に取り組みやすくするためにも、補助制度の対象要件の見

直しを検討すべきと考えますが、市の見解をお伺いいたします。 

  件名２、ＤМＯ（伊豆市産業振興協議会）の事業実績・進行状況・今後の展開について。 
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  伊豆市産業振興協議会は、観光庁が推進する地域ＤМＯとして、観光マーケティング、商

品開発、情報発信、連携促進等を担い、行政、観光協会、商工会、ＪＡなどで構成される産

業連携の要となり、伊豆市内が活性化されることを目的とされております。 

  直近では、事業計画の下で、街なかにぎわい創造、観光調査、ブランド創生（ＡМＡＧＩ

ＦＴ）、観光地再生、会員連絡ツール導入等が掲げられ、会員向けの連絡・申請・アンケー

ト機能を備えた会員アプリの運用も進んでおります。 

  そこで、以下の点についてお聞きいたします。 

  ①ＤМＯがこれまで手がけた主なプロジェクトの過去の取組や実績について、可能な範囲

で、名称、期間、関与団体（商工会や観光協会やＪＡ等）また成果をお伺いいたします。 

  ②現在進行中の事業において、実施状況、進捗、課題をお伺いいたします。併せて、会員

アプリにおける情報発信等の運用状況と今後の活用方針をお伺いいたします。 

  ③今後の展開について、来年度を含む今後のプロジェクトの想定する連携先とその効果を

お伺いいたします。 

○議長（下山祥二君） ただいまの波多野靖明議員の質問、老朽空き家除却補助制度の対象拡

大についてに対し、答弁を求めます。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） 空き家といえども所有者がいて、そこには不可侵の所有権があるわけ

ですね。それにもかかわらず行政が課題として扱う、つまりそこに公益性があると考えてい

るのは先ほど申し上げたとおりです。ただ、そこに公金を投じて解体・除却するとなると、

どこまでやっていいのかなという壁に当たるわけですね。 

  もちろん市内にたくさん空き家がある、その中で問題のある空き家も多いことは承知して

おりますけれども、今課題としているのは、大きな災害があるときに通行の妨げにならない

ような幹線道路沿いの空き家除却というのは、明らかに公益性があるだろうという判断です

が、では、防犯・景観上問題があるから、全部に公金を投じるだけの必要性と公益性がある

だろうかと考えると逡巡してしまうわけです。今、正直言ってどこまでやるべきかというと

ころを市長判断としては大変苦慮しているところです。 

  個々の御質問については、建設部長に答弁をさせます。 

○議長（下山祥二君） 次に、建設部長。 

○建設部長（山口吉久君） それでは、①のお答えです。 

  この制度につきましては、全国的な空き家問題の深刻化に伴い、本市においても、高齢化

の進行や人口減少による空き家の増加が市民生活に影響を及ぼしていることを背景に、政策

的に居住を誘導することや災害時における住宅密集地内の空地及び緊急輸送ルート等を確保

することを目的として地域を設定しております。 

  対象地域は、修善寺温泉場地区の商業地域及び第二種住居地域のうち、上神戸、中神戸な
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どの10地区及び特定用途制限地域の地域生活地区及び幹線道路沿道地区となります。 

  ②です。 

  当該補助制度が開始されてから約２年半が経過し、市民の皆様からの御意見や御相談を多

くいただいております。御相談内容として、補助対象区域外の空き家の除却に関する案件も

多くあることから、対象要件を見直すための検討を行う必要性は認識をしております。見直

しにつきましては、現在、空き家の実態調査を実施しております。その調査結果や国の補助

金などの財源確保も含めて検討してまいりたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（下山祥二君） 再質問はありますか。 

  波多野靖明議員。 

○８番（波多野靖明君） 丁寧な答弁、ありがとうございます。 

  ①について確認をさせてください。 

  基本的な方向性としては、対象区域の撤廃も含め、全市的に使える制度へ広げたいという

理解でよろしいでしょうか。また、一気に拡大しない場合、まずは危険度が高い案件に限る

先行枠のような小さなところから始めるように考えているのでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 建設部長。 

○建設部長（山口吉久君） 議員の御理解のとおり、次の補助対象区域は、市内全域に拡大し

たいと考えております。しかしながら、対象区域を拡大することで申請件数が増加しますの

で、先ほど市長が申しましたように、やはり公益性をしっかり担保した上で、補助金がより

効果的に活用されるように、申請件数をより危険度が高い案件に絞るですとか、限定すると

か、補助額の見直し、そのようなものを含めて検討していきたいというふうに考えてござい

ます。 

  以上でございます。 

○議長（下山祥二君） 波多野靖明議員。 

○８番（波多野靖明君） 先ほど市長の答弁にもありましたけれども、やはり私も、最初は公

金を投じるということがどうなのかと思いました。ただ、私のところに届いた声によります

と、実はあの補助金があって、うちは古い空き家が解体できて助かったという方もいますが、

逆に、沿線でなかったりとか対象地域でなくて、あのうちは使えたのにうちは使えなかった

というところにいきますと、今度はやはり公平性というところが疑問視されるのではないか

と思っております。 

  そこで、これは②のほうにも関わってくるんですけれども、やはり市の財政が厳しいこと

というのは私も承知しておりますが、そこで先ほど答弁にあったように、例えば国とか県の

補助メニューの活用ということで、市の直接的な負担を抑える組合せで御検討をいただけな

いでしょうか。また、その辺も今検討しているようなお話もありましたけれども、どこまで

か、可能な範囲でいいのでお聞かせ願えればと思います。 
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○議長（下山祥二君） 建設部長。 

○建設部長（山口吉久君） 現在ですが、予算的には400万円で約８件分を確保しています。

補助金につきましては、特交措置はありますが、市の単費という形で実施しています。 

  国費補助を当然考えるわけですが、やはり条件がございます。全ての空き家が対象にはな

らないというふうに思いますが、利用することは可能であると思われるため、国費補助につ

いても利用して、市の負担を抑えながら空き家の除却件数を増加させていきたいというふう

に現在考えております。 

  以上でございます。 

○議長（下山祥二君） 波多野靖明議員。 

○８番（波多野靖明君） 特に倒壊の危険が高い木造家屋があると思います。先日の一般質問

でもいろいろ危機管理のお話が出ていまして、やはり市長が前から言うように、耐震補強を

してください、命を守ってください、全体ができないのであれば一部屋耐震でもいいだろう

ということで、いろいろと策を練っていただいたと思います。 

  そこで、やはり倒壊の危険が高いというのは古い木造の家屋だと思います。どうしても空

き家になっているということは耐震も多分されていないと思います。そうすると倒壊のおそ

れというのはかなり高くなる。そうしたときに、優先度をやはり見える化する運用が必要だ

と思うんです。 

  例えば市で何かチェック項目があって、じゃ、このチェック項目が当てはまれば補助金を

幾らか出させていただいて空き家の除去に努めると。そうすると、その地域の方にも多分喜

んでいただけるし、今まで解体をしたくてもできなかった、使わない家だからどうしようと

ほっとかれた建物というのも、やっぱり除去される方向にいくと思うんですね。 

  申請が、多くなって、市もうれしい悲鳴なんでしょうけれども、そうしたときにも対応す

るために、例えば年数回まとめての審査をするということで、公平で、しかも現場の負担が

少ない受付方法というのができるのではないかと思うんですけれども、その辺はいかがでし

ょうか。 

○議長（下山祥二君） 建設部長。 

○建設部長（山口吉久君） 今回、補助金につきましては、県内各市町の採択基準がばらばら

です。また、隣の伊豆の国市等、補助金がない市町もあります。その辺の耐震の補助金を出

す上での基準につきまして、今、伊豆市については、おおむね１年以上居住実態がないこと

という形である程度様子を見るということで、比較的ハードルは低く採択できるような形に

しているわけですが、今、議員がおっしゃいましたように、各市町、倒壊ゼロの耐震度数が

1.0以下であることですとか、県・国で示された耐震基準の評価の点数みたいなものを100点

以下という形にするですとか、現地に行って、倒壊の可能性が高いものを評価した上で補助

金を出すというような形と、県内でもばらばらな状況ですので、その辺を整理して、今、波

多野議員がおっしゃいましたようなことを含めて検討していきたいと考えてございます。 
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○議長（下山祥二君） 市長。 

○市長（菊地 豊君） 使われない空き家にどのように対応するかというのは政策として当然

あり得るわけで、伊豆市も進めているわけですね。それを一つずつ選んで除却していくとい

うことは、その政策の中の施策の推進になります。 

  そうすると、ここは行政のテクニックが必要なところで、現実的に１つでも２つでも対象

を増やせればいいわけですね。そうすると、あまり論理的な整合性よりも、この家は例えば

防災上問題があるのか、あるいは防犯・衛生上問題があって、そこにごみがたまって臭いと

か、崩れて迷惑だとか、防災であれば危機管理的な防災の施策だし、治安とか衛生だったら

今度は都市計画の施策になりますよね。あれは見苦しいから何とかしろよということになれ

ば景観の問題なんで、これは観光施策になりますよね。 

  ですから、どの施策でどのような財源を充てていくかという、かなり行政のテクニカルな

問題になってくるわけです。そうすると、国の政策でこれが使える、県の政策でこれが使え

る、市はこうやって使おうかという、いろんな工夫の余地が出てくるので、１つの政策で進

めますというよりは、もう複数の施策を組み合わせて一つでも問題を解決していく、そんな

手法になろうかと思います。 

○議長（下山祥二君） 波多野靖明議員。 

○８番（波多野靖明君） そうですね、確かに財源の組立てはかなり大変だなとは思っている

んです。 

  先ほども言ったように、国とか県の補助なんかも受けることで市の負担は抑えることがで

きると思います。そして、国費とかの条件に合わない案件向けに、例えば市の単費で50万円、

100万円出すミニ枠みたいなものをつけていただくということで、先ほど私も質問したし、

市長もおっしゃった防犯上、衛生上の観点から見て、危険空き家とかの取りこぼしの防止に

つながるんではないかと思うんですけれども、その辺はいかがでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 建設部長。 

○建設部長（山口吉久君） 市長が言われましたが、我々が考えますとどうしても狭い枠の中

にしっかりと当てはめて、これは補助基準に合致する、合致しないという形になってしまい

ます。近隣住宅への影響ですとか、そういうことまでしっかりと考えていかなければならな

いということもあると思いますので、運用につきましては、少し弾力的な部分、今、波多野

議員が言われましたように、財源も含めてやはり考えていく必要があると考えております。 

○議長（下山祥二君） 波多野靖明議員。 

○８番（波多野靖明君） 例えば、リフォームするとか。 

  これ、実は最後にまたお願いというか、提案をしようかなと思ったんですけれども、ニュ

ータウンから熊坂に下るところで、人けがない、民家がないところにごみを捨てる方がいる

んですね。昔、私も商工会の青年部だったときに、ごみが多いからというところで、そこか

ら少しずれたところなんですけれども、ごみの不法投棄をしないようにという看板を作った
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んです。 

  それはなぜかというと、やっぱりごみを捨てられると今度は汚くなっていくんです。でも、

そこが汚くなるということは、どんどんまた次から次に同じようにごみを捨てる方が増えて

いくと。そうすると、これは空き家もそうなんですよね。結局、その空き家があることでま

ちの景観が悪くなっていく。そうすると、そのまちの雰囲気なんかも悪くなっていくんじゃ

ないか、治安も悪くなっていくんじゃないかという心配があるんです。 

  そうしたときに、空き家だけれども、例えば空き家を除去した跡はポケットパークになる

んじゃないかとか、防災用の空き地になるんじゃないか、暫定的に駐車場だとか畑とか、そ

ういうものにも使えますよみたいな事例集という提案を市でもしていただければ、地域の皆

さんも多分応援をしてくださるでしょうし、空き家の持ち主の方も、多分そういうふうに方

向性としては気持ちもなびきやすいと思うんですね。 

  また、例えば空き家でもリフォームをするとこういう補助が出ますよという提案だとか、

今あるメニューの中でそういうものも使えますよという提案をしていただければ、空き家の

除却はかなり進むと思うんですけれども、いかがでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 市長。 

○市長（菊地 豊君） ごみが多いんですよね。私も非常に気になって、でも本当に拾っても

拾っても捨てられて、下の熊坂の三差路からニュータウンに上がっていく道路、やっぱり人

けがないところ、家がないところというのはどうしてもごみを捨てられて、本当に問題だと

思っています。 

  まさにそういった例えば住宅地の中で窓が壊れていたり屋根が落ちていたりすると、かつ

て、ニューヨークの市長が治安が悪くなったニューヨークを立て直すために破れ窓理論、窓

が破れているとどんどん治安が悪くなっていく。そこで、かなり行政が力を入れてまちをき

れいにした、そして効果が上がったということがあって、今、伊豆市はそうなっているとは

思いませんけれども、そうならないようにしなければいけないとは思っています。 

  修善寺ニュータウンが一番最初に着手しやすいモデルだと思って職員には幾度か検討する

指示をしたんですが、私が住む地元のように、空き家に誰が住んでいて誰が親戚でというの

は分からないんですよね、別荘地は。ですから、隣の空き地、空き家が分かるのは税情報だ

けなので、一度市が入って固定資産税を賦課している人に、お隣が欲しがっていますけれど

もいかがですかという仲介ができないだろうかと。 

  ですから、隣の空き家を使えそうだから買いたいとか、隣の空き地を買って庭を増やした

い、駐車場を造りたいというようなニーズがあるのであれば、特に隣近所を知らないニュー

タウンのようなところであれば、市が仲介して、そして所有者と現に住んでいる人の間を取

り持てないかなということを考えたりもいたしました。以前は法的な制約があったようです

が、まず一つはそうやって使っていただけそうな方に情報提供して、少しでも空き地、空き

家を減らしたいという思いが一つはあります。 
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  それから、除却解体後に何らかの形で、ポケットパークとかで使っていただけるのであれ

ば、今度は前向きの施策としてぜひ、これは個別の検討案件になりますけれども、都市計画

課とかに相談していただければと思います。実際に国の制度でも、空き家除却後に道路にす

るとか、ポケットパークにするとか、あるいは伊豆市の場合には火災の延焼を防ぐとか、土

肥であれば津波の避難経路としてどんどん空間をつくっていくとか、いろいろ公益性のある

事業につながる可能性があるものがあると思います。それについては、やっぱり個別の案件

になりますから、一つずつ御相談いただければと思います。 

  それから、少しでも補助金を出してリフォームしていただければという話が最後にありま

したけれども、これは２つ観点があって、１つは、やっぱりいきなり移住される方は、知ら

ない土地で何千万円もかけて家を建てようとは思わないわけですね。やはりまずは空き家を

借りて、それから庭仕事をしてみて、畑仕事をしてみて、気に入ったらそれをさらにリフォ

ームする、あるいは買うとかいう、移住者の一番ニーズの多い田舎的な空き家が欲しいとい

うニーズが１つ。 

  それから、もう一つ、牧之郷のように都市計画を変更して家が建っているところがあるわ

けです。ところが、3,000万円で家を買っていただいたら全部お金が出ていっちゃうわけで

すね、ハウスメーカーのほうに。その3,000万円の投資は、ほぼほぼ市内でお金が回らない。

それを考えると、市内の大工さんの仕事ができて伊豆市の木を使っていただくためには、む

しろ空き家をリフォームしていただいて、そのときの条件として伊豆市の大工さんを使って

ください、伊豆市の木材を使ってくださいのほうが経済効果としてはあるわけですよね。 

  そういったことを考えると、使える空き家は提供していただいてしっかり使わせていただ

きたいという。これはまた先ほどの御質問の中でも、ちょっと伊豆市もまだ情報発信が弱い

のかもしれません。この点については、さらに強化をしていきたいと思っています。 

○議長（下山祥二君） 波多野靖明議員。 

○８番（波多野靖明君） 本当に前向きな答弁をいただいてありがたく思っております。 

  ごみを捨てられる場所なんかは市も対応していただいて、個別の小さなカメラをつけてい

ただいたりとかして対応もしていただいておりますし、特に修善寺のニュータウン地区でと

言ってくれたので、自治会もそういうところには、組合も含めて協力はしていきます。ちな

みに私は自治会長ですので、意思決定もしていきたいと思っております。 

  また、これから相談も増えると思っております。そうしたときに、実は相続ができていな

いような建物という空き家もあると思うんですね。親が持っていたんだけれども、息子が離

れて暮らしているので、相続がしっかりできていなくてずっと空き家になってしまっている。

市外の方が伊豆市内の空き家をお持ちのところもあると思うんですね。そうした場合という

のは補助の対象になるのか、どのように今後考えていくんでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 建設部長。 

○建設部長（山口吉久君） 市内に建物があるということですよね。ただ、今市内に住まわれ
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ていないということですよね。いずれにしましても、とにかく相続人として決定していただ

ければというふうに考えているんですが、私も、市内に建物があるものですから、そこの除

却に市外の方であっても使えるのではというふうに考えているんですが、ちょっとそこが違

っていると、市内に居住されていることと要綱上限定になっているかどうかは、すみません、

今把握していなくて、自分は、現在市内に建物があるのであり、相続人が決まって要件に合

致すれば補助対象になるというふうに考えているところでございます。そちらはまた間違っ

ているようでしたら御報告させていただきたいと思います。 

○議長（下山祥二君） 波多野靖明議員。 

○８番（波多野靖明君） 実は私の居住している地域が元別荘地だったということもありまし

て、そういうところが幾つか点在しているようなんですね。なので、今御質問をさせていた

だきました。 

  先ほど市長に答弁をいただいたように、かなり空き家も、御紹介すると、市内の方がどこ

かに引っ越そうとなったときにストップする場所にもなりまして、割と移住をしてくれるん

ですね。市内から同じニュータウンのほうに居住もしてくれて、またリフォームの補助金な

んかも利用してくれているので、その辺のＰＲをぜひしていただいて、先ほど言ったように、

例えば除去後はこういうような使い方があるんじゃないでしょうかという参考例なんかも提

示していただけると進むと思いますので、よろしくお願いいたします。 

  では、次、ＤМＯについてお願いいたします。 

○議長（下山祥二君） 次に、２問目、ＤМＯ（伊豆市産業振興協議会）の事業実績・進行状

況・今後の展開についての答弁を願います。 

  市長。 

○市長（菊地 豊君） 先日、県の市長会、町長会の合同会議が熱海市であって、何度も熱海

へは行っていますけれども、ゆっくりとあのＶ字回復と言われる熱海の中を御案内いただき

ました。もう本当にさま変わりですね。私が市長に就いた17年半前は、まだメイン通りにも

廃墟のホテルがいっぱいあったし、熱海はひどいなみたいな声を市内でもよく聞いたんです

が、完全に再生されたという感じで、駅前はにぎやかだし、旅館・ホテルはどんどん増えて

いるし、今から800室、2,000人のホテルがさらに幾つもできるそうです。全体として、総数

で800室だそうですけれども。そういったいいモデルがこのすぐ近くにあるわけですから、

別に萎縮せずに、うまくいったところはしっかり参考にさせていただき、市内の経済の活力

につなげていければと思っています。 

  そういう観点で見ると、やはりまだ伊豆市内の温泉地、修善寺であれ、土肥であれ、湯ケ

島であれ、かつてよかった時代の宿泊観光業にほぼほぼ特化している感じがいたします。や

はり東京から１泊のお客様で潤沢ににぎわった頃は、３時にチェックインして10時にチェッ

クアウトするお客様の消費効果だけで十分に賄えたんですね。ところが、今はかなり日帰り

のお客様も増えていますし、そのために伊豆半島の道路改良をお願いしているところなんで
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すが、せっかく来たお客様により長く、より広く滞在していただきたいというところが我々

にはあるわけです。 

  ところが、大切な例えば修善寺駅前とか土肥港の前というのは、そういった観点で観光ま

ちづくりをしてまいりませんでしたので、どうしても温泉場をどのようによくするかという

政策が今やっぱりかなり重視されているんですね。それはそれで引き続き注力するとして、

お客様が通過する駅前、港の前、それから全体の伊豆市内の周遊、伊豆半島内の周遊をどの

ように強化していくかというのはとても大きな課題だと思います。 

  それは新たな挑戦というよりもチャンスロスが多い。せっかく来ていただいているお客様

にもっと本当は消費していただくポテンシャルがあるにもかかわらず、私たちがそれをしっ

かり活用しないでチャンスを失っているという観点から見れば、新しい挑戦ではなくて、や

るべきことをもっとやらなければいけないということなんだろうと思います。そのような現

場認識の中で、伊豆市のＤМＯも強化をしていきたいと市長としては考えているところです。 

  個々の御下問については、産業部長に答弁をさせます。 

○議長（下山祥二君） 次に、産業部長。 

○産業部長（大路弘文君） 改めまして、伊豆市産業振興協議会の位置づけからちょっと申し

上げさせていただきますが、同協議会は、平成28年４月に設立され、翌年４月に一般社団法

人伊豆市産業振興協議会として法人化された団体でございます。 

  それでは、順次お答えをさせていただきます。 

  ①主なものとしまして、伊豆市版ＤМＯ事業と銘打ち、令和３年度から令和６年度まで、

観光協会各支部や市内観光事業者と連携し、コンテンツの磨き上げやガイドと組み合わせた

新規コンテンツの造成に取り組み、４年間で68のコンテンツを造成し、静岡県観光協会が作

成する全国約330の旅行会社向け冊子「静岡県観光商品シート」に掲載され、また、「いず

タビＰｉｃｋＵｐ！」というＤМＯが運営しますＥＣサイトで販売し、国内外の方に利用さ

れているところでございます。 

  令和３年度から令和６年度まで、宿泊事業者や観光事業者と連携し、観光庁の補助金を活

用し施設改修などを行う高付加価値化事業の取りまとめ、申請を担いました。実績・成果に

つきましては、４年間で事業費65.2億円、補助金額は36.9億円の事業が実施され、市内全域

で面的な高付加価値化が図られたと聞いております。 

  ②こちらも主な事業として、街なかにぎわい創造事業と題し、商工会と連携し、修善寺駅

周辺でのイベントを６回開催しました。 

  今後の課題としましては、地域事業者組織が自主運営するイベントが増え、修善寺駅西口

広場のにぎわいづくりができる環境づくりを行うことです。 

  また、ブランド創生事業として、伊豆市ブランドアマギフトに、本年６月、新たに６商品

が認定され、認定商品は全32商品となり、市内８施設においてアマギフト販売コーナーを設

置しています。併せて、令和６年度は、市内外でのイベント販売を計10回実施し、認知度向



－151－ 

上と販売促進を図っているとのことです。 

  課題としましては、認定商品の販路確保やＥＣサイトでの販売促進と聞いております。 

  続いて、会員アプリにおける状況ですが、令和５年４月から運用を開始し、令和７年８月

時点の登録数は、商工会424事業者、登録率45％、観光協会51事業者、登録率24％とのこと

です。 

  今後の展開としましては、商工会では、会員へ郵送している紙面等を全てアプリでの通知

に変更し、リアルタイムな情報提供と収集を進めていると聞いております。 

  ③今後、ＤМＯでは、市内宿泊施設と連携しデータ収集を可能にするとともに、市内実施

事業などの経済波及効果を測定できるシステムの構築を進めているとのことです。データ収

集と経済波及効果が測定できることにより、正確な伊豆市観光消費額の算出が可能となり、

事業継続の可否や事業のブラッシュアップなどに活用でき、今後の観光戦略策定のための基

礎データになると聞いております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 再質問はありますか。 

  波多野靖明議員。 

○８番（波多野靖明君） 詳細な御答弁、ありがとうございます。 

  ①について、４年間で68のコンテンツということで、かなり多くの実績があると認識して

おります。 

  ただ、その中で、細かいことで教えていただきたいんですけれども、私、資料を借りてま

いりましたので、「静岡県観光商品シート」というのがあって、これがかなり分厚くて、い

ろんな地域の観光情報が載っているということで、本当に見ているだけでも楽しいものであ

りますし、すごい面白い取組だなと思っております。 

  ただ、「いずタビＰｉｃｋＵｐ！」というＥＣサイトがあるんですけれども、考え方とし

てはいいと思うんですけれども、事業者と、あと利用するお客様から少し声を聞きまして、

予約とかがしにくい、画面が見にくいのではないか、ちょっと使いにくかったんで、じゃら

んとかで予約をしたと聞いたんですけれども、このＥＣサイトの利用状況ですとか、観光に

ついての予約の実績というのはどうなっているでしょうか。分かる範囲で構いません。 

○議長（下山祥二君） 産業部長。 

○産業部長（大路弘文君） この県の観光商品シートに載っていても、これは直接旅行者に届

くものでお客様個人個人には届かない、また、今ではスマホの普及率もかなり高いというこ

とで、直接お客様に届ける手段は何かということで、この「いずタビＰｉｃｋＵｐ！」とい

うものをまず始めたという経緯がございます。 

  こちらのＥＣサイトでの販売状況、令和６年度のものを確認しましたが、販売件数は43件、

販売金額にしまして24万2,380円、ＥＣサイトで販売することによってＤМＯで手数料を頂

いているんですが、これが7,732円という数字でした。この数字は、前年度と比較しますと
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販売件数で93.5％、販売金額は74.8％となっているということです。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 波多野靖明議員。 

○８番（波多野靖明君） そうしますと、件数と販売金額も減っているということでよろしい

ですか。 

○議長（下山祥二君） 産業部長。 

○産業部長（大路弘文君） 前年度との比較では、先ほど申し上げましたように減ってはいま

すが、この令和５年度の数字も高い数字かというと、それほど高くはないと思いますので、

微増微減はあるにせよ、まだまだ活用されていないというところが一つ見えるんではないか

というふうに考えております。 

○議長（下山祥二君） 波多野靖明議員。 

○８番（波多野靖明君） 「いずタビＰｉｃｋＵｐ！」なんですけれども、ＤМＯのサイト以

外のサイトも、先ほど言ったじゃらんとかもそうなんですけれども、併用していくというこ

とは考えられるんでしょうかね。やはりお客様とか利用者が使いやすいようなものにしてい

かないとなかなか普及していかないというか、利用される件数も上がっていかないのではな

いかなと思うんですね。 

  例えばほかの旅サイトですと、利用料というんですかね、使用料なんかが高いんだけれど

も、このＤМＯのＥＣサイトだと安くなるよとか、そういうメリットがあるんでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 産業部長。 

○産業部長（大路弘文君） この「いずタビＰｉｃｋＵｐ！」を導入したのが、たまたま私が

ＤМＯに派遣で行っていたときのことですので、そこの部分でお答えをさせていただきます

と、どういうシステムを導入しようかというふうな検討を当然させていただきました。先ほ

ど議員から出たような会社のものもあったんですけれども、観光庁の補助金を使いまして導

入した一つの事業になりまして、最初、修善寺地区でこういったものができないだろうかと

いうふうなことで補助金を獲得して、それを今後広めていくほうがいいんではないかという

ふうなことでＤМＯに相談をいただいて、じゃ、ＤМＯでこのシステムを使った運用を広げ

ていきましょうということでこのシステムになったという経緯がございます。 

  他社と比較した場合にも、確かにほかのところよりも事業者に係る手数料は、同等のシス

テムもありますし、ＤМＯが今使っているシステムのほうが低いというふうなものもござい

ました。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 波多野靖明議員。 

○８番（波多野靖明君） そうしたら、考え方としては、方向性は間違っていないと私も思い

ますし、いいものだと思うんですけれども、やはり予約サイトが例えば１週間前ぐらいでな

いと予約できないとか、ちょっと使いにくいところがあるそうなんですね、見にくいとか。
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その辺は少し多分ブラッシュアップしていけるのではないかと思いますので、ぜひ検討をよ

ろしくお願いいたします。 

  また、これもちょっとまた借りてきたんですけれども、修善寺地域のまちづくり検討会と

いうんですかね、こういうものがあるんですけれども、これはＤМＯのほうなんでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 産業部長。 

○産業部長（大路弘文君） ちょっと中身を確認できておりませんが、ＤМＯに私が在籍して

いたときにも、修善寺温泉場のまちづくりということで、建設部の都市計画課のほうで進め

ている事業にＤМＯとして参加してくれという話がありましたので、もしかしたらそちらの

内容なのかもしれません。 

○議長（下山祥二君） 波多野靖明議員。 

○８番（波多野靖明君） 部長、ありがとうございます。 

  実は②でも御答弁いただいているんですけれども、街なかにぎわい創造事業として修善寺

駅周辺でのイベントを今やっていただいたりとか、あとは地域事業者組織とかが自主運営す

るイベントが増えて、街なかのにぎわいが創造できる環境がいいなと思っているんですけれ

ども、これをちょっと見させてもらったときにＤМＯも入っているのでうまくまとめていた

だけているんだろうなと思うんですけれども、例えばＤМＯ主催というか、主になってやっ

ている企画というのもあると思うんですけれども、市民に向けても、外に向けてもＰＲでき

るような状態にしていただくということは可能なんでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 産業部長。 

○産業部長（大路弘文君） 全体的な事業のことと捉えさせていただきました。 

  確かに私がいるときにも、伊豆市産業振興協議会とかＤМＯ、横文字を使われても、なか

なかどういう組織なのか分からないというところがまだまだあったように思っております。

これは、議員おっしゃるように、今の産業振興協議会の職員も、ＤМＯという組織がどうい

うものなのか、何をやっているのかということを伝え切れていないというのは課題の一つと

いうふうに捉えているようです。 

  じゃ、どうするのというような話をちょっとしたときに、来年度にはなると思うんですが、

ＤМＯには市から補助金を出させてもらっていますけれども、その中で、例えば仮称ですけ

れども、「ここがすごいよ、伊豆市の産業」みたいなタイトルでチラシのようなものを各戸

配布させてもらうようなことも一つ考えているというふうなお答えをいただいているところ

でございます。 

○議長（下山祥二君） 波多野靖明議員。 

○８番（波多野靖明君） ありがとうございます。 

  このＤМＯに関してというか、地元の商工業者から実は言われたことがあって、これは本

当に私も反省させていただいたんですけれども、少し前の選挙のときに出馬する立場の方を

応援していた。参議院議員選挙だったんですけれども、やはり口から出るのが、いつも伊豆
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市に来ると、確かに観光が主軸なのはすごく分かるんだけれども、我々ほかの産業もあるの

で、そういう人たちのことも考えてもらっているんだろうかという意見を聞いたことがある

んですね。 

  観光業といっても、宿泊業だとか土産物業だとか、いろいろな体験をやっているところも

あったり、小売もあったり、ほかに業種というと建設業もあるし、いろいろ、工業系もあっ

たりとかするんで、そうすると、じゃ、全部とはなかなか言えないんで、伊豆市になるとや

っぱり観光というのが確かに目立つし、すごくいいので、観光業というのはやっぱり口に出

していくんだけれども、ほかの業種もあってこの伊豆市というのが成り立っているというこ

とを心のどこかで自分も忘れていたんじゃないかと思って、実は反省も含めてこの質問をさ

せていただいたんですね。 

  ＤМＯというのがどういう役割なのかというのも、僕もいろいろ前に聞いたけれども、ち

ょっとよく分からなかったというのが正直な答えです。ただ、やはり伊豆市というのがすご

くバックアップをしているので、伊豆市がバックアップして、ＤМＯが主体的になっていろ

んなイベントを主催したりとか、商工会だとか、ＪＡだとか、観光協会の皆さんを引っ張っ

ていく、率先していく立場なんじゃないかなと私は考えております。 

  そこで、本当に全体的な質問になるんですけれども、いろんなコンテンツがあると思うん

ですけれども、農林水産業、そして製造業や宿泊業だとか、いろんな業種がある中で、新し

くイベントを立ち上げるのか、既存のイベントの中でやるのかはお任せしますが、先ほど市

長が言ったように、伊豆市の市産材を使った林業と、これは建設業だったらあれですけれど

も、宿泊業、市産材を使った宿の改修だとかブランド化を進めていきましょうだとか、温泉

と工場見学をコラボさせたりだとか、水産業と土産物業。水産であれば、今まで取ったけれ

どもあまり使われていないお魚を加工して、それをお土産にするだとか、あとは、鉄道と製

造業ですね、そういうようなものがコラボした、イベントの何か一角で紹介できるようなも

のでもいいんですよ、小さなものからでいいんで、そういうものが何かできないかなと。 

  そうすると、やはり市民の皆様にも知ってもらうことができるし、いろんな業種の方の、

自分たちも皆さんにお披露目をするんだから頑張っていこうという意欲にもなるんじゃない

かと思っています。そして、それが市外、県外の方にも、伊豆市にはこういうところがある

んだ、ちょっと面白そうだから行ってみようかなと、伊豆市に興味を持っていただく一歩に

なっていくんじゃないかと思っています。 

  それらをちょっとイベントの中にでも差し込むということで一度お試しいただけますと幸

いなんですけれども、その辺はどうでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 産業部長。 

○産業部長（大路弘文君） 御提案いただいた方向性というのは当然必要なことだと思います

し、市としてＤМＯは補助金を出している団体ですので、そういったことも含めて、この放

送を聞いているかもしれませんけれども、伝えさせていただきたいと思います。 
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  先ほど申しました伊豆市版ＤМＯ事業というもので68のコンテンツを造成したというよう

なことを申し上げましたけれども、まずこの伊豆市版ＤМＯ事業というもののコンセプトと

いいますか、宿泊されるお客様が例えば土曜日の午後に入ってくる。チェックインが15時な

ので、それまでの一、二時間、または宿泊した翌日にチェックアウトして、そのまま帰って

いただくんではなくて、例えば一、二時間滞在していただいて、何か伊豆市のいいところを

見てもらったり体験をしてもらったり、あわよくばお昼を食べていただいて、それから帰っ

ていただくと、そういった隙間時間といいますか、一、二時間を対象としたコンテンツとい

うふうなつくりになっておりますので、どうしても時間も限られていることから単発のもの

になっているんですが、先ほど申しましたように、その組合せというものは、それ以外にも、

当然観光コンテンツとして魅力あるものが発信できると思いますので、こちらは伝えていき

たいというふうに考えております。 

○議長（下山祥二君） 市長。 

○市長（菊地 豊君） 私もしばしば伊豆市の観光は基盤産業ですということを申し上げて、

そのたびに、何だ、災害のときにはいつも建設業とか水道に頼むと言っているじゃないかと

いう話なんですが、そこで誤解がなきように組合等でいつも申し上げているんですが、観光

が基盤産業というのは、その重要性をいっているんじゃなくて、マーケットの大きさ、対象

とする産業の消費者の大きさをいっているわけですね。 

  伊豆市は、大体経済総生産が約1,000億円、コロナのときに下がって950億円ぐらいまで回

復しましたけれども、大体1,000億円で税収が40億円です。 

  熱海市の人口は３万3,000人まで減りましたから、２万6,000人のうちよりちょっと多いく

らいなんですが、経済総生産は1,200億円、でも税収は100億円なんです。1,000億円と1,200

億円の経済規模の違いなのに、税収は40億円と100億円で倍以上なんですね。伊豆の国市は、

人口が４万5,000人いて経済総生産も2,100億円あるのに、税収は60億円なんです。経済全体

の規模と税収のバランスがこんなに違うんですね。 

  県内で税収100億円のところを見ると、例えば我々の中ではもう産業が強いと思っている

裾野市は、産業規模2,500億円、熱海の倍ぐらいで税収はほとんど一緒。湖西市は、もう何

せトヨタの発祥の地ですから、6,600億円の経済規模で税収100億円。つまり観光というのは、

輸出と同じようによそ様からお金を頂ける産業なんですね。 

  私が基盤産業といっているのは、旅館だけを支援しているということではなくて、そうい

う大きなマーケット、大きな消費者を外から、２万6,000人の人口が小さな伊豆市の中に大

きなマーケットを持ってくるということなんです。その人たちが旅館に泊まっていただけれ

ばありがたいし、お店に寄っていただければありがたいし、この中で生産している野菜とか

魚を食べていただければありがたいわけですよね。それを私たちはちゃんとやっているだろ

うかということなんです。 

  伊豆市にこれだけの、90万人の宿泊しているお客様が他県産の野菜を食べていないだろう
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かとか、他県産の肉を食べていないだろうかということを考えるわけです。ですから、可能

な限りマーケットを大きくして、かつそこのマーケットで売れるものを、市内及び伊豆半島

のものを提供しようということを今考え、そのためにＤМＯをつくったわけですね。 

  したがって、ちょっと英語の話になって恐縮ですが、ＤМＯというのは、デスティネーシ

ョン、マーケティングではなくて、要するに観光目的地のマーケティングという観光のプロ

モーションをするんじゃなくて、マネジメントなんですよ。この伊豆市という観光地をどの

ように経営していくかということがＤМＯの本義なので、そこを、また伊豆市も旅館の支援

かという、旅館の支援は必要ですけれども、でもそこだけではないというね。やっぱり観光

の本質は、消費マーケットを大きくするということに尽きます。 

○議長（下山祥二君） 波多野靖明議員。 

○８番（波多野靖明君） 今、事業といったら、株式会社でいったら、私の会社も、風が吹け

ば飛んじゃうような小さな会社なんですけれども、やはり利益率とかも考えていかなきゃな

らないということで、伊豆の人は、私も含めて、人がいいんですよ。だから、利益率を度外

視でやっちゃうから、利益率が悪い。市の全体のキャパが大きくても税収も少ないというの

は、多分そういうことなんじゃないかなと思うんですね。払えるものがないということなん

ですね。 

  そういうところを、逆に言うと、自分たちのまち、自分たちの力、強みというのをやっぱ

りしっかりと理解して、そこを前に押し出していくということが必要だと思っています。 

  私は商工会のことも知っているつもりだったので、商工会がうまく事業者とかを率先して

いろいろとやっていただければいいのかなと思ったんですけれども、商工会の役員の方に聞

いたら、今回ＪＡが入ったり観光協会も入ったりしているんで、商工会が取りこぼしている

といったら変ですけれども、農林水産業の方たちもいるんで、やっぱりＤМＯが主体になっ

て地域の活性化、盛り上げをしていくべきなんじゃないか、そこに熱を入れてもらいたいと。 

  伊豆市としては、やはりＤМＯが大変な場面もあったり苦労している面もあると思うので、

しっかりと寄り添って、そして地域活性化の先導役としてしっかりと動ける、そういう体制

をつくっていただきたいと思っています。そして、ＤМＯには、さらに力強いかじ取りをお

願いしていただきたいと思っております。 

  市長、市としてＤМＯのガイド役として寄り添って、けつをたたくような意味もあります

ので、その辺は力を入れていただけるでしょうか。最後の質問といたします。 

○議長（下山祥二君） 市長。 

○市長（菊地 豊君） ＤМＯの中に、観光事業者だけではなくて例えばＪＡも入っていただ

いている、商工会も入っていただいている。結局、伊豆市に今来ていただいている300万な

いし400万人の方々に何を売るかということを考えたときに、当然宿泊業だけではありませ

んよね。飲食店もあるし、公共交通機関もあるし、そして可能な限り伊豆市の中の食材を売

りたいわけですね。ですから、宿泊で90万円、観光・交流客で400万円近いマーケットに何
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を提供できるかという観点でいろんな事業体を入れた、特に商工会にも入っていただいた産

業振興協議会、まさに伊豆市としての観光マネジメントを考えたわけです。 

  立ち上げまでは私がやってきましたけれども、今、観光協会長にお願いしているのは、や

はり彼らが第一当事者となって、自分たちがどのように観光まちづくりを進めるかというこ

とを観光協会を主体に考えていただきたい。私はやはり行政官ですから、行政の立場でそこ

をしっかり支えていくという関係になって、本来の姿に今変わりつつあるなと考えておりま

す。 

  繰り返しになりますけれども、やはり私たちは人口減少がこれから不可避で、従業員も十

分に確保できない中で、潤沢に来ていただいている観光客にどのように消費していただくか

という、これが私たちの将来をほぼ決める大事な事業になってまいります。そこで過ちのな

いように、若い人たちがこのまちに残って、このまちで就職して、このまちで結婚して子育

てできるような、それが見通せるようなやっぱり伊豆市にしなければいけませんので、そこ

の軸となるものが産業振興協議会だと、そのようにつくってまいりました。引き続き、行政

と両輪で経済全体を強めていければと思っております。 

○議長（下山祥二君） 波多野靖明議員。 

○８番（波多野靖明君） 今、市長から心強いバックアップのお言葉をいただいたので、最後

に、ごめんなさい、産業部長、元ＤМＯでいろいろ手腕を振るっていただいたのでお聞きし

たいと思います。 

  土肥に駿河湾フェリーが来ています。駿河湾フェリーのあの場所で山梨側の方たちは、駿

河湾フェリーを降りたお客さんに対して、結構売り込みというか、呼び込みをしているらし

いんですね。けれども、静岡の人はあんまり売り込みに来ない、なのでみんな山梨側に持っ

ていかれちゃうんだよということを聞いたことがあるんです。今後は、売り込みだとかお客

さんをたくさん呼び込むために、先導役としてというか、引っ張っていただくようなことは

できるんでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 産業部長。 

○産業部長（大路弘文君） フェリーの活用も含めましてお客様を誘致し、フェリーに乗って

いただく、または乗っていただいたお客様に消費していただくということは非常に重要なこ

とだと思います。それを行政がやるのか、産業振興協議会が担うのか、その辺の役割分担と

いうのはまた考えさせていただきますけれども、どちらにしても、先ほど市長が申しました

ように、両輪で進んでいくのが理想ではないかというふうに考えております。 

○議長（下山祥二君） これで波多野靖明議員の質問を終わります。 

  ここで、議事の都合により昼の休憩にいたします。再開は、午後１時からといたします。 

 

休憩 午後 ０時０１分 

再開 午後 １時００分 
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○議長（下山祥二君） 休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

 

◇ 小長谷 順 二 君 

○議長（下山祥二君） 次に、議席番号12番、小長谷順二議員。 

〔１２番 小長谷順二君登壇〕 

○１２番（小長谷順二君） 皆様、こんにちは。12番、小長谷順二です。 

  通告に従い、一般質問をいたします。答弁を市長、教育長に求めます。 

  １件目、カムチャツカ半島付近を震源とする巨大地震。 

  ７月30日水曜日８時24分、ロシア・カムチャツカ半島付近を震源とするマグニチュード

8.7の地震が発生し、静岡県には最大３メートルの津波警報が発令されたため、当市は、10

時15分に土肥屋形地区に対し、警戒レベル４「避難指示」を発令いたしました。伊豆市の情

報メールでは、土肥小中一貫校と土肥支所に避難誘導、海水浴客に対しては、上記のほかに、

テラッセオレンジトイや海水浴場付近にある津波避難ビルに避難するよう指示を出していま

す。 

  真夏のトップシーズンに発生した津波警報に対して、当市の災害対策本部の立ち上げ、避

難指示発令までの検討事項、避難所開設から警報解除、避難所閉鎖までの状況と現時点にお

ける総括について伺います。 

  ２件目、公共施設等で急増する金属盗難被害状況について。 

  全国各地で金属盗難が急増しており、公共施設や企業に深刻な影響を及ぼしています。特

に銅板や金属ケーブルを狙った窃盗が増加しており、被害は公共施設から太陽光発電施設ま

で多岐にわたっております。公共施設のエアコンの室外機、給水管、グレーチング（側溝の

蓋）や消火栓ボックス内の管そう、資材置場などの金属部材も転売を目的とした窃盗の対象

となり、各地で被害が相次いでいます。 

  公共施設が特に金属盗難の標的になる背景には、施設の多くは広大な敷地を持ち、夜間に

は人の出入りが少ないため、犯行者が侵入しやすい環境にあることが挙げられております。

公園や体育施設、学校などは夜間に無人になることが多く、そのため盗難が発覚しづらい傾

向があります。グレーチングの盗難被害に遭った箇所が交通事故を引き起こす可能性、また、

消防の管そうの盗難は、火災の初期消火に重大な影響を及ぼします。 

  一般的な防犯対策のほかに未然防止という観点で、市としてできること、取り組めること

について考え、形にしていきたいということから、次のことについて伺います。 

  ①教育部施設を含む公共施設の金属類盗難の発生実態（場所、物、被害件数など）。 

  ②被害金額。 

  ③被害状況の把握と紛失箇所の現状確認後の対処状況。 

  ④実態分析に基づく盗難被害の未然防止対策について。 



－159－ 

  ３件目、半島振興法の延長・改定における新たな取組。 

  令和７年４月に半島振興法の一部を改正する法律が施行され、半島振興法の有効期限を令

和６年度末から10年間延長するとともに、新たに国土交通大臣が半島振興対策実施地域の振

興を図るための半島振興基本方針を定めることなどが規定されました。 

  半島地域は、国土の保全、多様な文化の継承、自然との触れ合いの場及び機会の提供、食

料の安定的な供給など、我が国における重要な役割を担っております。また、海、山、里と

資源が多様で、海を通じた独自の歴史・文化を持ち、優れた自然景観などの観光資源に恵ま

れております。 

  一方、三方を海に囲まれ、平地に恵まれず、幹線交通体系から離れているなど、制約の下

にあることから、産業基盤や生活環境の整備などについて課題があり、人口減少や高齢化が

進行するなど、厳しい状況下にあります。 

  当市は、伊豆中南部地域として、沼津市の一部（旧戸田村）、下田市、そして賀茂郡の５

つのまちで指定されています。能登半島地震で改めて明らかになった主要道路などの交通網

の寸断、水道、電気、通信などのライフラインの甚大な損傷、木造家屋の倒壊や焼失、集落

の孤立などが同時多発的に発生した状況を踏まえ、その対策や半島ならではの地域振興など

の課題解決に向けて、半島振興法が延長、改正されたと思っております。半島振興法の延長、

改定に伴う当市の今後の政策や事業実施について、次の質問をいたします。 

  ①新設された基本理念には、地方創生、魅力の増進、半島防災・国土強靭化の３つの観点

が示されておりますが、半島振興法改正における当市の取組について伺います。 

  ②配慮事項に、半島地域の特殊事情を鑑みた学校教育及び社会教育（情報通信技術の活用

を含む）の充実、生涯学習の振興、地区以外の子供に対する半島地域の特性を生かした教育

の提供が追加されておりますので、教育部としての見解を伺いたいと思います。 

  ③静岡県が策定する半島振興計画の見直しについて、県と当市との意見聴取はどのように

行われているのか伺いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） ただいまの小長谷順二議員の質問、カムチャツカ半島付近を震源とす

る巨大地震に対し答弁を求めます。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） 危機管理監に答弁をさせます。 

○議長（下山祥二君） 次に、危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） それでは、私からお答えいたします。 

  地震発生から津波注意報解除までの状況、また総括につきましては、昨日、三田議員、鈴

木議員に答弁したとおりとなりますので、避難指示を屋形地区に限定したことについてお答

えをいたします。 
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  津波警報は、津波の予想される高さが１メートルを超え３メートル以下の場合に発表され、

それ以上であれば大津波警報、それ以下であれば津波注意報となります。今回は津波警報で

あったことから、浸水エリアを限定的と考え、警戒区域の中でも防潮堤が低い屋形地区に発

令いたしました。 

  以上でございます。 

○議長（下山祥二君） 再質問はありますか。 

  小長谷順二議員。 

○１２番（小長谷順二君） 再質問を行う前に、地震発生から津波注意報解除までの状況と総

括については、昨日の三田議員、鈴木議員に答えたとおりだとの答弁でしたので、改めて昨

日の危機管理監の答弁をまず確認させてください。 

  津波警報が発令されたのは午前９時40分、そして災害警戒本部を設置し、津波に関する情

報を、同報無線、市のホームページ、ＳＮＳなどを通じて市民への周知を行ったと。避難指

示の発令や指定避難所の開設を決定して職員を派遣、土肥地区の自治会と自主防災組織では、

津波注意報の時点で陸閘の状況を確認し、全ての箇所を閉鎖、そして避難所開設後には防災

指導員が自主的に指定避難所に出向き、避難所運営に協力をした。 

  土肥こども園は、29名がこども園の避難タワーへ一時避難し、その後、小中一貫校へ避難。 

  最終的に指定避難所等に避難された方は、市民と観光客を合わせて240名であった。 

  総括としては、遠隔地での地震であったこともあり、市民の方の捉え方がまちまちだった

こと、観光客への周知、帰宅困難者への対応が課題として挙げられ、今後は、これらの課題

を検証し対策に努めていきたいと、このような内容でよかったのか、まず確認させてくださ

い。 

○議長（下山祥二君） 危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） 今、議員がおっしゃったとおりの答弁を昨日いたしました。 

  以上でございます。 

○議長（下山祥二君） 小長谷順二議員。 

○１２番（小長谷順二君） それでは、ここから再質問に入ります。 

  まず、陸閘の閉鎖の件で確認です。 

  土肥地区と小土肥地区、こちらは夏のトップシーズンということで、海水浴客が多くいた

と思います。海水浴場の防潮堤、陸閘の閉鎖についての指示と閉鎖の確認状況、地域に委託

していると思うんですけれども、まずこの辺の状況について伺いたいと思います。併せて、

八木沢・小下田地区の陸閘の閉鎖についての状況も伺いたいと思います。 

○議長（下山祥二君） 危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） 陸閘の状況についてお答えをいたします。 

  まず、午前８時37分に津波注意報が発令され、それを受け、土肥支所から午前８時47分ま

でに各区長へ陸閘の閉鎖連絡を確認いたしました。陸閘については、一度閉鎖しましたが、
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釣り客から避難が遅れたと連絡を受け、最終的に小土肥の陸閘が閉鎖されたのが午前９時42

分でした。 

  区に委託しているところにつきましては、黒根、浜、大藪、中浜、屋形の５つの区になっ

ております。八木沢につきましては、漁協の組合にお願いしています。 

  以上でございます。 

○議長（下山祥二君） 小長谷順二議員。 

○１２番（小長谷順二君） 釣り人がいたということで、そこの状況というのはどなたが把握

したんでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） 釣り人自らの閉まってしまって出られないというようなお話を

受けて、もう一度開けたというお話を聞いております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 小長谷順二議員。 

○１２番（小長谷順二君） はい、分かりました。 

  去年の臨時情報のときも八木沢地区の方から陸閘が開きっ放しだよという報告をいただい

て、意識が足りないんじゃないのと言われたんですけれども、今回は管理者と密な関係を取

りながら、情報共有しながら陸閘を閉めたということで確認が取れました。 

  他市町では、首長の判断で警報を解除する前に独自で解除したところもあったようですが、

全国ニュース等の状況で、早く避難指示を解除してほしいとか陸閘を開けてくれとかという

ような、そんな意見や要望というのはあったんでしょうか、伺います。 

○議長（下山祥二君） 危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） 避難解除につきましては、独自の判断で早期に解除したところ

もあったことは承知しております。ただ、伊豆市においては、そのような御意見、要望につ

いてはありませんでした。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 小長谷順二議員。 

○１２番（小長谷順二君） 非常に暑い日だったので、災害対策本部内の避難における熱中症

対策についての議論はどのようなことがあったのか伺います。 

○議長（下山祥二君） 危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） 避難所の開設指示をしてすぐに、やはり暑いということがあり

ましたので、体調不良者が出てからでの対応では遅いと判断し、保健師をテラッセオレンジ

トイと土肥小中一貫校へ１名ずつ、計２名を派遣いたしました。 

  また、備蓄品の中でも飲料水については、現場で判断して配布するような指示もいたしま

した。 

  あと空調設備について、やはり涼しいところに行ってもらいたいというところで、現場で
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判断したと聞いております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 小長谷順二議員。 

○１２番（小長谷順二君） 現場で判断していただいたということで、よかったと思います。

テレビの映像を見ると、命山に避難した人が炎天下でずっと立っているような場面も見かけ

たものですから、どうだったのかなというので確認が取れたのでよかったと思います。 

  今度は避難所なんですけれども、最終的には240名が避難をしたということで、その前に

多分職員派遣というのは行っていると思うんですけれども、職員派遣を行う段階で避難者の

人数というのは分からないわけですよね。現状、土肥支所には数人の職員しかいないので、

先ほど保健師を配置してくれたというんですけれども、峠を超えて職員が土肥に入ったと思

います。 

  指定避難所等の職員の配置人数の状況と、有事の際、いろんな有事があるんですけれども、

職員の派遣の基準というのは設定してあると思うんですけれども、どのようになっているの

か確認させてください。 

○議長（下山祥二君） 危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） 指定避難所は３か所開いております。そこに各２名、計６名の

配置が実際されました。体制につきましては、警報等が発令された場合には、土肥地区の職

員13名を中心に速やかに配備できるように定めております。 

  以上でございます。 

○議長（下山祥二君） 小長谷順二議員。 

○１２番（小長谷順二君） 例えば伊豆市全域にそのような指示が出た場合というのは、何か

規定みたいなものはあるんでしょうか。今回は津波なんですけれども、確認させてください。 

○議長（下山祥二君） 危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） いろいろな場合を想定した配置というものは４月の人事が終わ

ってすぐに決めて、何班体制という形で表を作っております。その都度、事案に応じて判断

して配備はさせていただいております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 小長谷順二議員。 

○１２番（小長谷順二君） あと避難所運営で防災指導員が自主的に協力していただいたとい

うことだったんですけれども、この４月から新たに始まっている避難所の補助員、こちらに

ついては、声をかけたのかどうなのか伺いたいと思います。 

○議長（下山祥二君） 危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） 補助員についてまで指示はしておりませんでした。 

  補助員は風水害を想定し、試験的に始めたところですので、今後拡大も含め検討していき

たいと思います。 
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  以上です。 

○議長（下山祥二君） 小長谷順二議員。 

○１２番（小長谷順二君） 防災指導員が自主的に避難所へ来ていただいたということで、要

請はしていないんだけれども、心配になって来ていただいたということでよろしいでしょう

かということと、こども園の子供たちが行ったり、土肥金山にちょうどテレビ局が入ってい

て、観光客と一緒に小中一貫校にかなりの人数が行ったということで、対応が２人で足りた

んでしょうか。そこをちょっと確認させてください。 

  あと、避難所の様子、子供が大体どのぐらいまで滞在したのかとか、観光客は一度は逃げ

たんだけれどもすぐに戻ったとか、その辺の詳しいところを教えていただければと思います。 

○議長（下山祥二君） 危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） まず、防災指導員は自主的に来ていただいて、手伝いをしてい

ただいたと聞いております。 

  それと、避難所での観光客のことなんですけれども、やはり最初かなりの人数が来て２人

体制の中で追加が欲しいという連絡がありました。実際、やはり足りていなかったというよ

うな状況で、防災指導員に行っていただいて、本当にありがたかったというのが現状だった

と思います。 

  それと、土肥小中一貫校の中で最初数はちゃんと把握してなく約200名、最終的には144名

の避難者という数になっているんです。まず、一旦かなりの人数が避難したということ、そ

れと、皆さん自分でスマホ等を見て、まだ津波が来ないと自主的に判断されて、自家用車で

来られている方が多かったので、途中から帰られたというような現状となっております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 小長谷順二議員。 

○１２番（小長谷順二君） あと、公共交通であるバスが止まったということと、フェリーの

運行も止まりました。昨日の三田議員か鈴木優治議員のやり取りの中で、何かバスのお客さ

んを降ろしたとかというようなことがちょっとあったと思うんですけれども、その辺の状況

について確認させてください。 

○議長（下山祥二君） 危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） 最終的にタクシーで帰られた２組の６名の方がいらっしゃった

んですけれども、その中で下田に向かう方の中で、津波警報が出たため、土肥の地点で規定

により降ろされたという形でテラッセのほうに避難されてきました。そこの規定というとこ

ろがちゃんと確認し切れていないところがあって、会社の中で運行のマニュアルに沿った形

だったとは思うんですけれども、ここについてもう一度先方に確認を今取っているところな

んですけれども、そういう状況で公共交通機関が止まったことにより困難者が出た、そうい

う状況だったと思います。 

○議長（下山祥二君） 小長谷順二議員。 
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○１２番（小長谷順二君） 状況はよく分からないんですけれども、修善寺から松崎方面に向

かうバスと松崎から修善寺に向かうバスがありますよね。１時間に１本ぐらいしか動いてい

ないんで、土肥の辺をちょうどお客さんを乗せて走っていて、警報が出たんで、東海バスの

マニュアルに従って降ろしたということですけれども、テラッセオレンジのところで降ろす

というのは、ちょっと危険ですよね。できれば小中一貫校の馬場のバス停あたりで降ろして

いただければと思うんで、その辺はよく確認していただいて、伊豆市からも意見を言ったほ

うがいいと思いますので、そこはお願いしたいと思います。 

  今回の津波警報については、海外で起きた地震のため全然揺れていないし、まさに平常で

した。そして、津波の到着時間までには相当な時間がありましたので、土肥地区においては

防潮堤が低い屋形地区のみに避難指示を発令したということです。 

  私も実はテレビを見ながら津波の想定高を判断して、区長が仕事に行ってたので、区長に

連絡をして中浜地区の公民館、こちらを臨時自主避難所として開設しました。区内に呼びか

ける区内放送があるものですから、そこで中浜コミュニティセンターを開けたんで、心配な

方は避難してくださいという放送をしたところ、近所の高齢者６名が避難をしてまいりまし

た。 

  開けてから20分ぐらいたったんですけれども、押し車を押しながら、手押し車というのか

な、リュックサックに飲み物やスナック菓子を持参して避難をしてきていただいたので、日

頃の訓練の成果があったのではないかと感じております。テレビのニュースでは車避難で渋

滞が発生したなどの課題もあったようですが、今回のこのような状況の津波警報において、

避難指示で見えた課題としては、市民の捉え方がまちまちだったこと、観光客への周知、帰

宅困難者への対応があったことということで、早期に検討していく必要性を感じています。 

  ７月26日、その４日前ですが、海水浴客を対象とした避難訓練も行っております。そのと

きに市長も参加してますので、最後に、市長に今回の総括について、改めて見解を伺いたい

と思います。 

○議長（下山祥二君） 市長。 

○市長（菊地 豊君） ７月26日の観光客による避難訓練のときには、私が南海トラフ地震は

必ず来ますという一言で、皆様、えっていう顔されたんですが、構造的に、これ、必ず起こ

りますので、我々はやっぱり、災害の脅威に対してしっかり準備をし続けなければいけない。 

  今回、悪い意味では、いい訓練になったということをまず１つ。 

  もう一つは、やっぱり遠距離だったことで、本当に今回の対応がよかったのかということ

は、かなり今悩んでいるところ。警報はそのときに出されました。でも、津波が来るまでは

何時間も何百キロもあるわけです。必ず土肥に来るまでは東北に来る、房総半島に来る、房

総半島に来ない津波は、いきなり土肥に来ることはない、それは分かっているわけですね。

だけれども、今直ちに避難させる、バスが全部止まる、本当にそれが正しかったのかどうか

というのをやっぱり考えてるわけです。 
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  したがって、まず注意報のとき、去年の注意報のときに海水浴を止めたところもあります

けれども、注意というのは、警戒しながら、気をつけながら日常の生活を続けることですか

ら、言ってみれば、我々は毎日注意と同じなんですね。南海トラフ巨大地震臨時情報注意と

いうのは、今も毎日続いてると我々はむしろ考えたほうがいい。警報のときに発令された、

発令された事実はそのとおりなんですが、それと直接的な人間の生活のリアルを考えたとき

に、あたかも２分後に来るような警報と同じ対応でよかったのかということを考えると、私

は、そこはまだ、かなり自分としては別の行動を行う、あるいは別の統制を行う余地があっ

たのではないかと今考えているところです。 

  ただ、じゃ、何百キロがいいのか、何分ならいいのかという話が出てくると、まさに行政

でよくある基準はどうするんですかとなるんですね。最終的には、その場の地方自治体の災

害対策本部長をする市町村長の判断になると思いますが、しかし、今回よりはもっと柔軟に

対応する余地はあったと考えています。 

○議長（下山祥二君） 小長谷順二議員。 

○１２番（小長谷順二君） そうですね。土肥地区も、僕は避難所にいたんですけれども、銀

行が閉まったり、病院が閉まったり、マックスバリュも閉まった、セブンイレブンも閉まっ

たみたいなことが後で人に聞いたんですけれども、本当に必要だったのかなと思いましたけ

れども、無難にやるには、出さなきゃなんないし、市町によっては何万人も避難指示をした

ところもあって、かなり混乱したんではないかなと思いますので、今回の警報に対する対応

は、地元に住んでる人間としては、よかったのかと思っております。 

  それでは次に、２問目の答弁をお願いします。 

○議長（下山祥二君） 次に、２問目、公共施設等で急増する金属盗難被害状況について、答

弁願います。 

  市長。 

○市長（菊地 豊君） 総務部長に答弁をさせます。 

○議長（下山祥二君） 次に教育長。 

〔教育長 鈴木洋一君登壇〕 

○教育長（鈴木洋一君） 金属類の盗難につきまして、本市並びに近隣でそういった事案があ

りましたので、８月27日にちょうど市の校長会がございましたので、そこで改めまして、学

校の施設管理並びに不審者対応について注意喚起をしたところでございます。 

  ①と④の質問については、教育部長から答弁をさせていただきます。 

○議長（下山祥二君） 続いて、総務部長。 

○総務部長（井上貴宏君） ①から④につきまして、一括してお答えをさせていただきたいと

思います。 

  教育部施設を除く公共施設等の被害状況ですが、３つの金属盗難の事案が発生しておりま

す。 
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  １つ目は、昨年５月に白岩浄化センターの屋内に仮置きしていた撤去済み電気ケーブル約

400キログラムが持ち去られました。被害金額は約24万円となります。委託先の従業員が付

近を巡回していたところ、ケーブルが散乱していたため異常に気づき、市職員が残置数量等

を確認したところ盗難被害が発覚いたしました。発覚後、直ちに警察による現場確認が行わ

れ、翌日被害届を提出いたしました。 

  盗難防止策としましては、ケーブルの集積による仮置きを中止し、各工事現場で適正に保

管することを徹底いたしました。 

  ２つ目ですが、今年１月に修善寺梅林の公衆トイレの屋根の銅板約100平米分が何者かに

よって剝がされ、持ち去られています。被害金額としては約94万円となります。修善寺梅林

の植栽管理業務を委託している業者から連絡を受け、担当職員が現場に急行し、盗難被害を

確認いたしました。その後職員が伊豆中央警察署に通報し、警察による現場確認が行われ、

事件情報として取り扱うこととされました。 

  再発防止に向けた対策として、屋根材を銅板からガルバリウム鋼板に変更して敷設いたし

ました。 

  ３つ目の事案ですが、消火栓格納箱内の管そうの盗難です。今年６月末、月ケ瀬区民の方

が自宅付近の消火栓格納箱から管そうがなくなっていることに気づき、自治会役員による地

区内点検を実施したところ、同様の盗難が４か所で確認されました。地区から連絡を市でも

受けまして、市では直ちに市内全域の消火栓格納箱を調査するように消防団に依頼し、その

結果、市内65か所で65本の管そうがなくなっていることが判明いたしました。被害総額は約

50万円となります。現在、消失した管そうにつきましては、発注済みで早急に補充を進めて

おります。また、同様の事案が市内外で多数発生していることから、市民の皆様への注意喚

起を行うとともに、警察署、消防団、自主防災会と連携し、パトロールなどの対策を強化し

ております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 続いて、教育部長。 

○教育部長（小塚 剛君） 教育部所管施設の金属類盗難の発生の状況ですけれども、学校教

育、社会教育とも所管施設での盗難被害は、今のところ発生しておりません。 

  未然防止対策としましては、やはり防犯カメラが一番の抑止となるというふうに考えてお

ります。現在、市内全ての学校において防犯カメラを設置しまして、敷地内の主要な箇所は

監視ができておると考えております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 再質問はありますか。 

  小長谷順二議員。 

○１２番（小長谷順二君） それでは、再質問させていただきます。 

  金属類の盗難の発見があって警察へ通報して、その後、警察の見解としてはどういうもの
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があったかということと、消防団であるとか、施設管理者との情報共有については、どのよ

うな状況になっているのか、改めて伺います。 

○議長（下山祥二君） 産業部長。 

○産業部長（大路弘文君） まず、産業部所管の修善寺梅林のトイレにつきましては、警察に

よる実況見分が行われた後、実際に被害があった時期が特定できないということから、時効

の関係があるため被害届は受理できないということでしたが、事件情報という取扱いになり

ました。 

  警察によりますと、事件情報であっても、警察としての取扱いは被害届と同等であるとい

うふうなことで、事件として動き出すということを聞いております。今後、犯人が仮に検挙

された際には、改めて被害届の提出をお願いするとの報告を受けております。それ以上の情

報共有というものはございません。 

○議長（下山祥二君） 建設部理事。 

○建設部理事（浅田和彦君） 私からは白岩浄化センターのその後について御説明させていた

だきます。 

  被害届を出しました白岩浄化センターですが、令和６年５月28日に報道発表をいたしまし

た。当日中にインターネット上で、翌日には静岡新聞及び伊豆日日新聞で記事として掲載さ

れました。そのことにより事件が周知され、注意喚起に結びついたものと思われます。 

  なお、先日、伊豆中央警察署にその後についてお伺いしたところ、捜査中で検挙には至っ

てないというお話をいただきました。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） 私からは、管そうについてお答えをいたします。 

  県内ほかの市町でも同様の被害が確認されていることから、やはり窃盗事件との認識をい

ただいており、捜査に向けて動いているところです。 

  伊豆市内におきましては、各地区それぞれの交番で対応している形で、被害届については、

状況によってまだ出してない区、確認している区というのはありますので、その辺はまだま

ちまちの状況になっております。 

  以上でございます。 

○議長（下山祥二君） 小長谷順二議員。 

○１２番（小長谷順二君） 管そうの件ですけれども、昨年５月、土肥地区のアパート火災、

こちらでは近所の住民が消火栓から放水をするためにボックスを開けたら管そうが入ってい

なくて、結局、消火栓からは初期消火ができなかったということが実際にありました。 

  管そうがなくなった原因については不明ということです。今回、全域の調査で65件の管そ

うの盗難被害が確認されたことを受け、パトロールの強化を図っているということだったん

ですけれども、原因というのは転売だと思うんですけれども、こちらをもう一度究明して具
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体的な対策を現在取ったのか取ってないのか、まず、そこを伺いたいと思います。 

○議長（下山祥二君） 危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） 原因究明については、まだ至っておりません。したがいまして、

警察、あと消防団、自主防災組織と連携し、パトロールの強化をやっているところです。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 小長谷順二議員。 

○１２番（小長谷順二君） いろんな取組があると思うんですけれども、消火栓ボックスに防

犯ベル設置中というようなマグネットシートみたいなものを張りつけるとか。それは抑止力

対策ですよね。あと、ナンバー式の南京錠を設置する。思い切って管そうとか消火栓の開閉

ハンドルについては、地域の住民の理解を得て、消火栓ボックス近くの別の場所に置くなど、

対策を取らないと、今度65本新たに入れました。また、盗まれましたでは、ちょっとやはり

どうなのかなということがありますので、今後、何か具体的に対策を取る考えというのはあ

るのか、伺いたいと思います。 

○議長（下山祥二君） 危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） やはり消火栓を使うということになりますと、鍵をかけるわけ

には、なかなかいかないところで、根本的な対応というのは、難しいというのは承知してお

ります。 

  ただ、今議員がおっしゃったように、何かしら入り口に張ったりするようなことは考えて

いきたいと思っている中で、今、点検確認後にシール、これをまず張って、開封されたかの

確認ができるように、対応しながら、もっと効果的なことについて各市町でも被害が起きて

いますので、共有しながら対策考えていきたいと思っております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 小長谷順二議員。 

○１２番（小長谷順二君） 学校施設、社会教育施設では、現在盗難被害が確認されていない

ということですが、他市町では小中学校のプール施設で蛇口などが大量に盗まれたなどの被

害報告がされています。 

  小中学校にはたくさんの防犯カメラが設置されているということなんですけれども、防犯

カメラのチェックみたいなものというのは行っているんでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 教育部長。 

○教育部長（小塚 剛君） 防犯カメラのチェックといいますと、もう監視をしているかとい

うことだと思いますが、職員室にはモニターを設置してありますので、学校の状況に応じて

の対応になると思いますが、教頭ですとか職員室にいる先生が、教職員いる間はそのモニタ

ーをチェックできるということになっています。 

  先ほど申し上げましたけれども、主要部分というのは、大体その防犯カメラでカバーをで

きていると思ってますけれども、プールそのものを映しているというものはございませんの
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で、その辺はちょっとカバーしきれてない部分があるのかなと思いますが、出入口に関して

はほぼほぼ複数の台数で映ってると思いますので、その辺は後で確認する際も何かしらのも

のが映っているんではないかというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 小長谷順二議員。 

○１２番（小長谷順二君） 金属盗難の被害が各地で相次ぐ中、金属の販売などに関する犯罪

の防止強化するために、９月１日から静岡県の条例が改正されたと伺っております。 

  同じような事案を防ぐため、盗難被害の未然防止対策について、市長の見解を最後、伺い

たいと思います 

○議長（下山祥二君） 市長。 

○市長（菊地 豊君） 本当に治安のいい日本の地方において、何ていうんでしょうね、こん

な犯罪を起こすなよという思いなんですよね。消防具機器が火災への対応手段だって、誰で

も分かるわけですよね、人の命に直結する救急車のタイヤを盗まれたような、市民の命に直

結するような犯罪ですよね。本当は、これ、逮捕していただくのが一番抑止力になるんです

よね。ちゃんと逮捕して、犯人を挙げて、名前を出して、顔を出して、抑止力につなげるの

が最もいいんですが、残念ながら、１件も捕まっていない。そうすると、取らせないための

対策が消火の初動に影響するのは、やっぱりこれは困るので、先ほど危機管理監からあった

ように、そのバランスを考えざるを得ない。市長としては、こんな対策、本当は取りたくな

いんですけれども、しかし、現実問題、こんな犯罪が繰り返されている以上、何らかの対策

を取らざるを得ないけれども、そこは現実社会とのバランスの中で考えさせていただきたい

と思います。 

○議長（下山祥二君） 次に３問目、半島振興法の延長・改定における新たな取組について答

弁願います。 

  市長。 

○市長（菊地 豊君） この話を総合政策部長に答弁させますが、先に私が考えている背景を

少し説明させてください。 

  というのは、やっぱり市長会に出ている私と下田市長、町長会の賀茂郡の皆さん、それか

ら戸田が対象になってますので、半島振興地域は。沼津の市長と、やっぱり必ずしも認識が

一致してないところがあるんです。それは個人の特性ではなくて、市長会の制度にも理由が

あるものですから、そこをちょっと説明させていただきたいんですけれども、市長会は東部

市長会ありますが、静岡県の市長会が年に６回だったですかね。東部市長会が年２回、全国

市長会というのが毎年６月に東京で開催されます。１期目・２期目のときには、６月の全国

市長会、１回だけなんですね。そこで総理大臣とか総務大臣お出になって、いろんな話があ

ってしゃんしゃん総会なわけですね。当選３回になって、全国市長会の評議員になると、今

度は委員会にそこで初めて入れる。皆さんは市議会議員になったときに、委員会に所属され
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ますけれども、全国市長会では評議員にならないと、そもそも委員会に入れない。私は、そ

れから基本的にずっと経済委員会に出ていますので、半島振興を所管している国土交通省、

それから農業を担当している農水省、それから経済産業省、観光を担当している。そこに防

災を担当している環境省なんかも入って、いわゆる環境面からの防災も入っている。そこに

入っているので、年にあと４回ぐらいあるんですよ、会議が。そこで、半島振興だとか山村

振興連盟、これは農水省所管。中山間地、これも農水省。あと、総務省所管の過疎。実は、

この４つが運命共同体なんです。東伊豆町だけが過疎に入っていません。ほかのところは全

部一致しているので、だから、この半島振興地域で、とにかく私たちが同じこの半島振興地

域の中でも三島や熱海と我々は違うので、７市６町は７市６町、美しい創造センターは美し

い創造センターでやるけれども、半島振興地域はみんなで一緒に頑張りましょうというのは、

実は何年も前から声かけていたんですが、なかなかそこが、それ、何という感じだったんで

す。去年は半島振興法の延長を議論する１年間でしたから、そこもかなり声をおかけしたん

ですが、今年２月頃、ようやくみんなで国交省に１回要望活動に行けたんですが、なかなか

この運命共同体のところが一致して動けていないという課題を非常に強く認識しています。 

  町長会の制度も、私どうなっているか知らないんけれども、自分がこれまで学んできた制

度の課題とかをなるべく正確に情報共有をして、可能な限り皆さんと一緒に行動していただ

くように、これから、さらに訴えていきたいというのが現時点での課題認識です。 

  個々の御下問については、総務政策部長に答弁させます。 

○議長（下山祥二君） 次に、教育長。 

○教育長（鈴木洋一君） 御質問の②につきましては、教育部長から答弁させます。 

○議長（下山祥二君） 続いて、総合政策部長。 

○総合政策部長（新間康之君） それでは、私から①と③についてお答えをさせていただきま

す。 

  今回の半島振興法の改正によりまして、県の半島振興計画の策定が努力義務となりました

が、地理的な条件不利等に起因する人口減少・高齢化・交通基盤・生活環境・防災などの面

で半島地域は多くの課題を抱えていることを踏まえ、県は引き続き半島振興計画を策定する

こととしております。策定に当たって、県は関係市町と計画に盛り込む項目について調整す

ることとしておりまして、現在は事前協議として地域課題の洗い出しを行っているところで、

計画の策定及び公表は令和８年３月の予定となっています。 

  市といたしましては、今後、県が策定した計画に基づき、事業を実施することにより住民

生活の安定と地域の活性化に向けた取組を推進してまいります。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 続いて、教育部長。 

○教育部長（小塚 剛君） 教育に関する配慮事項への見解ということですが、本市におきま

しては、今までの半島振興計画の下でも、おおむね配慮事項沿った政策とか、事業実施がな
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されていたのではないかというふうに考えております。新しく加わりました区域外の子供た

ちに対しての教育の提供というところでは、温泉、農業、郷土芸能、自然環境などの地域資

源を生かして、伊豆市ならではの講座や体験学習などを提供することで伊豆市に興味を持っ

てもらう学習機会となりまして、将来的な移住や定住、地域への関わりを促すことが期待で

きるのではないかというふうに考えております。 

  今後、策定される県の半島振興計画が現在実施しております事業などで継続すべきものは

継続し、拡充が必要な事業は拡充を図っていける計画となるよう、今後の動向を注視してい

きたいというふうに思っております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 再質問はありますか。 

  小長谷順二議員。 

○１２番（小長谷順二君） まず、計画の策定及び公表というのは令和８年３月ということで、

今まさに協議を始めるか始めないかぐらいなところだと思いますので、ちょっと質問が早す

ぎたというか、未確定な部分が多いと思いますけれども、通告してある関係から、何点か確

認をさせていただきます。 

  まず、３つの観点、今回、国交省の改正事項ということで、こういう図があったものです

から、ちょっとこれを見て質問考えたんですけれども、あまり協議が進んでない段階で、な

かなか質問難しいので、まずは、半島というのは地理的条件が非常に悪いわけですから、企

業誘致とか観光客を誘致するための重点的な取組が必要だと思います。そして、この半島振

興法の最大のメリットというのは、地域の活性化だと思っておりますので、この地域活性化

に防災の強化を取り入れていくということが重要です。 

  そこで質問なんですが、地方創生とか魅力の増進のための新規事業、これからどういうこ

とができるか、ちょっと分からないんですけれども、その計画に沿って行おうと思うんです

けれども、設備投資であるとかの場合の税制の優遇措置あるいは補助金、このようなものと

いうのは、情報があれば教えていただきたいと思います。 

○議長（下山祥二君） 総合政策部長。 

○総合政策部長（新間康之君） 本市のような半島地域は、半島振興法に基づく、いわゆる半

島税制によって国税、それから地方税の優遇措置を受けることができます。 

  しかし、本市は令和３年度から市の全域が過疎地域に指定されております。そして令和５

年度から半島税制と過疎税制が重複している地域、伊豆市は重複しているんですが、そのよ

うな地域は過疎税制を適用する取扱いとなっております。したがいまして、適用となる過疎

税制では事業用設備等に係る割増償却、それから事業用設備等を取得した場合の課税免除な

どの優遇措置がございますので、そちらの制度を有効に活用し、地域の経済活性化を図って

まいりたいと考えているところでございます。 

  以上です。 
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○議長（下山祥二君） 小長谷順二議員。 

○１２番（小長谷順二君） 今の答弁聞くと、振興法によってもあるんだけれども、過疎債の

ほうを優先するというようなことに聞こえたんですけれども、昨日もたしか市長と議員の一

般質問の中で、過疎債は総務省で、半島振興法については国交省でいうような話を多分され

ていたと思うんですけれども、過疎債って枠が小さいというか、半島振興法のほうが何かや

れるんじゃないかなと思ったんですけれども、よく国会議員の方なんかが演説とかで、半島

振興法が延長されたおかげで、この地域がこうなりますよ的なことをよく話をするのを耳に

するものですから、ちょっと何かいい補助金みたいなものがあればなと思ったんですけれど

も、今の話で伊豆市としては、過疎債をずっとしていくということで確認が取れました。 

  続いて、２つ目です。 

  半島防災国土強靭化の観点では、孤立しやすい半島の地域的な特性を踏まえた防災を半島

防災として位置づけ、国土強靭化の理念を踏まえた施策の確実な実施を目指すものというふ

うに、先ほどの資料ではなっております。 

  当市の国土強靭化計画との、まず整合性について、あと、伊豆中南部地域、先ほど市長の

答弁では、あまり連携が取れてないということだったんですけれども、今後、広域でこのよ

うな事業を実施してほしいような、そういうことがあるようであれば伺いたいと思います。 

○議長（下山祥二君） 市長。 

○市長（菊地 豊君） 先ほど私がなかなか一体で動けていないということを申し上げたのは、

今やっていることがばらばらで頭がそろってないというじゃなくて、これから半島地域とし

て、もっとしっかり強い対策を取るための行動としては、まだ弱いということなんですね。 

  半島振興も過疎の支援もほとんどソフト事業だったんです。今少しハード事業にもできる

ようになっていますけれども、ソフト事業にほぼ集中してきたということは、要するに知恵

を出せということなんですよ。我々足りないのは知恵じゃなくて、社会インフラが足らない

わけです。我々がこんなことを工夫すれば、こんな事業をやればよくいきますというんだっ

たら、みんなが何十年も頑張ってきたじゃないですか。今私たちが都市部に比べて遅れてい

るのは、道路であり、災害対策であり、上下水道であり、光ファイバーだったわけですよ。

光ファイバーだって最後ぎりぎりに合併特例債で整備したけれども、ほかの県なんかだった

ら20年前、30年前から整備しているところがある。半島地域が不利なのは、そういった社会

インフラに欠けているというところが不利なんですよ。そこに対する施策はあまりなかった

んです。今回能登半島の教訓を受けて、半島防災というのは半島振興の中にも、国土強靭化

の中にも入ったので、したがって、半島振興の観点から社会インフラをこれから進めていた

だく、いつもＢ／Ｃ（ビーバイシー）で、そんな田舎に投資して費用対効果があるのかとい

う流れで来たときに、今初めて半島防災、ハード整備をしっかりやろうという流れの中で、

これ、今度はソフト事業で、お金が全然違いますから、それを確保するためには、やっぱり

個々の市町ごとではなくて、しっかりと私たちが力を合わせて３市５町でしっかり歩調をそ
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ろえて、国と県に交渉に行かないと来るべき予算措置が来ないということを私は今危惧して

いるのであって、今、そういった大きなフェーズが変わるところですから、さらに広域連携

を強めたいと考えております。 

○議長（下山祥二君） 総合政策部長。 

○総合政策部長（新間康之君） 今回の半島振興法の改正によりまして、国土強靭化基本計画

と調和が求められておりますので、内容については整合を取った内容となるものと考えてお

ります。 

  それから、県が計画を策定するに当たりまして、伊豆中南部地方の市町がまとまって、こ

れまでは要望出したことはございませんか、先ほど市長から申し上げたとおり、共通の課題

とかございますので、それらは今後、この地域でも共通の課題として取り組んでいくことと

して計画に位置づけられるのではないかと考えております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 小長谷順二議員。 

○１２番（小長谷順二君） 続いて、もう少し時間がありますので、聞かせてください。 

  半島に対する配慮規定の充実の新規事業として、地域以外の子供に対する半島地域の特性

を生かした教育の提供というのは、はっきりと明記をされております。数十年前までは６月

から７月にかけて、県外から多くの児童生徒が臨海学校として土肥のホテル・民宿に宿泊し

て海水浴を行ったということがあって、非常に当時はにぎやかだったんです。 

  しかし、東日本大震災以降というのは、ほぼ県外から来る子たちは今おりません。そんな

意味もあってテラッセオレンジができたわけですので、何とかこのような、海に限らず伊豆

市にはキャンプ場もたくさんありますので、宿泊訓練等で当市に多くの子供たちが学校単位

で訪れていただけるような取組も、この半島振興法によってはできるんじゃないかなと思っ

ているんですけれども、こちらは教育部なのか総合政策部なのか分かりませんけれども、見

解を伺いたいと思います。市長、すみません、ありがとうございます。 

○議長（下山祥二君） 市長。 

○市長（菊地 豊君） こちらから。あと、教育長から、また話いただきますけれども、先日、

自分の部屋を整理してたら、自分が市長になった頃に取っておいた大学の先生の記事があっ

たんですね。 

  日本の地方は、今回、半島地域振興協議会なんかは23加盟半島があるんですけれども、そ

こも含む地方がこんなに欧米に比べてきれいなのに、なぜこんな勢いで過疎化しているんだ

と。その記事を思い出しながら、今度は別のいろんな資料見てたら、今の日本はですよ、今

というか、この七、八十年、第二次世界大戦が終わってからずっとこの間、都会に住んでな

ければ負け組だというグランドになっちゃってるんです。つまり、都会に住んでる人たちが

勝ち組であって、田舎に住んでいる人たちは、そもそもその時点で負け組だのようなグラン

ドイメージの中で、人口が物すごく増えていく中で、我々物すごい勢いで過疎化してきたわ
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けです。そうすると元に戻って、世界に比べてこんな美しい地方、ましてや海と山を持って

る半島地域の中で、何でこんな状況になっているんだということなんですよ、そもそもです。

そこには特によそ様と比べて失礼ですけれども、首都圏から２時間の伊豆半島においては、

毎年何百万人のお客様が宿泊し、4,000万人ものお客様がお金を出してまで来てくれるとこ

ろに、私たちは、こんなところは住むところじゃないと、そんな思いが根っこにあるわけで

すよね。これを変えない限り、幾らお金を投じても、幾ら道路を整備しても、私たちがこの

気持ちを変えない限りは、大人がそんなこと言っていたら、子供や孫は同じことを思います

よ。お父さん、おじいちゃんがここは駄目だ、ここは駄目だと言ってたら、子供、孫はここ

にいませんよね。やはりここの土地がいかにすばらしいか、そのためには全国を見て、世界

を見て、全国の中で伊豆はどうなんだ、世界の中で伊豆はどうなんだということをもっと直

接体験してもらわないと、私がこんなところで騒いでるだけでは、やっぱりなかなか根づい

ていかないなと。半島振興の根っこは、私はそこだと考えてます。 

  そういった意味で、教育長にも期待したいと思います。 

○議長（下山祥二君） 教育長。 

○教育長（鈴木洋一君） 平成28年の静岡県の計画の中に、半島振興の中で次世代の担い手の

人材育成とか、確保が急務というような文言が出ています。こちらも高等機関と連携をしな

がら、社会総がかりでというような話がございます。そういう中で、人材育成していくとい

うことで、先ほど市長からありましたけれども、やはり地域のよさとかすばらしさについて、

子供自身も実感しながら、発信していくということも大事かなというふうに思っています。 

  今いろんな情報が発信できたり、土肥小中一貫校については、ほとんどリアルタイムで情

報を発信しておりますので、そういったところで、よりよい教育ができる、実際行っている

ということを情報発信していければなということでございます。 

  また、たびたび他地区からも視察や連絡も来ておりますので、そういったところも含めて

情報発信していければというふうに思ってます。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 小長谷順二議員。 

○１２番（小長谷順二君） ずっと魅力があって来てた方が東日本大震災によって、海は危険

なんじゃないかというような、そんなちょっとイメージもあったと思うんですけれども、そ

のために、先ほども言ったようにテラッセオレンジトイができて、今回の地震の津波警報の

ときも対応ができたということですので、ぜひ全体で半島振興に限らず発信してにぎわいを

取り戻していただきたいと思っております。 

  最後の質問になりますけれども、半島振興計画の見直しということで、これ静岡県が作成

する中で、各市町との意見交換というのを今行っているのか、これから行うのか分からない

んですけれども、ぜひ当市として重点的にこの部分については、ぜひ計画に反映してほしい

というような事項があったら今の段階でも結構ですし、教えていただければと思います。 
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○議長（下山祥二君） 総合政策部長。 

○総合政策部長（新間康之君） 現在、半島振興計画の見直しに向けて県と調整を行っている

最中でございます。 

  半島振興の一部を改正する法律によりまして、法の目的に半島防災、それから地方創生と

いうものが追加されるとともに、先ほど議員が御指摘のとおり、基本理念の中に地方創生、

魅力の増進、半島防災、国土強靭化というものが新設されましたので、これら全て伊豆市に

本当に必要なものばかりなものですから、これらについてですね、重点的というわけではな

いですが、これらでできる取組について県とは調整をさせていただいて、取組について計画

の中に取り込まさせていただきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） これで小長谷順二議員の質問を終了いたします。 

  ここで14時15分まで休憩といたします。 

 

休憩 午後 ２時０４分 

再開 午後 ２時１５分 

 

○議長（下山祥二君） 休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

 

◇ 木 村 建 一 君 

○議長（下山祥二君） 次に、議席番号14番、木村建一議員。 

〔１４番 木村建一君登壇〕 

○１４番（木村建一君） 14番、木村建一です。最後の質問者になります。 

  ２つお尋ねいたします。 

  １件目、子どもが減少する課題にどう取り組むのか。 

  この議場に上がって、これで４回目の質問になりますが、継続してやることに意味があり

ますので、後ほど市長との論議の中で自らの主張を明らかにしていきたいなと思っています。 

  日本社会の重要な課題は、子供の数が減り続けることです。子供が減り、若者や子育て世

代が減少してしまうと、商店やスーパー、病院、交通機関など、生活に必要な施設や機能、

サービスを維持することは難しくなります。伊豆市も同様ではないかと考えます。国立社会

保障・人口問題研究所の地域別将来推計見ますと、静岡県下の中で、伊豆市の将来の年少人

口割合は厳しい推計が出ています。 

  ①2023年の人口推計では2020年のゼロ歳から14歳までの人口を100とした場合、2040年は

43.0。2050年は35.9と推計しています。これは静岡県の35の自治体の中で５番目に低いとい

う状況です。少子化対策に伊豆市も当局も取り組んでいるんですが、第２期人口ビジョンの

展望から見て、この将来推計をどう見ているのか、お尋ねします。 
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  伊豆市も少子化の課題を解決するために「子ども計画」、「子育て全力宣言」に取り組ん

でいることを評価した上で、 

  ②移住を呼び込む施策として始まった伊豆っ子未来応援金。小学校入学時には教材費など、

出費が増える時期のため、応援金があると負担が軽減しますとその目的を明確にしています。

応援金は移住者を増やす対策でしたが、全ての児童に応援しています。繰り返しの提案です

が、中学校入学時の応援金を検討しませんか。 

  ③高校生への就学援助金も検討しませんか。これまでの質問では伊豆箱根鉄道の通学費補

助を提案してきましたが、今回は就学など、ちょっと幅を広げた提案です。見解を求めます。 

  子供を産み育てる不安、希望が持てない困難はどこにあるのか。主な原因は国の政治にあ

ると考えていますが、解決の糸口が伊豆市の子ども計画にありませんか。以下質問します。 

  ④働き方についてです。 

  非正規雇用、すなわち会計年度職員のことなんですが、その不安が私は少しあります。伊

豆市役所の就労状況はいかがですか。また、不登校の児童生徒が増えることによって起きる

親が休まざるを得ない離職です。また、働く条件をどうつくるか。市長が以前述べられてお

りましたが、こども園に預けている間の短時間の働ける環境づくりも重要だと思いますが、

いかがでしょうか。 

  ⑤居住環境についてです。 

  移住・定住のためには住むために空き家バンク施策に注目していますが、以前お尋ねした

八幡地区周辺、青羽根地区周辺、土肥地区中心部の移住定住施策の取組について伺います。 

  ２件目伊豆中学校と慶応大が連携した防災教育についてです。 

  ①学校教育法施行規則で中学校の標準授業時間が決められています。時数のうち、生徒た

ちが防災を学ぶ環境をどう確保しますか。 

  ②伊豆中学校の学校づくりの７つのコンセプトの一つ、「一人一人を大切にみんなが伸び

る学校」を掲げています。インクルーシブ教育を実践するための最新のデジタル技術を活用

した防災教育をどのように取り入れますか。今後の展望についてもお尋ねいたします。 

  以上、質問いたします。 

○議長（下山祥二君） ただいまの木村建一議員の質問、子どもが減少する課題にどう取り組

むかに対し、答弁を求めます。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） それぞれ担当する部長に答弁をさせます。 

○議長（下山祥二君） 次に、総合政策部長。 

○総合政策部長（新間康之君） それでは、私からは①、②、③、⑤についてお答えをさせて

いただきます。 

  まず、①です。 
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  社人研の推計は、伊豆市の子供の数がこの先30年間で約６割減少する見込みを示す非常に

厳しい数字だと思います。 

  しかし、社人研の推計は、出生数や社会移動が現状の延長で推移することを前提にしてお

り、現在行っている政策による出生数の改善、それから移住・定住の促進等によって数字は

一定程度変えられる余地があるものと考えております。 

  したがいまして、少子化の流れは止められないものの、今後も決して諦めることはなく人

口減少対策に取り組み、持続可能な自治体であり続けるよう努力してまいりたいと考えてお

ります。 

  それから、②です。 

  現在の伊豆っ子未来応援金は、移住を呼び込むための施策として始め、今年度で３年目を

迎えました。 

  本年３月に策定した伊豆市子ども計画において、保護者から「子育てにかかる経済的な負

担が大きい」との意見が多いことも分かりましたので、何かと出費が多いと思われる中学校

入学時の経済的支援も含め、制度の見直しを考えてみたいと思います。 

  それから、③です。 

  子育てにかかる経済的な負担は高校生でも同じであるため、就学支援をすることができれ

ばよいということは承知をしております。 

  現在、市では高校生に対するバス通学補助や奨学金の無利子貸与を行っておりますが、今

年度から児童手当の対象が高校生まで拡充されたほか、高校の授業料の無償化が始まるなど、

国の支援が手厚くなっている状況もございますので、高校生への新たな支援については、現

時点で検討の予定はございません。 

  最後、⑤でございます。 

  本年３月議会の議案質疑の答弁の中で、八幡、青羽根、土肥地区における空き家の掘り起

こしと活用を重点的にしていきたいとお答えしましたが、現在、建設部で個別に空き家の状

況を調査中であり、まだ活用にまでは至っていない状況です。 

  当該地区への移住定住施策の取組としては、お試し住宅のほか、空き家バンクによる居住

誘導が挙げられ、空き家バンクについては、これまで当該地区11件の登録に対し８件の成約

がございました。 

  現在も３件の登録がございますので、引き続きこの情報を提供し、移住・定住につなげて

いきたいと考えているところです。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 総務部長。 

○総務部長（井上貴宏君） ④につきましては、私から答弁させていただきます。 

  現在、伊豆市役所で働く会計年度任用職員ですが、フルタイム職員は31名、パートタイム

職員については図書館司書や住宅保育士、部活動指導員など、198名が在籍しております。 
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  また、会計年度任用職員の働き方についてですが、小学校３年生までの子を対象とした子

の看護休暇制度や育児に関して多様な部分休業が取得できるようになるなど、子を持つ親に

とって働きやすい環境になってきていると考えております。 

  一方、民間も含め働き方、特に短時間で働ける環境づくりについて必要性を感じていると

ころではありますが、現在、地域職業相談室や市に寄せられる求人情報のほとんどが一般的

な勤務時間のもので、短時間勤務を条件とする求人は、ほぼない状況となっております。 

  まずは、事業者の意識改革等を含め、産業振興協議会や商工会等とも連携してシフトロー

テイションの工夫など、短時間勤務の創出に向けた取組を検討してまいります。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 再質問はありますか。 

  木村建一議員。 

○１４番（木村建一君） 子供が減少する課題について、私はこの課題というのは、伊豆市全

体の問題に通じるというふうに思ってますから、見解を取りあえずお話ししておきます。ち

ょっと重複するところはあるんですが、今からお話しするのは、ある自治体の首長が話され

たことの一部分を取り上げて、私も同感しますので、そのとおりのこととして引用させてい

ただきます。子供が減り、若者や子育て世代が減少してしまうと、今ある商店やスーパー、

病院、交通機関など、生活に必要な施設や機能、サービスを維持することは難しくなります。

少子化による人口減少は70年、80年守り育ててくれた高齢者の安全・安心な生活にもつなが

る課題です。少子化による人口減少は、このまちに住む全ての人に関係する最大の課題と言

えます。だからこそ、住民のみんなでまちの未来を考える。子供から若者、高齢者まで住み

やすいまちをみんなでつくるためにという立場でこの問題を取り上げておりますが、まさに

少子化対策というのは、見方を変えるならば、最大の高齢者福祉になると私は思ってます。 

  具体的な質問やりましたから、１件目の再質問に入ります。 

  社人研が一定程度の何十年先の人口を全国の自治体に推計を出しておりますが、総合政策

部長言われたように、政策の改善もあり得る、これ絶対じゃないですね。絶対じゃないんだ

けれども、お尋ねします。 

  何をお尋ねするかと言うと、人口推計をどう見ているのかということです。この問題につ

いて、長年社人研の研究部長だった金子氏は、この人口推計というのは天気予報のような自

然現象の予測とは、根本的に違うと言っているんです。最近の少子化や長寿化の傾向が今後

も続くと仮定して、それらの数値をそのまま将来へ写したらどうなるのかを示したものとい

う、人口推計は人口投影であると。人口投影というのは、一体全体何なのか。将来の人口が

どのように変化するかを科学的に計算する方法です。これは未来を予測する予言や予測とは

異なり、現在の人口動態、出生、死亡、人口移動などの傾向や推計が将来も続くと仮定した

場合にどのような人口の姿になるかを示しているということです。希望的観測じゃなくて、

ちゃんとした根拠があると。 
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  そこでです。第２期人口ビジョンでは、2040年の目標人口２万3,000人と立ててますね。

ですが、社人研の推計では１万8,265人というふうに推計しているんです。そうすると、こ

の差をどうやって詰めるのか、約4,700人の開きがあるんですけれども、ここをどういうふ

うに克服していくのか、どういう政策すれば、ここに行き着くのかということなんですが、

その前提条件をちょっとお話ししておきましょう、大事なことですから。 

  子供を産む、産まないとなると、直ぐに女性が何人産むのかと、産めよ増やせとかなるん

ですけれども、そうじゃないと思っているんですね、人口減少対策というのは。子供を産む、

産まないは、またいつ、何人産むかを自分で決めることは、大切な基本的人権だと思ってい

ます。したがって、行政から何人増やしましょうねということは、僕は結果的にはあり得な

いと思う。今言った人口問題についてこのくらいになるかなということは、当然掲げていい

んですけれども、本当に忘れてはならないことは、今言った大切な産む、産まない、結婚す

る、しない、何人産む、要らないよというのは、それはそれぞれの基本的人権の問題に関わ

る問題だと私は思っています。強制しては絶対駄目だと思っているんですね。多様な家族の

在り方でシングルなど、どんな生き方を選択しても個人の尊厳と権利が尊重される社会にす

る必要がある。 

  しかしながらです。政治の在り方は、問題がここでどうしても問われなくちゃならない。

かといって、じゃ、人口が減り続ければいいのかと、日本国全部そうですけれども。そうじ

ゃない、減るには減るなりの理由があるでしょうということを後ほど伊豆市の子ども計画の

中でも、市民の皆さんがどう思っているのか問いたいと思うんですけれども、１件目の最後

のところです。 

  合併した翌年2005年、平成11年、ゼロ歳から14歳までの子の人数全部足すと4,513人でし

た。2020年は、これは実数です、2,328人。15年後、これは未来ですから、こうなるかどう

かは分からないけれども、人口推計によると、2040年の推計は1,141人となっています。さ

らに20年後の2050年は836人です。4,000人いたのが、三桁になる。20年間でマイナス2,502

人。55％減るであろうと予測している。これをどうやって、大変な作業ですよね、戻すとい

うのは。だから、そういうふうに私は見ているんですけれども、政策改善ありという話で当

然のことだと思うんですね、伊豆市として市長以下、今まで人口減少対策、様々な問題をや

ってきてるんですが、それでも減っちゃうのかということが、やっぱりもっと希望あるよう

に、増えるからいいんじゃなくて、どうしてこうなるのというようなところは、分析する必

要があるんじゃないかと思いますが、見解を求めます。 

○議長（下山祥二君） 総合政策部長。 

○総合政策部長（新間康之君） 少子化の取組といたしましては、先ほど木村議員がおっしゃ

ったように、ただ出生数を増やす取組だけでは足りないと思っております。先ほどおっしゃ

いましたとおり、本人の意思等もありますので、また、それに加えて、そもそもの母数を増

やすといいますか、女性の数を増やす取組も必要だと思っていまして、２つの両輪で取組を、
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まずしていかなければならないと思っております。そのために、我々再三議員から御質問い

ただいてます子育て全力宣言の中で、出会いから結婚、妊娠、出産、子育てまでということ

ですね。ただ出産だけではなくて、そもそも出会いの部分まで一応取組としては、入れてい

るところです。 

  ですので、今の市の施策としましては、私が申しましたとおり、母数を増やす取組、それ

からお子さんを増やす取組ということで、両輪で今やらせてもらっているということがあり

ます。 

○議長（下山祥二君） 市長。 

○市長（菊地 豊君） 第二次世界大戦で300万人以上の犠牲者出したわけなんですね、この

日本は。1945年にその戦争が終わって80年たって、それから63年間、2008年までは人口増え

たわけです。60年の間に4,000万人も人口増えたんです。一番多いときに１億2,800万人です

から、4,500万人ぐらい増えた。大きな国ですよ、人口4,000万人という国は。その間に私た

ちは衰退してきたんです。私たち、その間に人口増えてきたわけじゃないんです。だから、

人口が物すごく増えている間に、本柿木も市山も持越も中伊豆も減ってきているわけですよ。

今度は東京23区も減っているんです、今。全国で人口が増えているときにさえ我々過疎化し

てきたのに、今度人口が東京23区も含めて日本人は全部減り続けてるんです。外国人は増え

てるから東京都の人口は増えてるけれども。恐ろしい時代ですよ。その間に、なぜそうなっ

たかというのは、さっき申し上げたとおり、ある時期からどういうことがあったのか分から

ないけれども、都市に住む者しか勝ち組じゃないという変なグランドイメージが定着してし

まったわけですね。それを覆すことは、市町村単位ではできません。私たちが日本人として、

そして我々が、日本人がどういう国を求めて、そして求めた日本人がどういう政治を選ぶか

をやらない限りは変わらないんですよね。 

  この間に、さっき空き家の問題もありましたけれども、今、我々が直面しているのは、人

も減って、すごく皮肉な言い方申し上げますけれども、地方に住む人ほど、うちの息子、う

ちの孫は都会へ行け、つまり、人が要らない、土地が要らない。国というのは国民と土地と

主権ですから、国を構成している条件のうちの２つが今要らないと言ったらおかしいんです

けれども、重視されない変な国になってしまったんです。だから、これを変えるのは、伊豆

市だけでは絶対にできません。ただし、伊豆市の場合には、人口が集中している首都圏、あ

るいは100万都市である東京、横浜に行っているのではなくて、社会的流出が最も大きいの

はお隣の伊豆の国市なので、幾ら何でもこれはもっと止めましょうということをやっている

わけですよ。 

  だから、全体の流れを止めることは伊豆市長ではできないけれども、せめて近隣市町に流

れているところは、何とかか食い止めたいという施策を今一生懸命やっているわけです。こ

の基本的な状況の違いというものは、我々認識しないと、あたかも市町村ごとに全部できる

というような地方創生で間違えた結果として、人口の取り合いになっただけだったというこ
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とを繰り返してはならないと考えています。 

○議長（下山祥二君） 木村建一議員。 

○１４番（木村建一君） 減ってるから、けしからんとは私思ってない。先ほど言った静岡県

下の中で減る率が、結果としてですよ、推計的にも下から数えたら５番目だったというとこ

ろなんですけれどもね。なぜこれだけの問題を定義するかというと、やっぱり人口減少対策

危機宣言やっているから、これはずっと続いて、その延長線上として、今子育て全力宣言も

あるというふうに認識してます、私はね。何もやってないとは言ってない。でも、何かが足

りないからということで、それ、今探ってるんですけれども、全国の自治体が全て減ってる

かといったら、そうじゃない。後ほど問題提起をしたいなと思っている。ちょっとの間仕事

をしたいという、そういうまちもあるんですよ。具体的に言うと、岡山県の奈義町。合計特

殊出生率は2.5、驚異的な数字。だから、伊豆市は遅れてるとは、私は何も思ってない。そ

れはそれとして学ぶところはあるでしょう。 

  気がかりなのは、今市長が述べられたように、ここがよく分かんない。私も解決の道がな

い。今市長が言われた伊豆の国市に行っちゃうよと。すごく気にしている、私も気にする。

どうしてですかということは、平成30年頃に聞いているんでけれども、私も分からないんだ

けれども、お答えいただけませんかと。特にお答えいただける条件というのは、一番転出す

る方の条件をつかんでるのは、それはプライバシーに関わるから、それほど根掘り葉掘り聞

くわけにいかないけれども、どこかに行くんでしょう、伊豆市から。そのときには窓口に行

って転出届を出すと。そのときに何らかの形でつかめないのか。議員はつかめないですよ、

個人個人。あんた、何で行くと。それは本当にプライバシーに関わる問題だから。だから、

こういうことを言っていましたよね、大分前。市長、多分記憶にあると思うんですけれども、

進学・就職ならまだしも、しかし卒業し、職場が近くにあっても伊豆の国市に出ていく人た

ちに対して、どうすれば伊豆市、生まれ故郷に残っていただけるかという最大の課題がある

んだと。ちょっと気がかりなのはお年寄りがこの伊豆市は駄目だ駄目だという、自分の子や

孫に言うから、出ていくんだよということで、もしそれが主要な原因であるならば、お年寄

りが悪いのって。お年寄りからするならば、自分の子や孫に、ここにいてほしいんですよ。

そのせいにするんであるならば、それはやっぱり、そうしないでねという対策を取ればいい

ことだと私は思っています。 

  一番のなぜ子育てに苦労しているのかということで、ちょっと飛びながら、伊豆市の第１

期子ども計画、冒頭、質問の中でお話ししました。それは後ほどお話ししたいなということ

なんですけれども、幾つかやります。 

  これは伊豆市が編集したものですね、当然のこととして。最高責任者、市長です。この中

に子供関連施設の課題、保護者の意見から見える課題と。保護者の意見聞いてますよ、当然

のことだと思うんですね。理想の子供の人数は２人または３人が多く見られますが、実際の

人数は理想の人数より１人または２人少ない世帯が多く、もう一人欲しい世帯の理想をかな
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えるための支援の検討が必要だと。じゃ、どんな検討するのかと。まだここの中では見えて

いないんですけれどもね。子育ての悩みや気がかりについて、自分の時間が十分に持てない、

子育てにかかる経済的な負担が大きいといった保護者の精神的・経済的負担感の回答が多く

見られることから、既存の支援制度の周知に努める必要がある。既存の制度に努めると同時

に、さらにやることはないんですかということが今問われていると思うんですね。やっぱり、

前議会でもお話したんですけれども、今のちょうど子育て中の世代の方々というのは、バブ

ルがはじけて、それこそ先が見えないなんてことで、ずっと生活してた30年間、その中で子

育てやっているということですから、やっぱり一番の課題というのは、私は子育て世代への

経済的な応援かなと思っています。よく言われるのがそこで、個人の問題かということなん

で、そうじゃないと。教育というのは、結果的にはその子がここに育って大人になっていく

んでならば、それは伊豆市全体の、皆さんの、みんなの力になってくれると思うから、個人

対社会の問題かというんじゃなくて、社会みんなの問題だと。１つ区切りましょう。お話し

した保護者から見える課題ということ、今幾つか述べましたが、その辺についての見解を求

めます。 

○議長（下山祥二君） 市長。 

○市長（菊地 豊君） 私たちは幸いなことに鉄道がありますから、伊豆箱根鉄道駿豆線沿い

に住んでいるわけですね。修善寺駅から三島駅までの間は近隣市町に人口が流れてしまうと

いうことは、大仁駅から三島駅との間というわけですよ。残念ながら、修善寺駅、牧之郷駅

周辺で人口を止めることができていない。それはそうですね。牧之郷は40年間調整区域だっ

たわけですから、それを私が変えるまでに、市長になってからそれだけで８年かかったわけ

です。大仁駅から三島駅までの間と修善寺駅、牧之郷駅を比べたらどうかというと、利便性

では勝てないということをその頃申し上げたわけですね。生活の利便性では、新幹線の駅に

近いところ、大学病院に近いところに勝てないから、伊豆市が自分たちで唯一できるのは公

教育だと申し上げたわけです。小学校、中学校で田方郡のほかの近隣市町に負けていたら、

当然、もっと行ってしまうので、そこで教育環境の整備だけは絶対に負けたくないというこ

とで、学校再編成事業をお願いしたわけです。また、修善寺地区の小学校の再編成は、それ

が理由で中学校反対されましたから、結局はこうなってしまったんですが、そこまでの菊地

としての伊豆市長のその政策がようやく実現できたのは今年４月なんです、ようやく、よう

やくです。それは保護者の皆さんの希望だったんです。いい中学校つくってください、いい

公園をつくってください、これは何度も何度も申し上げている。毎年毎年、私がこども園回

っていたら、リバーサイドパークのようないい公園つくってくださいと。そこで、中学校と

公園をセットで今つくっているわけです。そういった意味では、中学校こそ開校したけれど

も、当時私がその議論の頃に考えていた事業が今、来年４月末に終わろうとしているわけで

す。 

○議長（下山祥二君） 木村建一議員。 
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○１４番（木村建一君） いつもそこのところがね、市長が言われるんですけれども、人口減

少が始まったのは、人口宣言やったのは、そのまだ前ですよね。そのときにも減り続けてき

た。どうしようかとなって、何かいかにも学校ができるのが、ちょっと延びたから、人口を

増やそうとしているのに、そこが遅れたから、こういう伊豆市になったんだというのは、私

は違うというふうに思います。 

  すみません、先ほど言った一番子供を育てるのにこの点の課題だなということで、子ども

計画の中に幾つか紹介しましたけれども、それについての見解を求めます。 

○議長（下山祥二君） 市長。 

○市長（菊地 豊君） 子育てにお金がかかるというのは、そのとおりなんですね。大学では、

アメリカもお金がかかりますけれども、かなり奨学金があるところもある。それから、ヨー

ロッパなんかでは、大学は無償化のところがたくさんあります。ただ、そういったところは、

公教育、公立の高校、大学は無償にしているけれども、私立は普通は有償なんです。日本は、

一つ心配なのは、高校を全部無償化してしまったので、もともと静岡県の東部は私学の多い

ところなんで、それで、今私たちの地元にある伊豆総合高校、以前であれば修善寺工業高校、

大仁高校がある意味、高校の魅力化の中で負けてしまって、そして伊豆総合高校１つになっ

て、今一番心配なのは無償化にすることによって、公教育が私学に負けると、私たちは高校

生が通う場さえ失いかねない。したがって、何でもかんでも無償化にするということは、し

っかり対策取っておかないと逆効果にしかならないということは、１つはまずある。 

  国策が中途半端なのは、大学に行きたい子は当然学力に応じて行くことが、私も母子家庭

でしたから貧しかったですけれども、そこはやっぱりちゃんと行政で担保してあげなければ

いけない。 

  ところが、今、第３子から国が大学の教育費出すんですよ。ですから、４人、５人、せっ

かく子供を産んでくれた。そのお兄ちゃんが２人卒業すると、また有料になる。５人子供が

いても、３人卒業したら４人目、５人目は、また親御さんの負担になる。いかにも中途半端

ですよね。こういったことが若い親御さんには見透かされていて、つまり、国はそこまで人

口対策をやる気はないというような、国は国で頑張っているんでしょうけれども、しかし、

それって貧困対策であって少子化対策ではないですよね。４人も５人も産んでくれたのにと

思うところはあります。その根本は、私、今20年ぐらい前にオランダ人が書いた「いまだ人

間を幸福にしない日本というシステム」という本なんですが、詳細は申し上げませんけれど

も、そこで起こってしまったのが、やっぱり、女性が結婚しない、子供を３人、４人産まな

い、まさに女性による、言葉は悪いんですけれども、女性による判断が結果として起きてし

まう。それは働き方もそうですけれども、社会における意思決定もそうだし、子育てのしや

すさもそうだけれども、何十年も前から分かっていた日本の女性の住みにくさ、これは欧米

と比べてですよ。私、伊豆市がどうこう言っているんじゃなくて、今の論点はですね。先進

諸国と比べて、女性がライフワークを設計しにくい日本のシステムの結果、この30年間、経
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済が停滞している中で、さらにさらに少子化が進んでいるんだろうというのが私の現状分析

なんです。 

  そこで、せめて伊豆市ができることは、少しでも負担を少なくするように出産するとき、

小学校に入るとき、通学のための負担、高校生であっても通学のための負担を軽減する等々

をやってきたわけです。そして、その中で、やっぱり大切な子供たちがいい教育環境の中で

過ごしたい、友だちと広い公園で元気に遊びたい、そういったニーズに応えるべくやってき

たわけです。ただ、ここは道半ばというよりも、ようやく形だけが整いつつあるということ

で、この構造的な課題は、国の形から伊豆市の施策までほぼ網羅されている政策の中にまだ

まだ課題が潜んでいるということだと思います。 

○議長（下山祥二君） 木村建一議員。 

○１４番（木村建一君） ちょっとまとめながら次に行きたいんですけどね。中学校入学時の

応援金は検討しませんかと言ったら、検討しますということですから、再度の見直しをやる

というから、前向きにとらえてよろしいでしょうか。 

  それから、高校生。ここはまた課題になって、後ほどまた、時間ないもんで。高校教育の

就学支援新制度というのは、本当に複雑多岐ですよ、国がやっていることは。市長が言われ

る中途半端。３人目からしか出さないと。じゃ、１人目、２人目どうするのということは、

誰しも考えますよ、それは。当たり前のことなのにやろうとしない、中途半端ということ、

それは国の政策でいいですけれども。 

  高校生の就学援助についてです。通学云々じゃない。たまたま今回用意するのだって、去

年の３月議会の議事録をずっと読んできました。その中で、この中にいらっしゃる議員がこ

んな話をされていました。「今年度の議会報告会実行委員会で中学校ＰＴＡ役員の皆さんと

語る会を実施した際に伺った意見の中に、高校進学など、これからのことを考えると中学校

までとは比べものにならないくらいの出費になるので、市からの何かしらの援助があるとあ

りがたいという意見がありました」ということがありました。なるほどなと。私、ちょうど

このときいなかったもので、あ、こんな論議をされたのかなと思って、まさに市が考えてい

るレベルの問題と、今一生懸命子育てしている保護者の見解が少しずれているのかなと、や

っぱりそこのところは駄目だというんじゃなくて、穴埋めしてあげませんかということです。 

  時間の関係があるから、もう一つお尋ねします。 

  いわゆる会計年度任用職員の問題について伺ったんですが、よく分からないのは、会計年

度任用職員じゃないと、私は手を挙げませんということですか。会計年度任用職員でなくて、

正規職員になりたいんだけれども、募集するときには、会計年度任用職員ですよ。パートじ

ゃなくて、短時間じゃなくて、フルタイムで見たときに、今部長が31名と言われましたけれ

ども、この方々は会計年度職員しか望まない、正規職員は望まないということでしょうか。

ちょっと分からないといもんでお願いします。 

  次いっておきます。４つ目かな。 
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  働く条件をつくるのかということで、以前、熱海市のことを市長が述べられまして、短時

間、ほんのちょっとのでもいいから働けないということで、たまたまいろんなことを調べた

ら、これ調査してください、後ほど。私、議員としての限界があるから。先ほど言った岡山

県の奈義町。子育て中の女性から日中の短時間に仕事がしたいが、仕事そのものがないとい

う声を聞いて、当局が。働いて賃金を得たいという気持ちは十分あるんですと。ここが大事

なのかなと思ったのは、一人一人ばらばらにしていると孤立しちゃうよと、孤立する住民が

いると、それは、ほかの自治体に行っちゃうと。そうじゃなくて、ここに皆さん一緒になっ

て頑張ろうねというのが、この日中の短時間で少しでもいいから仕事をしたいと、人と人と

のつながりからということで、この奈義町では、この辺が十分調査できていません。町の人

事部事業というのをつくった、町のほうで。そして、ちょっとした仕事を請け負いたい町民

をつなぐということをやっているんですね。 

  だから、ちょっと伊豆市でも検討すれば、あそこがやっているから、すぐにここできると

は、私思っていません。様々な条件があるから。でも、ほかのところがやっているんだった

ら、何らかがあって学んで、ここでできるんであるならば、私は取り組んでいただいて、市

長が以前述べられた短時間でもいいから、働ける条件をつくるということをちょっと考えて

いただけませんか。３つ、４つ聞きたいんですけれども、できましたらお願いします。 

○議長（下山祥二君） 市長。 

○市長（菊地 豊君） 議員は先般から中学生入学ときに、お金を支給しないのかという御指

摘あるんですけれども、その現金がいいのかどうかについては、やっぱりちょっとまだまだ

検討の余地があるかなと思っています。多分、全国で全中学生に、どこでも乗れるバスのフ

リーパスを出しているのは伊豆市だけじゃないでしょうか、私、調べていませんけれども。

つまり、学校を１つにした、あと土肥の２つ、山の中学校と海の中学校。だから通学だけだ

ったら、定期券を出せなかった近くの子も含めて自由に動けるようにしよう。小学生と中学

生違うから、中学生だけだったら、友だち同士でも動けるだろうと。これは選択の幅を広げ

たいだけです。我々の都市部と比べて、比較的弱いのは選択肢がやっぱり田舎に行くほどな

いんですね。先生も少ないし、友だちも少ない。だけど、伊豆市の中にある教育資源は、何

でも活用してもらうために、彼らに自由に選んでもらって、いろんなこちらの子が海に行く、

向こうの子が団体スポーツやりに来ることも含めて、やりたいことにかなりのお金を費やし

ているわけです。私は、これはやっぱり効果があるお金の使い方だと思っています。高校生

の場合には、自分の選択で三島、沼津に行く子もいるでしょう。でも、伊豆市としてですよ、

今伊豆市にある県立高校を守らなくて本当にいいんだろかと思う。それは全部親の選択、子

供の選択だから、そこに市が口を出すべきではないという価値判断の方もいらっしゃるでし

ょう。それはそれで、私は否定もしませんし、それがおかしいとも思いません。だけれども、

ここから15分先に順天堂大学病院があっても、伊豆市には病院がないと言われるんですよ。

伊豆市の区域の中になければないと言われてしまう環境の中で、高校がなくなったときに、
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伊豆市には高校も病院もないという言われ方をするのは、ほぼ間違いないわけですよね。 

  したがって、皆さんはそれぞれ自由な選択があるわけですけれども、伊豆市長としてやる

べきは、伊豆総合高校をしっかり魅力ある高校にして、進学もできる、技術も学べる、ＩＣ

Ｔも学べる、そういった魅力ある高校にしてくださいというのが、私がエネルギーを割くと

ころであって、三島・沼津に通うためにお金を出しますというのは、やっぱり現時点では少

し違うのではないのかな。そこまでの余力は伊豆市にはないのではないのかなと考えていま

す。 

  中学校との大学との協定は、市長が協定結びましたから、これ、補足させていただきたい

んですが、これからの子供たちは将来どうなるか分かりません。非常に不透明な社会を生き

抜く中で、一番大切なのは学力よりも生きる力。何が課題なのか、自分は何が得意なのか、

自分は何をやりたいのか、生きる力が必要なんですね。 

  そこで慶応大学がいい提案してくれたのは、最先端技術を使って自ら望む子に防災を勉強

させましょうということなんです。これとてもいい。東大に期待したのは、人間最後は課題

解決能力にあるんです。一体何が問題なんだろうか、自分はどうすればいいんだろうか、最

後に分かった、よし、自分はこれをやろう。自分がこれをやろうとすると、これが問題なん

だという最後の判断に立ち至ったときの、具体的な問題解決能力なんです。これが最も得意

な大学の一つが東大なわけです。東大の入試というのは、問題があって解答があるわけです

から。分かっている問題に対して最も効率的に解答することが上手な人たちが東大に行くわ

けであって、そこのノウハウも子供たちに与えてやりたいと。だから、東大と慶応と別の目

的で協定を結んでいるんです。 

  したがって、私が市長として考えているのは、伊豆市の小学生・中学生に可能な限り多く

の選択肢を与えてあげたい、こういうことを考えているわけです。 

○議長（下山祥二君） 総合政策部長。 

○総合政策部長（新間康之君） 先ほど議員からの御質問にお答えさせていただきます。 

  まず、小学校の応援金については、見直しを、今後させていただきたいと思います。 

  それから、２つ目ですが、議員の地域の意見交換会かなんかで高校入学時の費用負担が大

きいという話があったと思います。その後ですね、先ほど言いましたとおり、国から児童手

当の支給、それから高校の授業料の無償化が始まりますので、その辺については、ある程度

国で見ていただけるのかなと今思っていますので、現時点では検討の予定は考えていないと

いうことになります。 

  それから、奈義町の取組については、私も多少承知はしておりますので、その取組につい

ての制度は、当市でも、まずは研究をさせていただきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 総務部長。 

○総務部長（井上貴宏君） 先ほどフルタイムの会計年度任用職員の方がフルタイムを望んで
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いるのかというような、要は会計年度任用職員を望んでやっているのかというような質問で

よろしいでしょうか。 

  あくまで会計年度任用職員につきましては、事務補助的な部分がメインなところと、あと

特殊な業務があった場合に、会計年度任用職員を採るんだということで、正職員で職員は配

置するのが基本とは考えています。そうはいっても、休暇する職員であるとか、正規職員の

中で、欠けてしまう部分がありますので、そういったところについては、会計年度任用職員

を今充てさせていただいているというような状況です。実際にその会計年度任用職員の方が

正規職員になりたいという場合につきましても、そういった試験を受けていただいて、実際

になっている方もいるというようなところになります。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 木村建一議員。 

○１４番（木村建一君） どうしてもここのところが分かんない。後ほどまた論議したいんで

すけどね。 

  子どもの権利条約というのがあるじゃないですか。第１期こども計画なんかは、基本は子

どもの権利条約ですよ。子供の一人一人の権利をきちっと、子供だけでなくて、１人の人間

として尊重しましょうねといったときに公立高校がなくなっていいのかということは、それ

は市長の考えなら考えでいいです。それをあらゆる選択肢を子供たちに将来のこういう道を

行きたいから、この高校に行きたい、この高校に行きたいと言ったときに、なぜ１つの高校

に誘導するようなことをやられるのか私は納得しない。もっと論議を今後もやっていきたい

と思います。 

  ２件目のこと、お答え願えませんか。 

○議長（下山祥二君） 次に、２問目、伊豆中学校と慶応大が連携した防災教育について答弁

願います。 

  教育長。 

〔教育長 鈴木洋一君登壇〕 

○教育長（鈴木洋一君） まず、防災を学ぶ環境の確保についてでございますが、学習指導要

領には学校行事の健康安全・体育的行事のほかに災害等から身を守ることの意義を理解し、

必要な行動の仕方を身につけるというふうに明記されております。そういう中で、避難訓練

等を実施しているところでございます。また、総合的な学習の時間を窓口とした探求課題と

して、地域や学校の特色に応じた課題として防災も提示をされております。既に伊豆中学校

では、総合的な学習の時間で全ての２年生が防災の学習として、ふじのくにジュニア防災士

取得と普通救命講習の受講を教育課程に組み込んでおります。慶応大学との連携ですが、包

括連携協定を締結した本年度は、初年度ということで、ＸＲ防災教育を放課後の伊豆タイム

で試験的に行っています。現在の試験導入で、授業でも取り組んでいける学習方法が確立し

た際には、広く教育課程にも組み込んでいきたいと思います。 
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  今後の展望についてですが、伊豆中学校では、地域防災の担い手を本気で育成するという

強い意思の下、２年生の防災教育を行います。これは、伊豆中学校が御承知のとおり、危機

管理センターとひなた公園に隣接しているという伊豆市の防災拠点としての最前線にある立

地ということが一つの背景となっております。これらの基礎的な防災教育の上に、最新のＸ

Ｒ（クロスリアリティ）によるデジタル技術を導入いたしました。これにより生徒が直面す

る多様な災害時の困難をリアルに再現し、生徒一人一人が自らの特性に応じた避難行動や判

断力を実践的に養うことができます。今年度は初年度ということもあり、伊豆タイムでの参

加者は10名ほどでございますが、この取組を通じて、基礎と応用が両輪となるハイブリッド

型の防災教育モデルを確立し、多様な生徒のニーズに応える教育を実現したいと考えており

ます。 

  また、ＸＲに少しでも興味を持つことで、これまで防災に興味がなかった生徒もこの学習

を通じて主体的に行動できるようになるなど、防災教育の裾野を広げる好循環を生み出して

いきたいと考えております。これらの取組は、全ての生徒が災害時に自らの命を守り、さら

に他者を助けることができる人材へと成長するための重要な一歩であると考えております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 再質問はありますか。 

  木村建一議員。 

○１４番（木村建一君） 今の答弁聞いていまして、ああ、そうかと思いました。何かクラブ

活動的にやられるから、そうすると、あれ、そこの好きな人だけでやってね。あとの人は、

今いろんな話伺ったんですけれども、その防災計画、仮想何と言ったかな、いうことを体験

できないのかなと。それでは、ちょっと教育というのは平等にしなくてはならないのにとい

うことで思ったんですけれども、そうじゃなくて、ちょっとインクルーシブというのは包み

込むという意味で、誰一人として排除されない環境をつくるんだよという話をされているも

んで、新中学校はね。それにどうなるのかなと思ってクエスチョンあったんだけれども、今、

教育長の答弁聞いて、みんなの制度を大事にする、いわゆる、普通、災害というのは体験し

ちゃ駄目ですよね。今日もさんざんその津波避難をどうするかで、市長もいろんな話なされ

たんだけれども、仮想で、そういうことが体験できますよということで一つのさらに知識を

深めていく学校教育として大事なのかなと思いました。 

  ２つお尋ねしますね。 

  そうなったときに導入費用。今のところ小人数でやっているから、何となくそれほどの機

材はいらない。今度多くなったときに費用導入がどのくらいかかるのかな。インフラ整備費

用はどうなるのかということと、そうすると、当然その専門の知識を持っている方が学校に

来てやられるでしょうけれども、当然そこには先生も関わらなくちゃならない。そうすると、

教える側にも学ぶ生徒にも一定のスキルが求められるが、とりわけ教職員がＸＲを効果的に

指導するための能力を取得するという場所がどうしても、自分たちで学べと言っても無理で
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すよね、専門的な知識、そこのところをどうされるのか、お願いします。 

  前、土肥に行ったときに、逃げないんですかと言ったら、私は歳だから、いいのですと言

っている方がいらっしゃった。そうじゃなくて、ＸＲを体験するならば、ひょっとしたら、

命の大切さを覚えて、お年寄りの方も自覚してくれると思うもんで、広くは全市民的なそう

いう体験するようなことになるのか。これ、教育委員会からちょっと外れますけれども、お

願いします。 

○議長（下山祥二君） 教育部長。 

○教育部長（小塚 剛君） それでは、費用面を私から少し答弁させていただきたいと思いま

す。 

  今、このＸＲをＶＲゴーグルというゴーグルをかけてやる学習なんですけれども、これを

全校生徒全員に配ろうという計画ではないんですね。このＶＲゴーグルが大体、今450名の

生徒がいるんですけれども、１割程度、45台程度あれば、将来的に授業で使うときにでも何

となく使っていけるんじゃないのかなというふうに思っております。 

  また、これ、グループで学習することによって、より効果を発揮するというのがあります

し、未成年ということで、ゴーグル長時間つければ視覚的におかしくなる子もいるというこ

とですね。グループでやるのが一番中学生世代では理想なのかなというところです。 

  今回の補正予算にも、実際に慶応大学の研究員の方が来て学習をしていただいているので、

こちらでも用意しなきゃということで、土肥小中一貫校の分も含めて８台のＶＲゴーグルと、

今まだちょっとｉPａｄが一番操作環境がいいということで、ｉPａｄも併せて購入させてい

て、約300万円ほどの予算かかるということで、これを45台分ですと、大体1,700万円ぐらい、

今の同程度としましてね。これは将来的に１人１台端末で動かせるようになれば、一番それ

が理想的なものですから、ただ、今の段階で概算でやると、大体1,700万円程度の費用がか

かるというふうに計算をしております。 

  こういうものを使って、議員おっしゃるとおり、まさに危機管理課で防災訓練でお年寄り

とかにも体験していただければ、仮想空間で実際に津波が来たときに、この辺まで水が来る、

あ、これだったら、苦しくて逃げたほうがいいとか、そんなふうに思っていただけるような

ことが体験できると思いますので、ぜひこれをまず中学校で実際に導入していただいて、市

民の皆様にも広がるような格好にしていきたいというふうに考えております。 

  先生方の話につきましては、教育長からお願いしたいと思います。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 教育長。 

○教育長（鈴木洋一君） 議員御指摘のとおり専門的な知識が最初要りますので、最初は慶応

大学のほうから研究員の方来ていらっしゃいますので、そちらの方にいろんな技術を教わり

ながら、将来的には教員を主体的に学ぶような、これからいろんなところで、このＶＲの技

術が入ってきますので、そういったものを指導できるように研修を積みながら、指導してい
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ければなというふうには思っております。 

  以上でございます。 

○議長（下山祥二君） これで木村建一議員の質問を終了します。 

 

◎散会宣告 

○議長（下山祥二君） 以上で本日の日程は全て終了しました。 

  次の本会議は９月10日水曜日の午前９時30分から議案質疑を行います。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  御苦労さまでした。 

散会 午後 ３時１６分 

 



－191－ 

令和７年伊豆市議会９月定例会 

 

議 事 日 程（第４号） 

 

                   令和７年９月１０日（水曜日）午前９時３０分開議 

 

日程第 １ 議案第４９号 令和６年度伊豆市一般会計歳入歳出決算の認定について 

日程第 ２ 議案第５０号 令和６年度伊豆市公共用地取得事業特別会計歳入歳出決算の認定 

             について 

日程第 ３ 議案第５１号 令和６年度伊豆市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定につ 

             いて 

日程第 ４ 議案第５２号 令和６年度伊豆市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定に 

             ついて 

日程第 ５ 議案第５３号 令和６年度伊豆市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第 ６ 議案第５４号 令和６年度伊豆市水道事業会計決算の認定について 

日程第 ７ 議案第５５号 令和６年度伊豆市温泉事業会計決算の認定について 

日程第 ８ 議案第５６号 令和６年度伊豆市下水道事業会計決算の認定について 

日程第 ９ 議案第５７号 令和６年度伊豆市持越財産区特別会計歳入歳出決算の認定につい 

             て 

日程第１０ 議案第５８号 令和６年度伊豆市市山財産区特別会計歳入歳出決算の認定につい 

             て 

日程第１１ 議案第５９号 令和６年度伊豆市門野原財産区特別会計歳入歳出決算の認定につ 

             いて 

日程第１２ 議案第６０号 令和６年度伊豆市吉奈財産区特別会計歳入歳出決算の認定につい 

             て 

日程第１３ 議案第６１号 令和６年度伊豆市月ヶ瀬財産区特別会計歳入歳出決算の認定につ 

             いて 

日程第１４ 議案第６２号 令和６年度伊豆市田沢財産区特別会計歳入歳出決算の認定につい 

             て 

日程第１５ 議案第６３号 令和６年度伊豆市矢熊財産区特別会計歳入歳出決算の認定につい 

             て 

日程第１６ 議案第６４号 令和７年度伊豆市一般会計補正予算（第４回） 

日程第１７ 議案第６５号 令和７年度伊豆市国民健康保険特別会計補正予算（第１回） 

日程第１８ 議案第６６号 令和７年度伊豆市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１回） 

日程第１９ 議案第６７号 令和７年度伊豆市介護保険特別会計補正予算（第１回） 
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日程第２０ 議案第６８号 伊豆市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用 

             等に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一部改正 

             について 

日程第２１ 議案第６９号 伊豆市印鑑条例の一部改正について 

日程第２２ 議案第７０号 伊豆市営施設運営委員会条例の廃止について 

日程第２３ 議案第７１号 伊豆市下水道条例及び伊豆市給水条例の一部改正について 

日程第２４ 議案第７２号 伊豆市上下水道事業審議会条例の制定について 

日程第２５ 議案第７３号 伊豆市地域集会施設条例の一部改正について 

日程第２６ 議案第７４号 財産の取得について 

───────────────────────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１から日程第２６まで議事日程に同じ 

 追加日程第 １ 議案第７５号 財産の取得について 
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開議 午前 ９時３０分 

 

◎開議宣告 

○議長（下山祥二君） 皆さん、おはようございます。 

  本日、議席番号３番、浅田藤二議員より、遅刻の届出がありますので、お知らせいたしま

す。 

  ただいまの出席議員は13名であります。定足数に達しておりますので、会議は成立いたし

ました。 

  ただいまから、令和７年伊豆市議会９月定例会４日目の会議を開きます。 

 

◎議事日程説明 

○議長（下山祥二君） 本日の日程は、配付のとおりであります。 

  日程に基づき議案質疑を行います。 

 

◎議案第４９号～議案第６３号までの質疑、委員会付託 

○議長（下山祥二君） 日程第１、議案第49号 令和６年度伊豆市一般会計歳入歳出決算の認

定についてから、日程第15、議案第63号 令和６年度伊豆市矢熊財産区特別会計歳出決算の

認定についてまでの15議案を一括して議題といたします。 

  これより、質疑に入ります。 

  質疑の通告がありますので、これを許します。 

  議案第49号について、議席番号14番、木村建一議員。 

〔１４番 木村建一君登壇〕 

○１４番（木村建一君） 14番、木村建一です。 

  議案第49号 令和６年度伊豆市一般会計歳入歳出決算の認定について質疑をいたします。 

  本会議における質疑とは、伊豆市議会運営規程に議案の趣旨または、必要性の確認、提出

された経過等の大綱とするというふうに決められております。 

  したがって、その線に沿いながら質疑をいたします。 

  令和６年度予算は、合併の総仕上げのための予算編成とのことでした。 

  当初予算で述べられた、６つの第２次総合計画後期基本計画の体系に基づく重点目標への

取組についての成果を伺います。 

○議長（下山祥二君） ただいまの質疑に対し、答弁願います。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） 皆さん、おはようございます。総合政策部長に答弁させます。 

○議長（下山祥二君） 次に、総合政策部長。 
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○総合政策部長（新間康之君） それでは、私からお答えをさせていただきます。 

  合併の総仕上げのための予算編成と位置づけ実施した、令和６年度事業の取組の成果につ

いてでございます。 

  まず、重点目標１「少子化対策と次代を担う人材の育成では」では、夜間小児医療機関に

対する補助金の新設や医療相談アプリの導入のほか、出会い、婚活支援事業を拡充するなど、

結婚から子育てまで切れ間のない支援をより手厚くできたと考えております。 

  また、新中学校整備工事の完了や、学びの探求向上事業の開始により、教育の充実につな

がったと感じています。 

  重点目標２「安全で心地よい生活環境の創出」では、救急医療対策事業により、福祉、医

療を更に充実するとともに、リサイクルセンターの整備やゼロカーボン推進事業にも取り組

み、安全安心なまちづくりを進めることができました。 

  重点目標３「産業力の強化」では、伊豆市版ＤＭＯ事業を通じて、市内経済の活性化を図

りました。 

  また、ワサビジターセンターを活用した情報発信や森林環境譲与税を活用した様々な取組

により、農林水産業資源の再構築も進んでおります。 

  重点目標４「まちへの誇りの醸成とブランド力の向上」としては、移住や定住を促すため

の補助金やお試し住宅の運営に加え、キャンプを生かした新しいまちづくりを進め、人の流

れを呼び込むことができました。 

  また、市制20周年記念事業やふるさと学級事業を実施し、郷土愛やシビックプライドを育

むことにもつながりました。 

  重点目標５「魅力あふれる拠点の創造と交通体系の確保」では、狩野川記念公園の遊具等

を整備し、魅力を高めることができました。 

  さらに、県道拡幅に併せて修善寺駅周辺のまちづくりを検討するなど、未来を見据えた取

組を進めております。 

  また、バス、タクシーの利用促進、交通ネットワークの検討にも取り組み、地域力の向上

に結び付けることができました。 

  最後に、重点目標６「将来にわたる安定的な行財政運営の堅持」についてです。 

  ふるさと納税により自主財源を確保するとともに、「子育て全力宣言」のキャッチコピー

の下、様々な媒体などで市の子育て施策をＰＲし、市のイメージアップを図ることができま

した。また、未利用公共施設の解体、撤去を進め、歳出の削減にもつなげております。 

  令和６年度予算は、合併の総仕上げとして位置づけましたが、伊豆市のまちづくりは、ま

だ道半ばです。第２次総合計画最終年の令和７年度、そして、令和８年度から始まる新たな

総合計画においても目指す方向は変わりません。 

  これからも、現在の取組を引き続き進めてまいります。 

  以上です。 
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○議長（下山祥二君） 再質疑はありますか。 

  木村建一議員。 

○１４番（木村建一君） 今、総括的に述べられたことを聞きますと、市長が令和６年度の当

初予算について、今、総合政策部長が言われた、重点目標１から６のことを説明し、提案さ

れました。 

  私、このときに議会にいなかったので、議事録を読ませていただきましたが、市長が市民

の皆様に、また議会に対して提案されたことが、ほぼ実現できたという評価をしたというこ

とで報告を受けましたので、それはそれとして、お尋ねします。 

  合併の総仕上げと言っているんだから、私はこういうふうに取ったんです。 

  平成17年度に第１次伊豆市総合計画を策定して、前期計画、後期計画があって、その時期

が終わるちょっと前から、第２次総合計画をつくって前期計画、後期計画を作った。 

  振り返ってみると、伊豆市という新しい市を４町がつくるに当たって、どこから出発した

かというと、いわゆる合併協議会が、幾つか提案した合併の効果、それから、合併の必要性、

このときにも合併まちづくり計画ができているんですよね。 

  それらも含めて、最終的には今、総合政策部長が言ったように、これで終わりじゃなくて、

１つのけじめというか節目として、どう考えているのかなと思って、今、質疑をやったんで

す。 

  いわゆる総仕上げというのは、合併まちづくり計画から、今の第２次総合計画さらにまた

新しく総合計画をつくるでしょうけれども、そういう長いスパンの中での、総仕上げだとい

う認識でよろしいでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 市長。 

○市長（菊地 豊君） この件は、もう事実として私たち、今、見ているわけですね。 

  この20年間、もし合併していなければ、当然火葬場はできていない。修善寺駅はできてい

ない、月ヶ瀬の道の駅はできていない、テラッセオレンジはできていない、中学校も小学校

も統合されていないという状況が続いたわけです。 

  今、私たちが見ているわけですね。新しい火葬場もできた、新しいごみ焼却施設もできた、

修善寺駅もあのような形になった、月ヶ瀬の道の駅もできた、そして、防災施設もできた、

それと、どちらがいいですかという話です。 

  明らかに今のほうがいいじゃないですか。 

  もし、あの４町のままだったら、私たち県内で合併を選べなかったところを知っているわ

けですよね、大変失礼ながら。私はつくづく最近、私が伊豆市に戻ってくる前、合併を決断

してくださった先輩方に、本当に敬意を表しているところです。 

  私たちは190億円という財源を使って、ここまでやってこれたのは、今、完成させた施設

は50年、100年は使うことはできますので、とても大きな資産を将来残すことができた。 

  ただこれは、形だけなんです。４町という町の形を伊豆市という修善寺を中心とした一つ
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の形にして、ここに行政の拠点を持ってきて、中学校も土肥は絶対置いていかれる感がない

ように頑張りますけれども、ここに拠点的な中学校ができ、そして、拠点的な公園ができ、

４町単位だった形を一つにするということはできた。でも、形だけなんです。 

  だから、総合計画に「色」と「力」を入れたんです。伊豆市の形はコンパクトアンドネッ

トワーク、「色」は国際的な観光文化都市、「力」は市民と行政が連携をして頑張ろうとい

う、この総合計画にしているわけです。 

  その成果が、形としてはほぼ、出来上がったということで、色と力のほうをこれから、し

っかりやっていかなければいけないということなんです。 

  総括します。 

○議長（下山祥二君） 再質疑はありますか。 

  木村建一議員。 

○１４番（木村建一君） 合併の必要性というのは感じながら20年間歩んできたわけですから、

別に私は元に戻して、合併しなかった場合の自治体と、合併したときの自治体の見比べてと

いう考えで、今、質疑していません。 

  よく分からなかったのは、形だけではなくて、形をつくり上げて、その中でいろいろな政

策を僕打ち立ててきたと思うんです。 

  形だけ、中身についても、伊豆市がつくり上げてきたという歴史がやはりあるのかなと思

うんです。そういう見方での総括を私は質問しているんです。いかがですか。 

○議長（下山祥二君） もう少し、決算についてうまく質問してください。 

○１４番（木村建一君） 私の言い方が間違った。 

  決算というのは具体的な数字で今回出ています。 

  けれども、どうしてそれだけのお金を出していったのと言ったときに、それに裏づけられ

た政策があるんじゃないんですかということで質問しているんです。 

○議長（下山祥二君） 市長。 

○市長（菊地 豊君） 令和６年度は合併の総仕上げですということを申し上げたので、それ

に付随して言えば、やはり、これから私たちの心の問題だと思います。 

  いつまでも、旧４町単位で行政を進めることが適切であると思いませんし、その象徴が令

和６年度予算によって完成した伊豆中学校。 

  あの子供たちの笑顔とか、それから、土肥の小中一貫校含めてですけれども、向こうは先

行的に小中一貫校にしましたけれども。もう25歳以下の若い人たちは、旧町のことなんか全

く知らないわけなんです。 

  ですから、先ほど申し上げました、伊豆市の、特色としての伊豆市の「色」とか、それか

ら、市民の力をいかに発揮させるか、それを行政が支えるかという「力」という言葉で表し

た官民連携による地域力を生かした、まちづくりの在り方とか、相当進んできたのではない

でしょうか。 
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  私は、今の若い人たち、特に伊豆市に残って、伊豆市のことをしっかり勉強している中学

生の表情を見ると、伊豆市がこの20年間歩んできたことは、大きな成果があったんだろうと

確信をしているところです。 

○議長（下山祥二君） 以上で、木村建一議員の質疑を終わります。 

  これで、議案第49号の通告による質疑を終結いたします。 

  次に、議案第51号について。 

  議席番号14番、木村建一議員。 

〔１４番 木村建一君登壇〕 

○１４番（木村建一君） 議案第51号 令和６年度伊豆市国民健康保険特別会計歳入歳出決算

の認定について質疑をいたします。 

  基金について質疑です。 

  国民健康保険事業基金は、令和５年度と比較すると、令和６年度は増加しております。 

  令和６年３月定例会で、国民健康保険税の値上げに関する条例が上程され、議決していま

す。 

  この関係をどのように見られているのか、お尋ねします。 

○議長（下山祥二君） ただいまの質疑に対し、答弁願います。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） 市民部長に答弁させます。 

○議長（下山祥二君） 次に、市民部長。 

○市民部長（勝呂信哉君） 私からは、国民健康保険事業の基金についてお答えいたします。 

  国民健康保険制度において、国民健康保険事業基金と、税率改正はそれぞれ異なる役割を

担っております。基金は予算不足や天災等による収支変動に対応するためのものであり、税

率改正は安定的な歳入確保を目的としています。 

  令和６年度は、繰越金の確定により基金に約3,017万円を積立てました。 

  一方で、令和６年度現年度分税収は約７億円であり、令和５年度の約７億3,000万円から

約3,000万円減少しています。 

  このことから、基金の増額に対する税率改正の影響は小さいものと考えております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 再質疑はありますか。 

  木村建一議員。 

○１４番（木村建一君） 国保財政というのは大変だと思うんです。未来に向かって、本当に

これで財政が間に合うのかどうか。国保に入っていらっしゃる方の命を守っていくというこ

とで、予算編成するときには大変なことだなと思いました。決算ですから、そこはあまり触

れませんけれども。 
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  １つだけ御尋ねします。 

  税率は、安定的な財源になりますと。分からないのは、結果として、令和５年度での基金

が残っちゃったと言ったら変ですけれども、令和５年度と比べてプラスになった。 

  基金というのは何かあったというときに、そこからとてもじゃないけれども、国保に入っ

てらっしゃる方の税率をこれ以上上げるわけにはいかないということで、基金があると思う

ので、税率改定は安定的な財源としてということが、結果として決算の中でどういうふうに

評価されているのかお尋ねします。 

○議長（下山祥二君） 市民部長。 

○市民部長（勝呂信哉君） まず、税率の決定ですけれども、こちらは静岡県が示します、伊

豆市の標準税率。これを基に設定しまして、県に納める、納付金が賄える設定をしておりま

す。 

  ただ、実際は税収以外にも特別会計の中には繰越金とか、滞納分の税収とか、それに対す

る延滞金とか、そういうようなほかの収入もございますので、それら全部を含めて決算をし

たときに、ある程度余剰金が出たのは、基金として積んでいるという状況でございます。 

○議長（下山祥二君） 以上で、木村建一議員の質疑を終わります。 

  これで、議案第51号の通告による質疑を終結いたします。 

  ただいま議題となっております、議案第49号から議案第63号までの15議案につきましては、

議案付託表のとおり、所管の委員会に付託いたします。 

 

◎議案第６４号～議案第６７号までの質疑、委員会付託 

○議長（下山祥二君） 日程第16、議案第64号 令和７年度伊豆市一般会計補正予算（第４回）

から、日程第19、議案第67号 令和７年度伊豆市介護保険特別会計補正予算（第１回）まで

の４議案を、一括して議題といたします。 

  これより、質疑に入ります。 

  質疑の通告がありますので、これを許します。 

  議案第64号について。 

  議席番号12番、小長谷順二議員。 

〔１２番 小長谷順二君登壇〕 

○１２番（小長谷順二君） 皆様おはようございます。12番、小長谷順二です。 

  ７款の、観光振興事業について、質疑をさせていただきます。 

  観光施設バリアフリー化促進支援事業費補助金として、1,152万5,000円計上されておりま

す。 

  こちらの事業の提案の理由、事業内容、事業者の選定、事業者の負担割合、何件分を想定

しているのか、そして、事業の効果について伺います。 

○議長（下山祥二君） ただいまの質疑に対し、答弁願います。 
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  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） 産業部長に答弁させます。 

○議長（下山祥二君） 次に、産業部長。 

○産業部長（大路弘文君） それでは、項目に沿って順次お答えをさせていただきます。 

  まず、提案理由ですが、令和６年４月の「障害者差別解消法」の改正により、事業者によ

る「合理的配慮の提供」が義務化されたことを受け、静岡県では本年４月に補助制度を創設

いたしました。 

  この県の補助制度は、事業者への直接補助ではなく、市町を経由した間接補助とされてい

ることから、市内の観光事業者に対し、県の補助制度の周知、事業実施の意向調査を行った

ところ、補助制度活用による事業実施の意向があり、県の補助制度に対応するため、本市で

も連動した補助制度を創設すべく、その事業費をお願いするものでございます。 

  事業内容ですが、県の補助制度の具体的な内容として、補助対象者として、政令市を除く

県内市町を経由した、民間の観光事業者。 

  補助対象事業として、民間観光施設のバリアフリー化改修工事。 

  対象経費として、工事費、設計費及び工事管理費などとなっております。 

  事業者の選定につきましては、先ほど申し上げましたとおり、県の制度の創設を受け、事

業実施の意向調査を行った際に意向を示された事業者となります。 

  事業者の負担割合ですが、補助対象経費の２分の１以内で、１施設当たり500万円が上限

となっております。 

  補助件数につきましては、制度活用による事業実施の意向を示された、修善寺温泉場地区

の２つの宿泊施設と、天城湯ケ島地区の１つの宿泊施設の計３事業者を予定しております。 

  事業の効果ですが、観光庁の調査によりますと、ユニバーサルツーリズムの潜在的市場規

模は、約9,000億円と言われており、その需要は今後も増加していくことが、確実視されて

いる一方で、施設のバリアフリー化不足などの実態があるとのことでございます。 

  こうした背景がある中で、事業者による「合理的配慮の提供」が義務化されたことにより、

補助制度の促進によって、事業者の負担を軽減し、より多くの事業者にバリアフリー化に取

り組んでいただくことは、観光地の面的な整備が進められるものと考えております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 再質疑はありますか。 

  小長谷順二議員。 

○１２番（小長谷順二君） それでは、確認をさせていただきます。 

  観光施設バリアフリー化ということで、インターネットで検索をしてみました。 

  そうすると、伊東市でヒットしました。 

  伊東市では、誰もが安心して旅行を楽しめる観光地域づくりを推進するために、観光事業
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者が実施するバリアフリー化改修工事について、補助を実施するということでございます。 

  補助に当たり、事前の利用意識調査を行っていると、そういうような広報をしておりまし

た。 

  伊豆市においては、どのような形で利用意向調査を行ったのか、各旅館組会と協議したの

か、その辺について伺いたいと思います。 

  ３事業者が手を挙げたということですが、もう少し多く希望があった場合、県の予算もあ

るでしょうから、例えば来年度に回すとか、そういうような話したのか、あるいは予算の増

額をするのか、そこを確認させてください。 

○議長（下山祥二君） 産業部長。 

○産業部長（大路弘文君） 調査の仕方についてですが、本年４月に県の制度が施行されまし

て、その後、制度の詳細な内容が示されるとともに、市町に対して、事業実施の意向調査が

ございました。 

  これを受けまして、本市では、５月以降に伊豆市の観光協会を通じまして、市内観光事業

者に制度の周知、それから、意向調査をしております。 

  ３事業者で、それ以上あった場合ということですけれども、議員もおっしゃったように、

県の財源もございます。県の財源を活用した事業ですので、想定事業者を県にお伝えして、

内諾をいただいたことから、今回、補正をお願いしているわけなんですが、県の予算額を確

認させてもらったところ、3,000万円であるというふうに聞いております。 

  事業者の希望がもっと多かった場合、または他の市町の事業費との兼ね合いというものも

あると思いますし、内諾いただけるかどうか分かりません。いずれにしましても、県からの

内諾をいただければ、３事業者以上あれば、予算化をしたいものと考えております。 

○議長（下山祥二君） 小長谷順二議員。 

○１２番（小長谷順二君） もう１点、この９月18日に、「静岡県ユニバーサルツーリズム推

進セミナーｉｎ伊豆市」が、生きいきプラザで開催をされます。 

  世界を旅した車椅子のナース、観光地の未来を照らす３世代、４世代旅行の魅力について、

これが第１部で、第２部は観光施設バリアフリー化の専門家による講演が行われますが、こ

ちらのセミナーもこの事業との関連性があるのかどうか、そこを確認させてください。 

○議長（下山祥二君） 産業部長。 

○産業部長（大路弘文君） こちらの事業も、この事業のソフト事業の一環ということで、実

施をされます。 

  主催は県でございます。旅行中の移動支援に関わる実証事業のモデル地域に、伊豆市が選

定をされましたので、観光事業者や、地域住民の方を対象とした議員がおっしゃいましユニ

バーサルツーリズム推進セミナー、これを、９月18日に生きいきプラザで行うというふうな

ことを聞いております。 

○議長（下山祥二君） これで、小長谷順二議員の質疑を終わります。 
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  次に、同じく議案第64号について、議席番号２番、飯田大議員。 

〔２番 飯田 大君登壇〕 

○２番（飯田 大君） おはようございます。２番、飯田大です。 

  議案名、議案第64号 令和７年度伊豆市一般会計補正予算（第４回）、２項児童福祉費、

４目こども園費について、質疑をいたします。 

  市立こども園等給食業務委託、期間令和７年度から令和10年度、限度額２億6,226万8,000

円となっています。 

  以下について伺います。 

  ①業務委託の現行との変更はありますか。 

  ②限度額の算出根拠はどのようにされているのか伺います。 

○議長（下山祥二君） ただいまの質疑に対し、答弁願います。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） 健康福祉部長に答弁させます。 

○議長（下山祥二君） 次に、健康福祉部長。 

○健康福祉部長（大石 真君） 初めに、現行との変更点がございます。 

  基本的には現業務委託と同様としておりますが、欠席者の分の食材費について、現在は委

託業者の負担としているところですが、物価とか、食材費の高騰により、委託業者の方も対

応に苦労している現状でございますので、今後は、その点は市が負担するように変更したい

と考えております。 

  ２点目の、限度額の算出根拠ですが、県東部で給食事業を実施している５社から見積りを

徴取し、その平均額から算出しております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 再質疑はありますか。 

  飯田大議員。 

○２番（飯田 大君） それでは、再質問させていただきます。 

  市内には、こども園７施設、うち私立が４、市立が３ということなんですが、この各園、

市立と私立、これでの委託の配分というのは違いがあるのでしょうか。 

  それと、過去の予算なんですけれども、給食施設数の変更、あるいは委託業者の変更、そ

れと委託業者の期間というのは、いかがでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（大石 真君） 今回、補正予算で提出しておりますのは、あくまで公立３園

の給食費の委託となります。 

  私立園については、それぞれ認定こども園あゆのさと、修善寺保育園については自園でや

っておりますし、あまぎ認定こども園と、なかいず認定こども園については、また別の業者
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で委託してやっております。 

  期間については、前回も同様に、３年度ということで考えておりまして、あと委託の施設

数もしたがって、３園分ということで、その辺は変わりはません。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 飯田大議員。 

○２番（飯田 大君） 前回、令和４年から令和７年で、今回、5,437万円ほど増加を見込ん

でおるんですが、これらアップ分は、どういう根拠で算出されたのか教えていただきたい。 

  回答お願いします。 

○議長（下山祥二君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（大石 真君） やはり、一番大変なのが、人材を確保するところになります。 

  やはり３年前と比べると、当然最低賃金も上がっているということで、主な増額の要因と

いうのは基本的には人件費ということになります。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 以上で、飯田大議員の質疑を終わります。 

  これで、通告による質疑を終結いたします。 

  ただいま議題となっております、議案第64号から議案第67号までの４議案につきましては、

議案付託表のとおり、所管の委員会に付託いたします。 

 

◎議案第６８号～議案第７３号までの質疑、委員会付託 

○議長（下山祥二君） 日程第20、議案第68号 伊豆市行政手続における特定の個人を識別す

るための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一部改正につい

てから、日程第25、議案第73号 伊豆市地域集会施設条例の一部改正についてまでの６議案

を一括して議題といたします。 

  これより、質疑に入ります。 

  質疑の通告がありますので、これを許します。 

  議案第70号について。 

  議席番号11番、三田忠男議員。 

〔１１番 三田 忠男君登壇〕 

○１１番（三田忠男君） 11番、三田忠男です。よろしくお願いいたします。 

  議案第70号 伊豆市営施設運営委員会条例の廃止について、３点お願いいたします。 

  ①使用料統一のために廃止とのことですが、この委員会で、過去に使用料以外に審議した

内容はありますか、伺います。 

  ②過去の一部改正の経過について伺います。 

  ③廃止することにより、市政、市民に対する影響はあるのか、ないのか伺います。 

  市長にお願いいたします。 
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○議長（下山祥二君） ただいまの質疑に対し、答弁願います。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） 産業部長に答弁させます。 

○議長（下山祥二君） 次に、産業部長。 

○産業部長（大路弘文君） それでは、お答えさせていただきます。 

  ①当初の８対象施設の運営状況を踏まえた、その後の方向性や在り方について、御審議い

ただいております。 

  具体的には、民間活力を活用した指定管理者制度の導入であるとか、国民宿舎の廃止の可

否、それぞれの施設における運営の課題に対し、答申をいただいております。 

  ②廃止となった３つの国民宿舎を条文から削除する改正や、機構改革により名称を改める

改正、施設の名称を改める改正のほか、具体的な内容の部分では、平成26年に、これまで

「毎年２回定例会を開く」とされていたものを、「委員長が必要に応じて招集する」という

形に改正しております。 

  ③運営状況に係る審査につきましては、これまでも伊豆市指定管理者審査会に実施してい

ただいておりますので、大きな影響はないと考えております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 再質疑はありますか。 

  三田忠男議員。 

○１１番（三田忠男君） 過去の議会で、一部改正についての審査に加わっていた経験があり

ますけれども、改めて、廃止するということですので、以下３点お願いいたします。 

  過去を振り返り、当初の８つの施設名、現在残っている施設名はあるのか伺います。 

  ②現在の市営施設運営委員会のメンバーの廃止に対する意見集約等はしたのか、伺います。 

  ③市政、市民への大きな影響はないとのことですが、指定管理者審査会運営委員会と、こ

の条例とは目的が違うのではないかと、あるいは、委員会構成選出分野の違いもあるのか、

ないのか、伺います。 

  以上は、市営施設運営委員会等、議事録が検索できませんでしたので、よろしくお願いい

たします。 

○議長（下山祥二君） 産業部長。 

○産業部長（大路弘文君） ８つの施設名と、現在残っている施設名ということですが、当初

の対象施設というのは、合併時に企業部が所管をしておりました施設になりまして、修善寺

虹の郷、それから、天城ふるさと広場、湯の国会館、天城会館、昭和の森会館及び国民宿舎

である土肥ふじみ荘、木太刀荘、中伊豆荘の８つの施設となっておりました。そのうち３つ

の国民宿舎が廃止となりましたので、現在では、修善寺虹の郷、天城ふるさと広場、湯の国

会館、天城会館、昭和の森会館の５つの施設が残っております。 
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  それから、現委員会のメンバーの意見集約ということですけれども、委員の皆様に、この

委員会の廃止の方向性についてお伝えをしましたところ、特に異論はなく皆様から同意をい

ただいているというところでございます。 

  それから、制度の目的が違う、委員会構成が違うのではないかということなんですけれど

も、市営施設の運営委員会につきましては、先ほど申し上げました、合併時に企業部が所管

していた特定の観光施設における、運営に関する重要事項を調査、審議することを目的とし

て設置をされておりましたけれども、運営が指定管理者制度に移行した施設につきましては、

指定管理者に関する調査を行うために、設置をされた伊豆市指定管理者審査会において、審

議をいただいているところでございます。 

  一方、本条例の対象施設全てが指定管理者制度に移行しているわけではありませんので、

指定管理者制度を導入していない観光施設における、使用料以外の運営に関する重要事項に

つきましては、既存の伊豆市観光振興審議会に審議をお願いすることを考えているところで

す。 

  委員の構成につきましては、議員がおっしゃるとおり、選出区分というものは異なってお

りますけれども、運営に関する重要事項につきましては、先ほど申しました、審議をお願い

することを考えている、伊豆市観光振興審議会については観光協会であるとか、商工会員、

旅館組合員、それから、市職員、学識経験者を有する者、その他市長が認める者というふう

な中から選出することになっておりますので、ほぼ同じような分野からの選出になっており

ます。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 再質疑はありますか。 

  以上で、三田忠男議員の質疑を終わります。 

  次に、議案第72号について、議席番号10番、青木靖議員。 

〔１０番 青木 靖君登壇〕 

○１０番（青木 靖君） 議席番号10番、青木靖です。 

  議案第72号 伊豆市上下水道事業審議会条例の制定についてに対して議案質疑を行います。 

  制定の理由では、現行の伊豆市下水道事業審議会条例と伊豆市水道事業審議会条例を統合

して、新しく伊豆市上下水道事業審議会条例を制定するその理由として、より効率的な審議

を行えるようにするためとしています。 

  このタイミングで、今回の提案をするに至る背景を確認させてください。 

  伊豆市の水道事業の現状をどのように捉えているのか、そして、本条例制定後に、この新

しい審議会では何を審議をしようとしているのかを伺います。 

○議長（下山祥二君） ただいまの質疑に対し、答弁願います。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 
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○市長（菊地 豊君） 建設部理事に答弁をさせます。 

○議長（下山祥二君） 次に、建設部理事。 

○建設部理事（浅田和彦君） それでは、御答えします。 

  本市の上下水道事業は、人口減少に伴う収益の減少、老朽化施設の更新需要の増大、電力、

薬品、人件費等の高騰などの影響により、持続的な事業運営の確保が喫緊の課題となってお

ります。 

  また、料金は平成22年から26年度の水道料金の一元化、平成30年度の上下水道料金改定以

降、料金の改定検討が行われておらず、上下水道料金の適正化が図られていない状況となっ

ております。 

  こうした課題に、一体的に対応するため、新たな審議会では、早速喫緊の課題である、上

下水道事業の将来にわたる安定経営に向けた、適正な料金の在り方について、審議をいただ

き、今年度末をめどに、答申をお願いする考えとなっております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 再質疑はありますか。 

  青木靖議員。 

○１０番（青木 靖君） 安定した水道事業の経営を目指して、今年度末をめどに結論を一旦

出すということですけれども、今年度末に出すのは、あくまでも料金についてということな

のでしょうか、今、述べていただいた、いろいろな課題があるわけですけれども、その課題

をどの程度まで改善するのかという目標というか、例えば、対応年数に対する管路の更新の

率であるとか、前回も触れました有収水率をどうするのかとか、いろいろなものがあると思

うんですけれども、その目標設定をどの辺にした上で、料金を算出しようとしているのかと

いうようなことを、もう少し、お聞かせ願いたいと思います。 

○議長（下山祥二君） 建設部理事。 

○建設部理事（浅田和彦君） 今年度ですけれども、上水道、下水道それぞれ、料金改定に向

けた検討のほうを進めさせてもらっております。 

  ただ、今現在ですけれども、その根拠となるものについては、検討中ということで、今後

の審議会で諮っていくような状況となっております。 

○議長（下山祥二君） 市長。 

○市長（菊地 豊君） 何回か議会で申し上げましたけれども、伊豆市の上水道は、多分長期

的には最も深刻な課題だと思います。 

  かつて、コンサルタントも入れて、超長期的な見通しを整理したときも、100年間で500億

円ぐらいのような、それをどうやって管理していくかということなんです。100年というの

は絵空事ではなくて、前も申し上げましたけれども、480キロの上水道管を1.2キロずつ更新

すれば、400年かかるという、とんでもない公共事業を、今、私たち現実のものとして突き

つけられているわけです。 



－207－ 

  では、公営企業だからといって、その水道料金でじゃ、補塡できるかと。今、大体、１ト

ン100円ぐらいで、全国の自治体の中ではまだ安いほうなんです。そうすると、あくまで一

般的には、国県から見ると、まだ料金安いでしょ、あなたのところはということになって、

なかなか特別な支援策を講じていただくのは難しいのが、今までの一般的な行政なんです。 

  他方、近隣市町と比べたときに、公共料金で大きな一番差があるのは水道ですから、隣の

市町と、８倍とか10倍の水道料金をお願いすることが、一体それは、住民の流出につながら

ないのかというような課題も、現実の問題としてあるので、国にはそういった現状は申し上

げているところです。 

  去年、上水道が厚生労働省から国土交通省に移管されて、今は、水管理・国土保全局の上

下水道課で、企画に係るところとか、構想に係るところとかは、一元管理していただいてい

るんですが、そこで、まずは何といっても事業費を何とか、中山間地、人口減少が激しい過

疎地域においては、水道事業を進めるための、国の交付金なり、補助金なりを財源としてい

ただかないと、伊豆市の財源だけでは、もうどうしようもない状況というのは１つ。 

  それから、もう一つは、本当にもう全域掘って埋めなければいけないのか、かなりですね、

幾度も、もう交通事故がないところとか、地面をはわせて、何とか新しいパイプで、夏熱く

ならない、冬凍ってしまわない、鹿のふんも入らないような水道パイプというのでしょうか、

埋設しないでも済むような工法はないのだろうかとか、いろいろ具体的なことは相談申し上

げているところなんですが、現時点では、まだ新たな工法を提案いただくまでは至っており

ません。 

  しかし、そのような構造的な課題、長期的な課題を克服するためには、やはり、主管とな

った国土交通省で、一元的にご相談申し上げて、いろいろなアドバイスもいただきたい。 

  伊豆市の中も、やはり上水道と下水道は一体として見ていきたいということが、背景にご

ざいます。 

○議長（下山祥二君） 青木靖議員。 

○１０番（青木 靖君） 条例の制定のタイミングということでの質疑ではありますけれども、

もう１点確認させてください。 

  実は、先日の台風の雨のときに、上下水道課からメールが入りました。 

  下水道についての内容でした。 

  伊豆市は狩野川流域の下水道の部分と、そうでない部分というのがあるわけですけれども、

今後、流域との関係もありますので、確認させてほしいんですけれども、メールの内容はこ

ういうものでした。 

  台風のときに雨が降りましたけれども、「先ほどの、大雨の影響により下水道への流入量

が増加しています。皆様には御不便をおかけいたしますが、トイレ、風呂、洗濯などの下水

道の使用を最小限にしてください。御協力をお願いします」というものでした。 

  自分の基本的な理解が間違っていなければ、本来下水道には、雨水というのは入らないよ
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うにしてあるはずだけれども、入ってしまっていて、雨で下水道への流入が増えているとい

うことを、多分そのメールはいっていると思うんですけれども、これは、あくまでも狩野川

流域の話であって、その辺が今後どうなっていくのか、伊豆市に影響があるのか、ないのか

ということを今の時点で分かったら確認させてください。 

○議長（下山祥二君） 建設部理事。 

○建設部理事（浅田和彦君） 台風の当日ですけれども、先ほど議員がおっしゃったとおり、

メールのほうさせていただきました。 

  このメールですけれども、狩野川流域東部浄化センターから依頼がありまして、それに基

づいて、配信をいたしました。 

  このメールの依頼については、２市１町函南町、伊豆の国市、伊豆市に同時に依頼がござ

いました。 

  やはり、急激に下水道への流入が増えて、函南付近ですけれども、内水氾濫のおそれもあ

るというようなことで、節水の協力の依頼がありました。 

  伊豆市内の施設についても、分流式ということで、基本的に雨水が入ることはない設計と

なっておりますけれども、現状としては、やはり雨が降ると、流入量が増えてしまうという

状況となっております。 

  今後、管の老朽化等いろいろな部分で不明水、雨天時侵入水等も増えてくる可能性という

のがございます。そのあたりも含めて、今後、適切な維持管理が重要な課題となっていくと

認識しております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 以上で、青木靖議員の質疑を終わります。 

  次に、議案第73号について、議席番号12番、小長谷順二議員。 

〔１２番 小長谷順二君登壇〕 

○１２番（小長谷順二君） 12番、小長谷順二です。 

  議案第73号 伊豆市地域集会施設条例の一部改正について質疑をいたします。 

  小下田ふるさとセンターを削る条例の改正について、提案理由として、指定管理協定によ

り小下田連合区が、現在は管理を行っているが、その指定管理が今年度末で満了となること

から、この施設を行政財産から普通財産にすることで、地域の負担軽減や施設の利便性の向

上を図るためとのことでしたが、地域の負担軽減と利便性の向上についての説明と、小下田

連合区との調整について伺いたいと思います。 

○議長（下山祥二君） ただいまの質疑に対し、答弁願います。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） 危機管理監に答弁させます。 

○議長（下山祥二君） 次に、危機管理監。 
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○危機管理監（大村俊之君） それでは、私からお答えをさせていただきます。 

  これまでは、条例施行規則及び小下田多目的集会所に関する協定書に基づき、事業報告書

の提出等が求められておりましたが、条例から外すことにより、この事務手続がなくなるこ

とで、簡素化が図られ、連合区の事務負担が軽減されます。 

  また、連合区との調整ですが、令和８年度からの管理について事前に調整を進めておりま

す。 

  これまでのところ、連合区からは特段御意見は伺っておりません。 

  以上でございます。 

○議長（下山祥二君） 再質疑はありますか。 

  小長谷順二議員。 

○１２番（小長谷順二君） 条例から外すことにより、事務的手続の負担軽減になるというこ

とでしたが、行政財産から普通財産になることで、例えば、電気代とか、水道代等の管理費、

こちらに何か変化は生じるのでしょうか、伺います。 

○議長（下山祥二君） 危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） 今後の相談にもよりますが、現状の協定と同じように、変わら

ず、引き続き連合区に御負担をいただくようお願いさせていただきたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 小長谷順二議員。 

○１２番（小長谷順二君） 今までと変わらないということでした。 

  そして、もう１点、初日の提案理由では、指定避難所としての機能、防災倉庫の備蓄機能、

災害対応の機能、こちらについては、引き続き確保するとのことでしたが、指定管理協定が

満了を迎えるので、来年以降は、市と小下田連合区とどのような手続というか、協定を結ん

でいくのか確認します。 

○議長（下山祥二君） 危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） 管理については、引き続き連合区にお願いしていただくことに

なります。 

  施設の利用や管理に関する契約等はまた締結をしていただき、進めていきたいと考えてお

ります。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 以上で、小長谷順二議員の質疑を終わります。 

  これで、通告による質疑を終結いたします。 

  ただいま、議題となっております、議案第68号から議案第73号までの６議案につきまして

は、議案付託表のとおり、所管の委員会に付託いたします。 

 

◎議案第７４号の質疑、委員会付託 
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○議長（下山祥二君） 日程第26、議案第74号 財産の取得についてを議題といたします。 

  これより、質疑に入ります。 

  質疑の通告がありますので、これを許します。 

  議席番号９番、間野みどり議員。 

〔９番 間野みどり君登壇〕 

○９番（間野みどり君） ９番、間野みどりです。 

  議案第74号 財産の取得について、ＧＩＧＡスクール用端末1,581台、取得金額7,004万

513円についてです。 

  ①市町ごとに契約内容が違いがありますか。 

  ②子供たちの使用時に落としたり、不測の事態があったりしたときには、どのような対応

をいたしますか。 

○議長（下山祥二君） ただいまの質疑に対し、答弁願います。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） 教育部長に答弁をさせます。 

○議長（下山祥二君） 次に、教育部長。 

○教育部長（小塚 剛君） それでは、まず①の契約内容の違いについてですけれども、本案

件につきましては、県の共同調達の仕様の中で、それに参加した各市町が落札事業者と個別

に随意契約を締結するものとなります。 

  議案書134ページの参考資料１の表を御覧になれますでしょうか。 

  後ほど、この表を御覧になっていただきたいんですけれども、契約内容は県の仕様で決ま

っておりまして、端末内容は全て市町同一の端末となります。 

  これに、ＭＤＭと呼ばれます、モバイルデバイス管理と呼ばれるそうですが、その端末の

一元管理をするシステム、これが２種類ありまして、ＧＧＬと書かれたものと、ＣＥＵと書

かれたものがあるんですけれども、そのどちらと、端末の本体を組み合せるかという違いと、

あともう１点、キッティングと呼ばれます端末のセットアップ作業を、この共同調達に含む

サービスを利用するか、独自に、調達後に市町で行うかという違いがあります。 

  ②落としたり、不測の事態のときの対応ですけれども、これまでも購入後に加入する保証

サービスで、適切に修繕などが行われてきましたので、今回も同様の対応を行っていく予定

でございます。 

  以上となります。 

○議長（下山祥二君） 再質疑はありますか。 

  間野みどり議員。 

○９番（間野みどり君） その違いがよく分かりました。 

  ②になりますけれども、今、こういう時代ですので、子供たちがどんどん使って、新しい
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知識を取り入れる、そういう時代になっているのは分かるんですけれども、それと同様に、

やはりこういう事故なんかも多いと思いますが、今、少しあるといっていますけれども、件

数的にはどのくらいあるのでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 教育部長。 

○教育部長（小塚 剛君） 件数はちょっと分からないんですけれども、大体、今まであるト

ラブルの多くが、キーボードの破損が割と多いというのと、ディスプレイの損傷ですとか、

あと落としたりとかして、カバーの損傷などが多くて、年々それらが増えているような状況

ではあります。 

  大体、令和３年度から導入しまして、令和７年度の９月時点で、この５年間で650件くら

いです。年で大体100件、令和６年度が285件ということで、令和７年度も現在131件ですの

で、同等ぐらいいくんだろうということで、これは授業でも多く使われていますし、持ち帰

りも行っておりますので、その辺で使用頻度が上ったことによる件数の増加だというふうに

思っております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 間野みどり議員。 

○９番（間野みどり君） すごい数が多くて、びっくりしたんですけれども、本当に子供たち

の中では、それを持って課外授業に言って、砂が入ってしまって、動かなくなってしまって

大騒ぎとか、それから、本当に悪さをして落としたんじゃないですけれど、ちょっとここら

辺から落ちただけでも、角が潰れてしまったから、すごい困ってしまったということも聞い

てます。 

  ですので、こうやって時代とともに進歩してきて、いろいろな考えること、学ぶことは多

い反面やはり、物を大切にする、人のものを借りたときに、しっかりとそれを管理する能力

とか、そういうのも一緒に学んでもらいたいと思いますし、ここのところ、若いお母様方と

会うと、いつも言われることが、タブレットを今日１日中ずっと見ていて、字を１字も書か

なかったから、心配だよというんですけれども、子供たちはそんなことなくて、順応力があ

るから、どんどんそれでも生きていけるんですけれども、親御さんの中で、不安とかがある

ので、こういうものを使うときに、精査しながら、よく連絡を取り合って、協調しながらや

っていただきたいと思いますが、その点はいかがでしょうか。 

○議長（下山祥二君） 教育部長。 

○教育部長（小塚 剛君） これは、教育の内容になりますので、端末を提供する側としまし

ては、先生方に使う時間をしっかりと、区分といいますか、よくハイブリッドといいますけ

れども、通常の対面の授業とこういうものを使った授業としっかりと区分をして、子供たち

に、健康被害などそういうものがないような形で、ぜひ使っていただきたいというふうにお

伝えしながら、学校にはお願いをしているところでございます。 

  以上となります。 
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○議長（下山祥二君） 以上で、間野みどり議員の質疑を終わります。 

  これで、通告による質疑を終結いたします。 

  ただいま議題となっております、議案第74号は、議案付託表のとおり、教育厚生委員会に

付託いたします。 

  ここで、10時50分まで休憩といたします。 

 

休憩 午前１０時３９分 

再開 午前１０時５０分 

 

○議長（下山祥二君） 休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

 

◎日程の追加、議案第７５号の上程、説明、質疑、委員会付託 

○議長（下山祥二君） 追加日程第１、議案第75号 財産の取得についてを議題といたします。 

  提出者から提案理由の説明を求めます。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） 議案第75号について、提案理由を申し上げます。 

  本案は危機管理センターの備品を取得することについて、地方自治法第96条第１項第８号

及び伊豆市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定に

より議会の議決を求めるものです。 

  詳細を危機管理監に説明させます。 

○議長（下山祥二君） 補足説明の申出がありますので、これを許します。 

  危機管理監。 

〔危機管理監 大村俊之君登壇〕 

○危機管理監（大村俊之君） それでは、私から議案第75号 財産の取得について、補足説明

を申し上げます。 

  本議案は、現在ひなた公園内に建設を進めております、危機管理センターの備品を購入す

るものでございます。 

  購入する主な備品としましては、オペレーションルーム、会議室、危機管理課事務室など

で使用する、机、椅子、書庫などをはじめ、防災備蓄倉庫などのラックなどがございます。 

  議案書に沿って説明をいたします。 

  ３ページを御覧ください。 

  取得金額は3,240万3,030円でございます。 

  契約の方法といたしまして、制限付一般競争入札により執行いたしました。 

  契約の相手方につきましては、伊豆市加殿81-１、株式会社スワベ商会伊豆支店に決定し、
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９月８日付で、仮契約をいたしました。 

  続きまして、５ページを御覧ください。 

  入札の結果になります。 

  ９月２日に執行した入札の結果で、予定価格が3,465万円、入札の比較金額として3,150万

円に対し、２社の応札があり、最低価格業者に決定いたしました。 

  納期については２月27日までとなっております。 

  続きまして、６ページ以降を御覧ください。 

  契約の内容について、参考資料をつけております。６ページにつきましては、購入する備

品の一覧でございます。 

  主な備品については、７ページの最下段に抜粋して表示をしております。 

  ８ページ、９ページ、10ページにつきましては、それぞれ各階の平面図でございます。 

  備品の設置予定につきましては、イメージとして赤線で表示をしております。 

  部屋ごとの備品一覧につきましては、赤枠で沿った中に表示をしております。参考にして

ください。 

  補足説明は以上でございます。 

○議長（下山祥二君） 以上で、補足説明を終わります。 

  これより、質疑に入ります。 

  質疑はありませんか。 

  議席番号13番、森良雄議員。 

〔１３番 森 良雄君登壇〕 

○１３番（森 良雄君） 13番、森良雄です。 

  議案第75号 財産の取得について質問します。 

  財産の種類は、危機管理センターの備品ということですが、契約の方法が制限付一般競争

入札ということで、スワベ商会が落札したということなんですけれども、この種の内容です

と、対象とする業者はもっとたくさんあるんじゃないかと思うんですけれども、たった２社

しか応札しなかったのかどうなのか。 

  それをお聞きしたいと思います。細かいことについては、後から質問してもいいですね。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 答弁願います。 

  市長。 

○市長（菊地 豊君） 危機管理監に答弁をさせます。 

○議長（下山祥二君） 続いて、危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） 入札の対象業者はまだかなりあるかと思いますけれども、結果

については、応札が２社だったということになります。 

  以上です。 
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○議長（下山祥二君） 再質疑はありますか。 

  森良雄議員。 

○１３番（森 良雄君） どんな方法で入札を公告したというのか、知らせたのですか、期間

はどのくらいあったんですか。 

○議長（下山祥二君） 危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） 期間につきましては、２週間、期間を経て入札を行いました。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 森良雄議員。 

○１３番（森 良雄君） ２週間、私の考えからいくと、近隣にはこの種の商品を取り扱う会

社が結構あるんじゃないかと思うんですけれども、ちょっとその辺を問題視したいと思いま

す。 

  それと、この具体的な内容に入りたいんですけれども、ここにパレットとか、フォークリ

フトらしきものがありますけれども、具体的にハンドフォークリフトというものがフォーク

リフトなのかなと思うんですけれども、ハンドフォークリフトというのは、どういうものな

のか伺いたい。 

○議長（下山祥二君） 危機管理監。 

○危機管理監（大村俊之君） フォークリフトは車のような形ですけれども、ハンドフォーク

リフトですので、人が運べる簡易的なフォークリフトをこれは記載しております。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） これで、森良雄議員の質疑を終わります。 

  ほかに質疑はありませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（下山祥二君） 質疑なしと認めます。 

  以上で質疑を終結いたします。 

  ただいま議題となっております、議案第75号は、議案付託表のとおり、総務経済委員会に

付託いたします。 

 

◎散会宣告 

○議長（下山祥二君） 以上で、本日の日程は、全て終了いたしました。 

  次の本会議は、９月30日午前９時30分から開催いたします。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  御苦労さまでした。 

 

散会 午前１０時５９分 
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令和７年伊豆市議会９月定例会 

 

議 事 日 程（第５号） 

 

                   令和７年９月３０日（火曜日）午前９時３０分開議 

 

日程第 １ 議案第４９号 令和６年度伊豆市一般会計歳入歳出決算の認定について 

日程第 ２ 議案第５０号 令和６年度伊豆市公共用地取得事業特別会計歳入歳出決算の認定 

             について 

日程第 ３ 議案第５１号 令和６年度伊豆市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定につ 

             いて 

日程第 ４ 議案第５２号 令和６年度伊豆市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定に 

             ついて 

日程第 ５ 議案第５３号 令和６年度伊豆市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第 ６ 議案第５４号 令和６年度伊豆市水道事業会計決算の認定について 

日程第 ７ 議案第５５号 令和６年度伊豆市温泉事業会計決算の認定について 

日程第 ８ 議案第５６号 令和６年度伊豆市下水道事業会計決算の認定について 

日程第 ９ 議案第５７号 令和６年度伊豆市持越財産区特別会計歳入歳出決算の認定につい 

             て 

日程第１０ 議案第５８号 令和６年度伊豆市市山財産区特別会計歳入歳出決算の認定につい 

             て 

日程第１１ 議案第５９号 令和６年度伊豆市門野原財産区特別会計歳入歳出決算の認定につ 

             いて 

日程第１２ 議案第６０号 令和６年度伊豆市吉奈財産区特別会計歳入歳出決算の認定につい 

             て 

日程第１３ 議案第６１号 令和６年度伊豆市月ヶ瀬財産区特別会計歳入歳出決算の認定につ 

             いて 

日程第１４ 議案第６２号 令和６年度伊豆市田沢財産区特別会計歳入歳出決算の認定につい 

             て 

日程第１５ 議案第６３号 令和６年度伊豆市矢熊財産区特別会計歳入歳出決算の認定につい 

             て 

日程第１６ 議案第６４号 令和７年度伊豆市一般会計補正予算（第４回） 

日程第１７ 議案第６５号 令和７年度伊豆市国民健康保険特別会計補正予算（第１回） 

日程第１８ 議案第６６号 令和７年度伊豆市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１回） 

日程第１９ 議案第６７号 令和７年度伊豆市介護保険特別会計補正予算（第１回） 
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日程第２０ 議案第６８号 伊豆市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用 

             等に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一部改正 

             について 

日程第２１ 議案第６９号 伊豆市印鑑条例の一部改正について 

日程第２２ 議案第７０号 伊豆市営施設運営委員会条例の廃止について 

日程第２３ 議案第７１号 伊豆市下水道条例及び伊豆市給水条例の一部改正について 

日程第２４ 議案第７２号 伊豆市上下水道事業審議会条例の制定について 

日程第２５ 議案第７３号 伊豆市地域集会施設条例の一部改正について 

日程第２６ 議案第７４号 財産の取得について 

日程第２７ 議案第７５号 財産の取得について 

───────────────────────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１から日程第２７まで議事日程に同じ 

 追加日程第 １ 議案第７６号 令和７年度伊豆市一般会計補正予算（第５回） 

 追加日程第 ２ 発議第 ４号 伊豆市民が共にあゆむ手話言語条例の一部改正について 

 追加日程第 ３ 発議第 ５号 「森の力再生事業」の継続を求める意見書 

───────────────────────────────────────────────── 

出席議員（１４名） 

     １番  尾 垣 和 則 君      ２番  飯 田   大 君 

     ３番  浅 田 藤 二 君      ４番  小 川 多美子 君 

     ５番  黒 須 淳 美 君      ６番  鈴 木 優 治 君 

     ７番  下 山 祥 二 君      ８番  波多野 靖 明 君 

     ９番  間 野 みどり 君     １０番  青 木   靖 君 

    １１番  三 田 忠 男 君     １２番  小長谷 順 二 君 

    １３番  森   良 雄 君     １４番  木 村 建 一 君 

欠席議員（なし） 

───────────────────────────────────────────────── 

地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名 

市 長 菊 地   豊 君 副 市 長 伊 郷 伸 之 君 

副 市 長 安 藤 詳 平 君 教 育 長 鈴 木 洋 一 君 

総合政策部長 新 間 康 之 君 総 務 部 長 井 上 貴 宏 君 

市 民 部 長 勝 呂 信 哉 君 健康福祉部長 大 石   真 君 
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開議 午前 ９時３０分 

 

◎開議宣告 

○議長（下山祥二君） 皆さん、おはようございます。 

  本日の出席議員は14名です。出席議員が定足数に達しておりますので、会議は成立いたし

ました。 

  これより令和７年伊豆市議会９月定例会５日目の会議を開きます。 

 

◎議事日程説明 

○議長（下山祥二君） 本日の議事日程は、配付のとおりであります。 

 

◎議案第４９号の委員長報告、質疑、討論、採決 

○議長（下山祥二君） 日程第１、議案第49号 令和６年度伊豆市一般会計歳入歳出決算の認

定についてを議題といたします。 

  本案につきましては、各常任委員会に審査を付託し、連合審査会として実施しました。そ

の審査の経過と結果について、各委員長の報告を求めます。 

  初めに、総務経済委員会委員長、浅田藤二議員。 

〔総務経済委員会委員長 浅田藤二君登壇〕 

○総務経済委員会委員長（浅田藤二君） 皆さん、おはようございます。 

  ただいま議長から報告を求められました議案第49号 令和６年度伊豆市一般会計歳入歳出

決算の認定について、総務経済委員会所管分について、審査の経過と結果について報告いた

します。 

  本議案の委員会審査は、全議員が参加する連合審査会で行いました。委員会審査の詳細に

ついては、ホームページ等で確認できますので、審査の過程は、主な質疑の項目についての

報告といたします。 

  初めに、建設部所管科目では、補足説明はなく、質疑に入りました。 

  主な質疑は、道路管理事業の委託料増加の内容についての質疑に対し、用地管理課から、

道路内民地解消の取組で、測量業務委託を４か所実施し、道路台帳の作業延長を3,449.3メ

ートル、地形修正を4.01ヘクタール行ったので、令和５年度より増加しているためとの答弁

がありました。 

  また、都市計画事業の、委託業務３か所の進捗状況はとの質疑に対し、都市計画課から、

修善寺駅周辺まちづくりでは、座談会、建物の権利関係の調査、アンケート調査を実施し、

茅野地区周辺まちづくりでは、基盤整備の計画案を検討し、参考となるところを地元の皆さ

んと視察しました。修善寺温泉まちづくりでは、修善寺温泉の将来的なビジョンを、住民自

ら主体となって進めていますとの答弁がありました。 
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  次に、産業部所管科目では、補足説明はなく、質疑に入りました。 

  主な質疑は、森林環境譲与税活用事業について、新たな事業への取組の実施があったのか、

国への基金の返還はあるのかとの質疑に対し、農林水産課から、令和６年度の新たな事業は、

森のようちえんを実施しました。基金の返還については、国から具体的な指導等はありませ

ん。基金を活用し、森林整備や人材育成を実施していきますとの答弁がありました。 

  また、駿河湾フェリーの輸送人員の減少要因はとの質疑に対し、観光商工課から、週末の

天候不順による欠航に加え、夏季の南海トラフ臨時情報による海離れ、また、コロナ禍の半

額キャンペーンが終了し、通常料金が利用者に割高なイメージが広がったことが、利用者減

少になりました。フェリーの発着所がＪＲ清水駅近くなったことから、今後は全力で誘客に

努めていきますとの答弁がありました。 

  次に、危機管理課所管科目では、補足説明はなく、質疑に入りました。 

  主な質疑は、消防施設管理事業の消火栓設置工事費について、消火栓の新設と撤去の理由

はとの質疑に対し、危機管理課から、新たに住宅やアパートが増え、必要となった場所に設

置し、撤去は住宅等の減少により設置範囲の条件に照らし、カバーできるように合理化を進

めていますとの答弁がありました。 

  また、消防団運営費が、前年度より600万円ほど減少している理由はとの質疑に対し、令

和５年度に消防団の活動服を更新したので、令和５年度が増額となっていたためですとの答

弁がありました。 

  次に、総合政策部所管科目では、補足説明はなく、質疑に入りました。 

  主な質疑は、企業版ふるさと納税増加の要因はとの質疑に対し、企画財政課から、地元の

静岡銀行に、マッチング業務の委託を新たに行いました。県内外の静岡銀行の取引企業を紹

介いただいていることと、取引企業への営業が、企業版ふるさと納税の増加につながりまし

たとの答弁がありました。 

  次に、総務部所管科目では、補足説明はなく、質疑に入りました。 

  主な質疑は、庶務一般事務事業について、職員採用の工夫と、会計年度職員との採用バラ

ンスはとの質疑に対し、総務課から、試験日を早めたり、保育士や保健師では、試験の内容

を見直したりしています。会計年度職員とのバランスについては、各課にヒアリングを行い、

職員数がどれだけ必要なのかを事前に調査していますとの答弁がありました。 

  以上の審査経過を経まして、議案第49号 令和６年度伊豆市一般会計歳入歳出決算の認定

について、総務経済委員会所管分は、審査の結果、建設部所管において討議を行い、反対討

論が１件あり、採決の結果、挙手多数で原案のとおり認定すべきものと決しました。 

  以上で総務経済委員会の委員長報告を終わります。 

○議長（下山祥二君） 次に、教育厚生委員会委員長、鈴木優治議員。 

〔教育厚生委員会委員長 鈴木優治君登壇〕 

○教育厚生委員会委員長（鈴木優治君） おはようございます。よろしくお願いいたします。 
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  ただいま議長から報告を求められました議案第49号 令和６年度伊豆市一般会計歳入歳出

決算の認定について、教育厚生委員会所管科目の審査の経過と結果について御報告いたしま

す。 

  本議案の委員会審査は、全議員が参加する連合審査会で行いました。詳細については、ホ

ームページにて概要書が閲覧できますので、各部の主な質疑内容を報告いたします。 

  初めに、教育部所管において、補足説明はなく、質疑に入りました。 

  放課後児童クラブ運営事業、６年度の待機児童は何人いたか、またその原因は何かとの質

疑に対し、学校教育課から、待機児童は同一クラブで７人いました。既に定員をかなりオー

バーしており、指導員の配置ができていないことも理由の一つです。また、子供の数だけ入

所希望者がいると考え、待機児童の解消を目的に、放課後16時までいることのできる場の提

供を行う、居場所事業を始めました。この居場所には、万が一のため、支援員を置き、安全

管理を行っていますとの答弁がございました。 

  次に、ＧＩＧＡスクール推進事業では、１人１台端末に新たな学習アプリを導入したよう

だが、学校現場ではどのような様子や変化が見られたかとの質疑に対し、例えば、委員会な

どのポスターは、今までは手書きイラストを描いていたところを、アプリを使ってきれいに

し、レイアウトをしたり、写真を入れたりしてまとめることに使われています。また、総合

的な学習などで、プレゼンテーションの資料を作るときにも利用しています。その他に、夏

休みの新聞作成も、今まで紙に書いていたところをタイピングで打ち込み、写真を入れ込む、

色を変えるなどして活用していますとの答弁がありました。 

  この事業が進んでいるところは、教師が教壇に立たず、端末で生徒一人一人のレベルに合

わせて学習を進めているが、伊豆市もそれを目指しているのかとの質疑に対し、個別最適な

学びの中の１つのツールとして使えるよう教師の研修を進めています。ＩＣＴ支援員を継続

的に活用して、先生方にそのレベル域まで達してもらえるような事業を目指していますとの

答弁がありました。 

  次に、市民部所管において、補足説明はなく、質疑に入りました。 

  滞納整理事務事業では、滞納整理対策強化チームにより滞納額が減ってきていることが分

かるが、具体的にどのような取組をしたのかとの質疑に対し、税務課から、電話催告や、財

産調査、差押え等を実施し、早期に滞納整理を行うことを強化してきましたとの答弁があり

ました。 

  また、環境保全事業では、不法投棄監視カメラ５台をどのように設置したのかとの質疑に

対し、環境衛生課から、動作を感知すると録画する電池式のカメラを５台、既存のポールや

電柱に設置し、定期的に電池やメモリーの確認をしていますとの答弁がありました。 

  次に、健康福祉部所管において、補足説明はなく、質疑に入りました。 

  生活保護扶助費、生活保護の相談件数と申請件数、新規件数と、今後高齢者が増加してい

く中で何か対策はあるのかとの質疑に対し、社会福祉課から、相談件数が実人数65件、その
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うち、申請件数が36件となり、審査の結果、却下が４件、新規が32件となりました。また、

生活保護申請に至る前の支援として、自立相談支援や家計改善など、様々な支援を行ってい

ますとの答弁がありました。 

  育てて育つ事業、子育て支援奨励金事業の実績の内容はとの質疑に対し、子育て支援課か

ら、市内に住所を有し、就労する日に34歳以下で、市内の保育施設に６か月以上勤務した私

立園の保育士に対し、奨励金として20万円、29歳以下の方にはさらに５万円を加算して支給

し、就労の促進と保育士不足の解消のための事業で、６年度は２件の申請がありましたとの

答弁がありました。 

  以上の審査経過を経まして、議案第49号 令和６年度伊豆市一般会計歳入歳出決算の認定

について、教育厚生委員会所管科目は、審査の結果、討議、討論いずれもなく、採決の結果、

挙手多数、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  以上で教育厚生委員会委員長報告を終わります。 

○議長（下山祥二君） 以上で各委員長の報告は終わりました。 

  本議案については、連合審査会で審査していることから、委員長の報告に対する質疑は省

略したいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（下山祥二君） 異議がありませんので、続いて討論を行います。 

  これより暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前 ９時４５分 

再開 午前 ９時４７分 

 

○議長（下山祥二君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  ただいまから議案第49号について討論を行います。 

  討論の通告がありますので、討論を行います。 

  反対討論から行います。 

  13番、森良雄議員。 

〔１３番 森 良雄君登壇〕 

○１３番（森 良雄君） 13番、森良雄です。 

  議案第49号 令和６年度伊豆市一般会計歳入歳出決算の認定について、反対討論をさせて

いただきます。 

  議員の皆さん、皆さんは伊豆市がよくなっていると思いますか。市債の残高は増えている

じゃないんですか。そして、人口は減少しているんですよ。私の言っていることが間違って

いますか。借金が増えて、人口が減るということはどういうことなんですか。市民一人一人

の負担が増えているということなんですよ。分かっていますか、これから賛成討論する方が
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いらっしゃるようだけれども、理解していますか、借金が増えているんです、借金だけじゃ

ないんです。 

  先日発表された、にやにやしている議員もいるようだけれども、伊豆市の地価がほとんど

減少している、市民の財産は減額しているんですよ。そういう状況で、私は賛成している議

員の気がしれない。決算だからたくさんある、一つ一つ反論していきたいんだけれど、全部

に反論したらいつ終わるか分からないから、１つだけにしましょう。 

  土肥のフェリー、市長はもう知っているんでしょ、継続されるんですか、私はあのフェリ

ーは継続されないと思っている。そもそも老朽船、運行がどこしているのか、何かこの間の

話では、スクリューが曲がっちゃったと、クジラと衝突して曲がったってなったら話は分か

るけれども、私は恐らく浅瀬に乗り上げたかなんかしたんじゃないかと。運行は全く下手く

そだ。至るところが悪くなっている。普通、港湾の管理というのは、永久に続くんですよ、

船を出入りさせる、港を運営する限り。そういうことが全くできていないんですね。そもそ

も、あそこのフェリーの埠頭に私が行くと、入れてくれないんだ、一体どうなっているんで

すか。こんなフェリー埠頭なんてないですよ、いろんなフェリー乗るけれども、土肥のフェ

リー埠頭は、私が写真撮りに行くと入れてくれない、写真撮っては駄目だって、帰れと帰さ

れちゃう。その足で支所に行って文句言ったけれども、一体どうなっているんだと。これが

伊豆市のフェリーの運営の実態なんだね。 

  それで、市長にお聞きしたいけれども、いわゆる５市町ですか、運営資金を出しています

よね。これからどうなるんですかあれ。あなたは知っているんでしょう、これからどうする

のか。伊豆半島の南側の市町だけ、財政力のない市町だけで、静岡市が別にありますけれど

も、大半は財政力の弱い市町が運営資金を負担しているわけですね。こんな状況で、私はフ

ェリーをこれからもやっていく余力はないんじゃないかと思うんです。私ちょっと調子悪か

ったから質問できなかったんだけれども、今運行しているフェリーは、建造してから何年た

っているんですか、そろそろ造り替える必要あるんじゃないんですか。そういうことになる

と、もうこの時点で、例えば10年後に新造船を運行するとしても、どういうフェリーを造る

かってことを計画立てなければいけないはずです。そういうことをやっていますか、市長。

我々一般の市議では分からない、今後どうするかということを、我々は真剣に考えるときに

来たんじゃないんですか。そういう中でフェリーを走らせる。早い話が、港も古くなってい

る、船も古くなっている、それから、運行者も、僕は技術ないんじゃないかと思っているん

ですよ。スクリューが破損しても、分からないような運行の仕方でいいのかどうなのか。 

  そんな状況で、フェリー１つしか取り上げませんけれども、あらゆるところで、この決算

については問題がある。まあ、最近のニュースだと、ブラック市長なんて言葉も出てきてい

るんですよ、前橋市の市長なんてのはひどいものですね、一番有名なのは、お隣の伊東市の

市長ですね、こういう方が、ブラック市長が地方を壊す、こんな週刊誌の見出しもあります。

伊豆市も気をつけないとね、やっぱり襟を正す必要があるんじゃないかと私は思っています。 
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  問題点を１点に絞りましたけれども、この決算には反対をさせていただきます。 

○議長（下山祥二君） 次に、賛成討論を行います。 

  ２番、飯田大議員。 

〔２番 飯田 大君登壇〕 

○２番（飯田 大君） おはようございます。２番、飯田大でございます。どうぞよろしくお

願いします。 

  議案第49号 令和６年度伊豆市一般会計歳入歳出決算の認定について、賛成の立場で討論

させていただきます。 

  令和６年度一般会計決算額は、歳入総額274億7,194万1,000円に対し、歳出総額は258億

7,436万円で、差額は15億9,758万1,000円となります。このうち、翌年度への繰越財源１億

1,026万8,000円を差し引くと、実質収入額は14億8,731万3,000円となりました。 

  市制20周年であった当年度は、４町の合併以降の新市建設計画の総仕上げの年であり、過

去最大の予算規模になりました。重点政策である、安全・安心なまちづくりを進め、少子化

対策の事業が図られております。 

  伊豆中学校整備事業では、繰越明許を含めると、35億9,556万4,000円が支出されました。

日本一の中学校を目標に、学習環境を整えたこととなりました。主に、最新のＩＣＴ機器の

導入、視認性に優れた機器の導入、伊豆市産ヒノキの活用、災害にも適用した体育館が、こ

だわりとして上げられました。解放感のあふれる教室、コモンズ、図書メディアセンター、

マルチメディアセンターなど、機能的な設計と空調設備等、生徒が学ぶ最良の伊豆中学校が

開校できました。 

  伊豆市柏久保で進められたリサイクルセンターは、環境型循環施設の整備推進事業として

７億8,934万4,000円が支出されました。資源物を効率よく回収する施設として、今年度完成

し、稼働いたしております。休業日は、日曜日のみであり、市民が一般廃棄物を直接搬入す

ることにより、受入れ体制が整い、リサイクルの循環が図られております。 

  テラッセオレンジトイ建設工事費は、繰越明許を含め４億449万2,000円が支出され、防災

と観光の機能が高度に融合された日本初の津波避難複合施設とされております。1,200人の

避難が可能であり、観光客や地域住民を津波の脅威から守る避難施設として、平常時はレス

トランやカフェ、土産物を扱う、観光施設や展望台として活用されております。去る、7月

30日のカムチャツカ半島地震発生の津波警報発令時には、海水浴客が避難をいたしました。

近隣の松原公園、尾形海岸、土肥金山、土肥港旅客ターミナルの５施設から成る、みなとオ

アシス土肥が構成され、土肥地区の地域振興の中心的役割を担っております。 

  日向公園整備事業では、繰越明細費を含め５億120万6,000円が支出され、災害時には、避

難場所や災害対応の拠点としての公園整備事業を進めております。公園面積1,460平方メー

トル、被災時の仮設住宅の設置が可能になっております。附帯設備としての公園管理棟は、

木造一部鉄筋２階建て延べ床面積730平方メートルであり、防災倉庫、交流スペース、多目
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的トイレを備えております。危機管理センター整備工事では、３億7,752万円が支出されて

おります。市の災害対策拠点として、危機管理部門を常駐させ、無線放送局を併備し、令和

７年度の完成を予定されております。 

  新事業としては、中伊豆温泉プールふれっぷの長寿命化改修事業を行い、令和７年度再開

され、市内の児童の水泳教室に活用されております。その他、森林環境譲与税の活用事業と

して市産材の活用や、市制20周年記念事業として、市や近隣市町の地場産品を活用した、ふ

るさと給食を児童生徒に提供し、大変喜ばれたと伺っております。 

  以上、主な事業について発言させていただきましたが、事業を遂行するに当たり、できる

ときに最善の事業計画が立案され、市民の安心・安全が担保され、より豊かな生活が送れる

政策がすべきときにできたと判断いたします。 

  伊豆中学校吹奏楽部は、早速県大会において金賞を受賞され、９月21日体育館で行われた

記念演奏会では、会場いっぱいの参加者で埋め尽くされました。すばらしい演奏でした。伊

豆中学校の生徒の結束の強さと協調性に感激し、開校できたことを大変うれしく思いました。 

  令和７年度以降は、予算規模の縮小が見込まれます。未利用の公共施設の整理事業の推進

を進め、将来にわたる安定的な行政運営が図られることと思われます。 

  以上、議案第49号 令和６年度伊豆市一般会計歳入歳出決算の認定について、賛成討論と

させていただきます。議員各位の賛同をいただけますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（下山祥二君） 次に、反対討論、14番、木村建一議員。 

〔１４番 木村建一君登壇〕 

○１４番（木村建一君） 14番、木村建一です。 

  議案第49号 令和６年度伊豆市一般会計歳入歳出決算の認定について討論を行います。 

  令和６年度予算が適正に執行されたのか、また、目的としていた行政効果が得られたのか

などを確認して、今後の改善や反省事項の把握と、将来に向けての教訓を明らかにするのが、

決算の役割だと私は思いますが、令和６年度予算は、244億800万円からスタートして、何度

かの補正がありました。 

  この中で、私が関わった予算は約１億円であります。率にして多分間違いないと思う

0.4％ですが、１年間の令和６年度のそれぞれの議会での意思表示は、賛成という結果をた

どりました。これまでの議会の意思を尊重するとなると、決算も賛成ということになります

が、残念ながら、私は賛成という立場は取れないと判断をいたしました。 

  令和６年度は、平成16年の合併以降の新市建設計画のまちづくりとして、防災公園や新中

学校建設など、合併事業の総仕上げを成し遂げることです。具体的には、様々な公共物がこ

の令和６年度建設されましたが、振り返ってみると、伊豆市の最大のテーマは、人口減少問

題です。まず、最初にその政治姿勢について触れます。 

  振り返ってみれば、市長は、当初は、人口が減れば行政サービスの維持や財政に深刻な影

響を及ぼすとともに、伊豆市は回復不能な状況にまで衰退する危険が目の前にあると。そう
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ならないように、日本全国で地域の人口が減少しているんだけれども、地域のよさを再度見

つめ直して、総合力として発揮すれば、人口減少が不可避ではないと、並々ならぬ決意を私

は感じておりましたが、最近では、子育て全力宣言、若者に子供たちに焦点を当てています

が、今人口減少はやむを得ないとトーンダウンしたように見受けられます。少子化対策後ど

うなったのでしょうかというクエスションがどうしてもつきまといます。 

  ただし、私は、建物と公共施設を作ったら、直ちに人口減少に歯止めがかかるかと言うと、

そうではないと思っているのです。それなりの時間が経過していくことが必要であります。

人口減少がとどまるには、相当な時間が必要と考えておりますから、直ちにけしからんと言

う考えは持っていません。 

  １つ目の問題です。具体的にお話をします。 

  窓口業務委託は、職員減少がやむを得ないと諦めたから。これからも県内５番目の人口減

少続けるのでしょうか。その目的はコストカットではないと言っているのですから、職員が

不足する、その数を明示してください。 

  ２つ目、ある意味では関連しますが、伊豆市役所は、市内で最大の働き口であります。市

民の生活と健康を守り、観光事業などの地域経済を支える、こういう仕事をしているのでは

ないでしょうか。若者の雇用の場を、私は市役所に求めます。相当まだ期間が長いんですけ

れども、検討を求めます。 

  ３つ目です。仕事があっても、住むところがなければ人口が増えないから、移住定住事業

に取り組んでおります。移住定住は一定の成果を上げていることは、前向きに評価していま

す。ただし、不十分さを感じているところであります。 

  その１つ、３年間続けているものの、実を結んでいない事業があります、それは、前置き

が、ちょっと長いんですが、総合計画に位置づける拠点性の高いエリアで、ゆとりある良好

な居住環境の創出を推進して移住定住の促進を図るため、当該エリア内において宅地開発を

行う事業者に対して予算の範囲内で補助金を交付するという、民間宅地開発等支援補助金が

ありました。令和６年度も予算を計上したが、手を挙げる業者は残念ながらいませんでした。

1,500万円が未執行。いろいろ見たんですが、決算書になかったら相当苦労しました。どこ

へいったのかなと思ったのですが、決算書には記載なしということです。宅地開発業者から

すると、投資までして人を呼び込む魅力が伊豆市になかったのかなというふうに思っており

ます。民間が参入しやすいように、補助金の制度を検討されたのでしょうか。詳細はちょっ

と不明でありますが、そういう検討されていればいいのかなと思うのですが、見たところず

っと同じような制度です。 

  もう一つの関係です。いわゆる宅地の問題。市内全域で人口を増やすことは現実性がない

と、確かに大変でしょう。だから、八幡や青羽根、土肥中心部に移住定住施策を強化すると

いうことをうたわれましたが、いまだにその具体的な政策が見えません。 

  子育て支援施策を入れるべきアンケートで、仕事と子育ての両立を望んでいるのが５割近
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くあります。これは未来に向かってですが、一番望んでいるのは、今お話した仕事と子育て

の両立であります。約５割の方がこれを望んでおります。市民が求めているのですから、具

体的な方策を求めます。 

  まとめに入ります。令和５年度も毎年のように、市民アンケートを取っているんですが、

資料は令和５年度しかありません。人口減少についてどう感じているのかというアンケート

でありますが、不安を感じる、どちらかというと不安を感じるということ合わせて、不安を

感じているのは86％の市民であります。様々な施策を掲げているとはいえ、残念ながらこう

いう結果であります。別に悲観するとか駄目だとか言っているんではありませんから、この

86％に応えられるような、施策をやはりもう一度考えるべきじゃないでしょうか。 

  最後に、あ、これすごいなと思ったのは、菊地市長が、20周年を迎えるに当たって、10年

前こんなことを言っていました。「修善寺に人があふれ、中伊豆の里山が豊かな収益をもた

らし、湯ケ島には文学を中心とする文化の薫りが漂い、土肥は花と夕日の恋人海岸としてブ

ランド化されているはずです」10年前にそういう希望を語りました。10年前描いていた姿で

あります。別にこれでも駄目だと私は思っていませんから、ぜひとも市長中心として、この

市長が10年前に描いた姿を議会側も、私一人としてこういう伊豆市になればいいのかなと思

っていますが、残念ながら、そこまでなかなか到達しないというのが現状であります。様々

な建設事業やりましたが、建設事業イコール人口減少、少子化対策に直ちにはつながらない

んだけれども、それへの方策をやっぱりもう少し丁寧にやるべきだというふうに思って、反

対討論を終わります。 

○議長（下山祥二君） 次に、賛成討論を行います。 

  12番、小長谷順二議員。 

〔１２番 小長谷順二君登壇〕 

○１２番（小長谷順二君） 12番、小長谷順二です。 

  議案第49号 令和６年度伊豆市一般会計歳入歳出決算の認定について、賛成討論をいたし

ます。 

  先ほど、飯田議員の賛成討論でもありました数字等かぶるところは省略させていただきま

す。 

  ９月10日、11日に連合審査を行いましたので、委員会審査で確認した事項、こちらを基に

討論を進めます。 

  建設部都市計画課の空家等対策事業では、伊豆市で初めて行政代執行が行われました。管

理不全の空き家が火事になり、その飛び火により所有者が相続放棄をした空き家が火事にな

り、燃え残ったままの建物が取り残されたものです。今後、空き家が増えれば増えるほど、

このような事例が起こってきます。国費等申請しながら、危険空き家対策に取り組んでいた

だければと思っております。 

  産業部農林水産課の、森林環境譲与税を活用した事業、こちらについては、森林整備以外
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に、人材の育成、啓蒙活動なども行い、余剰金の5,800万円ほどは基金に積み立てました。

森林経営管理制度にのっとって、計画的に整備を進めている状況を確認することができまし

た。森の力再生事業の存続を求める意見書が伊豆市議会に提出をされております。森林環境

譲与税と、森林づくり県民税は、それぞれ役割が異なりながらも車の両輪として機能し、両

方がそろって初めて持続可能な森林づくりが前進します。これらの税を活用して、森林整備

を進めていただきたい。 

  総合政策部企画財政課の、ふるさと納税の寄附金は、令和６年度13億6,000万円と過去最

高を達成いたしました。特徴としては、ポータルサイトの魅力化、ページの改善などを行い、

サイトでの物品写真をプロに依頼し、より魅力的な、おいしそうな写真などの撮り直しを行

った成果が、令和６年度の特徴であったとのことでした。引き続き新たな工夫を凝らし、ふ

るさと納税の推進に努めていただきたいと願っています。 

  健康福祉部社会福祉課の、生活保護扶助費は、前年に比べて医療費の増加などで8,000万

円ほど増えております。生活困窮者自立支援事業では、生活保護になる前の支援を行う事業

ということで、自立相談支援の機会や家計改善などといった様々な支援をしながら、自立が

できるように取り組んでいただきたい。 

  教育部学校教育課の、修善寺地区４小学校の再編について、令和６年度中にアンケートを

取り、今動き出しているということなので、保護者の意見をしっかりと受け止め、修善寺地

区の小学校再編についても、協議を進めていただきたいと思っております。 

  令和６年度の歳出は、前年度比43億2,662万円の増となりました。先ほど来出ているよう

な、特出すべき主な支出としては、日向公園整備事業、危機管理センター整備工事、松原公

園津波避難複合施設整備事業、新中学校建設工事などが上げられます。今後の人口減少に伴

い、自主財源は減少してきますが、大型事業は一区切りとなっております。将来負担比率も

68.6％と前年より増えていますが、基準を大きく下回っています。財政の健全化比率に注視

し、効果的な政策を実施していただくことを願い、賛成討論といたします。 

○議長（下山祥二君） 以上で討論を終結いたします。 

  これより、議案第49号 令和６年度伊豆市一般会計歳入歳出決算の認定について採決いた

します。 

  本案に対する各委員長の報告は認定であります。 

  委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立多数〕 

○議長（下山祥二君） 起立者多数。 

  よって、議案第49号は原案のとおり認定されました。 

 

◎議案第５０号～議案第６３号の委員長報告、質疑、討論、採決 

○議長（下山祥二君） 日程第２、議案第50号 令和６年度伊豆市公共用地取得事業特別会計
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歳入歳出決算の認定についてから日程第15、議案第63号 令和６年度伊豆市矢熊財産区特別

会計歳入歳出決算の認定についてまでの14議案を一括して議題といたします。 

  本案については、各常任委員会に審査を付託しておりましたので、審査の経過と結果につ

いて、各委員長の報告を求めます。 

  初めに、議案第50号及び議案第54号から議案第63号までの11議案について、総務経済委員

会委員長、浅田藤二議員。 

〔総務経済委員会委員長 浅田藤二君登壇〕 

○総務経済委員会委員長（浅田藤二君） ただいま議長から報告を求められました、議案第50

号 令和６年度伊豆市公共用地取得事業特別会計歳入歳出決算の認定についてから議案第63

号 令和６年度伊豆市矢熊財産区特別会計歳入歳出決算の認定についてまでの11議案につい

て審査の経過と結果について御報告いたします。 

  初めに、議案第50号 令和６年度伊豆市公共用地取得事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて、当局からの補足説明はなく、質疑に入りました。 

  市有財産の売払いについて、特別会計で取り扱われる土地等と、一般会計の公有財産管理

事業で取扱いがされるものとはどのように分けているのか、改めて説明していただきたいと

の質疑に対し、公共用地取得事業特別会計と、一般会計の土地購入や貸付けのすみわけです

が、市有地が一般会計と公共用地取得特別会計、それから土地開発基金が所有している土地

に、それぞれ分かれています。一般会計で貸し付けている土地が約120件で、決算額では約

2,000万円の収入があります。一方、特別会計で取得する土地は、土地開発基金が設置され

ており、公共事業の先行取得を進めるために、土地を購入する際は、土地開発基金の現金を

取り崩し、公共用地取得事業特別会計に繰り入れて購入しますとの答弁がありました。 

  審査の結果、討議討論はなく、採決の結果、議案第50号は、全会一致で原案のとおり認定

すべきものと決しました。 

  次に、議案第54号 令和６年度伊豆市水道事業会計決算の認定について、当局からの補足

説明はなく、質疑に入りました。 

  原水、浄水、配水及び給水費が、前年度から5,000万円ほど増加している理由はとの質疑

に対し、人件費や電気代の増加と、メーター交換を行ったことが主な要因ですとの答弁があ

りました。 

  審査の結果、討議討論はなく、採決の結果、議案第54号は、挙手多数で原案のとおり認定

すべきものと決しました。 

  次に、議案第55号 令和６年度伊豆市温泉事業会計決算の認定について、当局からの補足

説明はありませんでした。質疑、討議、討論はなく、採決の結果、議案第55号は、挙手多数

で原案のとおり認定すべきものと決しました。 

  次に、議案第56号 令和６年度下水道事業会計決算の認定について、当局からの補足説明

はなく、質疑に入りました。 
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  環境費について、昨年度から増加している理由と、マンホールの老朽化の状況はとの質疑

に対し、増加については、動力費の値上げが影響し、マンホールの老朽化については、大き

な事故は起きておらず、随時点検補修を行い、事故がないように努めていますとの答弁があ

りました。 

  審査の結果、討議、討論はなく、採決の結果、議案第56号は、挙手多数で原案のとおり認

定すべきものと決しました。 

  続きまして、議案第57号 令和６年度伊豆市持越財産区特別会計歳入歳出決算の認定につ

いてから議案第63号 令和６年度伊豆市矢熊財産区特別会計歳入歳出決算の認定についてま

での７議案について、一括して審査の経過と結果を御報告いたします。 

  当局からの補足説明はなく、審査に入りました。質疑、討議、討論はなく、採決の結果、

議案第57号から議案第63号までの７議案は、挙手多数で原案のとおり認定すべきものと決し

ました。 

  以上で総務経済委員会委員長報告を終わります。 

○議長（下山祥二君） 次に、議案第51号から議案第53号までの３議案について、教育厚生委

員会委員長、鈴木優治議員。 

〔教育厚生委員会委員長 鈴木優治君登壇〕 

○教育厚生委員会委員長（鈴木優治君） ただいま議長から報告を求められました議案第51号 

令和６年度伊豆市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定についてから議案第53号 令和

６年度伊豆市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定についての３議案について、審査の経過

と結果を報告させていただきます。 

  初めに、議案第51号 令和６年度伊豆市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定につい

て、補足説明はなく、委員より、国民健康保険運営について確認があり、討議はなく、反対

討論が１件ありました。挙手多数にて原案のとおり認定をされました。 

  次に、議案第52号 令和６年度伊豆市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定につい

て、補足説明はなく、委員より、加入者数の確認があり、討議、討論はなく、挙手多数にて

原案のとおり認定されました。 

  最後に、議案第53号 令和６年度伊豆市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について、

補足説明はなく、質疑に入りました。委員より、訪問介護や地域包括支援センターの人材確

保の確認があり、討議、討論はなく、挙手多数にて原案のとおり認定すべきものと決しまし

た。 

  以上で教育厚生委員会委員長報告を終わります。 

○議長（下山祥二君） 以上で各委員長の報告は終わりました。 

  ただいまの議案第50号から議案第63号までの14議案について質疑を行います。 

  14議案について質疑はございませんか。 

〔発言する人なし〕 
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○議長（下山祥二君） 質疑なしと認めます。 

  以上で質疑を終結いたします。 

  これより暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１０時３１分 

再開 午前１０時３２分 

 

○議長（下山祥二君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  これより、議案第50号 令和６年度伊豆市公共用地取得事業特別会計歳入歳出決算につい

て討論、採決を行います。 

  討論の通告がありませんので、直ちに採決を行います。 

  これより、議案第50号について採決いたします。 

  本案に対する委員長の報告は認定であります。 

  委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

○議長（下山祥二君） 起立者全員。 

  よって、議案第50号は原案のとおり認定されました。 

  次に、議案第51号 令和６年度伊豆市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

討論、採決を行います。 

  討論の通告がありませんので、直ちに採決を行います。 

  これより、議案第51号について採決いたします。 

  本案に対する委員長の報告は認定であります。 

  委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立多数〕 

○議長（下山祥二君） 起立者多数。 

  よって、議案第51号は原案のとおり認定されました。 

  次に、議案第52号 令和６年度伊豆市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定につい

て討論、採決を行います。 

  討論の通告がありませんので、直ちに採決を行います。 

  これより、議案第52号について採決いたします。 

  本案に対する委員長の報告は認定であります。 

  委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立多数〕 

○議長（下山祥二君） 起立者多数。 

  よって、議案第52号は原案のとおり認定されました。 
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  次に、議案第53号 令和６年度伊豆市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について討論、

採決を行います。 

  討論の通告がありませんので、直ちに採決を行います。 

  これより、議案第53号について採決いたします。 

  本案に対する委員長の報告は認定であります。 

  委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立多数〕 

○議長（下山祥二君） 起立者多数。 

  よって、議案第53号は原案のとおり認定されました。 

  次に、議案第54号 令和６年度伊豆市水道事業会計決算の認定について討論、採決を行い

ます。 

  討論の通告がありませんので、直ちに採決を行います。 

  これより、議案第54号について採決いたします。 

  本案に対する委員長の報告は認定であります。 

  委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立多数〕 

○議長（下山祥二君） 起立者多数。 

  よって、議案第54号は原案のとおり認定されました。 

  次に、議案第55号 令和６年度伊豆市温泉事業会計決算の認定について討論、採決を行い

ます。 

  討論の通告がありませんので、直ちに採決を行います。 

  これより、議案第55号について採決いたします。 

  本案に対する委員長の報告は認定であります。 

  委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立多数〕 

○議長（下山祥二君） 起立者多数。 

  よって、議案第55号は原案のとおり認定されました。 

  次に、議案第56号 令和６年度伊豆市下水道事業会計決算の認定について討論、採決を行

います。 

  討論の通告がありませんので、直ちに採決を行います。 

  これより、議案第56号について採決いたします。 

  本案に対する委員長の報告は認定であります。 

  委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立多数〕 

○議長（下山祥二君） 起立者多数。 
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  よって、議案第56号は原案のとおり認定されました。 

  次に、議案第57号 令和６年度伊豆市持越財産区特別会計歳入歳出決算の認定についてか

ら議案第63号 令和６年度伊豆市矢熊財産区特別会計歳入歳出決算の認定についてまでの７

議案について、一括して討論、採決を行います。 

  討論の通告がありますので、発言を許します。 

  議案第57号から議案第63号について、反対討論、13番、森良雄議員。 

〔１３番 森 良雄君登壇〕 

○１３番（森 良雄君） 13番、森良雄です。 

  議案第57号から議案第63号までの７議案は、天城湯ケ島地区の７つの財産区の決算書です。

この点については、私、毎回反対討論させてもらっています。何でですか。財産区の管理監

督は静岡県がやるんですよ、今日は市民も１人傍聴にいらしていますけれども、財産区は、

静岡県が管理監督するんです。ぜひ、覚えていってほしい。なぜこれ伊豆市がやっているの

か、あまりにも小規模な財産区なもんで、静岡県からバッテン食らっているんですよ。ね、

市長そうじゃないですか、知らないですか。これが現実なんですよ。にやにや笑っているん

じゃないよ、議員の皆さん。 

  私は、現役の頃、いわゆるトヨタのかんばん方式の改革改善に取り組んでいました。いろ

いろ改革改善どんどん進めるんですよ。ところが伊豆市は、これ７つの財産区、何とかしよ

うという考えが全然ない。同じ天城湯ケ島地区でも、上船原は自分たちで管理しているんじ

ゃないんですか、財産区と同じようなものを。その収入は、この７つの財産区合わせたより

も大きいくらいあるはずです。それでも、自分らで管理しているんです。修善寺地区でも、

中伊豆地区でも、土肥地区でも、小規模な財産区を保有しているという話は聞いたことない、

みんな自分らでやっている。なぜ、改革改善を進めようとしないのか。いや、豊かなまちな

らいいですよ、私たちのまちは、これから必死になって改革改善進めなければいけないんじ

ゃないんですか、皆さんそう思いません。市民の皆さんもぜひ考えてください。私は毎回こ

の問題を提起していますけれども、このままでいいとは思いません。ぜひ、せっかく旧４町

が一緒になったんだ、それぞれの地区で、自分たちの思うようなことばっかりやっていたん

では伊豆市は発展しません。それが、今の伊豆市の現状じゃないんですか。伊豆市はますま

す衰退しますよ。 

  人口減少、日本全国どこでも同じだと思いますけれども、中身をよく御覧ください。人口

の0.1から0.2％の減少が日本全国の一般的な現象なんです。伊豆市は何ですか、１％から

２％減少しているんですよ。市長、分かっていますか、お二人の副市長も分かっています、

私が言っていること間違っていますか。間違っていないんだったら、ぜひ、改革改善を進め

てほしい。 

  以上終わります。 

○議長（下山祥二君） 以上で討論を終結いたします。 
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  これより議案第57号から議案第63号までの７議案について採決を行います。 

  各財産区特別会計歳入歳出決算の認定について、一括採決といたします。 

  本案に対する委員長の報告は全て認定であります。 

  委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立多数〕 

○議長（下山祥二君） 起立者多数。 

  よって、議案第57号から議案第63号までの７議案は原案のとおり認定されました。 

  ここで、10時55分まで休憩といたします。 

 

休憩 午前１０時４２分 

再開 午前１０時５５分 

 

○議長（下山祥二君） 休憩を閉じ会議を再開いたします。 

 

◎議案第６４号～議案第６７号の委員長報告、質疑、討論、採決 

○議長（下山祥二君） 日程第16、議案第64号 令和７年度伊豆市一般会計補正予算（第４回）

から日程第19、議案第67号 令和７年度伊豆市介護保険特別会計補正予算（第１回）の４議

案を一括して議題といたします。 

  本案は各常任委員会に審査を付託してありましたので、審査の経過と結果について、各委

員長の報告を求めます。 

  初めに、議案第64号について、総務経済委員会委員長、浅田藤二議員。 

〔総務経済委員会委員長 浅田藤二君登壇〕 

○総務経済委員会委員長（浅田藤二君） ただいま議長から報告を求められました議案第64号 

令和７年度伊豆市一般会計補正予算（第４回）の総務経済委員会所管科目について、審査の

経過と結果について御報告いたします。 

  初めに、建設部所管科目について、当局からの補足説明はなく、審査に入りました。 

  土木費の市道上船戸大仙１号線の測量設計業務委託の詳細、設計に至る経緯、事故あるい

は老朽化によるものなのかとの質疑に対し、現在、静岡県が駅前を通過する県道伊東修善寺

線の改良工事に向けた設計を行っています。これに併せて、本路線は、この県道から修善寺

南小学校の入り口前の交差点に接続する市道で、この県道との接続部分を、市の改良計画に

沿った施工を県の設計に反映していただくために、市道の設計業務委託費を計上させていた

だきましたとの答弁がありました。 

  次に、産業部所管科目について、当局からの補足説明はなく、審査に入りました。 

  県のバリアフリー化促進事業補助金の補助率、市の持ち出しは何％ありますかとの質疑に

対し、県の補助率は、対象事業費の２分の１で、県から市に交付され、市の持ち出しなく市
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から事業者に補助しますとの答弁がありました。 

  次に、総合政策部所管科目について、当局からの補足説明はなく、審査に入りましたが、

質疑はなく、審査の結果、討議、討論はなく、議案第64号 令和７年度伊豆市一般会計補正

予算（第４回）の総務経済委員会所管科目については、採決の結果、挙手多数で原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

  以上で総務経済委員会委員長報告を終わります。 

○議長（下山祥二君） 次に、議案第64号から議案第67号までの４議案について、教育厚生委

員会委員長、鈴木優治議員。 

〔教育厚生委員会委員長 鈴木優治君登壇〕 

○教育厚生委員会委員長（鈴木優治君） ただいま議長から報告を求められました、議案第64

号 令和７年度伊豆市一般会計補正予算（第４回）から議案第67号 令和７年度伊豆市介護

保険特別会計補正予算（第１回）の４議案について、審査の経過と結果を報告させていただ

きます。 

  初めに、議案第64号 令和７年度伊豆市一般会計補正予算（第４回）教育部所管科目につ

いて、補足説明はなく、委員より、ＸＲ防災教育環境構築等業務委託について、この時期に

補正予算を組んだ理由と、伊豆中学校のどの活動に組み込むのか、委託の内容はとの質疑に

対し、放課後の時間を利用し、６月から、仮想空間でリアルな災害状況等疑似体験をする活

動がスタートしています。現在は、慶應義塾大学との連携協定により機材を借りていますが、

今後継続的に行うため、機材を購入する費用を計上いたしました。内容は、ＶＲゴーグル８

台、仮想空間をつくるための作業用パソコン６台、タブレット２台の購入、画像を加工する

ソフトのライセンス料とその設定費用などですとの答弁がありました。討議、討論はありま

せんでした。 

  次に、市民部所管について、補足説明はなく、委員より、長中期在留者居住地届出事務の

内容で、伊豆市の外国人登録人数についての確認がありました。討議、討論はありませんで

した。 

  最後に、健康福祉部所管について、補足説明はなく、委員より、忠魂碑の周辺整備工事の

内容と、市内にある忠魂碑の数はとの質疑に対し、工事の対象は、中伊豆地区原保の忠魂碑

への道路になり、現在、正面から出入りする場合、私有地に入るようになります。今後、私

有地に入らず、市道から直接出入りできるようにします。また、忠魂碑の数は、修善寺地区

５か所、天城地区２か所、中伊豆地区４か所、建物では、中伊豆２か所、土肥２か所になり

ますとの答弁がありました。討議があり、討論はなく、挙手全員にて議案第64号 令和７年

度伊豆市一般会計補正予算（第４回）は原案どおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議案第65号 令和７年度伊豆市国民健康保険特別会計補正予算（第１回）は、委員

より、子ども・子育て支援金制度はどのくらい加算され、どのようなことに使われるのかと

の質疑に対し、国の試算によると、国民健康保険について、令和８年度は、年間１人当たり
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平均3,000円程度で、金額は今後段階的に上がっていきます。児童手当や妊婦の支援給付金、

出生後の休業支援給付金、こども誰でも通園制度など給付額が改善されますとの答弁があり

ました。討議、討論はなく、挙手全員にて原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議案第66号 令和７年度伊豆市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１回）につい

て、補足説明、質疑、討議、討論はなく、挙手全員にて原案のとおり可決すべきものと決し

ました。 

  最後に、議案第67号 令和７年度伊豆市介護保険特別会計補正予算（第１回）について、

補足説明、質疑、討議、討論はなく、挙手全員にて原案のとおり可決すべきものと決しまし

た。 

  以上で教育厚生委員会委員長報告を終わります。 

○議長（下山祥二君） 以上で各委員長の報告は終わりました。 

  ただいまの議案第64号から議案第67号までの４議案について質疑を行います。 

  質疑はございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（下山祥二君） 質疑なしと認めます。 

  以上で質疑を終結いたします。 

  これより暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時０５分 

再開 午前１１時０７分 

 

○議長（下山祥二君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  これより議案第64号 令和７年度伊豆市一般会計補正予算（第４回）について、討論、採

決を行います。 

  討論の通告がありますので、発言を許します。 

  反対討論から行います。 

  13番、森良雄議員。 

〔１３番 森 良雄君登壇〕 

○１３番（森 良雄君） 13番、森良雄です。 

  議案第64号 令和７年度伊豆市一般会計補正予算（第４回）について、反対させていただ

きます。 

  この補正予算は、いろいろ議案が入っておりますけれども、はっきり言って何をやりたい

のかさっぱり分からない。結論からいくと、補助金が出たから、事業を進めたいと、ただそ

れだけじゃないんですか。補助金出て、少しは伊豆市よくなりますか、何のことはない、借

金がそのまま減るわけでもなし、市債がそのまま残るだけだって。駅周辺が何かよくなるよ
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うですけれども、よくなるんですか、あそこ。御覧なってくださいよ、私一番危惧している

のは、バスは何とか補助金がいっぱい出ているから動いているけれども、そのうちタクシー

が動かなくなるんじゃないかと。今タクシーなくなったら、本当困りますよ。足がない足が

ないと言いながら、タクシードライバーみんな、あそこで一日暇潰しているだけじゃないで

すか。議員の皆さん、何とかしてやりませんか。今、伊豆市で一番必要なのは、タクシーが

動いていることです。これ以上手をこまねいていると、タクシーが動かなくなっちゃいます

よ、ドライバー食っていけないんだ。駅周辺御覧になってください、どんどんお店は閉まっ

ていく、補助金がついたのだったら何とかするような、僕はどうしようもないと思っていま

すけれども、駅の道路をどんなに改良したって、あそこの通行は、修善寺橋を拡幅しない限

り、伊豆市の道路体系はよくならないでしょう。そういうわけで、もっと有効にお金を使っ

ていただきたいと思いまして、反対させていただきます。 

  終わります。 

○議長（下山祥二君） 次に、賛成討論を行います。 

  10番、青木靖議員。 

〔１０番 青木 靖君登壇〕 

○１０番（青木 靖君） 10番、青木靖です。 

  議案第64号 令和７年度伊豆市一般会計補正予算（第４回）に対して、賛成の立場から討

論を行います。 

  本件は、補正前217億2,340万円に対し歳入歳出それぞれ14億3,010万円を増額し、歳入歳

出それぞれ231億5,350万円とするものです。 

  主な歳出としては、前年度繰越金の確定に伴う財政調整基金の積立金の増３億9,300万円

余、同じく、教育振興基金積立金の増１億円、土肥温泉事業基金積立金の増５億200万円余、

市内公的病院等補助金２億9,200万円余、安竹川改修工事3,700万円、新型コロナワクチン予

防接種委託料2,600万円余、児童相談システム改修に係る業務委託452万円余、ＸＲ防災教育

環境構築等業務委託294万円余、その他民生費、衛生費で、精算に伴う国・県の支出金等の

返還金が多数ありました。 

  社会福祉総務費の忠魂碑周辺改修に係る工事費350万円余につきましては、原保の伊豆市

所有地内にある忠魂碑が、民間の土地を通行しないと到達できない状態となったため、民間

の土地を通らずに往来できるようにするためのもので、市の土地にある構築物を管理する責

任を有する伊豆市としては、必要な工事の費用と考えます。 

  その他、債務負担行為補正の追加、地方債補正の変更があり、いずれも必要な補正である

と判断できます。 

  以上、本補正予算は賛成すべきものであると考え、各議員の賛同をお願いし、賛成討論と

いたします。 

○議長（下山祥二君） 続いて、賛成討論を行います。 
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  14番、木村建一議員。 

〔１４番 木村建一君登壇〕 

○１４番（木村建一君） 14番、木村建一です。 

  議案第64号 令和７年度伊豆市一般会計補正予算（第４回）について、賛成討論を行いま

す。 

  私が賛成するテーマ、ただ一つです。 

  今、青木議員が説明されていましたが、賛成討論の中でやっていましたけれども、忠魂碑

周辺整備工事費について、委員会の中でも大いに討議しました。私は、いわゆるこの忠魂碑

そのものをどう見るのかというところ、確かに忠魂碑そのものをどうするということじゃな

いんですが、関わる問題です。そういう意味で、憲法20条に抵触しないのかとか、それから、

憲法第89条に抵触しないのかと、すぐそばにあるんだけれども、いわゆる１つは、憲法20条

というのは、いかなる宗教団体も国から特権を与えられて政治の権力を持っちゃ駄目ですよ、

憲法第89条は公金いわゆる市民のお金を、ここに、１つの宗教団体に使っていいのかと。今

回は、私有地をそこで通らざるを得ないから、公共の伊豆市の土地を提供してあげましょう

ということですが、直接的には関わりないんですけれども、結果的には、忠魂碑どう見るの

かということを、ある意味今後ともこの問題については、忠魂碑たくさんあるものだから、

議会はどう関わるのか、当局はどう関わるのかというところをやっぱり見る必要があるのか

なと、市民にやっぱりお知らせする必要があるのかなと思って、今討論に立ちました。 

  もともと忠魂碑とは、戦争で亡くなられた方の碑なんですけれども、戦死者の天皇への忠

義というところが、当時は入っていた。で、今現在どうなっているかというと、それは、戦

後80数年にわたっている中で、天皇のためにとか云々ではなくて、あくまでも、戦没者記念

碑的な性格のものであるというふうになってきました。したがって、特定の宗教との関係は

ありませんということが、今裁判の中でも明らかにされました。 

  したがって、そこに公金を出すということも、別に何ら法的には問題ないというところは、

市民の皆様に御理解いただきながら、今後とも忠魂碑、結構私初めてここのところ、あ、そ

ういうものなのかなと思って、委員会でいろんな話を議員の皆さんと討議させていただきま

したが、今後忠魂碑の問題どうするのかということが、多分どちらこちらで、いわゆる遺族

会が今、なかなか忠魂碑を管理するという力が、残念ながらなくなってきたということです

から、その点は、行政がどこかでひょっとしたら、ほかの忠魂碑、どうするという問題が出

てくるのかなと思っています。ということで、今回は直接的には関係ありませんけれども、

市民の皆さん、忠魂碑とは何ぞやというところを、やっぱり理解した上でいかないと、ちょ

っと思想信条の問題とかいうことになるものですから、賛成討論の中に付け加えさせていた

だきました。 

  以上で終わります。 

○議長（下山祥二君） 以上で討論を終結いたします。 



－238－ 

  これより議案第64号について採決いたします。 

  本案に対する各委員長の報告は可決であります。 

  委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立多数〕 

○議長（下山祥二君） 起立者多数。 

  よって、議案第64号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第65号 令和７年度伊豆市国民健康保険特別会計補正予算（第１回）について

討論、採決を行います。 

  討論の通告がありませんので、直ちに採決を行います。 

  これより議案第65号について採決いたします。 

  本案に対する委員長の報告は可決であります。 

  委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

○議長（下山祥二君） 起立者全員。 

  よって、議案第65号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第66号 令和７年度伊豆市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１回）につい

て討論、採決を行います。 

  討論の通告がありませんので、直ちに採決を行います。 

  これより議案第66号について採決いたします。 

  本案に対する委員長の報告は可決であります。 

  委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

○議長（下山祥二君） 起立者全員。 

  よって、議案第66号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第67号 令和７年度伊豆市介護保険特別会計補正予算（第１回）について討論、

採決を行います。 

  討論の通告がありませんので、直ちに採決を行います。 

  これより議案第67号について採決いたします。 

  本案に対する委員長の報告は可決であります。 

  委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

○議長（下山祥二君） 起立者全員。 

  よって、議案第67号は原案のとおり可決されました。 

 

◎議案第６８号～議案第７３号の委員長報告、質疑、討論、採決 
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○議長（下山祥二君） 日程第20、議案第68号 伊豆市行政手続における特定の個人を識別す

るための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一部改正につい

てから日程第25、議案第73号 伊豆市地域集会施設条例の一部改正についてまでの６議案を

一括して議題といたします。 

  本案については、各委員会に審査を付託してありましたので、審査の経過と結果について、

委員長の報告を求めます。 

  議案第68号及び議案第70号から議案第73号までの５議案について、総務経済委員会委員長、

浅田藤二議員。 

〔総務経済委員会委員長 浅田藤二君登壇〕 

○総務経済委員会委員長（浅田藤二君） ただいま議長から報告を求められました議案第68号 

伊豆市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個

人番号の利用に関する条例の一部改正についてから議案第73号 伊豆市地域集会施設条例の

一部改正についてまでの５議案について、審査の経過と結果について御報告いたします。 

  各議案とも、当局からの補足説明はなく、審査に入りました。 

  議案第68号及び議案第70号、71号、72号の質疑はありませんでした。 

  議案第73号は、令和６年度の小下田ふるさとセンターの使用について、日数や人数、どの

ような要件で使っていたかとの質疑に対し、小下田連合区の集会場として活用されています。

定例会等での使用と、大雨のときなどには、避難所として開放している実績がありますとの

答弁がありました。 

  以上審査の結果、討議、討論はなく、採決の結果、議案第68号及び議案第70号から議案第

73号までの５議案は、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  以上で総務経済委員会委員長報告を終わります。 

○議長（下山祥二君） 次に、議案第69号について、教育厚生委員会委員長、鈴木優治議員。 

〔教育厚生委員会委員長 鈴木優治君登壇〕 

○教育厚生委員会委員長（鈴木優治君） ただいま議長から報告を求められました議案第69号

伊豆市印鑑条例の一部改正について、補足説明はなく、委員より条例内容の確認があり、討

議、討論はなく、挙手全員にて原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  以上で教育厚生委員会委員長報告を終わります。 

○議長（下山祥二君） 以上で各委員長の報告は終わりました。 

  ただいまの議案第68号から議案第73号までの６議案について質疑を行います。 

  質疑はございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（下山祥二君） 質疑なしと認めます。 

  以上で質疑を終結いたします。 

  これより暫時休憩いたします。 
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休憩 午前１１時２５分 

再開 午前１１時２６分 

 

○議長（下山祥二君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  これより議案第68号 伊豆市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等

に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一部改正について討論、採決を行いま

す。 

  討論の通告がありませんので、直ちに採決を行います。 

  これより議案第68号について採決いたします。 

  本案に対する委員長の報告は可決であります。 

  委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

○議長（下山祥二君） 起立者全員。 

  よって、議案第68号は原案のとおり可決されました。 

  これより、議案第69号 伊豆市印鑑条例の一部改正について討論、採決を行います。 

  討論の通告がありませんので、直ちに採決を行います。 

  これより議案第69号について採決いたします。 

  本案に対する委員長の報告は可決であります。 

  委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

○議長（下山祥二君） 起立者全員。 

  よって、議案第69号は原案のとおり可決されました。 

  これより、議案第70号 伊豆市営施設運営委員会条例の廃止について討論、採決を行いま

す。 

  討論の通告がありませんので、直ちに採決を行います。 

  これより議案第70号について採決いたします。 

  本案に対する委員長の報告は可決であります。 

  委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

○議長（下山祥二君） 起立者全員。 

  よって、議案第70号は原案のとおり可決されました。 

  これより、議案第71号 伊豆市下水道条例及び伊豆市給水条例の一部改正について討論、

採決を行います。 

  討論の通告がありませんので、直ちに採決を行います。 
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  これより議案第71号について採決いたします。 

  本案に対する委員長の報告は可決であります。 

  委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

○議長（下山祥二君） 起立者全員。 

  よって、議案第71号は原案のとおり可決されました。 

  これより、議案第72号 伊豆市上下水道事業審議会条例の制定について討論、採決を行い

ます。 

  討論の通告がありますので、発言を許します。 

  賛成討論を行います。 

  10番、青木靖議員。 

〔１０番 青木 靖君登壇〕 

○１０番（青木 靖君） 10番、青木靖です。 

  議案第72号 伊豆市上下水道事業審議会条例の制定についてに対し、賛成討論を行います。 

  本案は、業務運営上密接な関係にある上下水道事業について、より効率的に審議を行える

よう、現行の伊豆市下水道事業審議会条例と、伊豆市水道事業審議会条例を統合し、新しく

伊豆市上下水道事業審議会条例を制定するものです。 

  全国的に、水道事業の見直しが課題となる中、国の方針は、水道事業に対し事業の広域化

による業務の効率化などを柱とするもので、静岡県もこの方針に従ってきました。 

  しかしながら、先日の静岡県議会において、県は、従来の水道事業広域化の方針を見直す

との見解が示されました。中山間地域に位置し、市域が広く、水道の管路の総延長が長い伊

豆市にあっては、広域化だけでは解決できない問題が大部分であり、水道料金に差がある、

伊豆の国市との本格的な業務の統合は、現実的ではない状況でもあります。できる部分の広

域化は行うとして、それ以外は、今までとは違う方法で取り組みをすることによって、伊豆

市の水道事業を持続可能にする必要があると考えます。 

  水道の使用料が減少する局面にあっては、例えば、既存の水道管の中に新たな管を通すな

どの最新技術を利用するなどを含め、県とも協議の上、実効性のある審議が進められること

を希望します。 

  以上新たな審議会が有効に機能することを期待し、賛成討論といたします。 

○議長（下山祥二君） 以上で討論を終結します。 

  これより議案第72号について採決いたします。 

  本案に対する委員長の報告は可決であります。 

  委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

○議長（下山祥二君） 起立者全員。 
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  よって、議案第72号は原案のとおり可決されました。 

  これより、議案第73号 伊豆市地域集会施設条例の一部改正について討論、採決を行いま

す。 

  討論の通告がありませんので、直ちに採決を行います。 

  これより議案第73号について採決いたします。 

  本案に対する委員長の報告は可決であります。 

  委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

○議長（下山祥二君） 起立者全員。 

  よって、議案第73号は原案のとおり可決されました。 

 

◎議案第７４号～議案第７５号の委員長報告、質疑、討論、採決 

○議長（下山祥二君） 日程第26、議案第74号 財産の取得について及び日程第27、議案第75

号 財産の取得についての２議案を一括して議題といたします。 

  本案は、各委員会に審査を付託してありましたので、審査の経過と結果について、委員長

の報告を求めます。 

  議案第74号について、教育厚生委員会委員長、鈴木優治議員。 

〔教育厚生委員会委員長 鈴木優治君登壇〕 

○教育厚生委員会委員長（鈴木優治君） ただいま議長より報告を求められました議案第74号 

財産の取得について、補足説明はなく、委員より、ＧＩＧＡスクール用端末機1,581台、こ

の台数は児童生徒数だけなのか、それとも予備機の台数も入っているのか、また、随意契約

の理由はとの質疑に対し、児童生徒数は1,375名で、予備機は児童生徒の15％以内という規

定があるので206台となり、この中に先生方の分も見込んでいます。また、第１期の端末購

入の際、全国的に製品不足が生じたため、国の施策により、県主導で入札を行い、決定業者

と市町が随意契約をすることとなりましたとの答弁がありました。討議、討論はなく、挙手

全員にて原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  以上で教育厚生委員会委員長報告を終わります。 

○議長（下山祥二君） 次に、議案第75号について、総務経済委員会委員長、浅田藤二議員。 

〔総務経済委員会委員長 浅田藤二君登壇〕 

○総務経済委員会委員長（浅田藤二君） ただいま議長から報告を求められました議案第75号

財産の取得について、審査の経過と結果について報告いたします。 

  補足説明はなく、質疑に入りました。主な質疑は、選んだ基準、どのような経過でものや

グレードが選ばれていくのかとの質疑に対し、選定当時、他市町に視察に行き、必要なもの

をピックアップしました。伊豆市の危機管理センターで使用したいもの、また、それにふさ

わしいものを選定して、今回の備品購入に至っております。主なものは、３階部分がストッ
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クヤードとなっておりますので、そちらに備品等の棚を設置する予定です。そのほか、危機

管理センターですので、災害対策本部を開催しますが、そこでの机、椅子、それらを他市町

の状況を見て選定しましたとの答弁がありました。 

  討議、討論はなく、採決の結果、議案第75号は挙手多数で原案のとおり可決すべきものと

決しました。 

  以上で総務経済委員会委員長報告を終わります。 

○議長（下山祥二君） 以上で両委員長の報告は終わりました。 

  議案第74号及び議案第75号について質疑を行います。 

  質疑はございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（下山祥二君） 質疑なしと認めます。 

  以上で質疑を終結いたします。 

  これより暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時３７分 

再開 午前１１時３８分 

 

○議長（下山祥二君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  これより議案第74号 財産の取得について討論、採決を行います。 

  討論の通告がありますので、発言を許します。 

  反対討論、13番、森良雄議員。 

〔１３番 森 良雄君登壇〕 

○１３番（森 良雄君） 議案第74号 財産の取得について、反対討論をさせていただきます。 

  私、長年議員をやっておりますけれども、こんな財産の取得方法初めて。市長に聞いたっ

て分からないか、菊地市長に聞きたいけれども、こんな契約あるんですか。これ、県が一般

競争入札やったんですか、そしてその後、伊豆市が随意契約やったと。責任が県にあるんだ

ったら、何でここで議案を上程しなきゃならないの。総額7,000万円の財産の調達に、随意

契約による。法律にこんなことオーケーなんて書いていないですよね。単純な理由で、そう

いうことで反対させていただきます。 

  以上です。 

○議長（下山祥二君） 以上で討論を終結いたします。 

  これより議案第74号について採決いたします。 

  本案に対する委員長の報告は可決であります。 

  委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立多数〕 



－244－ 

○議長（下山祥二君） 起立者多数。 

  よって、議案第74号は原案のとおり可決されました。 

  これより議案第75号 財産の取得について討論、採決を行います。 

  討論の通告がありますので、発言を許します。 

  反対討論、13番、森良雄議員。 

〔１３番 森 良雄君登壇〕 

○１３番（森 良雄君） 13番、森良雄です。 

  議案第75号 財産の取得について、反対討論をさせていただきます。 

  伊豆市はお金持ちですね、みんな新品を購入するんですか。私、先ほどちょっと言いまし

たけれども、あのトヨタでさえ、あるものを使えといっているんですよ。何ですかこれは、

全部新品じゃないですか、あるものを使う気が全くない。これじゃ伊豆市、幾らお金あった

って足らないですよ、借金してお金調達するだけだ。伊豆市の将来を心配して反対討論をさ

せていただきます。終わります。 

○議長（下山祥二君） 以上で討論を終結いたします。 

  これより議案第75号について採決いたします。 

  本案に対する委員長の報告は可決であります。 

  委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立多数〕 

○議長（下山祥二君） 起立者多数。 

  よって、議案第75号は原案のとおり可決されました。 

 

◎日程の追加 

○議長（下山祥二君） 追加議案の上程を行います。 

  お諮りします。 

  お配りしてあります追加日程表のとおり３件を日程に追加し、議題としたいと思います。 

  これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（下山祥二君） 異議なしと認め、３件を日程に追加することにいたしました。 

 

◎議案第７６号の上程、説明、質疑、委員会付託省略、討論、採決 

○議長（下山祥二君） 追加日程第１、議案第76号 令和７年度伊豆市一般会計補正予算（第

５回）を議題といたします。 

  提出者から提案理由の説明を求めます。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 
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○市長（菊地 豊君） 議案第76号について提案理由を申し上げます。 

  本案は、９月５日に発生した台風15号による災害に迅速に対応するため、災害復旧費など

総額１億600万円を増額し、歳入歳出予算額を232億5,950万円とするものです。 

  詳細を建設部長に説明させます。 

○議長（下山祥二君） これをもって提案理由の説明が終わりました。 

  ここで、補足説明の申出がありますので、これを許します。 

  建設部長。 

〔建設部長 山口吉久君登壇〕 

○建設部長（山口吉久君） それでは、議案第76号 災害復旧費の補正予算について補足説明

をいたします。 

  説明資料ですが、フォルダー名が03－２_補正予算資料（追加）の資料となります。 

  そちらの資料の２ページを御覧ください。 

  令和７年度９月補正予算追加の概要という資料の中段、歳出11款災害復旧費を御覧くださ

い。なお、災害の場所につきましては、当該資料の最終の６ページに、災害復旧申請予定の

被害規模の大きな箇所のみとなりますが、被害箇所の位置図と写真、地区別災害発生件数を

１枚にまとめてございますので、後ほど御確認をお願いいたします。 

  ９月５日の台風15号接近に伴う豪雨により被災した箇所の復旧のため、測量設計委託料、

土砂撤去用の重機借上料や、工事費の補正予算をお願いするものです。 

  災害復旧費として上程しました、9,100万円の内訳を御報告させていただきます。 

  まず、11款１項１目の農地災害復旧費1,600万円ですが、内訳は、被災した田27件、畑27

件の測量設計委託料となります。 

  １項２目の農業用施設災害復旧費3,300万円ですが、内訳は、用水農道各１件の測量設計

委託料で400万円、閉塞した水路の土砂撤去のための重機借上料が５件で200万円、水路脇崩

壊等の復旧のための工事費が27件で2,700万円、合計3,300万円となります。 

  １項３目の林業用施設災害復旧費200万円ですが、内訳は、林道のり面崩壊に伴う復旧５

件の工事費となります。 

  ２項１目の道路橋梁災害復旧費900万円の内訳は、市道のり面崩壊１件の測量設計委託料

となります。 

  ２項２目の河川災害復旧費1,100万円ですが、河川護岸復旧に伴う２件の測量設計委託料

になります。 

  ３項１目の応急災害復旧事業費2,000万円の内訳ですが、道路堆積土砂撤去のための重機

借上料６件で300万円、道路路盤の復旧や、倒木処理等の市単独災害復旧19件で700万円、水

路堆積土砂撤去のための重機借上料３件で200万円、水路堆積土砂、流木処理、護岸工事等

市単独災害復旧12件で800万円、合計2,000万円を計上するものです。 

  今後、災害査定に向けて、迅速な対応をしていくために、本日の議決をいただきたく上程
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をさせていただきました。また、今後は２か月後の国の災害査定により事業費が確定次第、

工事費の補正予算を上程させていただくこととなりますので、よろしくお願いいたします。 

  また、予備費を1,500万円計上しております。こちらは、今年度にこれまで公共施設の修

繕工事や、消火栓の管そうの盗難に対する補充など不測の支出が発生し、応急的な対応に予

備費を充用したことから、当初予算で計上した3,000万円に予備費の予算額を戻し、これか

らの台風シーズンに備えさせていただきたいというものです。 

  以上、２点の補正予算となります。御審議の上、ご議決賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（下山祥二君） 以上で補足説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

  質疑はありませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（下山祥二君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案につきましては、会議規則第37条第３項の規定により委員会付託を省略することに、

御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（下山祥二君） 御異議なしと認めます。 

  よって、本案につきましては委員会付託を省略することに決定いたしました。 

  これより討論に入ります。 

  討論はございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（下山祥二君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

  これより議案第76号 令和７年度伊豆市一般会計補正予算（第５回）を採決いたします。 

  原案のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

○議長（下山祥二君） 起立者全員。 

  よって、議案第76号は原案のとおり可決されました。 

 

◎発議第４号の上程、説明、質疑、委員会付託省略、討論、採決 

○議長（下山祥二君） 追加日程第２、発議第４号 伊豆市民が共にあゆむ手話言語条例の一

部改正についてを議題といたします。 

  提出者から提案理由の説明を求めます。 

  議席番号11番、議会運営委員会委員長、三田忠男議員。 

〔議会運営委員会委員長 三田忠男君登壇〕 

○議会運営委員会委員長（三田忠男君） 皆さん、こんにちは。11番、三田です。よろしくお
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願いします。 

  それでは、発議第４号 伊豆市民が共にあゆむ手話言語条例の一部改正についてお願いい

たします。 

  伊豆市民が共にあゆむ手話言語条例（令和元年伊豆市条例第20号）の一部を次のように改

正する。前文中「位置づけられた」を「位置づけられ、令和７年に手話に関する施策の推進

に関する法律が制定し国において手話に関する施策を総合的に推進することになった」に改

める。 

  附則として、この条例は公布の日から施行すると条例を改正したいと思います。 

  提案理由を述べさせていただきます。 

  令和元年12月定例会にて、この条例は、14名の議員発議により制定されました。 

  条例の前文にありますように、平成23年に障害者基本法が改正され、手話が言語として位

置づけられましたが、その後、平成26年６月議会において、伊豆市聴覚障害者協会から出さ

れた「手話言語法制定を求める意見書」の提出を求める請願を、全会一致で採択しておりま

す。 

  国の手話言語法の制定を待たずして、全国的に、手話の普及や理解の増進等を目的とする

条例を制定する動きが広がり、伊豆市も「伊豆市民が共にあゆむ手話言語条例」を制定しま

した。その後の取組では、伊豆市議会で、手話講習会を開催し、議場で登壇の際には、手話

を一部使うようにもなりました。 

  本年６月25日に、手話に関する施策の推進に関する法律が施行され、その内容は、伊豆市

の条例を包括し、手話に関する施策の推進を定めるものであります。そのため、この法律に

合わせて条例の条文の変更を必要とはしませんが、制定の背景、理念等を定める前文に、国

においても手話の施策を推進する法律があることを追加する必要が生じました。 

  伊豆市では、11月17日からデフリンピック自転車競技も開催されます。この条例改正が、

市民の皆様に、手話を言語とする理解と普及の契機の後押しになれば幸いと思います。 

  今回の改正については、令和元年の条例の提出者であった私から、伊豆市聴覚障害者協会

にこの改正について相談し、御承認をいただき、議会運営委員会に諮って提案、審議の上、

議会運営委員会からの委員会発議とさせていただきました。 

  議員各位の御賛同を賜りますよう、お願い申し上げます。 

  なお、僭越ですが個人的には、条例制定時の課題でありました、協議の場の充実、教育の

場での普及、手話通訳者の育成及び待遇改善、市民理解の促進、他の障害によるコミュニケ

ーション障害を持つ方の支援や、９月23日の手話の日の制定による講演会や、のぼり旗等に

よる啓発活動の今後等々、取り組まなければならない課題があると思います。議員の皆さん

のさらなるお力添えを賜り、取り組みたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（下山祥二君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 
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  質疑はありませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（下山祥二君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案につきましては、会議規則第37条第２項の規定により委員会付託を省略することに、

御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（下山祥二君） 御異議なしと認めます。 

  よって、本案につきましては委員会付託を省略することに決定いたしました。 

  これより討論に入ります。 

  討論はございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（下山祥二君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

  これより発議第４号 伊豆市民が共にあゆむ手話言語条例の一部改正についてを採決いた

します。 

  原案のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立多数〕 

○議長（下山祥二君） 起立者多数。 

  よって、発議第４号は原案のとおり可決されました。 

 

◎発議第５号の上程、説明、質疑、委員会付託省略、討論、採決 

○議長（下山祥二君） 追加日程第３、発議第５号 「森の力再生事業」の継続を求める意見

書を議題といたします。 

  提出者から提案理由の説明を求めます。 

  議席番号３番、総務経済委員会委員長、浅田藤二議員。 

〔総務経済委員会委員長 浅田藤二君登壇〕 

○総務経済委員会委員長（浅田藤二君） ただいま議長より説明を求められました「森の力再

生事業」の継続を求める意見書について、提案理由を申し上げます。 

  ８月12日付にて、「森の力再生事業」の継続を求める意見書の提出を求める陳情書が、田

方森林組合代表理事組合長岡田悦郎氏から提出、付託され、総務経済委員会にて審議し、こ

の意見書を提案することとなりました。 

  「森の力再生事業」の継続については、既に静岡県に関する報道により、継続が予定され

ているようですが、総務経済委員会の審査では、国の森林環境譲与税と、静岡県の「森の力

再生事業」は、共に森林整備事業の役割が異なって活用されており、森林面積が広い伊豆市

においては欠くことのできない森林整備事業であることを、改めて確認させていただきまし



－249－ 

た。 

  意見書の内容を朗読し、提案理由とさせていただきます。 

  「森の力再生事業」の継続を求める意見書。 

  静岡県において「森の力再生事業」は、森林の公益的機能の回復と、災害に強い地域づく

りを目指し、森林づくり県民税を財源に、平成18年度より20年間にわたり実施されました。 

  この間、事業は着実に進捗し、県内の荒廃森林の再生、災害防止、地域経済の活性化、環

境保全など多面的な効果をもたらしました。一方、国の森林環境譲与税による事業は、自治

体ごとの施策展開を促し、その使途は、地域課題の解決が主体とされており、それぞれの事

業が両輪となり機能することで、持続可能な森林づくりが前進します。 

  県内には、いまだ整備の必要な森林が多数存在し、また、気候変動による豪雨災害の頻発

など、森林の公益的機能への期待は高まる一方です。これらの課題に持続的に対応するため

にも、本事業の継続的な実施は不可欠です。 

  ついては、引き続きこれら森林整備、再生を推進し、森林の公益的機能を発揮させるため、

県主体の広域的な森林整備である「森の力再生事業」を、県民、市町、林業関係者等と協働

し、次期事業計画を策定し、令和８年度以降も継続実施されるよう要望します。 

  以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

  令和７年静岡県知事鈴木康友様。静岡県伊豆市議会。 

  議員各位の賛同を賜りますよう、お願い申し上げます。 

○議長（下山祥二君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

  質疑はありませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（下山祥二君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案につきましては、会議規則第37条第２項の規定により委員会付託を省略することに、

御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（下山祥二君） 御異議なしと認めます。 

  よって、本案につきましては委員会付託を省略することに決定いたしました。 

  これより討論に入ります。 

  討論はございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（下山祥二君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

  これより発議第５号 「森の力再生事業」の継続を求める意見書を採決いたします。 

  原案のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 
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〔起立全員〕 

○議長（下山祥二君） 起立者全員。 

  よって、発議第５号は原案のとおり可決されました。 

 

◎閉会宣告 

○議長（下山祥二君） 以上で本日の日程は全部終了いたしました。 

  本定例会で議決された事件の字句及び数字、その他の整理を要するものにつきましては、

伊豆市議会会議規則第43条の規定に基づき、その整理を議長に委任されたいと思います。 

  これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（下山祥二君） 御異議ありませんので、そのようにさせていただきます。 

  これをもちまして、令和７年伊豆市議会９月定例会を閉会いたします。 

  皆様には、長期間慎重に御審議いただき、誠にありがとうございました。 

 

閉会 午後 ０時０２分 
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